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          ２２００２２４４年年度度「「北北海海道道 NNIIEE 実実践践報報告告書書」」のの発発刊刊にに寄寄せせてて  

                                                              北北海海道道 NNIIEE推推進進協協議議会会  

                                                                会会  長長  菊菊  池池  安安  吉吉  

                                                                （（日日本本 NNIIEE学学会会  会会員員））  

 

 ＮＮＩＩＥＥ実実践践報報告告書書「「第第２２８８集集」」をを刊刊行行すするるここととににななりりままししたた。。  

  今今年年度度のの実実践践校校３３２２校校のの先先生生方方がが、、全全道道各各地地ににおおいいてて地地域域やや学学校校のの立立地地条条件件、、児児童童・・生生徒徒・・学学生生

のの実実態態ななどどをを考考慮慮しし、、創創意意工工夫夫ししたたＮＮＩＩＥＥのの実実践践のの成成果果とと課課題題ががままととめめらられれてていいまますす。。  

報報告告書書ににはは、、２２００２２００年年、、小小学学校校かからら順順次次実実施施さされれたた学学習習指指導導要要領領のの改改訂訂をを踏踏ままええてて、、「「主主体体的的・・

対対話話的的でで深深いい学学びび」」やや「「個個別別最最適適なな学学びびとと協協働働的的なな学学びび」」のの実実現現にに向向けけたた NNIIEE のの取取組組がが多多数数掲掲載載ささ

れれてていいまますす。。現現行行学学習習指指導導要要領領でではは、、「「社社会会にに開開かかれれたた教教育育課課程程」」をを理理念念にに掲掲げげ、、「「何何をを学学ぶぶかか」」

だだけけででははななくく、、「「何何ががででききるるよよううににななるるかか」」をを明明確確ににしし、、「「どどののよよううにに学学ぶぶかか」」のの重重要要性性をを提提示示しし

てていいまますす。。ままたた、、GGIIGGAA ススククーールル構構想想にによよりり１１人人１１台台端端末末がが配配備備さされれ、、精精力力的的なな授授業業改改善善がが行行わわれれててききまま

ししたた。。ししかかしし、、一一方方でではは、、学学ぶぶ意意義義をを十十分分にに見見いいだだせせずず、、主主体体的的にに学学びびにに向向かかううここととががででききてていいなないい子子

供供のの増増加加やや、、不不登登校校やや外外国国人人児児童童生生徒徒へへのの支支援援がが不不十十分分なな現現状状、、習習得得ししたた知知識識をを現現実実のの事事象象とと関関連連づづけけ

てて理理解解すするるここととがが弱弱いいななどど、、課課題題ととししてて顕顕在在化化ししててききたたここととももあありりまますす。。学学校校でで身身ににつつけけるるべべきき力力をを「「実実

社社会会ででもも通通用用すするる力力」」ととしし、、学学力力観観もも転転換換期期をを迎迎ええてていいまますすがが、、学学習習指指導導要要領領のの理理念念やや趣趣旨旨のの浸浸透透

はは道道半半ばばでですす。。  

  今今回回のの実実践践報報告告のの中中ににはは、、日日本本新新聞聞協協会会がが実実施施ししたた NNIIEE学学習習効効果果調調査査のの結結果果とと同同様様にに、、児児童童生生徒徒のの「「聞聞

くく力力・・話話すす力力」」「「読読むむ力力」」「「書書くく力力」」「「理理解解力力・・考考ええをを深深めめるる力力」」「「主主体体性性」」でで伸伸びびたたとと評評価価すするる声声がが上上

げげらられれてていいまますす。。一一方方、、全全校校をを巻巻きき込込んんででのの実実践践やや実実践践頻頻度度をを増増ややすすここととがが今今後後のの課課題題ととすするる報報告告ももああ

りりまますす。。ここれれままでで複複数数のの実実践践校校がが学学校校司司書書やや図図書書事事務務、、司司書書教教諭諭ととのの連連携携・・協協力力のの大大切切ささにに触触れれてていいまま

すす。。ししかかしし、、北北海海道道にに多多いい小小規規模模校校でではは、、司司書書教教諭諭ももおおららずず、、図図書書館館担担当当もも学学級級やや教教科科をを担担当当ししてておおりり、、

日日常常的的にに図図書書館館をを軸軸ととししたた NNIIEE 実実践践にに取取りり組組むむののがが難難ししいい実実態態もも見見ええ隠隠れれししまますす。。全全校校上上げげててのの継継続続的的

なな取取組組がが学学力力向向上上にに結結びびつつきき、、学学校校全全体体でで実実践践すするるここととのの効効果果とと有有用用性性はは言言ううままででももあありりまませせんん。。ささらら

にに、、小小・・中中学学校校ののつつななががりりやや家家庭庭・・地地域域ととのの連連携携をを意意識識ししてて取取りり組組んんだだりり、、児児童童生生徒徒会会のの委委員員会会活活

動動とと連連動動ししたたりりすするるこことともも大大切切でですす。。特特別別支支援援学学級級やや特特別別支支援援学学校校・・高高等等支支援援学学校校ででのの実実践践もも増増ええ、、

そそのの有有効効性性もも徐徐々々にに見見ええててききままししたた。。  

  ２２００２２４４年年夏夏にに開開催催さされれたた NNIIEE 全全国国大大会会京京都都大大会会ののススロローーガガンンはは、、「「探探究究とと対対話話をを深深めめるる NNIIEE  デデジジ

タタルル・・多多様様性性社社会会のの学学びびにに生生かかすす」」。。公公開開授授業業やや実実践践発発表表でではは、、複複数数紙紙のの読読みみ比比べべでで批批判判的的にに読読みみ解解くく

ここととのの重重要要性性ややデデジジタタルル新新聞聞づづくくりりをを通通ししてて発発信信すするる情情報報にに責責任任をを持持つつここととのの大大切切ささ等等がが話話題題ととななりりまま

ししたた。。新新聞聞のの発発行行部部数数はは、、十十年年前前とと比比較較すするるととおおよよそそ４４割割減減でですす。。今今後後はは、、紙紙媒媒体体ととデデジジタタルルのの活活用用をを

どどののよよううにに進進めめるるかか、、対対話話型型生生成成 AAII（（人人工工知知能能））ををどどののよよううにに活活用用ししてていいくくかか、、偽偽情情報報のの拡拡散散をを見見

抜抜くく力力ををどどううややっってて身身ににつつけけるるかか、、課課題題ははたたくくささんんあありりまますすがが、、実実践践のの成成果果とと課課題題をを全全道道でで共共有有しし

ななががらら一一歩歩ずずつつ前前にに進進めめてていいききたたいいとと考考ええまますす。。速速報報性性ががあありり、、記記事事のの鮮鮮度度はは高高いいがが玉玉石石混混淆淆ののネネ

ッットト記記事事ののみみにに振振りり回回さされれるるここととななくく、、メメデディィアアリリテテララシシーーをを身身ににつつけけささせせ、、批批判判的的なな思思考考をを育育てて、、

新新聞聞のの持持つつ信信頼頼性性やや一一覧覧性性ののよよささ、、新新聞聞のの魅魅力力をを再再確確認認ししたたいいとと思思いいまますす。。新新聞聞をを開開いいたたととききのの思思

いいががけけなないい記記事事ととのの出出会会いいはは、、フフィィルルタターーババブブルルののネネッットト記記事事検検索索でではは遭遭遇遇ででききまませせんん。。ＮＮＩＩＥＥのの

裾裾野野をを広広げげ、、「「ＮＮＩＩＥＥのの種種蒔蒔きき」」にに継継続続的的にに取取りり組組んんででいいききまますす。。  

  最最後後にに「「実実践践報報告告書書」」のの発発刊刊にに当当たたっったたＮＮＩＩＥＥ事事務務局局ををははじじめめ、、ＮＮＩＩＥＥ実実践践校校のの先先生生方方、、新新聞聞関関

係係者者のの皆皆ささんんにに大大変変おお世世話話ににななりりままししたたここととをを報報告告ししおお礼礼申申しし上上げげまますす。。  
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１１．．ははじじめめにに  

  本本校校はは全全校校児児童童２２８８名名でで１１・・２２年年、、３３・・４４

年年、、５５・・６６年年のの完完全全複複式式校校ででああるる。。少少人人数数でで

あありり、、地地域域のの方方々々ととのの交交流流やや校校内内でではは縦縦割割りり

活活動動ななどど、、よよりり多多くくのの人人（（大大人人もも子子どどもももも））

とと触触れれ合合うう工工夫夫をを行行っってていいるる。。日日高高管管内内ででもも

南南端端にに位位置置しし、、海海とと山山にに囲囲ままれれたた自自然然豊豊かかでで

昆昆布布ななどどのの漁漁業業中中心心地地域域ででああるる。。  

かかつつててはは広広葉葉樹樹がが茂茂るる豊豊かかなな原原生生林林ががああ

っったたがが、、明明治治かからら昭昭和和ににかかけけてて燃燃料料確確保保ののたた

めめのの伐伐採採やや、、牛牛・・馬馬・・羊羊のの放放牧牧ななどどにによよっってて

森森がが急急速速にに失失わわれれ、、更更ににははええりりもも特特有有のの強強風風

にに晒晒さされれてて砂砂漠漠化化ししてていいっったた過過去去ががああるる。。すす

るるとと山山かかららははミミネネララルルがが無無くくななりり、、土土砂砂でで水水

がが濁濁りり、、海海産産物物資資源源がが枯枯渇渇ししてていいっったた。。海海とと

山山のの関関係係性性をを痛痛烈烈にに感感じじたた当当時時のの漁漁師師たたちち

はは緑緑化化事事業業ををススタターートトささせせ、、並並々々ななららぬぬ努努力力

にによよっってて半半世世紀紀かかけけてて森森とと海海をを生生きき返返ららせせ

たた。。７７００年年経経っったた現現在在ででもも、、ええりりもも町町内内のの小小・・

中中・・高高校校ででははそそれれぞぞれれのの段段階階でで緑緑化化事事業業にに関関

わわるるとと共共にに、、地地域域学学習習をを深深めめててききてていいるる。。  

  今今年年度度、、本本校校のの重重点点目目標標をを『『主主体体的的にに学学びび

合合いい、、自自分分のの考考ええをを表表現現ででききるる児児童童のの育育成成～～

ＩＩＣＣＴＴ機機器器をを活活用用ししたた対対話話的的なな学学びびのの工工夫夫

～～』』ととしし、、『『ＲＲ８８００』』のの手手法法もも取取りり入入れれななががらら

日日々々のの授授業業改改善善にに取取りり組組んんででききてていいるる。。  

  本本校校のの実実践践指指定定校校ととししててはは今今年年度度かかららでで

ああるるがが、、本本報報告告書書はは、、昨昨年年度度かからら取取りり組組んんでで

ききてていいるるＮＮＩＩＥＥのの実実践践ににつついいててままととめめたたもも

ののででああるる。。 

 

  

  

２２..児児童童のの様様子子  

  上上級級生生がが下下級級生生のの良良いい手手本本ととななっってておおりり、、

伝伝統統的的にに受受けけ継継ががれれててききてていいるる。。児児童童会会ととしし

てて書書記記局局、、保保体体、、文文化化、、放放送送のの各各委委員員会会がが、、

学学校校生生活活ががよよりり楽楽ししいいももののににななるるよよううにに

様様々々ななレレククややイイベベンントトをを活活発発にに行行っってていいるる。。

そそのの中中ででもも図図書書委委員員会会でではは読読みみ聞聞かかせせややクク

イイズズイイベベンントトをを通通ししてて読読書書のの楽楽ししささをを伝伝ええ

てていいるる。。そそのの結結果果、、図図書書館館ででのの貸貸しし出出しし数数はは、、

低低中中学学年年児児童童がが特特にに多多くく、、町町図図書書館館かかららババスス

でで新新刊刊ななどどがが巡巡回回すするる『『移移動動図図書書』』もも楽楽ししみみ

ににししてていいるる児児童童がが多多いい。。一一方方、、高高学学年年でではは昨昨

年年かからら校校内内にに設設置置ししたた新新聞聞ココーーナナーーでで新新聞聞

にに目目をを通通すす児児童童ががおおりり、、各各学学年年ででのの取取組組ででもも

新新聞聞にに慣慣れれ親親ししむむ工工夫夫がが行行わわれれてていいるる。。  

                      

３３．．  実実践践のの内内容容  

①①全全校校児児童童がが閲閲覧覧可可能能なな場場所所へへのの設設置置

子子どどももたたちちはは

２２００分分間間ののフフ

リリーータタイイムムやや

昼昼休休みみにに体体育育

館館へへよよくく行行くく。。

そそのの際際にに全全校校

児児童童ががよよくく通通

２２００２２４４年年度度  NNIIEE 実実践践報報告告  

新新聞聞にに触触れれてて、、読読みみ取取るる力力、、書書くく力力をを高高めめるる実実践践  
              ええりりもも町町立立庶庶野野小小学学校校  教教諭諭  池池原原  慶慶志志郎郎  
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るる場場所所がが職職員員室室前前でであありり、、目目にに付付ききややすすいい場場

所所ととししてて新新聞聞ココーーナナーーをを設設置置ししたた。。図図書書館館へへ

設設置置すするるこことともも考考ええたたがが、、家家庭庭ででのの購購読読数数もも

少少なないい現現在在、、よよりり身身近近にに目目にに付付くく場場所所へへのの設設

置置をを優優先先ささせせたた。。児児童童はは登登校校後後にに目目をを向向けけてて

いいたた。。  

②②児児童童にに読読んんででほほししいい記記事事のの設設定定  

  新新聞聞ををたただだ設設置置ししたただだけけでではは、、児児童童はは読読まま

なないい。。知知ららなないい文文字字がが多多くく、、新新聞聞はは難難ししいいとと

いいううイイメメーージジががああるる。。よよっってて読読むむ気気はは皆皆無無とと

言言っっててももよよいい。。少少ししででもも目目をを向向けけててももららううたた

めめににもも、、地地元元にに関関わわるるももののやや小小中中学学生生にに関関わわ

るる記記事事ななどどをを中中心心にに管管理理職職のの先先生生方方にに赤赤線線

でで囲囲んんででいいたただだきき、、「「タタイイトトルルだだけけででもも見見てて

くくだだささいい」」とと伝伝ええてていいるる。。  

③③本本校校にに関関わわるる記記事事のの掲掲示示  

  本本校校のの活活動動ににつついいてて掲掲載載さされれたた記記事事をを切切

りり抜抜きき、、事事務務生生ささんんにに飾飾りりををししててももららっってて壁壁

にに掲掲示示ししてていいるる。。子子どどももたたちちはは自自分分のの顔顔ななどど

がが写写さされれてていいるる記記事事をを、、興興味味ををももっっててののぞぞいい

てていいたた。。ままたた、、教教師師やや友友人人ととのの共共通通話話題題ととなな

りり、、会会話話ががすすすすんんででいいたた。。 

④④朝朝学学習習のの時時間間ににおおけけるる継継続続的的なな取取組組  

  

５５年年生生国国語語のの単単元元「「新新聞聞をを読読ももうう」」「「情情報報ノノ

ーートト」」のの学学習習かからら、、５５・・６６年年学学級級のの児児童童がが行行

っってていいるる取取組組。。新新聞聞かからら選選んんだだ記記事事ににつついいてて

のの感感想想やや考考ええをを書書きき、、そそのの感感想想やや考考ええにに対対しし

てて他他のの児児童童かかららもも意意見見をを付付箋箋にに書書くく活活動動をを

行行っってていいるる。。付付箋箋のの色色にによよっってて賛賛成成・・反反対対・・

疑疑問問・・共共感感とと、、内内容容ががわわかかりりややすすくくししたた。。そそ

れれららのの付付箋箋をを、、新新聞聞をを設設置置ししてていいるる場場所所のの壁壁

面面にに掲掲示示しし、、様様々々なな考考ええをを全全校校児児童童がが見見らられれ

るるよよううににししたた。。昨昨年年かからら、、朝朝学学習習活活動動のの一一環環

ととししてて取取りり組組んんででききてていいるる。。  

取取組組当当初初はは２２行行３３行行位位のの文文章章量量ででああっったた

がが継継続続ししてて行行っっててききたたここととでで明明ららかかにに文文章章

北海道新聞 2025 年 1 月 15 日 
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量量がが増増ええ、、理理由由をを加加ええてて書書くくよよううににななっったた。。  

⑤⑤新新聞聞係係発発足足（（北北斗斗新新聞聞社社））  

  昨昨年年度度かかららのの取取組組でで、、５５・・６６年年学学級級内内ででのの

子子どどももたたちちにによよるる自自主主的的なな係係活活動動がが発発足足。。２２

名名ででススタターートトしし、、当当初初はは世世のの中中ののここととをを学学級級

にに知知ららせせてていいたたがが、、次次第第にに学学級級やや校校内内ののこことと

をを記記事事ととししてて扱扱ううよよううににななっったた。。今今年年度度はは３３

名名でで記記事事をを書書

いいてておおりり、、学学級級

ののおお楽楽ししみみ会会

ななどど、、校校内内のの身身

近近なな内内容容をを中中

心心にに制制作作ししてて

いいるる。。発発刊刊当当初初

はは手手書書ききでで行行

っってていいたたがが、、先先

生生方方やや友友だだちち

かかららののアアドドババ

イイススをを参参考考にに、、

現現在在でではは端端末末をを使使いいここななしし、、写写真真をを差差しし込込むむ

ななどど、、記記事事がが読読者者にによよりり伝伝わわるるよようう、、工工夫夫すす

るる姿姿がが見見らられれるる。。見見ややすすささやや内内容容ののわわかかりりやや

すすささをを周周囲囲かからら誉誉めめらられれるるななどど、、ややりりががいいにに

ももななっってていいるるよよううででああるる。。  

  余余談談ででははああるるがが、、昨昨年年、、本本校校のの一一日日防防災災学学

校校ににＮＮＨＨＫＫささんんををおお招招ききししてて行行っったたののだだがが、、

終終了了後後にに校校長長室室でで担担当当のの方方々々とと話話ししてていいるる

とと、、北北斗斗新新聞聞社社のの児児童童 22 名名がが来来室室しし、、「「ジジャャーー

ナナリリスストトのの先先輩輩ととししてて、、自自分分たたちちのの新新聞聞をを評評

価価ししててほほししいい」」とと伝伝ええててききたた。。突突然然のの来来訪訪にに

もも関関わわららずず、、貴貴重重ななアアドドババイイススやや「「今今ののううちち

かかららここうういいっったたここととにに目目をを向向けけてて記記事事をを書書

くくここととはは本本当当にに素素晴晴ららししいい」」とといいたただだきき、、本本

人人たたちちはは満満足足そそううででああっったた。。  

  

⑥⑥ミミニニ新新聞聞のの取取組組  

  写写真真はは３３・・４４年年生生のの社社会会科科見見学学ののもものの。。見見

学学地地のの特特徴徴やや感感想想をを、、実実際際にに質質問問ななどどををししてて
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得得たた情情報報をを文文章章化化しし、、ミミニニ新新聞聞ととししてて紹紹介介。。

挿挿絵絵をを工工夫夫ししてて入入れれたたりり、、限限らられれたた文文量量ににまま

ととめめ上上げげたたりりとと、、国国語語科科ととししててのの学学習習もも兼兼ねね

てて行行っってていいるる。。  

⑦⑦校校長長講講話話ででのの記記事事紹紹介介  

始始業業式式やや終終業業式式ででのの校校長長先先生生のの挨挨拶拶ににおお

いいてて、、少少ししででもも社社会会にに目目をを向向けけててももららううこことと

をを目目的的にに、、時時事事的的なな内内容容やや心心にに残残るる広広告告ななどど

ををももととにに講講話話ををししてていいたただだいいてていいるる。。子子どどもも

たたちちにに関関係係のの深深いい記記事事をを紹紹介介ししてていいたただだきき、、

そそのの後後、、各各教教室室ににおおいいててもも更更にに話話題題ににししてて深深

化化をを図図っってていいるる。。  

  

４４．．成成果果とと課課題題  

（（１１））成成果果  

  授授業業以以外外ででもも日日常常的的にに文文章章をを読読むむ活活動動、、書書

くく活活動動にに親親ししむむ機機会会をを多多くくももつつここととががでできき

たたここととでで、、子子どどももたたちちのの資資質質・・能能力力はは大大ききくく

高高ままっったたとと実実感感ししてていいるる。。  

ままたた、、国国語語科科やや社社会会科科のの授授業業をを中中心心にに取取りり

入入れれててききたたここととでで、、情情報報活活用用力力やや読読解解力力、、要要

約約力力、、語語彙彙力力、、表表現現力力ななどどのの文文章章力力がが明明ららかか

にに身身にに付付いいてておおりり、、他他教教科科ににおおいいててももそそれれらら

のの力力がが発発揮揮さされれててききてていいるるとと感感じじてていいるる。。  

  

（（２２））課課題題  

  購購読読者者数数がが激激減減しし、、新新聞聞をを置置いいてていいるる家家庭庭

ははほほととんんどどなないい。。大大人人がが読読ままななくくななっってていいるる

状状況況でで、、子子どどももたたちちがが読読むむ（（目目ににすするる））場場面面

もも激激減減ししてていいるる。。せせめめてて学学校校内内でで新新聞聞にに親親しし

むむ環環境境ををつつくくるるここととでで、、前前述述ししたたよよううなな資資

質質・・能能力力のの高高ままりりのの一一助助ととししたたいい。。  

ＮＮＩＩＥＥのの絶絶大大なな効効果果はは明明白白だだがが、、子子どどももたた

ちちににととっっててはは敬敬遠遠さされれががちちででああるる。。当当たたりり前前

ののここととだだがが、、教教師師がが音音読読すするるななどどののススモモーールル

スステテッッププやや読読みみたたくくななるる仕仕掛掛けけななどど、、取取組組のの

工工夫夫はは欠欠かかせせなないい。。  

  

５５．．おおわわりりにに  

『『新新聞聞をを読読むむ子子とと学学力力のの相相関関関関係係』』ににつついい

ててはは、、効効果果的的とと取取りり上上げげらられれててかからら久久ししいい。。

新新聞聞はは無無くくててもも授授業業ははででききるるがが、、活活用用すするるここ

ととでで学学びびにに厚厚みみををつつけけ、、子子どどももたたちちのの思思考考力力

ににアアククセセンントトををつつけけ、、よよりり深深いい学学びびにに繋繋げげてて

いいけけるるももののとと考考ええるる。。そそししてて、、社社会会にに対対ししてて

自自分分のの意意見見をを持持つつよよううににななるるななどど、、自自分分事事とと

ししてて学学ぶぶ手手段段ととししててもも新新聞聞はは大大ききなな力力にになな

るるとと考考ええるる。。ままたた、、そそのの効効果果はは文文章章力力・・読読解解

力力ななどどのの向向上上だだけけででははななくく、、脳脳のの活活性性化化やや社社

会会動動向向のの把把握握ななどど多多くくのの利利点点ががあありり、、仕仕事事やや

勉勉強強、、日日常常生生活活ななどど様様々々なな場場面面でで役役立立つつこことと

がが期期待待さされれてていいるる。。購購読読者者数数がが減減っってていいるる現現

状状はは寂寂ししいい限限りりででああるるがが、、本本校校のの子子どどももたたちち

ににはは明明ららかかにに力力ががつついいててききたた。。今今後後もも意意図図的的

にに継継続続的的にに発発達達段段階階をを踏踏ままええななががらら、、新新聞聞のの

活活用用をを図図っってていいききたたいい。。  
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１．はじめに 

  本本校校はは、、十十勝勝管管内内とと釧釧路路管管内内のの境境界界ととななるる

浦浦幌幌町町のの北北端端にに位位置置しし、、西西とと北北東東にに小小高高いい丘丘

陵陵をを連連ねね、、そそのの間間のの狭狭いい平平地地にに位位置置ししてていいるる。。    

主主幹幹産産業業はは畑畑作作、、酪酪農農でで大大規規模模経経営営のの農農家家がが

多多くく、、保保護護者者のの 99 割割がが農農業業関関係係者者ででああるる。。  

昭昭和和６６１１年年、、上上浦浦幌幌地地区区にに分分散散ししてていいたた５５

校校がが統統合合ししてて開開校校ししたたがが、、児児童童数数のの減減少少がが進進

みみ、、令令和和８８年年度度よよりり、、隣隣接接すするる中中学学校校とと共共にに、、

義義務務教教育育学学校校ととししてて新新たたななススタターートトをを切切るる

予予定定ででああるる。。  

本本町町よよりり３３００㎞㎞以以上上離離れれてていいるるたためめ、、生生活活

圏圏はは隣隣接接すするる本本別別町町ででああるる。。過過疎疎化化がが進進んんでで

いいるるたためめ、、朝朝刊刊がが夕夕方方にに配配送送さされれるるななどど、、かか

つつててはは情情報報入入手手のの難難ししいい地地域域ででああっったたがが、、イイ

ンンタターーネネッットト、、ススママーートトフフォォンンのの普普及及とととともも

にに、、情情報報のの入入手手はは容容易易ににななっってていいるる。。  

   

２.児童の様子 

  本本校校でではは、、学学びびのの連連続続性性・・必必要要感感・・関関連連性性

をを自自覚覚ししななががらら学学ぶぶ意意欲欲をを高高めめるるたためめにに、、興興

味味・・関関心心にに沿沿っったた子子どどもも中中心心のの授授業業づづくくりりをを  

  

  

推推進進ししてていいるる。。  

ままたた、、学学力力検検査査のの分分析析等等かからら、、学学力力向向上上がが

大大ききなな課課題題ととななっってていいるる。。問問題題をを正正ししくく認認識識

ででききなないい、、問問題題文文のの解解釈釈にに時時間間をを要要すするるななどど、、

情情報報をを時時間間内内にに的的確確にに処処理理ででききなないいここととがが

原原因因とと思思わわれれるる。。そそううししたたここととかからら、、  

〇〇意意欲欲的的にに学学びび続続けけるる児児童童のの育育成成  

○○道道筋筋をを自自らら立立てて、、課課題題解解決決ででききるる力力のの育育成成  

にに重重点点をを置置きき、、指指導導改改善善をを図図っってていいるる。。  

特特にに授授業業でではは、、児児童童がが必必要要なな情情報報をを集集めめたた

りり、、整整理理ししたたりりししてて課課題題解解決決へへのの道道筋筋をを立立てて、、

互互いいのの考考ええをを伝伝ええ合合いいななががらら学学びびをを深深めめるる

力力のの育育成成をを目目指指ししてていいるる。。  

加加ええてて、、語語彙彙力力のの定定着着・・読読解解力力のの育育成成もも課課

題題ででああるるたためめ、、新新聞聞をを活活用用ししたた学学習習活活動動をを展展

開開ししてていいるる。。  

                     

３．実践の内容 

①①  新新聞聞ココーーナナーーのの活活用用  

本本校校でではは、、ここれれままでで地地元元紙紙ででああるる十十勝勝毎毎

日日新新聞聞、、朝朝日日小小学学生生新新聞聞、、北北海海道道小小学学生生新新

聞聞のの３３紙紙をを購購読読ししてていいるる。。  

児児童童玄玄関関前前にに新新聞聞ココーーナナーーをを設設置置しし、、児児

童童がが自自由由にに読読めめるるよよううににししてていいるる。。  

  

  

  

  

  

  

２２００２２４４年年度度  NNIIEE 実実践践報報告告  

  主主体体的的にに学学びび、、互互いいにに考考ええをを伝伝ええああうう児児童童のの育育成成      

              浦浦幌幌町町立立上上浦浦幌幌中中央央小小学学校校  教教諭諭  丸丸  矢矢    進進  
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家家庭庭でで新新聞聞ななどどをを読読むむ習習慣慣ののなないい児児童童

もも、、ココーーナナーーをを通通るるととききにに記記事事のの内内容容をを確確

認認しし、、朝朝のの時時間間やや休休みみ時時間間、、放放課課後後ななどど、、

自自分分のの読読みみたたいいタタイイミミンンググでで新新聞聞をを読読んんでで

いいるる。。  

  

      

②②  体体験験活活動動とと連連続続ししたた新新聞聞づづくくりり  

本本校校でではは、、新新聞聞づづくくりりをを通通ししたた教教育育活活動動にに

力力をを入入れれてておおりり、、全全校校児児童童がが発発達達段段階階にに合合わわ

せせたた新新聞聞づづくくりりにに取取りり組組んんででいいるる。。  

  低低学学年年はは、、生生活活科科やや校校外外学学習習でで体体験験ししたた内内

容容をを絵絵やや文文章章ででままととめめるる活活動動ととししてて、、国国語語やや

生生活活のの時時間間にに、、ははががききササイイズズののミミニニ新新聞聞づづくく

りりにに取取りり組組んんででいいるる。。  

  中中学学年年はは、、学学級級のの様様子子をを伝伝ええるる学学級級新新聞聞やや

学学習習ののままととめめととししててのの学学習習新新聞聞、、社社会会見見学学でで

学学んんだだ内内容容をを整整理理しし、、協協力力ししててかかべべ新新聞聞づづくく

りりにに取取りり組組んんででいいるる。。  

              取取材材活活動動  

  

高高学学年年はは、、総総合合的的なな学学

習習のの時時間間でで調調べべたた「「ふふるる

ささとと学学習習」」ののままととめめととしし

ててかかべべ新新聞聞づづくくりりにに取取りり

組組んんででいいるる。。児児童童がが上上浦浦

幌幌ににフフォォーーカカススししたたテテーー

ママをを設設定定しし、、取取材材ししたた内内

容容ををままととめめ、、修修学学旅旅行行ででＰＰＲＲ活活動動をを行行いい、、そそ

のの成成果果をを新新聞聞でで紹紹介介ししてていいるる。。  

毎毎年年、、十十勝勝管管内内ののかかべべ新新聞聞ココンンククーールルでで入入

賞賞すするるななどど、、本本校校のの伝伝統統ととななっってていいるる。。  

  

③③  ククロロヌヌリリハハイイククをを作作ろろうう  

22002233 年年にに松松山山市市でで行行わわれれたた、、第第２２８８回回ＮＮＩＩ

ＥＥ全全国国大大会会でで紹紹介介さされれたた、、「「ククロロヌヌリリハハイイクク」」

をを３３・・４４年年生生でで学学習習ししたた。。  

ククロロヌヌリリハハイイククととはは、、黒黒田田ママキキ氏氏がが創創案案しし

たた、、新新聞聞記記事事をを黒黒くく塗塗りりつつぶぶしし、、選選んんだだ言言葉葉

でで俳俳句句をを浮浮かかびび上上ががららせせたたアアーートト作作品品でですす。。  

作作成成のの手手順順はは①①季季語語をを探探すす  ②②五五七七五五にに

仕仕立立ててるる  ③③黒黒くく塗塗るる  のの３３つつののスステテッッププ

でですす。。  

今今回回はは、、初初めめててのの取取りり組組みみののたためめ２２時時間間

扱扱いいととししたた。。  

１１時時間間目目にに「「ククロロヌヌリリハハイイククのの作作りり方方」」

をを学学習習ししたた。。全全国国大大会会ででもも紹紹介介さされれたた愛愛媛媛

新新聞聞ののＨＨＰＰをを活活用用ししななががらら、、全全員員でで同同じじ記記

事事をを使使っってて学学習習をを行行っったた。。  

国国語語でで学学んんだだ、、俳俳句句づづくくりりのの基基本本①①季季語語

をを入入れれるる  ②②五五七七五五ででつつくくるる  のの２２点点ををしし

っっかかりりとと確確認認ししななががらら活活動動をを進進めめたた。。  

記記事事をを塗塗りりつつぶぶすす場場面面でではは、、例例文文でで使使用用

さされれてていいるる「「ススイイセセンン」」のの言言葉葉にに興興味味をを持持

ちち、、タタブブレレッットトでで調調べべななががらら、、花花のの形形をを表表

現現すするるななどど、、思思いい思思いいののデデザザイインンにに表表現現すす

るるここととががででききたた。。  
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２２時時間間目目はは「「ククロロヌヌリリハハイイククをを作作ろろうう」」

ととしし、、記記事事をを選選びび俳俳句句作作りりをを行行っったた。。  

新新聞聞ををスストトッッククししてていいるる部部屋屋かからら興興味味をを

持持っったた新新聞聞をを選選びび、、前前時時でで学学んんだだ手手順順でで学学

習習をを進進めめたた。。  

ままずず、、記記事事のの中中かからら季季語語をを探探ししてて鉛鉛筆筆でで

印印ををつつけけたた。。見見つつかかららなないい時時ははタタブブレレッットト

でで調調べべななががらら季季語語をを選選ぶぶここととががででききたた。。

  

次次にに、、季季語語のの周周辺辺かからら使使ええそそううなな単単語語をを

つつななげげてて五五七七五五のの俳俳句句をを作作っったた。。ううままくくまま

ととままららなないい時時はは、、記記事事ををままたたいいだだりり一一文文字字

ずずつつのの言言葉葉ををつつなないいだだりりとと、、工工夫夫ししななががらら

作作成成すするるここととががででききたた。。  

最最後後にに、、俳俳句句でで使使うう文文字字のの周周辺辺をを黒黒くく塗塗

りりつつぶぶししたた。。俳俳句句のの内内容容にに合合わわせせてて、、デデザザ

イインンすするるななどど、、練練習習時時よよりりももささららにに集集中中しし

てて取取りり組組むむここととががででききたた。。  

  

完完成成後後はは、、作作品品をを紹紹介介しし、、学学習習のの振振りり返返

りりをを行行っってて授授業業がが終終了了ししたた。。  

４４．．成成果果とと課課題題  

（（１１））成成果果  

11 年年目目とといいううここととでで、、ままずずはは、、ででききるる

ここととかからら進進めめるるよよううににししたた。。  

  ①①   発発達達段段階階をを意意識識ししたた新新聞聞づづくくりり活活動動

をを整整理理すするるここととででききたた  

  ②②  ククロロヌヌリリハハイイククななどど、、指指導導のの工工夫夫でで、、

児児童童のの興興味味・・関関心心をを高高めめ、、学学習習内内容容のの

定定着着がが図図れれたた。。  

  ③③  実実践践をを職職員員間間でで交交流流しし、、授授業業参参観観をを行行

いいななががらら、、授授業業改改善善をを図図れれたた。。  

（（２２））課課題題  

①①  新新聞聞づづくくりりやや新新聞聞活活用用のの授授業業をを行行うう  

    たためめのの時時数数確確保保がが難難ししいい。。  

②②  情情報報をを読読みみ取取りり、、的的確確にに処処理理すするる力力をを  

育育ててるる実実践践をを、、系系統統的的にに行行っってていいくく。。  

   

５．おわりに 

 本本校校でではは、、ここれれままでで新新聞聞づづくくりりをを中中心心ととしし

たた実実践践がが進進めめらられれててききたた。。今今後後ははそそのの伝伝統統をを

ささららにに進進化化ささせせるるたためめにに、、読読解解力力とと表表現現力力をを

高高めめるる実実践践をを進進めめてていいくくここととがが次次年年度度のの重重

点点とと考考ええてていいるる。。  

ままたた、、令令和和 88 年年度度かからら義義務務教教育育学学校校へへ移移行行

すするるここととかからら、、同同じじ実実践践指指定定校校ででももああるる中中学学

校校とと連連携携しし、、教教育育課課程程ににおおけけるる新新聞聞活活用用のの位位

置置づづけけをを協協議議ししてていいききたたいい。。  
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クロヌリハイク  
【単元の目標・指導計画】 2 時間  
・易しい文語調の俳句を音読したり暗唱したりするなどし、学習の

見通しをもって言葉の響きやリズムに親しもうとしている。  
・感じたことや想像したことを書く活動。  
 
【本時の目標・本時の展開】  

目標 言葉の響きやリズムを感じながら俳句を作ろう  
 
 「俳句のルールを確認しよう」  
   ・季語      
   ・五七五  
 
 「記事を読んで季語を見つけよう」 
   ・記事の中から季語を見つけて印をつける。  
   ※写真や見出しをヒントにする 
   ※歳時記やタブレットで確認する  
 
 「俳句を作ろう」 
   ・選んだ記事の周りから単語を選ぶ  
   ※記事をまたいでも OK 
   ※文字をつないで単語を作っても OK 
 
 「俳句以外を塗りつぶそう」  
   ※自由に塗る アイデア・工夫 OK 
 
 「発表しよう」  
   ・俳句を紹介する  
   ・友達の作品の良いところを評価（コメント）する  
 
 「ふりかえろう」 
   ・本時の学習を振り返る  
   ※俳句作り、文語調の表現、リズム 季語などのキーワード  
    を入れてまとめる。  
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１．はじめに 

  本本校校はは、、札札幌幌市市北北区区にに位位置置すするる自自然然豊豊かかなな

百百合合がが原原公公園園にに近近いい中中規規模模のの学学校校ででああるる。。今今

年年度度ははどどのの子子もも楽楽ししくく学学びび合合いい、、挨挨拶拶とと笑笑顔顔

ああふふれれるる学学校校をを目目指指すすたためめにに、、「「主主体体的的にに学学

びび合合うう  ああっったたかか百百合合がが原原」」をを学学校校教教育育重重点点

目目標標にに掲掲げげ、、教教育育活活動動をを進進めめてていいるる。。  

  

２.児童（生徒）の様子  

  元元気気でで明明るるいい児児童童がが多多くく、、授授業業中中のの発発言言もも

多多いい。。道道徳徳のの学学習習でではは、、課課題題とと自自分分のの経経験験をを

結結びび付付けけななががらら、、自自分分ななりりのの考考ええをを書書くくこことと

ががでできき、、意意欲欲的的ででああるる。。一一方方でで、、学学校校生生活活でで

はは少少しし幼幼いい面面ががあありり、、周周りりののここととををああままりり考考

ええずず、、自自分分中中心心にに行行動動すするる様様子子がが多多少少見見受受けけ

らられれるる。。  

新新聞聞にに関関ししててはは、、家家庭庭でで読読むむ機機会会ははほほととんん

どどななくく、、55 年年生生のの国国語語「「新新聞聞をを読読ももうう」」でで初初

めめてて新新聞聞をを読読んんだだ児児童童もも多多かかっったた。。55 年年生生でで

はは、、「「どどううししんんままなな bbeellll」」をを活活用用しし、、新新聞聞をを

作作っったたりり、、読読んんだだりりすするる活活動動をを通通ししてて、、新新聞聞

にに触触れれるる機機会会をを増増ややししててききたた。。  

  

  

  今今回回のの実実践践でではは、、新新聞聞のの投投書書欄欄をを使使いい、、親親

切切ににつついいてて書書かかれれたた記記事事にに触触れれててももららうう。。立立

場場にによよっってて人人のの考考ええがが変変わわるるこことと。。そそししてて、、

周周りりののここととをを考考ええるる大大切切ささにに気気付付きき、、ここれれかか

ららのの生生活活ににもも役役立立ててよよううととすするる心心をを育育みみたた

いい。。  

 

 

 

 

 

 

 

 

３．実践の内容 

二二つつのの記記事事をを読読みみ比比べべ、、「「本本当当のの親親切切」」ににつつ

いいてて考考ええるる道道徳徳のの実実践践をを行行っったた。。  

◎◎記記事事 AA  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    北北海海道道新新聞聞  22002200 年年 99 月月 1166 日日 

◎◎記記事事 BB 

 

 

 

 

 

  

  

  

  北北海海道道新新聞聞  22002200 年年 1111 月月 3300 日日  

２２００２２４４年年度度  NNIIEE 実実践践報報告告  

新新聞聞記記事事をを活活用用ししたた特特別別のの教教科科  道道徳徳のの実実践践  
      

              札札幌幌市市立立百百合合がが原原小小学学校校  教教諭諭  北北川川  悠悠佑佑  
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譲られている人はうれ

しいけど並んでいる人

は不満だから。 

後ろの人の順番がど

んどん遅くなってし

まうから。 

譲られる人はそんなに

困っていないから。 

周りの人のことを 

考えられていないから。 

 

  
  
  
【【本本時時のの目目標標】】  
・親切に関する二つの記事を読み比べる活動を通して、「本当の親切」には相手に対して優しくすることだけで
はなく、周りの人への配慮も必要であることに気付き、誰に対しても思いやりの心を持つ道徳的価値を育てる。 

（実践意欲と態度） 
【【本本時時のの展展開開】】  

子子どどもものの学学習習活活動動  教教師師のの関関わわりり  
○前回考えた、親切の定義を振り返る。 
 
 
〇親切に関する記事を読み、感じたことを話し合う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇ふりかえり(本当の親切とは何かを考える) 

【子どもが自ら関わりたくなる教材化】 
〇記事を一つずつ提示し、人物を確認す
ることで記事の様子をイメージしや
すいようにする。 

 
〇新聞記事の一部をマスキングするこ
とで B の女性の気持ちを想像できる
ようにする。 

 
〇子どもたちが考えやすいように課題
の言葉を A に限定したものする。（自
然に B と比較できるようにする。） 

 
〇まとめの前にふりかえりを書くこと
で人によって「本当の親切」の認識が
違うこと、共通している部分があるこ
とに気付くことができるようにする。 

 
【学びをつなげる教師の関わり】 
〇前時に親切の定義を捉えておくこと
で本時を通して、考えに変化があった
かを実感しやすくする。 

 
○自分の考えに自信が持てるようにペ
アで話し合ってから全体交流をする
ようにする。 

 

 

どうして Aの男性は親切なの？ 

親切にする相手だけではなく、周りの人も良い気持ちになる親切だから！ 

【本時の評価】 
2 つの記事を比べたり、友達の考えを聞いたりして、周りのへの配慮が必要なことに気付くことができてい
るか。（ワークシート・発言） 

道道徳徳『『本本当当のの親親切切ととはは』』  令令和和 66年年度度 1122月月 1177日日（（火火））22校校時時  
55 年年 11 組組  2288名名  

指指導導者者  北北川川  悠悠佑佑  

人に優しくすること。 困っている人を助けること。 協力してあげること。 

男性が順番を譲っていて優しい。 

「大変でしょう」に思いやりがある。 

この男性も順番は譲っているけど。 

後ろのことも考えるべき。 

A 

B 

3 歳の子どもが病気で 

大変だから。 

困っているお母さんを 

助けたから。 

周りの人は順番が 

変わらないから。 

周りの人も親切だと 

感じるはずだから。 

A B 

 

「「本本当当のの親親切切」」ととはは？？  
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「「本本当当のの親親切切」」ににつついいてて、、記記事事をを基基にに深深くく

考考ええらられれるるよよううににししたたいい。。そそののたためめ、、１１時時間間

目目ににここれれままでで培培っったた生生活活経経験験ややエエピピソソーードド

をを交交流流しし合合いい、、「「親親切切」」ににつついいててののイイメメーージジをを

確確認認しし合合っったた。。22 時時間間目目はは、、前前時時のの「「親親切切」」

のの定定義義ににつついいてて共共有有ししたた後後、、新新聞聞記記事事をを活活用用

ししたた学学習習ををススタターートトししたた。。  

＜＜１１時時間間目目のの板板書書＞＞ 

 

４．成果と課題 

（１）成果 

①①新新聞聞記記事事のの提提示示のの仕仕方方ににつついいてて  

  他他のの学学級級ででもも授授業業をを行行いい、、２２つつのの記記事事をを同同

時時にに提提示示すするる方方法法、、AA のの記記事事ににつついいてて考考ええたた

後後にに BB のの記記事事をを提提示示すするる方方法法のの 22 パパタターーンンをを

行行っったた。。  

  前前者者のの方方法法でではは、、BB のの記記事事をを読読みみ、、「「男男性性がが

後後ろろをを確確認認すするるべべききだだっったた」」とと核核心心にに迫迫るる考考

ええががすすぐぐにに出出たた。。ししかかししななががらら、、AA のの記記事事のの

状状況況やや、、優優ししささにに着着目目すするる子子がが少少ななくく、、深深まま

りりのの浅浅いい学学習習ににななっっててししままっったた。。  

  後後者者のの方方法法でではは、、前前時時にに行行っったた「「親親切切」」のの

定定義義とと比比べべななががらら、、AA のの記記事事のの状状況況やや優優ししささ

ををししっっかかりりとと捉捉ええてて考考ええるるここととががででききたた。。そそ

ののああととにに BB のの記記事事ににつついいてて考考ええるるここととでで AA とと

BB のの記記事事をを比比較較ししややすすくくななりり、、「「どどううししてて、、同同

じじ親親切切ななののにに AA だだけけがが親親切切にに感感じじるるののかか。。」」

とと子子どどももたたちちかかららのの疑疑問問やや意意欲欲をを引引きき出出すす

ここととががででききたた。。学学習習目目標標やや比比較較対対象象ににももよよるる

がが、、深深くく記記事事ににつついいてて考考ええたたいいととききはは一一つつずず

つつ提提示示ししてていいきき、、ススモモーールルスステテッッププででままととめめ

てていいくくここととがが、、そそのの後後のの深深ままりりやや学学習習ののししやや

すすささにに繋繋ががっってていいくくここととがが分分かかっったた。。  

  

  

  

  

  

②②人人物物相相関関図図ににつついいてて  

  児児童童とと確確認認ししななががらら、、人人物物相相関関図図をを黒黒板板にに

表表ししたた。。記記事事をを読読んんだだだだけけでではは分分かかりりづづららくく、、

筆筆者者のの立立場場のの違違いいやや登登場場人人物物のの置置かかれれてていい

るる状状況況、、誰誰にに対対ししててどどんんなな気気持持ちちななののかかをを視視

覚覚的的にに認認識識ででききるるよよううににししたた。。児児童童ののワワーークク

シシーートトににはは「「立立場場にによよっってて気気持持ちちがが変変わわるる。。」」

とといいううここととやや「「二二つつのの親親切切はは違違うう！！」」とといいうう

記記述述がが多多くく書書かかれれてておおりり、、新新聞聞記記事事をを扱扱うう際際

ににはは人人物物相相関関図図をを使使ううとと、、よよりり記記事事にに深深くく入入

りり込込めめ、、考考ええややすすくくななるるここととがが分分かかっったた。。  

  

  

  

  

  

  

＜＜本本時時のの板板書書＞＞ 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

B ままたた、、青青枠枠ををママススキキンンググすするる

ここととでで登登場場人人物物のの気気持持ちちをを想想

像像ししたたいいとといいうう意意欲欲をを持持つつここ

ととががででききたた。。  
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③③周周りりののここととをを考考ええるる必必要要性性ににつついいてて  

  児児童童のの振振りり返返りりかからら、、前前時時でで学学習習ししたた「「親親

切切」」のの定定義義とと今今回回学学習習ししたた「「本本当当のの親親切切」」はは

少少しし異異ななるるここととにに気気付付くくここととががででききたたとと考考

ええらられれるる。。ままたた、、ほほととんんどどのの子子がが周周りりのの人人がが

不不快快ににななららなないいこことと、、そそのの場場ににいいるる全全員員がが嬉嬉

ししいい気気持持ちちににななるるここととがが大大切切ななここととにに気気付付

くくここととががででききたた。。  

  

  

  

 

 

 

 

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）課題 

・・課課題題のの言言葉葉選選びびににつついいてて  

  今今回回のの授授業業でではは、、「「どどううししてて AA はは親親切切にに見見ええ

るるのの？？」」とといいうう課課題題でで学学習習をを進進めめてていいっったたがが、、

他他のの学学級級でで授授業業をを行行っったた際際はは「「BB のの男男性性ははどど

ううししたたららよよかかっったた？？」」とといいうう課課題題でで授授業業をを行行

っったた。。  

「「BB のの男男性性ははどどううししたたららよよかかっったた？？」」とといいうう

課課題題でで行行ううとと BB のの記記事事をを中中心心にに考考ええるるここととにに

ななるる。。BB のの男男性性がが周周りりののここととをを考考ええるる必必要要がが

ああっったたののははももちちろろんん、、店店員員やや周周りりのの客客もも自自分分

ののここととだだけけででははななくく、、周周りりののここととをを考考ええてて行行

動動すするるべべききだだっったたとといいううここととにに気気付付くくこことと

ががででききたた。。  

  一一方方、、「「どどううししてて AA はは親親切切にに見見ええるるのの？？」」とと

いいうう課課題題でで行行っったた場場合合はは、、BB とと比比較較ししななががらら

AA のの男男性性のの状状況況やや順順番番待待ちちのの仕仕組組みみ、、親親切切にに

さされれたた人人のの立立場場ななどどをを中中心心にに考考ええ、、「「本本当当のの

親親切切」」ににつついいててよよりり迫迫るる授授業業ががででききたたとと感感じじ

たた。。  

ここののよよううにに課課題題のの言言葉葉にによよっってて、、児児童童のの考考

ええややすすささやや思思考考のの流流れれがが変変わわっっててくくるるとといい

ううこことと、、辿辿りり着着ききたたいい目目標標にによよっってて課課題題のの言言

葉葉をを変変ええるる必必要要ががああるるここととをを実実感感ししたた。。他他にに

もも「「AA とと BB のの親親切切はは何何がが違違うう？？」」ななどどのの課課題題

もも考考ええらられれるる。。新新聞聞記記事事をを使使っったた授授業業をを行行うう

場場合合、、過過去去のの指指導導案案ななどどはは参参考考ににししづづららいいたた

めめ、、ベベスストトなな課課題題のの言言葉葉をを考考ええななくくててははなならら

なないいののがが難難ししかかっったた。。  

 

５．おわりに 

 新新聞聞記記事事をを活活用用ししたた道道徳徳のの授授業業はは児児童童のの

意意欲欲をを十十分分にに引引きき出出すすここととががででききるる。。文文章章かか

らら場場面面やや人人物物のの気気持持ちちをを想想像像ししたたりり、、自自分分自自

身身のの経経験験もも結結びび付付けけたたりりししややすすいい教教材材だだとと

感感じじたた。。ししかかしし、、教教師師自自身身がが記記事事をを探探しし、、授授

業業をを考考ええるるののははああままりり現現実実的的ででははなないいかかもも

ししれれなないい。。道道徳徳のの価価値値項項目目にに合合わわせせななががらら記記

事事をを自自分分でで選選びび、、授授業業をを考考ええるるののはは大大変変ででああ

るる。。教教師師自自身身がが日日々々新新聞聞をを読読みみ、、授授業業にに使使ええ

るる記記事事やや子子どどももたたちちにに伝伝ええたたいい記記事事をを探探そそ

ううととすするる姿姿勢勢がが大大切切ででああるる。。ままたた、、無無理理ののなな

いい範範囲囲でで新新聞聞記記事事をを活活用用ししたた学学習習ががででききるる

よよううにに、、道道徳徳でで使使ええるる新新聞聞記記事事集集ななどどががああるる

とと、、教教育育現現場場にに NNIIEE がが広広ままっってていいくくとと感感じじたた。。  
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１．はじめに 

  本本校校はは札札幌幌市市のの豊豊平平区区ににああるる児児童童数数 227788 名名

開開校校３３年年目目のの私私立立小小学学校校ででああるる。。校校地地内内にに緑緑

ああふふれれるる森森をを有有すするる、、豊豊かかなな自自然然環環境境がが大大きき

なな魅魅力力のの学学校校ででももああるる。。ままたた、、ここりりっっつつ認認定定

ここどどもも園園とと同同一一校校地地内内ににあありり、、交交流流活活動動もも行行

わわれれてていいるる。。児児童童はは、、札札幌幌市市全全域域ははももととよよりり、、

千千歳歳市市等等市市外外かかららもも通通学学ししてていいるる。。そそののたためめ

多多くくのの子子がが自自宅宅かからら学学校校ままででのの送送りり迎迎ええをを

すするる「「DDoooorr  ttoo  DDoooorr」」やや、、ババススななどどのの公公共共交交

通通機機関関をを利利用用ししてて通通学学ししてていいるる。。  

  ままたた本本校校はは、、北北海海道道新新聞聞社社とと連連携携しし、、ＭＭＮＮ

ＩＩ教教育育をを推推進進ししてていいるる。。ＭＭＮＮＩＩ（（MMaasstteerr  ooff  

NNeewwss  &&  IInnffoorrmmaattiioonn  ））教教育育はは  IICCTT  のの先先をを行行

くく、、よよりり深深くく広広いい、、温温ももりりののああるる学学びびをを目目指指

しし、、イインンタターーネネッットトだだけけででははななくく人人、、紙紙ももメメ

デディィアアととしし、、進進んんでで社社会会参参加加すするる子子どどももをを育育  

ててるるここととをを目目的的ととししたた教教科科横横断断的的なな学学習習でで

ああるる。。ここのの中中でで子子どどももたたちちはは、、自自ららをを表表現現すす

るるたためめににメメデディィアアをを使使うう。。イインンタターーネネッットトなな

どどのの情情報報技技術術ははももちちろろんん、、関関わわるる人人もも、、書書籍籍

やや新新聞聞ななどどのの紙紙もも、、知知識識をを深深めめ人人とと交交わわるる時時

間間をを豊豊かかににしし、、社社会会にに向向けけてて自自ららをを表表現現すするる

たためめのの大大切切ななメメデディィアアととししてて学学びびにに活活用用しし

てていいるる。。  

 

２.児童（生徒）の様子 

  本本校校はは MMiiccrroossoofftt  SShhoowwccaassee  SScchhooooll にに認認定定

さされれ、、ＩＩＣＣＴＴをを活活用用ししたた教教育育活活動動にに力力をを入入れれ

てていいるる。。ままたた、、北北海海道道新新聞聞のの「「ままなな bbeellll」」にに

ああるる「「新新聞聞をを作作るる」」をを活活用用しし、、４４・・５５年年生生児児

童童はは宿宿泊泊学学習習のの学学びびをを新新聞聞形形式式ででままととめめたた。。

そそししててそそれれららのの作作品品をを「「第第１１回回ままななｂｂｅｅｌｌｌｌ

ででつつくくろろうう！！新新聞聞ココンンククーールル」」にに応応募募しし、、学学

校校賞賞をを受受賞賞ししたた。。  

  ままたた、、どどのの学学年年もも週週にに１１回回、、北北海海道道新新聞聞がが

選選定定ししたた記記事事をを活活用用ししたたワワーーククシシーートトにに取取

りり組組んんだだりり、、66 年年生生児児童童はは朝朝学学習習のの時時間間にに新新

聞聞をを読読んんだだりりすするるななどどのの時時間間をを設設けけ、、新新聞聞にに

慣慣れれ親親ししむむ様様子子がが見見らられれるる。。                    

                   

３．実践の内容 

①①  週週にに 11 回回  ワワーーククシシーートト  
  北北海海道道新新聞聞がが選選定定ししたた記記事事をを中中心心にに、、ワワーー

ククシシーートトにに取取りり組組んんででいいるる。。文文をを読読みみ取取るる力力

ははももちちろろんん、、ワワーーククシシーートトにに対対応応すするる適適切切なな

記記事事をを検検索索しし、、よよりり正正ししいい情情報報をを選選択択すするる力力

をを養養ううたためめにに行行わわれれててききたた。。記記事事をを検検索索すするる

際際ににはは「「ままなな bbeellll」」のの新新聞聞記記事事デデーータタベベーースス

をを活活用用ししたた。。  

  上上記記デデーータタベベーーススをを活活用用すするる際際はは、、大大量量にに

ああるる記記事事のの中中かからら、、条条件件にに合合ううももののをを検検索索しし、、

そそれれをを基基ににワワーーククシシーートトにに取取りり組組むむとといいうう

ももののはは、、時時間間ががかかかかるる。。ししかかしし、、週週 11 回回とといい

ううペペーーススでで実実践践をを繰繰りり返返ししてていいくく中中でで速速度度

とと精精度度ががととももにに高高ままるる様様子子がが見見らられれたた。。  

  ままたた、、様様々々ななジジャャンンルルのの記記事事にに触触れれるるこことと

でで、、子子どどももたたちちのの視視野野がが広広ががるるこことととと同同時時にに、、

世世のの中中ににはは答答ええがが 11 つつででははななくく、、そそのの中中かからら

最最善善をを選選択択ししてていいくく大大切切ささをを学学ぶぶここととががでで

ききたたよよううにに感感じじてていいるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

※※実実践践でで使使用用ししたたワワーーククシシーートトととままなな bbeellll

新新聞聞記記事事デデーータタベベーーススのの記記事事（（ 22002222//0066//1188  

((土土))  北北海海道道新新聞聞朝朝刊刊全全道道((小小学学生生新新聞聞))））。。デデ

ーータタベベーーススののももののはは振振りり仮仮名名付付ききのの記記事事もも

あありり、、漢漢字字がが苦苦手手なな児児童童ででもも読読みみ進進めめややすすいい。。  

  

  

    

２２００２２４４年年度度  NNIIEE 実実践践報報告告  
  

ＭＭＮＮＩＩ教教育育のの実実践践  
  

田田中中学学園園立立命命館館慶慶祥祥小小学学校校  教教諭諭  福福原原  拓拓紀紀  
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②②  国国語語科科ととししててのの実実践践（（55 年年生生））  

  55 年年生生国国語語科科のの教教科科書書（（光光村村図図書書））、、「「ききいい

ててききいいててききいいててみみよようう」」でではは、、イインンタタビビュューー

活活動動をを行行ううたためめにに、、「「ききくくここととににつついいてて考考ええ

よようう」」とといいううテテーーママでで単単元元のの導導入入をを行行いい、、学学

習習をを進進めめたた。。  

  本本校校でではは MMNNII 教教育育ととししてて、、紙紙媒媒体体ももメメデディィ

アアのの大大切切なな仲仲間間ででああるるとと指指導導をを行行っってていいるる。。

そそここでで、、絵絵本本のの『『だだるるままちちゃゃんんととててんんぐぐちちゃゃ

んん』』（（福福音音館館書書店店・・加加古古里里子子作作//絵絵））をを基基にに北北

海海道道新新聞聞とと指指導導のの資資料料をを作作成成しし、、「「ききくくこことと」」

でで大大切切ななここととはは何何かかをを考考ええるる時時間間をを設設けけたた。。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※指導用資料（Microsoft PowerPoint）の一部。北

海道新聞菊地様の御尽力により、この活動を行うこ

とができた。だるまちゃんとお父さんの会話を基に、

話手のみならず聞き手にも上手に相手からの情報

を聞き出す必要性について感じさせる。 

 

 ススラライイドドをを活活用用すするるここととでで相相手手ににつついいてて

ああるる程程度度情情報報をを得得ててかからら質質問問をを考考ええるるこことと、、

具具体体的的なな質質問問がが答答ええややすすいいこことと、、想想定定とと違違うう

展展開開ににななっったた時時のの対対応応方方法法ななどどをを学学ぶぶこことと

ががででききたた。。  

  

  ここののほほかかににもも 66 年年生生社社会会科科でではは「「ままなな vvii」」

のの映映像像をを活活用用ししてて選選挙挙ににおおけけるる投投票票先先をを選選

ぶぶ重重要要性性をを学学んんだだりり、、44 年年生生ののアアイイヌヌ文文化化にに

つついいててのの学学習習ででもも、、新新聞聞記記事事デデーータタベベーーススかか

ららアアイイヌヌ民民族族がが差差別別ににああっってていいたた歴歴史史ににつつ

いいてて学学習習をを行行っったたりりすするるななどど、、本本校校でではは比比較較

的的「「ままなな bbeellll」」をを活活用用ししたた学学習習活活動動をを行行っってて

いいるる。。  

４４．．成成果果とと課課題題  

（（１１））成成果果  

①のの実実践践ににつついいてて 
  実実践践のの内内容容ででももああるるよよううにに、、子子どどももたたちちがが

適適切切なな情情報報をを選選びび、、活活用用ししてていいくく力力がが高高ままっっ

たたとと感感じじてていいるる。。現現在在はは様様々々なな情情報報をを手手軽軽にに

得得らられれるるここととががででききるるよよううににななっったた一一方方でで、、

そそれれららのの信信ぴぴょょうう性性にに不不安安ががああるるももののもも多多

いい。。ままたた、、情情報報量量はは膨膨大大でであありり、、内内容容がが子子どど

ももたたちちのの実実態態にに合合っってていいなないいももののもも見見らられれ

るる。。今今回回はは北北海海道道新新聞聞ののデデーータタベベーーススをを使使用用

ししてていいるるののでで、、信信ぴぴょょうう性性にに不不安安ははなないいもものの

のの、、たたくくささんんのの記記事事のの中中かからら自自分分ににととっってて必必

要要なな情情報報をを検検索索しし、、活活用用すするるたためめにに「「どどんんなな

キキーーワワーードドをを入入れれたたららいいいいかかなな」」ななどどとと考考ええ

ななががらら活活動動ををすするるここととでで、、他他のの教教科科でで調調べべ学学

習習ななどどをを行行うう際際ににもも、、慎慎重重にに情情報報をを選選ぼぼううとと

すするる姿姿ががよよりり見見らられれるるよよううににななっったたとと感感じじ

てていいるる。。  

  ままたた、、定定期期的的ににここのの活活動動をを行行ううここととにによよっっ

てて、、様様々々ななジジャャンンルルのの記記事事にに触触れれるるここととががでで

きき、、子子どどももたたちちのの視視野野がが広広ががるるここととににつつなながが

っったた。。例例ええばば 55 年年社社会会科科でではは製製鉄鉄所所がが置置かかれれ

てていいるる場場所所をを学学習習すするる。。そそここにに、、ここののワワーークク

シシーートトのの活活動動をを通通ししてて戦戦争争ににつついいてて考考ええるる

際際、、「「太太平平洋洋戦戦争争のの時時にに室室蘭蘭がが攻攻撃撃さされれたたのの

はは、、製製鉄鉄所所ががああるるかかららななんんだだねね。。」」とと、、学学びびとと

自自分分たたちちのの身身近近なな物物事事ととををつつななげげてて考考ええらら

れれるる子子がが増増ええたた。。ささららにに、、様様々々なな立立場場のの人人のの

考考ええ方方にに触触れれるるここととにによよっってて、、「「オオーーババーーツツ

ーーリリズズムムはは確確かかにに良良くくなないいここととななののだだけけれれ

どど、、観観光光客客がが増増ええるるここととのの効効果果ははここんんななこことと

ががああるる。。」」とと、、多多面面的的ににももののををみみるる力力もも高高ままりり、、

「「でではは自自分分だだっったたららどどううすするるかか。。」」とといいうう、、最最

善善をを考考ええるる大大切切ささににつつななげげるるここととももででききたた。。  

ここれれららのの力力はは新新聞聞にに親親ししんんででここそそ得得らられれ

るるももののでであありり、、ここのの活活動動のの大大ききなな成成果果だだとと感感

じじてていいるる。。  

今今後後ももワワーーククシシーートトののみみななららずず、、新新聞聞にに親親

ししむむ時時間間をを確確保保すするるここととにによよっってて、、幅幅広広くく物物

事事にに触触れれ、、自自分分のの考考ええををももつつ子子がが増増ええるるよようう

なな実実践践をを行行っってていいききたたいい。。  

  

②②のの実実践践ににつついいてて 
 教教科科書書ででもも、、話話しし合合いい活活動動のの基基本本ににつついいてて

動動画画をを視視聴聴しし、、確確認認すするるここととががででききるる。。加加ええ

てて今今回回はは絵絵本本をを活活用用ししたた導導入入をを行行ううここととでで、、

児児童童はは活活動動をを行行うう際際にに、、質質問問者者のの立立場場ににななっっ

たた時時ににはは、、具具体体的的にに、、かかつつ関関連連付付けけてて質質問問をを

すするる必必要要ががあありり、、回回答答者者のの立立場場ににななっったた時時にに
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はは問問わわれれたたここととにに対対ししてて、、丁丁寧寧にに回回答答すするる必必

要要ががああるるとといいううここととをを、、楽楽ししみみななががらら感感じじるる

ここととががででききたた。。  

ままたた、、新新聞聞社社のの方方かからら資資料料ををいいたただだくくこことと

でで、、たたくくささんんのの分分野野のの方方ととかかかかわわるる仕仕事事ををささ

れれてていいるる人人かからら、、実実際際にに社社会会でで必必要要ととさされれてて

いいるる「「話話すすこことと・・聞聞くくこことと」」のの力力ににつついいてて学学

ぶぶここととががででききたた。。特特にに、、話話しし合合いいのの単単元元でではは

話話しし手手にに注注目目がが集集ままりりががちちだだがが、、「「聞聞きき上上手手

はは話話しし上上手手」」とといいうう言言葉葉ももああるるよよううにに、、聞聞きき

手手にに注注目目すするるここととででそそれれららのの力力をを伸伸ばばししてて

いいけけるるよよううなな流流れれでで構構成成さされれてていいたた資資料料はは、、

我我々々のの指指導導ににもも大大変変役役にに立立っったた。。  

  単単元元のの後後半半でで行行っったたイインンタタビビュューー活活動動でで

もも、、単単元元冒冒頭頭でで学学んんだだ「「具具体体的的にに・・関関連連付付けけ

てて」」をを意意識識ししななががらら聞聞いいてていいるる子子がが多多くく、、55 年年

生生ででああっっててももククララススメメイイトトのの知知ららなないい一一面面

をを引引きき出出すすここととががででききてていいてて、、学学校校外外のの方方とと

ココララボボレレーーシショョンンししてて指指導導すするるここととがが大大変変

効効果果的的ででああっったたとと考考ええるる。。 

  

 

 

 

 

 

 

※各学年が系統立ててメディアを活用

していくための資料（一部） 

 

（（２２））課課題題  

①①のの実実践践ににつついいてて  
  情情報報をを選選ぶぶ力力がが付付くく一一方方、、時時間間的的なな制制約約もも

ああっったたよよううにに感感じじらられれるる。。国国語語のの時時間間をを活活用用

ししてて行行っったたがが、、当当初初はは記記事事のの検検索索、、文文のの読読みみ

取取りり、、わわかかっったたここととをを書書くく、、とといいうう一一連連のの流流

れれにに時時間間ががかかかかっったた。。国国語語科科ととししてて本本来来進進めめ

てていいくくべべきき学学習習内内容容とと並並立立ししななががららここのの活活

動動をを行行ううににはは、、指指導導計計画画ををししっっかかりりとと立立ててたた

りり、、帯帯活活動動ととししてて取取りり組組むむ時時間間をを別別にに設設けけたた

りりすするる必必要要ががああるるとと考考ええるる。。  

  たただだしし、、前前述述のの通通りり児児童童のの力力ははししっっかかりりとと

伸伸びびるるここととがが感感じじらられれるるののでで、、週週にに 11 回回でではは

ななくくててもも、、新新聞聞記記事事にに親親ししみみ、、様様々々なな物物事事をを

つつななげげるる時時間間はは確確保保すすべべききとと考考ええるる。。 

  

②②のの実実践践ににつついいてて  
  本本校校ののＭＭＮＮＩＩでではは様様々々ななメメデディィアアにに触触れれ

るるここととをを目目的的ととししてて、、今今回回はは絵絵本本をを活活用用すするる

活活動動をを行行いい、、成成果果をを挙挙げげるるここととががででききたた。。しし

かかしし、、児児童童ににととっってて情情報報をを得得るるツツーールルのの中中心心

はは依依然然ととししててイインンタターーネネッットトででああるる。。11 人人 11

台台のの情情報報端端末末をを手手ににししてていいるるかかららここそそでではは

ああるるがが、、本本やや新新聞聞、、図図鑑鑑ななどどののメメデディィアアののよよ

ささをを十十分分にに認認識識しし、、場場合合にによよっっててそそれれららをを使使

いい分分けけるるここととががででききるるよよううにに、、引引きき続続きき様様々々

なな教教科科でで様様々々ななメメデディィアアをを取取りり上上げげ、、活活用用しし、、

そそれれららのの良良ささにに触触れれささせせてていいききたたいい。。  

  

５５．．おおわわりりにに  

  本本校校はは、、IICCTT  のの先先をを行行くくよよりり深深くく広広いい、、温温

ももりりののああるる学学びびをを目目指指しし MMNNII 教教育育をを推推進進ししてて

ききたた。。ここのの中中でで子子どどももたたちちはは、、多多様様なな考考ええ方方

をを学学んんだだりり、、情情報報をを選選んんでで使使っったたりりすするる力力もも

身身にに付付けけててききたた。。  

  本本校校職職員員かかららもも MMNNII 教教育育をを通通じじてて子子どどももたた

ちちがが「「教教科科書書ののみみのの情情報報ででははななくく、、時時事事問問題題

ななどど、、生生ききたた情情報報がが子子どどももたたちちのの目目にに触触れれるる

ここととにによよっってて、、興興味味関関心心のの幅幅がが広広ががっったたよようう

だだ（（５５年年担担任任））。。」」やや、、「「北北海海道道新新聞聞ととののココララボボ

レレーーシショョンンにによよっってて、、新新聞聞ははももちちろろんん、、様様々々

ななメメデディィアアにに触触れれるるここととでで、、幅幅広広いい情情報報にに触触

れれるる機機会会がが増増ええるるだだけけででははななくく、、そそれれららをを生生

かかししててデディィベベーートトすするる力力もも高高ままっったた（（６６年年担担

任任））。。」」とと話話しし、、成成果果をを学学校校全全体体でで感感じじるるこことと

ががででききてていいるる。。  

MMNNII 教教育育のの理理念念をを生生かかしし、、６６年年間間をを通通じじてて

ここのの力力をを身身にに付付けけるるここととでで本本校校のの教教育育理理念念

ででああるる「「世世界界にに挑挑戦戦すするる 1122 歳歳」」にに少少ししででもも近近

づづくくここととががででききるるとと考考ええるる。。  

本本稿稿ででははそそのの一一端端をを紹紹介介ししたた。。今今後後もも全全スス

タタッッフフででＭＭＮＮＩＩ教教育育のの更更ななるる研研究究をを進進めめ、、そそ

のの成成果果をを発発信信ししてていいききたたいいとと考考ええてていいるる。。  
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第五学年 学習指導案（本時案） 

単元名 きいてきいてきいてみよう（１／６時間目） 
学級  ５年２組 

授業者 福原  拓紀 

実施時期５月上旬 

本時の目標 

 話しを「きく」時に大切なことについて、絵本や話し合いを通じて考えることができる。 

【思考判断表現】 

 

主な学習内容 指導上の留意点 

〇スライドを提示しインタビューをする時に関係する「きく」という

ことに注目することを伝える 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇プロ野球選手がヒーローインタビューを受けている様子を動画視

聴する 

 

 

 

 

 

 

 

〇「だるまちゃんとてんぐちゃん」を読み聞かせ、内容を把握する。 

 

〇登場人物のやり取りがうまくいかなかった原因についてグループ

で話し合い、学級全体で意見を交流する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇話題をインタビューに戻し、自分たちの活動の目標をもつ 

 

 

 

 

 

 

〇ふりかえりをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇ここでは明確に正解や不

正解を示さず、児童が考

えたことや発見したこと

を自由に話して交流し、

予想に留める。 

 

 

 

〇机間指導を行い、思い違

いが起きないように細かく

情報を聞いたり、問い直し

たりすることが大切だとい

う話をしているグループを

称賛し、学級全体に広めて

いく。 

 

 

ただ好きなことを聞いたり話したりしているのかな？  

序盤のスライド。聞くこ

とにも種類がありそうだ

と予感させる。インタビ

ューに必要な話し手、聞

き手、記録者の立場につ

いては、単元の中で随時

紹介していく。  

選手は聞かれたことに

しっかり答えている  
前の質問ととつなげて次

の質問をしているよ  
 

選 手 の こ と を 調 べ

ている？  

細かな情報を聞かないから、選ぶこと

ができなかったんだね。  

細かく情報は聞いたけど、肝心の「はな」がな

んの「はな」なのかを確認しなかったから間違

えてしまったんだね。  

だるまちゃんとてんぐちゃんの思い違いをなくすには…  

自分の聞きたいことをただ聞くだけで

はなく、相手の気持ちを考えたり、前

の話題とつなげながら聞けば、インタ

ビューがうまくいくかもしれない！  

【評価】  
ふりかえりの内容から、

児童が「きく」時の大切さ

について記述できている

かを見取る。（ノート・ロ

イロノート）  

「きくこと」について考えよう 
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１１．．ははじじめめにに  

  本本校校はは、、人人口口よよりりもも牛牛のの数数がが多多いい別別海海町町のの

海海側側にに位位置置ししてておおりり、、漁漁業業とと酪酪農農がが盛盛んんなな地地

域域ででああるる。。児児童童数数はは７７００名名とと小小規規模模校校でで、、地地

域域ににはは幼幼稚稚園園、、中中学学校校ががああるる。。自自然然豊豊かかなな地地

域域ににあありり、、１１人人１１人人のの個個性性がが尊尊重重さされれ、、伸伸びび

伸伸びびとと活活動動すするる児児童童がが多多いい。。読読書書ややＮＮＩＩＥＥをを

推推進進すするる学学びびのの土土台台づづくくりりとと、、地地域域のの教教育育資資

源源をを生生かかししてて学学びびをを深深めめるるふふるるささととキキャャリリ

アア教教育育「「野野付付学学」」をを軸軸ににししてて、、幼幼小小中中一一貫貫「「野野

付付型型教教育育」」のの充充実実ををＣＣＳＳ((学学校校運運営営協協議議会会委委

員員))とと共共にに進進めめてていいるる。。  

                                  

２２..児児童童のの様様子子  

  本本校校児児童童はは、、友友達達にに自自分分のの考考ええをを伝伝ええたたりり、、

友友達達のの考考ええをを参参考考ににししたたりりすするる学学びび合合いいのの

力力がが伸伸びびててききてていいるる。。そそのの反反面面、、長長文文のの記記述述

式式問問題題のの正正答答率率がが低低いい傾傾向向ににあありり、、問問題題をを捉捉

ええ解解決決すするる思思考考をを言言語語化化すするる力力にに課課題題がが見見

ええるる。。  

新新聞聞にに触触れれるる際際、、児児童童がが主主体体的的にに読読みみたたいい

記記事事をを選選びび、、そそのの知知識識をを活活用用ででききるるよよううなな力力

をを育育まませせてていいききたたいい。。例例ええばば総総合合的的なな学学習習のの

時時間間ででのの、、資資料料活活用用ややままととめめのの場場面面でで新新聞聞記記

事事のの内内容容をを活活用用ししてて学学習習ししててききたた。。他他のの教教科科

ででもも新新聞聞記記事事にに何何度度もも触触れれてていいくくここととにによよ

っってて、、どどんんななここととががどどんんなな言言葉葉でで書書かかれれてていい

るるかか読読むむ経経験験をを積積むむここととががででききたた。。ここのの経経験験

がが、、自自分分でで文文章章をを書書くくととききにに磨磨かかれれたた言言葉葉のの

選選びび方方ががででききたたりり、、文文章章ののつつななぎぎ方方ががススムムーー  

ズズににででききたたりりすするるここととににつつななががりり、、思思考考力力・・  

  

  

  

判判断断力力がが高高ままるるここととをを期期待待すするる。。                      

３３．．実実践践のの内内容容  

（（１１））別別海海町町新新聞聞のの日日  

  別別海海町町でではは、、毎毎月月最最終終週週のの月月曜曜日日にに全全学学校校

のの全全児児童童にに『『北北海海道道新新聞聞』』とと『『ままななぶぶんん』』がが

配配布布さされれるる。。配配布布さされれるるそそのの日日をを『『別別海海町町新新

聞聞のの日日』』とと呼呼びび、、各各学学校校ワワーーククシシーートトをを活活用用

すするる等等ししてて新新聞聞をを活活用用ししたた取取りり組組みみをを行行っっ

てていいるる。。本本校校のの目目標標設設定定ととししてて、、低低学学年年でではは

新新聞聞にに慣慣れれるるたためめにに興興味味ををももつつここととにに重重点点

をを置置いいてていいるる。。興興味味ををももっったた記記事事をを切切っってて貼貼

るるここととでで、、新新聞聞にに親親ししみみををももつつここととがが出出来来てて

いいるる。。中中学学年年でではは様様々々なな記記事事ををじじっっくくりりとと読読

みみ、、感感想想をを書書くくここととにに重重点点をを置置いいてていいるる。。自自

分分のの感感じじたたこことと、、思思っったたここととをを表表現現すするる力力のの

育育成成ににつつななががっってていいるる。。高高学学年年でではは、、関関心心をを

ももっったた記記事事をを読読みみ深深めめるるここととにに重重点点をを置置きき、、

要要約約かからら感感想想ままででををセセッットトでで行行うう。。記記事事のの中中

のの大大切切なな言言葉葉やや文文をを読読みみととりり、、考考ええをを表表現現しし

ままととめめるる力力をを育育んんででいいるる。。家家庭庭ででのの新新聞聞離離れれ

がが進進んんででいいるる時時代代だだがが、、手手にに取取れれるるととこころろにに

新新聞聞ががああるるここととでで児児童童はは新新聞聞をを身身近近にに感感じじ

るるここととがが出出来来てていいるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

２２００２２４４年年度度  NNIIEE 実実践践報報告告  

                  新新聞聞をを野野付付のの身身近近にに  
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（（２２））朝朝新新聞聞  

本本校校でではは、、水水曜曜日日以以外外のの朝朝１１００分分間間にに朝朝読読

書書やや読読みみ聞聞かかせせをを取取りり入入れれてていいるる。。２２年年前前かか

らら、、『『ままななぶぶんん』』がが届届くく週週のの月月曜曜日日のの朝朝にに、、朝朝

新新聞聞をを取取りり入入れれるるここととににししたた。。今今ままででのの『『まま

ななぶぶんん』』はは配配布布すするるだだけけだだっったたたためめ、、家家にに帰帰

っってて読読んんででいいるる児児童童はは少少ななかかっったた。。朝朝のの１１００

分分間間にに読読むむ時時間間をを確確保保ししたたここととでで、、児児童童全全員員

がが目目をを通通しし、、感感想想やや考考ええをを共共有有ででききるる時時間間もも

ででききたた。。『『ままななぶぶんん』』はは小小学学生生向向けけででああるるたためめ、、

ルルビビがが振振っっててあありり読読みみややすすくく、、新新聞聞をを読読むむここ

ととにに苦苦手手意意識識ののああるる児児童童もも楽楽ししんんでで読読むむここ

ととがが出出来来てていいるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

（（３３））たたててわわりり班班新新聞聞ふふせせんん交交流流  

  令令和和４４年年度度かからら年年にに数数回回、、５５時時間間目目とと６６時時

間間目目のの間間にに２２００分分間間ののたたてて割割りり班班活活動動『『ぐぐんん

ぐぐんんタタイイムム』』をを取取りり入入れれてていいるる。。６６～～７７人人でで

１１班班ににななりり、、国国語語・・算算数数のの基基礎礎定定着着ををははかかるる

取取りり組組みみででああるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

ここここでで「「新新聞聞ふふせせんん交交流流」」をを行行っっててみみたた。。班班  

でで一一つつのの記記事事をを選選びび、、そそのの記記事事ににつついいてて感感じじ

たたこことと、、思思っったたここととををふふせせんんにに書書いいてて交交流流をを

すするる。。低低学学年年はは上上のの学学年年とと行行ううここととでで同同学学年年

ととはは違違うう視視点点ががああるるここととにに気気付付ききががああっったた。。

高高学学年年はは別別海海町町新新聞聞のの日日でで培培っっててききたた力力をを

アアウウトトププッットトすするる良良いい機機会会ととななっったた。。  

  

((４４))各各教教科科ででのの活活用用  

①①２２年年生生生生活活科科『『ききせせつつををかかんんじじよようう』』  

  新新聞聞かからら季季節節をを感感じじるる写写真真をを切切りり取取りり、、時時

系系列列にに並並べべるる。。身身近近ななももののででいいううとと、、野野付付でで

有有名名なな打打瀬瀬船船のの記記事事をを見見てて、、自自分分たたちちのの知知っっ

てていいるる北北海海シシママエエビビ漁漁のの時時期期ににつついいてて話話すす

ここととががででききたた。。他他ににもも月月のの記記事事をを見見てて、、「「ここのの

間間見見たた！！大大ききくくてて丸丸かかっったた！！」」とと表表現現すするるここ

ととががででききたた。。児児童童かかららはは「「新新聞聞をを見見るるとと季季節節

ががよよくく分分かかるる。。」」「「同同じじ北北海海道道ででもも季季節節ののススピピ

ーードドがが違違うう。。」」ととのの声声ががああががっったた。。季季節節のの変変化化

ににつついいてて自自分分たたちちのの感感じじ方方とと照照ららしし合合わわせせ

てて考考ええるるここととががででききたた。。  

 

 

 

  

  

  

  

②②４４年年生生理理科科『『もものののの温温度度とと体体積積』』  

本本校校ににはは、、理理科科専専科科がが配配置置さされれてていいるるたためめ、、

３３～～６６年年生生のの授授業業はは理理科科専専科科がが行行うう。。ままななぶぶ

んん「「ワワククドドキキ実実験験室室」」かからら、、４４年年生生にに『『もものの

のの温温度度とと体体積積』』のの授授業業をを行行っったた。。児児童童はは、、新新

聞聞にに書書かかれれてていいるるここととをを自自分分達達ももででききたたとと

いいうう喜喜びび、、自自分分たたちちのの実実践践とと記記事事ががぴぴっったたりり

繋繋ががっったたとといいうう実実感感ををももつつここととががででききたた。。今今

度度はは家家ででももややっっててみみたたいいとと、、新新聞聞をを読読むむ意意欲欲

づづくくりりににもも発発展展ししたた。。  
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③③６６年年生生国国語語科科『『１１２２歳歳のの主主張張』』  

そそれれぞぞれれがが自自由由なな主主張張課課題題をを設設定定しし、、課課題題

にに沿沿っったた情情報報をを集集めめるるここととににししたた。。課課題題にに沿沿

っったた情情報報をを集集めめるるととききにに、、本本やや新新聞聞紙紙だだとと調調

べべるるににはは多多大大なな時時間間ががかかかかるる。。ネネッットトをを使使うう

ととななるるとと正正ししいい情情報報ななののかか判判別別がが難難ししいい場場

合合ががああるる。。そそここでで『『ままなな bbeellll』』をを活活用用ししててみみ

るるここととににししたた。。キキーーワワーードドとと時時期期をを打打ちち込込むむ

だだけけでで数数々々のの新新聞聞記記事事がが出出ててききたた。。そそここかからら

児児童童たたちちはは、、記記事事ををししぼぼるるたためめにに『『ももうう１１つつ

ののキキーーワワーードドをを付付けけ足足ししててみみよようう』』、、『『時時期期をを

せせばばめめててみみよようう』』ななどど、、どどののよよううにに調調べべるるとと

自自分分のの欲欲ししいい記記事事をを見見つつけけるるここととがが出出来来るる

ののかか、、調調べべるる技技術術がが向向上上ししたた。。新新聞聞のの情情報報のの

正正確確性性・・信信頼頼性性をを知知りり、、思思考考力力、、判判断断力力ににもも

つつななががっってていいっったた。。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４４．．成成果果とと課課題題  

（（１１））教教職職員員  

授授業業をを行行ううとときき、、新新聞聞はは最最新新ののニニュューーススをを

伝伝ええるるここととにに重重点点をを置置いいてていいるるたためめ、、授授業業のの

テテーーママややカカリリキキュュララムムにに合合わわなないい場場合合やや必必

要要なな情情報報へへののアアククセセススががデデジジタタルルツツーールルにに

比比べべてて難難ししいい場場合合ががああるる。。特特にに、、国国語語やや社社会会、、

英英語語以以外外のの教教科科ででのの活活用用がが難難ししいい。。だだがが、、昨昨

年年度度課課題題ででああっったた各各教教科科ででのの活活用用がが、、今今年年度度

はは生生活活科科やや理理科科ななどど幅幅広広いい活活用用ををすするるこことと

ががででききたた。。高高学学年年にに偏偏ららずず、、全全学学年年でで活活用用すす

るるここととががででききたたののもも大大ききなな成成果果ででああるる。。ささらら

ににはは、、新新聞聞ココンンククーールルやや新新聞聞ググラランンププリリななどど

にに応応募募すするる児児童童もも増増ええててききてていいるる。。実実際際にに新新

聞聞ググラランンププリリはは４４年年前前のの応応募募がが３３名名にに対対しし

てて、、今今年年度度のの応応募募はは２２００名名ででああるる。。ささららにに新新

聞聞ココンンククーールルはは、、昨昨年年度度４４、、５５年年生生ののみみのの応応

募募にに対対ししてて、、今今年年度度はは２２～～６６年年生生がが取取りり組組むむ

ここととがが出出来来たた。。教教職職員員のの意意識識のの向向上上がが出出来来たた

ののもも、、実実践践指指定定校校ととししてて新新聞聞がが身身近近ににああるるここ

とと、、電電子子化化がが進進むむ現現代代ににおおいいてて配配達達ししててくくれれ

るる新新聞聞店店ががああるるかかららここそそででああるる。。感感謝謝をを忘忘れれ

ずずにに今今後後もも新新聞聞活活用用ににつついいてて推推進進ししてていいきき

たたいい。。  
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（（２２））各各学学年年  

①①１１、、２２年年生生  

好好ききなな野野球球ののチチーームムのの記記事事をを探探すすななどど、、おお

気気にに入入りりのの記記事事をを選選んんでで新新聞聞をを読読むむとといいうう

意意欲欲的的なな姿姿がが表表れれたた。。課課題題ととししててはは、、新新聞聞にに

載載っってていいるる漢漢字字にに送送りり仮仮名名ががああっったたととししてて

もも、、言言語語のの意意味味のの壁壁ががあありり長長文文をを読読むむここととがが

難難ししいい。。  

②②３３年年生生  

新新聞聞をを自自らら進進んんでで読読むむここととががででききるるよようう

ににななりり、、そそここかからら自自分分のの言言葉葉でで感感想想もも書書いいてて

伝伝ええるるここととがが出出来来るるよよううににななっったた。。課課題題ととしし

ててはは、、読読みみ深深めめるる力力はは向向上上ししてていいるるがが、、低低学学

年年同同様様にに好好ききなな記記事事でで止止ままっっててししままっってていい

るる。。色色んんなな記記事事にに目目をを向向けけてて、、色色んんなな世世界界をを

知知るる喜喜びびをを感感じじささせせるるここととででああるる。。  

③③４４年年生生  

新新聞聞かからら自自分分ととはは違違うう考考ええやや体体験験をを知知るる

ここととががででききてていいるる。。そそここかからら自自分分のの考考ええをを深深

めめるるここととががででききてていいるる。。課課題題ととししててはは、、難難しし

いい言言葉葉にに出出会会っったたととききにに読読むむののををややめめててしし

ままうう場場合合ががああるるののでで、、国国語語のの授授業業ででもも辞辞書書をを

引引くくここととをを意意識識付付けけてていいるる。。  

④④５５年年生生  

別別海海町町独独自自のの新新聞聞ワワーーククシシーートトががああるるがが、、

学学年年のの実実態態にに合合わわせせててワワーーククシシーートトをを選選ぶぶ

ここととがが出出来来るる。。５５年年生生はは長長文文理理解解をを深深めめるるここ

ととががででききるるよよううににすするるたためめ、、そそれれにに見見合合っったた

ワワーーククシシーートトをを選選んんだだ。。そそううすするるとと要要点点をを整整

理理ししてて内内容容をを読読みみ取取るる力力ををつつけけるるここととががでで

ききたた。。課課題題ととししててはは、、読読むむ記記事事のの偏偏りりででああるる。。  

⑤⑤６６年年生生  

新新聞聞にに対対すするる意意識識がが向向上上ししたたおおかかげげでで、、新新

聞聞でで見見たた熟熟語語がが授授業業やや普普段段のの生生活活ににもも表表現現

さされれるるここととがが増増ええたた。。要要旨旨のの捉捉ええ方方をを身身にに付付

けけててききてていいるる児児童童もも出出ててききたたののはは大大ききいい成成

果果ででああるる。。課課題題ととししててはは、、新新聞聞のの良良ささをを日日常常

生生活活にに活活かかすすここととででああるる。。中中学学生生ににななっっててよよ

りり広広いい視視野野でで物物事事をを見見たたりり知知識識をを深深めめたたりり

ででききるるよよううにに指指導導をを続続けけてていいるる。。  

  多多くくのの学学年年でで幅幅広広いい記記事事にに触触れれてて欲欲ししいい

とといいうう課課題題がが見見受受けけらられれるる。。活活字字離離れれがが広広がが

るる現現代代でで、、漢漢字字やや言言葉葉のの難難ししささにに対対すするる壁壁をを

大大いいにに感感じじたた。。新新聞聞活活用用をを続続けけるるここととででククリリ

アアににつつななげげるるここととがが次次のの課課題題ととななっったた。。嬉嬉しし

いいここととににすすべべててのの学学年年にに共共通通ししてていいるるののはは、、

自自らら興興味味をを持持っってて新新聞聞をを手手ににしし、、理理解解をを深深めめ

てていいるるとといいううここととででああるる。。主主体体性性がが生生ままれれたた

ここととがが本本校校のの大大ききなな成成果果ででああるる。。興興味味ががななけけ

れればば子子どどももたたちちはは新新聞聞をを手手ににししなないい。。環環境境をを

整整ええるるここととででそそのの壁壁をを取取りり除除けけるるここととがが明明

ららかかににななっったた。。  

  

５５．．おおわわりりにに  

 本本校校でではは、、紹紹介介ししたた以以外外にに中中学学生生ととののままわわ

しし読読みみ新新聞聞やや、、図図書書室室前前のの新新聞聞ココーーナナーーななどど、、

新新聞聞をを身身近近にに感感じじるるよようう環環境境をを整整ええててききたた。。

地地域域学学習習にに取取りり組組むむここととでで、、地地域域のの新新聞聞にに学学

校校やや児児童童がが掲掲載載ししてていいたただだけけるるこことともも多多いい。。

そそのの記記事事をを掲掲示示ししてて身身近近にに感感じじるる工工夫夫ももしし

ててききたた。。野野付付とといいうう地地域域だだかかららここそそででききるるここ

ととをを最最大大限限にに生生かかししてていいききたたいい。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

現現代代はは偽偽・・誤誤情情報報にに注注意意ししてて接接すするる必必要要がが

ああるる。。情情報報をを正正ししくく読読みみととりり、、判判別別すするる力力をを

小小学学生生ののううちちかからら育育てててていいくくここととがが重重要要でで

ああるる。。ＮＮＩＩＥＥのの活活動動ににはは、、子子どどもものの成成長長にに不不

可可欠欠ななここととがが多多くく備備わわっってていいるる。。だだかかららここそそ、、

今今後後もも新新聞聞活活動動のの推推進進をを続続けけてていいききたたいい。。  
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１１  ははじじめめにに  

    

本本校校はは北北海海道道札札幌幌市市南南区区にに位位置置すするる、、全全校校

児児童童 224422 名名のの中中規規模模校校ででああるる。。「「学学びび・・心心・・仲仲

間間ががつつななががるる  ああたたたたかかくくてて・・たたののししいい学学校校」」

をを重重点点目目標標にに教教育育活活動動をを進進めめてていいるる。。ままたた、、

今今年年度度はは「「自自らら問問いいををももちち、、友友達達ととかかかかわわりり

学学びび続続けけるる子子どどもも」」をを研研究究テテーーママととししてて、、子子

どどもも主主体体のの授授業業にに向向けけたた校校内内研研究究をを全全教教職職

員員でで進進めめてていいるる。。NNIIEE 実実践践指指定定校校ととししててのの取取

組組はは２２年年目目ととななるる。。  

 

２２  本本校校児児童童のの実実態態  

 

本本年年度度もも含含めめ近近年年、、本本校校のの学学力力面面でで課課題題のの

一一つつととななっってていいるるここととにに「「子子どどもものの読読書書へへのの

意意欲欲」」ががああるる。。学学校校図図書書館館がが整整備備さされれ、、保保護護

者者にによよるる本本のの読読みみ聞聞かかせせななどどもも行行わわれれてていい

るるもものののの、、ななかかななかか読読書書習習慣慣のの醸醸成成ににつつなながが

っってていいなないいとといいうう実実態態ががああるる。。ここれれににはは読読書書

ののみみにに関関わわららずず、、活活字字にに対対すするる苦苦手手意意識識ををもも

っってていいるる子子がが多多いいとといいううここととがが原原因因ととししてて  

 

考考ええらられれるる。。昨昨年年度度にに引引きき続続きき、、NNIIEE 教教育育実実

践践指指定定校校ととししてて実実践践をを進進めめるるにに当当たたりり、、新新聞聞

をを子子どどもものの身身近近ななととこころろにに置置きき、、いいつつででもも読読

むむここととががででききるる状状態態ににすするるここととでで、、新新聞聞をを通通

ししてて活活字字にに親親ししみみ、、読読書書習習慣慣のの醸醸成成にに繋繋げげてて

いいけけるるよよううににししたた。。    

           

３３  実実践践のの内内容容  

①①  子子どどもものの手手にに取取れれるるととこころろにに新新聞聞をを  

  

 本本校校でではは火火・・木木のの朝朝学学習習のの時時間間にに、、1100 分分間間

のの読読書書のの時時間間がが設設定定さされれてていいるる。。図図書書館館でで借借

りりたた本本のの他他にに自自分分でで持持参参ししたた本本やや、、学学級級文文庫庫

のの本本をを読読むむ時時間間ととななっってていいるる。。今今年年度度もも昨昨年年

度度にに引引きき続続きき、、学学級級文文庫庫にに新新聞聞ココーーナナーーをを設設

置置しし、、いいつつででもも児児童童がが手手にに取取れれるるよよううににししたた。。    

ままたた、、よよりり多多くくのの子子のの目目にに新新聞聞がが触触れれるるよよ

ううにに、、学学校校図図書書館館のの司司書書のの協協力力でで、、時時期期にに合合

わわせせたた新新聞聞記記事事のの紹紹介介やや、、図図書書館館ににああるる本本をを

紹紹介介ししてていいるる記記事事のの掲掲示示ななどどををししてていいたただだ

いいたた。。ここれれにによよりり、、様様々々なな学学年年のの子子がが新新聞聞にに

２２００２２４４年年度度  NNIIEE 実実践践報報告告  

新新聞聞にに親親ししみみ、、授授業業でで活活用用ででききるるよよううにに  
      

              札札幌幌市市立立藤藤野野小小学学校校  教教諭諭  立立野野  弘弘高高  
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目目をを通通すすよよううににななりり、、新新聞聞かからら興興味味ををももっったた

本本をを探探しし読読書書ににつつななげげたたりり、、ままたた読読書書かからら関関

連連ししたた記記事事をを読読んんだだりりとといいうう子子どどももたたちちのの

様様子子がが見見らられれたた。。 

  

②②  授授業業でで新新聞聞をを活活用用すするる  

  

３３年年生生のの国国語語「「修修飾飾語語をを使使っってて書書ここうう」」（（光光

村村図図書書））のの学学習習のの中中でで、、一一通通りり修修飾飾語語のの意意味味

やや使使いい方方ににつついいてて学学習習ししたた後後にに新新聞聞をを活活用用

ででききなないいかかとと考考ええたた。。  

 

 

                                      

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

  

  

  

 授授業業のの導導入入場場面面でで新新聞聞記記事事のの写写真真ののみみをを

提提示示しし、、「「誰誰がが（（主主語語））何何ををししてていいるる（（述述語語））

かかなな？？」」とと問問いいかかけけたた。。すするるとと子子どどももたたちちかか

ららはは、、「「野野球球選選手手がが喜喜んんででいいるる。。」」「「大大谷谷選選手手がが

喜喜んんででいいるる。。」」「「ドドジジャャーーススがが勝勝っったた。。」」ななどどいい

ろろいいろろ出出ててききたた。。そそここでで、、ここここでではは「「野野球球選選

手手がが喜喜んんででいいるる。。」」をを例例にに、、修修飾飾語語をを使使っってて詳詳

ししくくすするるとといいうう活活動動をを行行っったた。。子子どどももたたちちかか

ららはは「「青青いい服服のの」」、、「「全全員員でで」」、、「「試試合合にに勝勝っってて」」、、

「「野野球球でで」」とといいっったた言言葉葉をを付付けけ加加ええてて詳詳ししくく

すするる様様子子がが見見らられれたた。。そそここでで、、ここのの写写真真がが、、

新新聞聞にに載載せせらられれたたももののでであありり、、「「大大谷谷選選手手のの

ドドジジャャーーススがが４４勝勝１１敗敗ででヤヤンンキキーーススにに勝勝ちち、、

朝日小学生新聞 2024 年 11 月 1 日  

～～子子どどもものの活活動動のの流流れれ～～   
①①新新聞聞記記事事をを読読みみ、、写写真真をを選選ぶぶ。。   
  
②②「「誰誰がが（（主主語語））何何ををししてていいるる（（述述語語））」」  
  ととこころろななののかかをを考考ええるる。。   
  
③③タタブブレレッットト端端末末でで写写真真をを撮撮影影しし、、主主語語・・

述述語語ののみみのの文文ををつつけけてて共共有有すするる。。   
  
④④友友達達のの写写真真とと文文をを見見てて、、修修飾飾語語でで詳詳しし

くくししたた文文をを考考ええ、、ココメメンントトすするる。。   
  
⑤⑤自自分分のの写写真真ににつついいたたココメメンントトをを参参考考にに

ししななががらら、、自自分分ななりりにに修修飾飾語語をを使使っってて

文文をを詳詳ししくく書書いいてて提提出出すするる。。   
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世世界界一一ににななっったた。。」」とと記記事事のの内内容容をを紹紹介介ししたた。。

ここここでで、、子子どどももたたちちかかららはは、、「「他他ににもも写写真真ががああ

るるののかか見見ててみみたたいい。。」」「「ももっっとと他他のの言言葉葉をを使使っっ

てて詳詳ししくくししててみみたたいい。。」」とといいうう声声がが上上ががっったた

ここととかからら、、子子どどももたたちちににもも新新聞聞をを配配りり、、そそのの

中中かからら写写真真をを見見付付けけててどどののよよううなな修修飾飾語語でで

詳詳ししくくででききるるかかとといいうう活活動動をを行行っったた。。  

 今今回回はは、、新新聞聞記記事事をを切切りり取取るる手手間間やや友友達達とと

のの共共有有ののししややすすささをを考考ええ、、新新聞聞記記事事ををタタブブレレ

ッットト端端末末でで撮撮影影しし、、友友達達とと共共有有すするるとといいうう形形

でで行行っったた。。  

  導導入入のの写写真真にによよるる活活動動がが盛盛りり上上ががっったたここ

ととももあありり、、新新聞聞をを配配るるとと興興味味深深いい写写真真ははなないい

かか、、どどんんなな記記事事ががああるるののかかななどど、、すすぐぐにに新新聞聞

にに目目をを通通すす子子どどももたたちちのの姿姿がが見見らられれたた。。今今回回

はは、、子子どどももたたちちににととっってて扱扱いいややすすいい子子どどもも新新

聞聞をを中中心心にに配配りり、、写写真真をを見見ななががらら何何ををししてていい

るるととこころろななののかかとと記記事事ににもも目目をを通通すす子子どどもも

のの姿姿がが見見らられれたた。。  

 

 新新聞聞かからら写写真真をを選選んんだだ後後、、タタブブレレッットト端端末末

でで写写真真をを撮撮影影しし、、「「○○○○がが○○○○すするる。。」」とといいっっ

たた、、主主語語とと述述語語ののみみのの柱柱のの文文章章をを書書いいたたもものの

ををタタブブレレッットト端端末末をを活活用用ししてて共共有有ししたた。。  

  共共有有さされれたた新新聞聞写写真真とと文文ををももととにに、、修修飾飾語語

をを使使っってて詳詳ししくくししたた文文章章ををココメメンントト欄欄にに記記

入入ししてていいっったた。。子子どどももたたちちはは写写真真にに写写っったたもも

のののの数数やや色色、、様様子子ななどどにに着着目目ししてて、、主主語語、、述述

語語そそれれぞぞれれにに係係るる修修飾飾語語をを考考ええてていいたた。。同同じじ

写写真真ででああっっててもも、、見見るる人人にによよっってて様様々々なな文文がが

生生ままれれてていいたた。。  

 

 最最後後にに、、友友達達のの書書いいたた文文章章をを参参考考ににししなながが

らら、、自自分分ななりりにに修修飾飾語語をを使使っってて詳詳ししくくししたた文文

章章をを書書いいてて提提出出ししたた。。ここのの時時、、どどんんなな文文章章にに

ししよよううかかととももうう一一度度、、写写真真やや新新聞聞記記事事にに目目をを

通通しし、、内内容容をを確確認認ししよよううととすするる姿姿もも見見らられれたた。。  
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４４．．成成果果とと課課題題  

（（１１））成成果果  

①①  新新聞聞をを身身近近ななももののにに 

今今年年度度はは、、学学級級だだけけででははななくく学学校校図図書書館館にに

もも新新聞聞をを設設置置すするるここととでで多多くくのの子子どどもものの目目

にに触触れれ、、新新聞聞ががよよりり身身近近ななももののににななっったた。。まま

たた、、学学校校司司書書のの協協力力ももあありり、、記記事事のの内内容容をを紹紹

介介ししたた掲掲示示やや、、新新聞聞でで取取りり扱扱わわれれてていいるる本本のの

紹紹介介をを通通ししてて、、よよりり新新聞聞にに興興味味ををももっってて目目をを

通通すすここととががででききてていいたた。。ままたた、、児児童童ににととっってて

読読みみややすすいい子子どどもも新新聞聞をを設設置置ししたたこことともも効効

果果的的ででああっったた。。低低・・中中学学年年ににおおいいてて子子どどもも新新

聞聞はは文文章章量量がが適適切切でで、、図図やや写写真真でで分分かかりりややすす

くく書書かかれれてていいるるたためめ、、手手にに取取りりややすすかかっったた。。  

 

②②  授授業業ででのの新新聞聞のの活活用用  

 今今回回のの国国語語のの実実践践でではは、、新新聞聞のの写写真真をを活活用用

ししたた。。タタブブレレッットト端端末末をを活活用用すすれればば、、自自分分がが

欲欲ししいい写写真真をを瞬瞬時時にに入入手手すするるここととががででききるる

がが、、実実際際にに新新聞聞かからら写写真真をを探探すすとといいううアアナナロロ

ググなな活活動動はは、、自自分分ににととっってて必必要要ででははなないい様様々々

なな写写真真にに触触れれるる機機会会ででももあありり、、情情報報をを取取捨捨選選

択択すするる力力がが付付きき、、たたいいへへんん効効果果的的ででああっったた。。

ままたた、、写写真真ををききっっかかけけににししてて記記事事をを読読んんだだりり、、

他他ににもも記記事事ががなないいかかとと探探ししたたりり、、ああままりり普普段段

はは読読書書ををししなないい児児童童ででもも意意欲欲的的にに取取りり組組むむ  

 

姿姿がが見見らられれ、、本本ででははななくく新新聞聞をを活活用用すするるこことと

ののよよささががここここににももああるるとと感感じじたた。。  

 

（（２２））課課題題  

①①  新新聞聞ををよよりり広広げげらられれるるよよううにに  

新新聞聞をを手手にに取取りりややすすいい環環境境はは整整備備さされれたた

がが新新聞聞をを読読むむここととはは、、ななかかななかか広広ががっってていいなな

いい現現状状がが見見らられれるる。。子子どどももにによよるる記記事事のの紹紹介介

ななどどのの活活動動をを取取りり入入れれるるとと、、よよりり多多くくのの子子がが

新新聞聞にに目目をを通通しし、、新新聞聞がが子子どどももににととっってて身身近近

ななももののににななるるとと考考ええるる。。  

 

②②  教教師師がが新新聞聞をを授授業業でで活活用用すするるたためめにに  

 そそももそそもも、、我我々々教教師師がが新新聞聞ににじじっっくくりりとと目目

をを通通すす時時間間がが限限らられれてていいるるたためめ、、授授業業ににななかか

ななかか活活用用さされれなないい、、活活用用さされれててもも限限定定的的ででああ

るるとといいっったた実実態態ががああるる。。教教師師ににととっっててもも活活用用

ししややすすくくななるるよよううにに、、日日常常かからら新新聞聞にに目目をを通通

しし、、実実践践をを広広めめるる工工夫夫をを考考ええてていいききたたいい。。  

 

５５  おおわわりりにに  

 新新聞聞はは子子どどももだだけけででななくく、、教教師師ににととっっててもも

馴馴染染みみがが薄薄くくななっってていいるる。。今今回回、、新新聞聞とと読読書書

のの繋繋ががりりもも感感じじらられれたた。。様様々々なな教教科科でで新新聞聞をを

活活用用すするるここととがが、、子子どどもものの豊豊かかなな読読書書ににもも繋繋

ががるるとと考考ええ、、今今後後もも実実践践をを考考ええてていいききたたいい。。  
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１．はじめに 

  本本校校はは、、3322 学学級級  児児童童数数約約 885500 名名、、札札幌幌市市

中中央央区区にに位位置置すするる大大規規模模校校ででああるる。。学学校校教教育育

目目標標「「強強いい子子  ややささししいい子子  考考ええるる子子  ききまま

りりよよいい子子」」のの実実現現にに向向けけ、、学学校校研研究究のの主主題題をを

「「学学びびにに自自分分のの意意志志ををももつつ子子」」、、そそのの重重点点をを

今今年年度度かからら「「つつななぐぐ学学びび」」とと設設定定ししたた。。子子どど

ももがが既既習習やや生生活活経経験験をを生生かかししななががらら、、他他者者とと

関関わわるるここととをを通通ししてて学学びびをを深深めめ、、よよりりよよくく生生

ききるる意意志志をを高高めめるる姿姿をを目目指指ししてて研研究究をを進進めめ

てていいるる。。  

  今今回回のの実実践践はは、、私私がが現現在在担担任任すするる４４年年生生のの、、

２２学学期期かからら開開始始ししたたももののででああるる。。１１学学期期でではは、、

社社会会科科でで札札幌幌市市やや北北海海道道ににつついいてて概概要要的的にに

学学んんででききたた。。22 学学期期かかららはは、、総総合合的的なな学学習習のの

時時間間でで地地域域社社会会のの福福祉祉ににつついいてて学学んんででいいるる。。

福福祉祉ににおおいいててはは、、「「相相手手のの気気持持ちちをを自自分分事事とと

ししてて想想像像すするる態態度度」」がが肝肝要要ででああるる。。自自分分たたちち

のの周周りりににははどどののよよううなな人人々々ががいいてて、、どどんんななここ

ととをを考考ええてていいるるののかか、、微微視視的的にに知知るるここととをを通通

ししてて、、温温かかくく他他者者をを思思いいややるる、、豊豊かかなな心心をを育育

んんででいいくくここととををねねららいいととししたた。。  

                  

２．実践の内容 

  ２２－－１１  児児童童のの実実態態  

  次次のの資資料料 11 はは、、NNIIEE タタイイムム((内内容容はは次次項項にに詳詳

述述))実実施施前前のの、、児児童童をを対対象象ととししたたアアンンケケーートト

結結果果のの一一部部ででああるる。。そそれれぞぞれれ、、左左はは、、「「自自分分

のの住住んんででいいるる地地域域((札札幌幌市市・・北北海海道道))ののこことと

やや、、そそここでで日日々々起起ききてていいるるここととににつついいてて、、どど

れれくくららいい知知っってていいるるとと思思ううかか。。」」、、右右はは、、「「自自

分分のの住住んんででいいるる国国((札札幌幌市市・・北北海海道道以以外外))のの  

 

ここととやや、、そそここでで日日々々起起ききてていいるるここととににつついいてて、、

どどれれくくららいい知知っってていいるるとと思思ううかか。。」」ににつついいてて

のの回回答答ととななっってていいるる。。札札幌幌市市・・北北海海道道ににつついい

てて知知っってていいるる人人((３３：：少少ししはは知知っってていいるる、、４４：：

かかななりり詳詳ししくく知知っってていいるる))のの割割合合はは 4422..33%%でで

あありり、、札札幌幌市市やや北北海海道道以以外外ににつついいててのの同同様様のの

回回答答割割合合 5533..99%%よよりりもも低低くくななっってていいるるここととかか

らら、、自自分分にによよりり身身近近なな地地域域へへのの関関心心がが薄薄いいここ

ととがが分分かかるる。。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ままたた、、資資料料２２はは、、「「地地域域やや世世のの中中でで起起ここっってて

いいるるここととをを知知るるたためめにに、、自自分分かからら情情報報をを手手にに

入入れれるるよよううにに行行動動ししてていいるるかか。。」」とといいうう設設問問

のの回回答答結結果果ででああるる。。情情報報収収集集のの媒媒体体のの区区別別なな

くく、、自自分分かからら情情報報をを求求めめてて行行動動ししてていいるる人人とと

ししてていいなないい人人ととがが二二極極化化ししてていいるるここととがが分分

かかるる。。  

 

 

 

 

 

 

 

２２００２２４４年年度度  NNIIEE 実実践践報報告告  

  

地地域域ととつつななががりり、、豊豊かかなな心心をを育育ててるる NNIIEE タタイイムム  
札札幌幌市市立立緑緑丘丘小小学学校校  教教諭諭  髙髙橋橋  周周  

 

資料１ 地域や国への関心の程度について
(2024.8.30) 

資 料 ２  主 体 的 な 情 報 収 集 に つ い て
(2024.8.30) 
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  ２２－－２２  「「NNIIEE タタイイムム」」ににつついいてて  

  先先のの結結果果をを受受けけ、、22 学学期期かからら「「NNIIEE タタイイムム」」

のの取取組組をを始始めめたた。。ここれれはは、、週週にに一一回回 55 分分間間、、

教教師師がが選選んんだだ新新聞聞記記事事にに対対ししてて児児童童がが感感想想

をを書書くくとといいうう、、非非常常ににシシンンププルルななももののででああるる。。

取取組組のの目目標標はは、、以以下下ののよよううにに設設定定ししたた。。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①①のの達達成成ののたためめ、、札札幌幌市市やや北北海海道道にに関関すするる内内            

容容がが多多くく掲掲載載さされれてていいるる、、北北海海道道新新聞聞のの記記事事

をを中中心心にに取取りり扱扱ううここととににししたた。。②②のの達達成成ののたた

めめ、、児児童童のの実実態態もも鑑鑑みみ、、小小学学生生やや中中学学生生、、高高

校校生生ななどど自自分分たたちちととよよりり年年齢齢がが近近いい子子どどもも

がが書書いいたた投投書書やや取取組組をを紹紹介介すするる記記事事をを主主にに

選選定定ししたた。。③③のの達達成成ののたためめ、、以以下下のの資資料料３３のの

よよううなな視視点点をを設設けけてて児児童童のの感感想想のの記記述述をを分分

析析すするるとと共共にに、、よよりり高高いい段段階階へへのの到到達達にに向向けけ

てて、、感感想想のの紹紹介介をを通通ししたた視視点点のの伝伝達達、、教教師師のの

価価値値付付けけ及及びび個個別別のの声声掛掛けけをを行行っったた。。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２２－－３３  児児童童ののワワーーククシシーートト分分析析  

  22 学学期期終終了了時時点点ままででにに、、計計 1155 回回のの NNIIEE タタイイ

ムムをを実実施施ししたた。。以以下下、、児児童童ががワワーーククシシーートトにに

書書いいたた感感想想をを２２名名分分抽抽出出しし、、前前述述のの視視点点にに基基

付付いいてて分分析析をを試試みみるる。 

【【児児童童 AA のの場場合合】】  

  ここのの児児童童はは、、

取取組組 22 回回目目ににおお

いいてて、、記記事事でで紹紹

介介さされれてていいるる人人

物物 のの 行行 動動 にに 対対

しし、、「「ああここががれれまま

ししたた。。」」とと述述べべるる

にに 留留 まま っっ てて おお

りり、、第第三三者者的的なな

立立場場でで内内容容をを捉捉

ええてていいるる（（段段階階

５５））ここととがが分分かか

るる。。77 回回目目でではは、、

「「ふふりりかかええっってて

みみるるとと、、自自分分もも」」

とといいうう記記述述がが見見

らられれるるよよううにになな

りり、、自自分分事事ととしし

てて内内容容をを捉捉ええてて

いいるる ((段段階階６６ ))。。

1100 回回目目でではは、、記記

事事をを受受けけてて自自分分

がが 考考 ええ たた ここ とと

をを、、「「そそれれにに、、」」以以

下下 でで 広広 げげ てて おお

りり、、多多様様なな見見方方

でで内内容容をを捉捉ええてて

いいるる ((段段階階７７ ))ここ

ととがが分分かかるる。。 1122

回回目目でではは、、「「少少しし

ずず つつ でで もも 世世 界界

がが、、良良くくななっってて

①①  主主にに自自分分たたちちのの住住むむ地地域域やや北北海海道道にに

関関すするる記記事事をを取取りり上上げげるるここととにによよりり、、

地地域域社社会会へへのの理理解解をを深深めめ、、興興味味・・関関心心

をを高高めめらられれるるよよううににすするる。。   
②②  主主にに人人物物つついいててのの記記事事をを取取りり扱扱ううここ

ととにによよりり、、物物事事にに対対すするる多多様様なな見見方方をを

獲獲得得ででききるるよよううににすするる。。   
③③  考考ええるる視視点点をを伝伝ええるるここととにによよりり、、単単なな

るる感感想想やや情情報報収収集集にに留留ままららずず、、得得たた知知

識識をを自自分分ががどどののよよううにに生生かかししてていいきき

たたいいかかをを考考ええらられれるるよよううににすするる。。   

資料３ ワークシートの内容分析の視点  
※日本電信電話株式会社 (NTT)、金沢工業大学 (KIT)

「ウェルビーイング・コンピテンシーホワイトペ   

ーパ NTT-KIT2024 年版」を基に筆者が作成。  

<２回目の感想> 

<７回目の感想> 

<10 回目の感想> 

<12 回目の感想> 

<14 回目の感想> 
資料４ 児童 A の感想の変遷  
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いいくく」」とと述述べべ、、望望ままししいい行行動動ががででききたたとときき、、

どどののよよううなな影影響響がが周周囲囲にに広広ががるるかかににつついいてて

ままでで言言及及ししてていいるる((段段階階９９))。。1144 回回目目でではは、、

「「((記記事事中中のの人人物物はは))44 のの心心やや 55 のの心心がが強強いい」」

とと、、複複数数のの道道徳徳科科のの内内容容項項目目ととののつつななががりりをを

発発見見ししななががらら分分析析ししてていいるる((段段階階７７))。。  

【【児児童童 BB のの場場合合】】  

  児児童童 BB はは、、11

回回目目、、感感想想をを書書

くく ここ とと がが でで きき

ずず、、記記事事中中のの印印

象象 にに 残残 っっ たた 部部

分分 にに 線線 をを 引引 いい

てて いい たた (( 段段 階階

１１ ))。。 33 回回目目でで

はは、、記記事事のの内内容容

をを書書きき写写しし、、一一

言言でで「「いいいいなな。。」」

とと 感感 想想 をを 書書 いい

てて いい るる （（ 段段 階階

３３））。。取取組組をを続続

けけてて 1122 回回目目でで

はは、、記記述述量量がが大大

幅幅にに増増ええ、、「「自自

分分だだっったたらら、、」」

以以下下ににおおいいてて、、

自自 分分 がが ここ れれ かか

らら どど うう しし てて いい

ききたたいいののかか、、決決

意意をを述述べべてていいるる((段段階階６６))。。  

 

３．成果と課題 

  ３３－－１１  成成果果  

  22 学学期期終終了了時時にに再再度度、、児児童童にに対対ししててアアンンケケ

――トトをを実実施施ししたた。。そそのの結結果果がが資資料料６６及及びび７７でで

ああるる。。どどちちららのの設設問問もも、、88 月月にに実実施施ししたたアアンン

ケケーートトとと同同じじででああるる。。資資料料 66 をを見見るるとと、、「「１１：：

全全然然知知ららなないい」」とと答答ええたた人人数数はは大大幅幅にに減減少少しし

「「４４：：かかななりり詳詳ししくく知知っってていいるる」」がが増増加加ししたた。。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ままたた、、資資料料７７かかららはは、、情情報報収収集集ののたためめにに主主

(8 月 )※再掲  

資料６ 地域や国への関心の程度について
(2024.12.24)及び 8 月との比較  

(12 月 ) 

(8 月 )※再掲  

資 料 ７  主 体 的 な 情 報 収 集 に つ い て
(2024.12.24)及び 8 月との比較  

(12 月 ) 

<1 回目の感想> 

<３回目の感想> 

<12 回目の感想> 
資料５ 児童 B の感想の変遷  

北海道新聞  
2024 年８月 22 日  
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体体的的にに行行動動ししてていいるる人人数数ととししてていいなないい人人数数

ととのの偏偏りりがが一一定定程程度度解解消消ししてておおりり、、行行動動ししてて

いいるる人人((３３：：少少ししはは行行動動ししてていいるる、、４４：：毎毎日日行行

動動ししてていいるる))のの人人数数がが増増加加ししたたここととがが分分かかるる。。  

  加加ええてて、、「「どどんんなな時時にに、、自自分分のの住住んんででいいるる地地

域域 ((札札幌幌市市・・北北海海道道 ))ととののつつななががりりをを感感じじるる

かか。。」」とといいうう設設問問にに対対すするる記記述述のの比比較較 ((資資料料

８８))ににおおいいててもも、、内内容容がが具具体体化化ししたたりり、、ここれれまま

でで““ああれれどどもも見見ええずず““だだっったた事事象象ににつついいててのの

気気付付ききがが促促さされれたたりりししてていいるるここととがが見見てて取取

れれるる。。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ささららにに、、「「NNIIEE タタイイムムにに取取りり組組むむここととにによよっっ

てて、、よよかかっったたこことと・・ここれれままででのの自自分分とと変変わわっっ

たたこことと・・ででききるるよよううににななっったたここととはは何何かか。。」」とと

いいうう設設問問にに対対ししててはは、、以以下下のの資資料料９９ののよよううなな

回回答答がが得得らられれたた。。特特筆筆すすべべききはは、、「「今今ままででよよりり、、

ももっっとと人人にに寄寄りり添添ええるるよよううににななっったた。。」」、、「「人人

のの気気持持ちちをを想想像像ししたたりりすするるののがが得得意意ににななっっ

たた。。」」、、「「一一番番はは思思いいややりりのの心心がが成成長長ででききたた。。」」

等等、、新新聞聞をを活活用用ししたた学学習習がが、、単単ななるる情情報報収収集集

やや作作文文力力のの向向上上にに留留ままららずず、、物物事事にに対対すするる多多

様様なな見見方方のの獲獲得得をを促促しし、、豊豊かかなな心心をを育育むむこことと

にに寄寄与与ししてていいたたとと児児童童がが実実感感ででききたたここととでで

ああるる。。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３－２ 課題 

 ここれれままででのの 44 かか月月間間のの実実践践はは、、児児童童がが一一人人

でで記記事事にに向向きき合合ううももののだだっったた。。感感想想がが中中々々思思

いい付付かかなないい子子ががいいたたこことともも事事実実ででああるる。。33 学学

期期かかららはは、、ググルルーーププでで記記事事ににつついいてて思思ううととここ

ろろをを交交流流ししたた後後、、一一人人一一人人がが感感想想をを書書くく時時間間

をを設設けけるるななどど、、他他者者ととののつつななががりりをを一一層層生生みみ

出出すす中中ででねねららいいにに迫迫っってていいききたたいい。。  

資料８ 地域とのつながりを感じる場面に
ついての回答比較  

(8 月 )※一部抜粋  

(12 月 )※一部抜粋  

資料９ NIE タイムの効果について  
※一部抜粋  
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１．はじめに 

  本本校校はは、、札札幌幌市市東東区区にに位位置置すするる中中規規模模のの学学

校校ででああるる。。今今年年度度はは『『「「たたくくままししささ」」「「思思いいやや

りり」」ががああふふれれるる明明園園小小学学校校』』をを重重点点目目標標にに置置

きき、、授授業業をを核核ににししてて育育ててつつつつ、、つつななががりりをを生生

かかししたた協協働働的的なな教教育育をを推推進進ししてていいるる。。教教育育活活

動動をを推推しし進進めめるる手手段段ととししてて、、新新聞聞活活用用のの有有効効

性性をを探探っったた。。  

本本校校はは NNIIEE 実実践践のの継継続続校校３３年年目目ででああるる。。昨昨

年年ままででのの課課題題かからら新新聞聞活活用用のの意意図図をを明明確確にに

ししつつつつ、、次次のの２２点点をを窓窓口口にに子子どどももたたちちのの姿姿をを

観観察察ししたた。。１１つつ目目はは新新聞聞作作りりななどど、、新新聞聞そそのの

ももののをを学学ぶぶ主主体体ととししてて扱扱うう効効果果。。２２つつ目目はは記記

事事のの読読みみ取取りりななどど、、新新聞聞をを活活用用すするるここととでで生生

じじるる学学びびのの効効果果ににつついいててででああるる。。  

  以以上上のの２２点点かからら子子どどももたたちちのの姿姿をを追追ううここ

ととでで、、活活用用のの可可能能性性ととそそのの効効果果ににつついいてて検検証証

をを行行っったた。。  

  

２.児童（生徒）の様子 

  本本校校のの児児童童はは、、勉勉強強にに対対ししてて前前向向ききにに取取りり

組組むむ児児童童がが多多くく、、人人のの意意見見をを聞聞いいてて、、そそれれをを

参参考考ににししてて自自分分のの考考ええをを見見直直すす姿姿勢勢ががみみらら

れれるる。。一一方方でで、、授授業業でで学学んんだだここととをを、、他他のの学学

習習でで生生かかししたたりり、、立立場場やや考考ええのの違違いいをを意意識識しし

てて話話しし合合いい、、自自分分ととはは違違うう意意見見をを生生かかししてて自自

分分のの考考ええををままととめめたたりりすするる児児童童がが少少なないいとと

いいうう点点がが課課題題ににななっってていいるる。。（（明明園園小小学学校校ホホ

ーームムペペーージジ    令令和和６６年年度度「「学学ぶぶ力力」」育育成成ププ

ロロググララムム参参照照））      

  そそここでで、、新新聞聞をを活活用用すするるここととでで本本校校児児童童のの

者者  

 

 

課課題題もも解解決決すするる一一助助ににししてていいききたたいい。。実実践践者者 

はは、、学学級級担担任任ででははななくく専専科科指指導導（（国国語語、、家家庭庭

科科））ののたためめ、、自自ららのの実実践践のの他他にに他他学学級級のの担担任任

のの実実践践もも含含めめてて報報告告すするる。。  

本本校校児児童童はは新新聞聞をを読読むむ機機会会ががああるる子子ははどど

のの学学級級もも２２割割前前後後でであありり、、新新聞聞にに初初めめてて触触れれ

るる子子がが多多いい。。国国語語のの学学習習でで新新聞聞のの特特徴徴やや読読みみ

方方をを学学ぶぶ学学年年ももああるるがが、、実実際際ににはは新新聞聞をを継継続続

的的にに読読んんだだここととががなないい子子がが多多くく、、親親ししむむ機機会会

をを兼兼ねねてて授授業業をを行行っったた。。  

新新聞聞をを授授業業にに活活用用すするるここととでで、、本本校校児児童童のの

課課題題ととななっってていいるる「「学学びびにに対対ししてて他他のの学学習習へへ

広広げげてて学学ぶぶ姿姿」」やや「「互互いいのの立立場場やや意意見見のの違違いい

をを生生かかしし、、自自分分のの考考ええををままととめめるる姿姿」」のの向向上上

をを期期待待ししてていいるる。。  

                      

３．実践の内容 

  昨昨年年はは、、子子どどももたたちちにによよるる受受信信とと発発信信のの双双

方方向向ののややりり取取りりががああるる記記事事活活用用をを重重視視ししたた

実実践践かからら、、記記事事をを扱扱うう際際にに配配慮慮すすべべききこことととと

ししてて、、以以下下をを確確認認すするるここととががででききたた。。  

  ・・子子どどもものの考考ええのの「「見見ええるる化化」」とと「「共共有有化化」」  

  ・・新新聞聞活活用用のの意意図図のの明明確確化化  

  今今年年度度もも上上記記のの成成果果をを大大切切ににししつつつつ、、本本校校

児児童童のの課課題題ででああるる部部分分（（学学んんだだここととをを他他のの学学

習習でで生生かかすす・・立立場場やや考考ええのの違違いいをを意意識識ししてて話話

しし合合うう・・自自分分ととはは違違うう意意見見をを生生かかししてて自自分分のの

考考ええををままととめめるる））のの改改善善にに向向けけてて、、新新聞聞活活用用

のの取取組組をを行行っったた。。  

実実践践内内容容はは以以下下のの３３点点ででああるる。。  

２２００２２４４年年度度  NNIIEE 実実践践報報告告  

新新聞聞をを活活用用ししたた「「分分かかるる･･ででききるる･･楽楽ししいい」」学学習習のの展展開開  

  ～～本本校校児児童童のの課課題題をを踏踏ままええたた実実践践かからら～～  

                      札札幌幌市市立立明明園園小小学学校校  教教諭諭  檜檜  克克博博  
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実実践践１１  立立場場やや考考ええのの違違いいをを意意識識ししてて話話しし  

合合うう実実践践  

  ４４年年国国語語「「新新聞聞をを作作ろろうう」」のの実実践践でではは、、44 年年

生生ののここととややククララススののここととをを 33 年年生生にに伝伝ええ、、ささ  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

ららにに関関わわりり合合いいをを深深めめるるここととをを目目的的にに、、ググルル  

ーーププでで新新聞聞作作りりをを行行っったた。。事事前前にに、、新新聞聞のの工工

夫夫やや取取材材方方法法ななどどをを確確認認しし、、記記事事をを分分担担ししなな

ががらら取取材材メメモモをを作作成成ししたた。。  

 

＜１．単元の目標＞  

・比較や文類の仕方、必要な語句などの書き留め方、引用の仕方や出典の示し方を理解し使うことができる。（知・技）  

・書く内容の中心を明確にし、内容のまとまりで段落を作ったり、段落相互の関係に注意したりして、文章の構成を考え

ることができる。（思・判・表）  

・新聞を書くという目的に向かって、友達と協力し、記事の内容や割り付けを考えながら粘り強く新聞を作ろうという態

度を養う。（態度）  

＜２．本時の目標＞  

 ・相手を意識し、目的に応じて割り付けを考えることができる。（思・判・表）                     

＜３．本時の展開（６ /１０）＞  

 

      子どもの意識の流れと主な学習活動                教師の関わり 

・取材メモを元に、グループで割

り付けを決めるという学習内容

を確認する。  

視点１：友達の考えを聞きたい、自

分の考えを伝えたいと思えるような

手立て 

・「記事の大きさ」をどうするか

に焦点化して問うことで、自

分の考 えや その 理由に つい

て、どの子もグループ内での

話し合いに参加できるように

する。また、大きく載せる記

事はどんな内容が良いのかを

全体で確認し、次の活動につ

なげるようにする。  
・図を使って自分の記事の付箋

を貼ることで、なぜその位置

に付箋を貼ったのか、その位

置が適当なのか、話し合う必

要感が生まれるようにする。  

視点２：子どもたち同士の考えをつ

なげる教師の関わり 

・交流場面で助言する視点を具

体的に示すことで、大きくす

る記事の妥当性を 確認した

り、グループの困り感を解決

したりする話し合 いができ

るようにする。  

割り付けを決める。（学習計画を確認する。） 

・割り付けを決めるときのポイン

トを確認し、今後の新聞作りに意

欲的に取り組めるようにする。  

いろいろな内容の

記事ができたね。  
どの記事をどこに書

いたらいいのかな。  
表やグラフ、イラス

トも入れたいね。  

①  図を使って、大きくのせる順番を決

めよう。  

一緒にやったソー

ランの頑張りは大

きく伝えたいな。  

2 組のいろいろ

なランキングも

面白いかも…。  

②図を元にして、割り付けを考えよう。 

ランキ

ング  

明 園 ソ

ーラン  

③ここまで進めてきた内容を他のグルー

プに紹介し、アドバイスしてもらおう。 

知らせたい記事

は大きく、目立つ

ようにしよう。  

グ ラ フ は こ の

場所がいいね。 

この記事は縦長にす

ると目立つね。  

知らせたいことや記事の読みやすさを考えて、見出しや本
文、写真や図などの割り付けを考えることが大切だね。 

写真もあるといいね。 

＜４．本時の評価＞  

図を用いながら話し合い、相手を意識し、目的に応じて割り付け

を考えようとしている。  
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記記事事ごごととにに色色分分けけししたた仮仮のの割割りり付付けけをを交交

流流しし、、割割りり付付けけ方方のの違違いいにに着着目目ささせせ、、「「記記事事のの

大大ききささ」」ををどどううすするるののかかにに焦焦点点化化ししてて問問ううここ

ととをを行行っったた。。子子どどももたたちちがが、、読読みみ手手ででああるる３３

年年生生をを意意識識ししななががらら、、自自分分のの考考ええややそそのの理理由由

ににつついいてて話話しし合合いいにに意意欲欲的的にに参参加加ししよよううとと

すするる姿姿がが見見らられれたた。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

ままたた、、縦縦軸軸にに「「伝伝ええたたいいこことと」」横横軸軸にに「「読読

みみ手手がが読読みみたたくくななるるこことと」」をを表表ししたた矢矢印印のの図図

をを使使いい、、自自分分のの記記事事のの付付箋箋をを貼貼るるここととでで、、そそ

のの位位置置にに付付箋箋をを貼貼っったた理理由由やや位位置置のの妥妥当当性性

ににつついいててのの話話しし合合いいををどどのの子子もも進進めめるるこことと

ががででききたた。。立立場場をを明明確確ににししたたここととでで、、根根拠拠をを

通通ししてて考考ええのの違違いいをを意意識識ししてて話話しし合合ううこことと

ががででききたた。。  

  

実実践践２２  自自分分ととはは違違うう意意見見をを生生かかししてて自自分分  

のの考考ええををままととめめるる実実践践  

  ５５年年家家庭庭科科「「ででききるるよよ家家庭庭のの仕仕事事」」のの実実践践

でではは、、自自分分ににででききるる家家庭庭のの仕仕事事ににつついいてて学学んん

だだ。。家家事事とといいううとと、、子子どどももたたちちににととっってておお手手

伝伝いいのの感感覚覚かかももししれれなないいがが、、大大人人はは様様々々なな捉捉

ええ方方やや意意識識のの差差ががあありりそそううだだとと考考ええたた。。そそんん

なな折折、、家家事事にに関関わわるる記記事事ががああっったたたためめ、、授授業業

のの中中でで取取りり上上げげたた。。  

  ここのの記記事事はは、、漫漫画画家家ををししてていいるる女女性性がが簡簡単単

なな自自己己紹紹介介ををししたた際際にに、、「「主主婦婦ののかかたたわわらら、、漫漫

画画のの仕仕事事ををししてていいるるののでですすねね。。」」とといいうう同同年年

代代のの男男性性かからら言言わわれれたたここととにに違違和和感感をを感感じじ

たたとといいうう内内容容ででああるる。。働働くくママママとと働働いいてていいなな

いいママママとといいうう言言葉葉がが記記事事ににあありり、、「「家家事事はは仕仕

事事ででははなないいののかか」」とといいうう話話題題ににななっったた。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

子子どどももたたちちのの意意見見はは以以下下のの３３つつにに分分かかれれたた。。  

＜＜仕仕事事とといいうう意意見見＞＞  

・・家家事事はは仕仕事事だだとと思思うう。。ななぜぜなならら、、家家族族のの一一

員員でで家家事事はは必必要要ななここととだだかからら。。  

・・外外でで働働いいてていいなないいけけどど、、みみんんなな家家族族ののたためめ

にに色色々々ややっっててくくれれてていいるるかからら仕仕事事だだ。。  

・・ややららなないいとと生生ききてていいけけなないいかからら仕仕事事。。  

・・母母がが「「家家ののこことと」」とと言言っってていいるるののでで仕仕事事じじ

ゃゃなないいかかななとと思思いいままししたた。。  

＜＜仕仕事事ででははなないいとといいうう意意見見＞＞  

・・仕仕事事じじゃゃなないいとと思思うう。。普普通通仕仕事事はは給給料料ががああ

るるけけどど、、家家事事ににははなないいかからら。。  

・・仕仕事事じじゃゃなないいとと思思うう。。そそううししたたらら全全部部がが仕仕

事事ににななるるかからら。。  

・・家家のの仕仕事事はは残残業業ががなないい、、いいつつででもも休休憩憩でできき

るる、、文文句句もも言言わわれれななしし、、仕仕事事ででなないいとと思思うう。。  

＜＜そそのの他他＞＞  

・・ボボラランンテティィアアののよよううななここととだだとと思思うう。。  

・・外外のの仕仕事事とと家家のの仕仕事事はは全全くくのの別別物物でで家家のの仕仕

事事はは別別のの言言いい方方ををししたた方方ががいいいいとと思思うう。。  

  多多様様なな理理由由のの交交流流にによよりり、、同同じじででもも根根拠拠にに

多多様様性性ががあありり、、迷迷いいがが生生じじたたりり自自分分のの意意見見をを

見見直直ししたたりり姿姿ががああっったた。。今今はは、、ははっっききりりとと意意

見見がが定定ままららなないいこことともも学学びびだだとと伝伝ええ、、家家族族みみ

んんなながが協協力力ししてていいくくももののだだとといいううここととををみみ

んんななのの一一致致点点ととししてて理理解解すするるここととががででききたた。。  

 

 

 

北海道新聞  
2024 年 10 月 19 日  
しあわせ最前線  

「どのお母さんも働

いている」  
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実実践践３３   学学んんだだここととをを他他のの学学習習でで生生かかすす実実

践践  

  ５５年年書書写写「「めめざざせせ！！新新聞聞記記者者」」のの学学習習でではは、、  

学学んんだだ書書きき表表しし方方がが実実生生活活ででどどののよよううにに表表

さされれてていいるるののかかをを学学んんだだ。。  

新新聞聞記記事事をを見見てて、、行行頭頭やや行行末末のの高高ささががそそろろ

っってていいるるここととややひひららががななはは漢漢字字よよりり少少しし小小

ささめめにに記記載載さされれてていいるるここととにに子子どどももたたちちはは

気気がが付付いいたた。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

・・内内容容ごごととにに分分かかれれてていいてて、、一一目目ででココーーナナーー

がが分分かかるる。。  

・・文文字字のの高高ささががそそろろっってていいるるかからら見見ややすすいい。。  

・・目目立立つつよよううににかかここっってていいるる所所ががああるる。。  

・・すすききままががそそろろっってていいるるとと見見ややすすいい。。  

・・ひひららががななとと漢漢字字がが同同じじ大大ききささにに見見ええるるよようう

にに、、文文字字のの形形やや大大ききささをを工工夫夫ししてていいるる。。  

・・写写真真をを使使ううとと分分かかりりややすすいいけけどど、、写写真真のの位位

置置やや大大ききささもも考考ええるる必必要要ががああるる。。  

  

以以上上はは、、子子どどももたたちちのの気気付付ききのの声声だだがが、、ここ

れれままでで国国語語やや書書写写でで学学んんだだここととをを生生かかししてて、、

ななぜぜ見見ややすすいいののかかををああららゆゆるる観観点点かからら捉捉ええ

てていいたた。。ままたた、、授授業業後後のの振振りり返返りりにに、、ノノーートト

のの書書きき方方ややポポススタターーののままととめめ方方にに生生かかししてて

いいくく声声ががととててもも多多かかっったた。。今今回回新新たたにに分分かかっっ

たたここととととししてて、、アアナナロロググだだけけででははななくく、、発発表表

資資料料ななどどののデデジジタタルルににもも生生かかせせるるとといいうう子子

どどももたたちちのの気気付付ききががああっったた。。新新聞聞はは紙紙媒媒体体でで

ははああるるがが、、デデジジタタルル文文字字がが刷刷らられれてていいるる特特徴徴

かからら、、子子どどももたたちちににととっっててははタタブブレレッットト端端末末

のの発発表表アアププリリででもも生生かかせせるるとと思思っったたよよううでで

ああっったた。。  

  

４．成果と課題 

（１）成果 

 本本校校児児童童のの課課題題をを克克服服すするるたためめにに、、新新聞聞活活

用用のの意意図図をを明明確確ににししつつつつ、、子子どどももたたちちのの思思考考

力力・・判判断断力力・・表表現現力力をを高高めめるるここととががででききたた。。  

①①   記記事事にによよるる立立場場ををははっっききりりささせせるるこことと

でで、、対対立立やや意意見見のの違違いいをを浮浮きき彫彫りりににしし、、

交交流流すするる手手立立ててととすするるここととががででききたた。。    

②②   学学びびとと関関連連すするる記記事事はは生生活活やや社社会会ととのの

結結びび付付ききをを子子どどももたたちちにに実実感感ささせせ、、意意欲欲

のの高高ままりりやや思思考考のの深深ままりりににつつななががっったた。。  

上上記記のの２２点点ののよよううにに、、自自分分事事ととししてて学学ぶぶ手手

立立ててをを図図るるここととでで、、本本校校児児童童のの課課題題ととななっってて

いいるる「「学学びびにに対対ししてて他他のの学学習習へへ広広げげてて学学ぶぶ姿姿」」

やや「「互互いいのの立立場場やや意意見見のの違違いいをを生生かかしし、、自自分分

のの考考ええををままととめめるる姿姿」」をを見見るるここととががででききたた。。

新新聞聞活活用用はは、、学学んんだだこことととと実実生生活活をを結結びび付付けけ

るる可可能能性性をを改改めめてて確確認認すするるここととががででききたた。。 

 

（２）課題 

３３年年間間でで検検証証ししてて継継続続ししてて課課題題だだっったたのの

はは、、発発達達段段階階にに合合うう活活用用方方法法のの検検討討ででああっったた。。

小小学学校校はは他他校校種種とと違違いい、、新新聞聞をを詳詳細細にに読読むむここ

ととががででききるる子子どどももはは限限らられれるるののでで、、教教材材ととしし

てて扱扱うう際際のの目目的的やや方方法法ををよよくく吟吟味味ししななけけれれ

ばばななららなないい。。  

 

５．おわりに 

 新新聞聞をを活活用用すするるここととでで、、様様々々なな教教材材のの一一つつ

ととししてて本本物物にに触触れれるる良良ささをを子子どどももたたちちはは経経

験験すするるここととががででききたた。。実実践践をを続続けけるる上上でで、、NNIIEE

推推進進協協議議会会にに継継続続的的にに御御支支援援をを頂頂いいたた。。ここのの

場場をを借借りりてて感感謝謝申申しし上上げげたたいい。。  

新聞記事から文字の配列など、見やすさ

のわけを検証している様子。  
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１．はじめに 

  本本校校はは今今年年度度でで開開校校１１２２７７年年ととななるる、、歴歴史史

ああるる学学校校ででああるる。。  

  今今年年度度ででＮＮＩＩＥＥ実実践践校校３３年年目目ととななりり、、学学校校

ににははいいつつもも新新聞聞ががああるるとといいうう感感覚覚はは根根付付いい

ててききたたがが、、そそれれににはは学学校校図図書書館館ででのの取取組組にによよ

るるととこころろがが大大ききいい。。  

  １１年年目目はは「「００かからら１１へへ」」ををテテーーママにに、、ここれれ

ままででににははななかかっったた新新聞聞のの文文化化をを学学校校にに取取りり

入入れれるるここととをを目目的的ととししてて活活動動をを進進めめててききたた。。

２２年年目目はは「「少少ししずずつつ  新新聞聞をを身身近近なな存存在在へへ」」

ををテテーーママにに、、本本校校のの実実態態にに合合わわせせ、、学学校校生生活活

ににおおいいてて実実際際にに少少ししででもも新新聞聞をを活活用用ででききるる

方方法法をを探探っっててききたた。。そそししてて３３年年目目ととななるる今今年年

度度はは、、結結果果的的にに学学校校図図書書館館がが最最もも新新聞聞活活用用にに

適適ししてていいるるとと考考ええ、、学学校校司司書書ににここれれままでで以以上上

にに協協力力ををししてていいたただだきき、、本本校校のの一一つつのの形形ととしし

てて定定着着をを図図っっててききたた。。  

  私私自自身身、、ゼゼロロかからら実実践践校校をを始始めめたたののがが、、ここ

れれでで２２校校目目ととななるる。。当当然然、、環環境境やや風風土土ががままっっ

たたくく違違うう中中でで、、過過去去のの経経験験をを生生かかせせたた部部分分とと

そそううででななかかっったた部部分分をを振振りり返返るるとと、、いいろろいいろろ

なな気気付付ききががああっったた。。紙紙媒媒体体にによよるる子子どどもものの活活

字字離離れれがが著著ししいいここととをを、、肌肌身身ををももっってて日日々々感感

じじてていいるる。。新新聞聞はは、、間間違違いいななくくそそれれにに抗抗うう最最

良良のの友友ででああるる。。  

  

２.児童の様子 

  本本校校のの児児童童数数はは５５４４５５名名（（ＲＲ７７．．１１．．１１現現

在在））でであありり、、市市内内でで２２番番目目のの規規模模だだがが、、年年々々

減減少少ししててききてていいるる。。  

新新聞聞をを購購読読ししてていいるる家家庭庭はは少少ななくく、、過過去去のの

調調査査にによよるるととおおよよそそ３３００％％だだっったた。。担担当当すするる

６６年年生生のの学学級級ででもも、、購購読読率率はは１１７７％％ででああっったた。。

ままたた、、市市内内ののほほぼぼ全全家家庭庭とと近近郊郊のの町町（（約約１１７７

万万部部））ににはは、、週週２２回回フフリリーーペペーーパパーーががポポスステテ

ィィンンググさされれてておおりり、、ここれれとと一一般般的的なな新新聞聞のの違違

いいをを理理解解ししてていいなないい児児童童もも多多いい。。  

  本本校校ににはは、、いいわわゆゆるる「「フフリリーーススペペーースス」」とと

言言わわれれるる場場所所がが存存在在せせずず、、教教室室とと廊廊下下とと体体育育

館館ののみみとといいっったた校校舎舎ででああるる。。今今後後、、児児童童数数のの

減減少少にに伴伴いい、、そそののよよううななススペペーーススがが少少ししででもも

確確保保ででききるるととよよいいののだだがが、、そそのの見見通通ししははなないい。。

本本来来ででああれればば、、そそののよよううなな場場所所にに新新聞聞ココーーナナ

ーーをを設設置置ででききれればば、、ももうう少少しし身身近近ななももののととしし

てて新新聞聞をを手手にに取取るるここととももででききるるののかかももししれれ

なないい。。そそののたためめ、、今今年年度度もも図図書書室室のの一一角角をを貸貸

ししてていいたただだきき、、簡簡素素ななＮＮＩＩＥＥココーーナナーーをを設設けけ

てていいるる。。学学校校司司書書がが非非常常にに協協力力的的でで、、いいろろいい

ろろととアアイイデディィアアをを出出しし、、常常にに新新聞聞にに触触れれらられれ

るるよようう工工夫夫をを凝凝ららししたた場場をを提提供供ししてていいたただだ

いいてていいるるここととがが本本当当ににあありりががたたいい。。ここれれままでで

以以上上にに、、数数多多くくのの取取組組がが見見らられれたた。。  

  今今年年度度はは６６年年生生担担任任とといいううここととももあありり、、社社

会会のの歴歴史史分分野野でで授授業業にに新新聞聞をを活活用用ししててみみたた。。

学学級級でではは新新聞聞にによよくく触触れれてていいるるたためめ、、難難ししいい

内内容容もも違違和和感感ななくく学学びびをを深深めめるるここととににつつなな

ががっったたよよううにに感感じじてていいるる。。  

２２００２２４４年年度度  ＮＮＩＩＥＥ実実践践報報告告  

学学校校図図書書館館をを中中心心ととししたた新新聞聞のの活活用用  
  

              旭旭川川市市立立永永山山小小学学校校  教教  諭諭  牧牧野野  広広太太    

学学校校司司書書  中中島島    環環    
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３．実践の内容 

①①  ままわわししよよみみ新新聞聞  

今今年年度度もも、、昨昨年年度度にに引引きき続続きき、、毎毎日日帰帰りり

のの会会でで取取りり組組んんででいいるる。。６６年年生生とといいううこことと

ももあありり、、少少ししずずつつレレベベルルアアッッププをを図図っってていい

っったたがが、、そそれれななりりにに楽楽ししくく活活動動をを継継続続ししつつ

つつ、、得得らられれるる力力のの大大ききささをを再再認認識識ししたた。。  

    取取組組のの意意図図はは下下記記のの通通りりででああるる。。  

  

 

 

 

 

 

  

    
今今年年度度はは特特にに「「聞聞くく側側」」のの力力のの向向上上ををめめ

ざざしし、、発発表表のの後後にに近近くくのの人人とと感感想想をを交交流流すす

るる時時間間をを設設けけたたりり、、ななるるべべくく紋紋切切りり型型にになな

ららなないいよよううなな質質問問とと回回答答をを求求めめたたりりししてて

ききたた。。発発表表すするる側側もも聞聞くく側側もも楽楽ししくく、、そそしし

てて日日常常のの授授業業とと結結びびつつくくここととでで、、確確かかなな学学

びびににもも繋繋ががっってていいるるとと感感じじるるここととがが多多いい。。  

    

↓↓   時時 期期 とと 共共 にに 少少 しし ずず つつ レレ ベベ ルル アア ッッ ププ ！！

  

  

  

  

②②  授授業業ででのの活活用用  

  ２２００２２５５年年のの戦戦後後８８００年年をを前前にに、、北北海海道道

新新聞聞でではは２２００２２３３年年７７月月かからら「「私私たたちちのの平平

和和論論」」とといいううシシリリーーズズがが続続いいてていいるる。。そそのの

中中かからら、、個個人人的的にに重重要要視視ししてていいるる沖沖縄縄戦戦にに

つついいてて５５回回ににわわたたりり特特集集がが組組ままれれたたののでで、、

社社会会のの授授業業でで沖沖縄縄戦戦のの内内容容がが出出ててくくるる時時

期期にに合合わわせせ、、記記事事をを読読みみ聞聞かかせせたたりり資資料料をを

デデーータタととししてて提提示示ししたたりりししててみみたた。。２２ヵヵ月月

半半のの沖沖縄縄野野宿宿生生活活ででのの体体験験談談をを交交ええなながが

らら、、過過去去のの遠遠いい場場所所ででのの出出来来事事ととななららぬぬよよ

うう、、様様々々ななつつななががりりをを意意識識ししてて進進めめたた。。  

〈〈１１〉〉広広くく社社会会にに目目をを向向けけててほほししいい。。   

〈〈２２〉〉タタイイムムリリーーなな活活字字にに触触れれててほほししいい。。   

〈〈３３〉〉情情報報をを選選びび詳詳ししくく読読むむ力力をを付付けけててほほししいい。。

〈〈４４〉〉文文章章をを要要約約すするる力力をを付付けけててほほししいい。。   

〈〈５５〉〉集集団団のの前前でで声声をを出出すす経経験験をを積積んんででほほししいい。。

〈〈６６〉〉集集中中ししてて話話をを聞聞くく力力をを付付けけててほほししいい。。   
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合合わわせせてて、、沖沖縄縄慰慰霊霊のの日日のの毎毎日日新新聞聞一一面面

かかららもも、、捉捉ええ方方のの違違いいをを学学んんだだ。。ででききるるここ

ととなならら、、琉琉球球新新報報やや沖沖縄縄タタイイムムススのの紙紙面面もも

入入手手ししたたいいととこころろででああっったた。。  

    

ささららにに今今年年度度はは、、ほほととんんどど夏夏休休みみ期期間間中中

ななののににもも関関わわららずず、、８８月月にに子子どどもも新新聞聞がが届届

くくよよううなな計計画画ととししてていいたたたためめ、、終終戦戦のの日日のの

毎毎日日・・朝朝日日・・読読売売各各紙紙をを並並べべててみみたた。。  

    

  実実際際にに授授業業でで活活用用ししたたののはは３３学学期期だだがが、、

ここののよよううなな取取組組をを通通すすここととでで、、６６年年担担任任時時

はは夏夏前前にに必必ずず子子どどもも達達とと保保護護者者にに伝伝ええるる

「「六六二二三三八八六六八八九九八八一一五五五五三三にに繋繋げげ我我らら

今今生生くく」」（（西西野野防防人人））のの理理解解をを深深めめてていいくくここ

ととががででききるるののだだとと感感じじたた。。  

  

③③  学学校校図図書書館館ででのの新新聞聞活活用用  

新新聞聞通通信信調調査査会会がが行行っったた第第１１７７回回メメデデ

ィィアアにに関関すするる全全国国世世論論調調査査でではは、、月月決決めめでで

のの新新聞聞購購読読はは約約５５４４％％。。中中ででもも３３００代代、、４４

００代代のの購購読読がが低低いい。。小小学学生生がが家家庭庭でで新新聞聞をを

見見るる機機会会がが減減っってていいるるここととがが推推測測ででききるる。。  

ここのの調調査査でで、、信信頼頼ででききるるメメデディィアアのの情情報報

源源ととししててはは『『ＮＮＨＨＫＫテテレレビビ』』『『新新聞聞』』のの評評価価

がが高高いい。。ししかかしし、、実実際際ににははイインンタターーネネッットト

かからら情情報報をを取取得得すするるここととがが多多くくななっってていい

るるとといいうう結結果果がが出出てていいたた。。ままたた、、フフェェイイクク

ニニュューーススにに騙騙さされれなないい自自信信ががああるる人人はは１１

１１％％、、自自信信ががなないい人人はは８８８８％％とといいうう結結果果がが

出出てていいるる。。手手軽軽にに情情報報がが得得らられれるる世世のの中中にに

ななっってていいるるがが、、何何がが正正ししいいののかか判判断断すするるのの

がが難難ししくくななっってていいるるとといいううここととだだろろうう。。  

学学校校でで新新聞聞をを手手にに取取りり情情報報をを読読みみ取取るる

ここととはは、、ここれれかかららももっっとと必必要要なな学学習習ににななるる

とと感感じじてていいるる。。今今年年度度はは、、新新聞聞のの記記事事ををピピ

ッッククアアッッププししてて展展示示すするる他他にに、、図図書書館館かからら

新新聞聞をを活活用用ししててももららううここととをを考考ええたた。。  

    ５５年年生生のの国国語語にに、、新新聞聞をを学学習習すするる単単元元がが

ああるる。。新新聞聞ががどどののよよううななももののででああるるののかかがが

説説明明さされれ、、「「日日常常生生活活ででもも新新聞聞をを読読みみ、、興興味味

ののああるるニニュューーススはは複複数数のの記記事事をを読読みみ比比べべ

ててみみままししょょうう。。」」ととななっってていいるる。。学学校校でで複複数数

のの新新聞聞がが準準備備ででききれればば、、様様々々ななジジャャンンルルでで

のの学学習習がが可可能能でで、、子子どどもも達達のの社社会会へへのの関関心心

をを広広げげるるここととががででききるる。。図図書書館館でで新新聞聞をを閲閲

覧覧ででききるるココーーナナーーでではは、、複複数数のの新新聞聞ががああるる

時時にに同同じじニニュューーススをを比比較較ししてて見見らられれるるよよ

ううにに開開いいてて展展示示すするるよよううににししててみみたた。。ささらら

にに、、関関連連ししたた本本もも同同時時にに置置いいてていいるる。。  

    

  

  

  

  

ノノーーベベルル賞賞受受賞賞のの記記事事のの展展示示   
統計資料の本と共に展示  
●「世界の国力ランキング」旺文社  

       ２０２４．７．１５ 出版  
※核兵器保有数  
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    同同じじくく５５年年生生のの国国語語にに『『統統計計資資料料のの読読みみ

方方』』ががああるる。。表表、、ググララフフがが掲掲載載さされれてていいるる

本本ををリリククエエスストトさされれたたののでで、、新新聞聞記記事事のの中中

かかららもも探探ししててみみたた。。身身近近ななももののやや地地域域にに関関

連連ししたた話話題題ののももののをを選選んんだだ。。  

  
    オオリリンンピピッックク・・パパララリリンンピピッッククのの年年ででもも

ああっったた今今年年度度はは、、アアススリリーートトのの記記事事がが大大きき

なな写写真真でで数数多多くく新新聞聞にに掲掲載載さされれてていいたた。。大大

ききなな出出来来事事のの記記事事はは、、子子どどもも達達にに知知っっててほほ

ししいいもものののの１１つつだだとと考考ええてていいるるののでで、、展展示示

にに活活用用ししたた。。世世界界ののどどここででどどんんななここととがが行行

わわれれてていいるるかかをを知知るるののはは、、世世界界のの地地理理やや国国

ののここととにに興興味味ををももっっててももららううチチャャンンススにに

ももななるる。。フフラランンススはは地地球球ののどどここににあありり、、どど

んんなな国国ななののかか等等、、世世界界のの国国のの本本をを見見ててももらら

ううききっっかかけけににももななっったた。。  

    

 

４．おわりに 

  今今後後はは、、新新聞聞をを展展示示でで見見せせるるだだけけででははななくく、、

「「発発見見すするる」」「「考考ええるる」」資資料料ととししてて実実際際にに学学校校

でで活活用用すするるここととにに重重点点をを置置いいてて考考ええてていいきき

たたいい。。そそののたためめににはは、、提提供供すするる側側ががももっっとと広広

くく情情報報をを知知っってていいななけけれればばいいけけなないいとと感感じじ

てていいるる。。特特にに、、学学習習にに使使用用すするる記記事事をを探探すすたた

めめににはは、、学学習習内内容容をを事事前前にに知知っってておおくく必必要要がが

ああるる。。教教ええるる側側とと提提供供すするる側側のの連連携携もも大大切切だだ。。  

  

  新新聞聞のの利利用用もも高高学学年年がが中中心心ににななっってていいるる

がが、、新新聞聞ににはは様様々々ななジジャャンンルルのの記記事事がが掲掲載載ささ

れれてていいるるののでで、、ももっっとと幅幅広広いい学学年年ででもも利利用用でで

ききるるとと考考ええてていいるる。。  

  

  新新聞聞がが、、ももっっとと子子どどもも達達のの身身近近ななももののにになな

るるたためめににはは、、手手のの届届くくととこころろにに常常にに新新聞聞ががああ

りり、、読読むむここととががででききるる必必要要ががああるる。。学学校校にに新新

聞聞ががああるるここととがが、、ここれれかかららまますすまますす重重要要ででああ

りり、、どどのの学学校校ににもも置置かかれれてていいるるここととがが望望まましし

いいののだだとと思思うう。。  
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子どもたちに配布した新聞資料 
４年生と６年生に配布 

４年生「知る水俣病」６年生「知る原爆」 

 

図書館でも配布用を設置 
「知る水俣病」「知る原爆」「知る沖縄戦」 

※朝日新聞社の無料配布 
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１１  全全校校でで取取組組をを行行ううたためめにに  

  今今年年度度、、岩岩見見沢沢市市立立中中央央小小学学校校はは NNIIEE
実実践践指指定定校校６６年年目目ととななっったた。。今今年年度度もも中中

央央小小でではは、、３３４４３３名名のの全全校校児児童童にに対対すするる

NNIIEE のの取取組組をを全全教教職職員員総総意意ののももとと進進めめてて

いいるる。。  
  昨昨年年度度ままででとと同同様様、、『『全全校校ででのの取取組組ととすす

るる』』ここととをを大大切切にに、、44 月月段段階階でで取取りり組組むむ意意

図図やや効効果果、、実実践践例例ををここのの報報告告書書ををももととにに

共共通通理理解解しし、、各各学学年年がが創創意意工工夫夫ををししてて実実

践践にに取取りり組組んんででききたた。。  
ままたた昨昨年年度度かかららはは実実践践代代表表者者がが NNIIEE とと

紐紐付付いいたた校校務務のの担担当当かからら外外れれたたここととももああ

りり、、校校内内ででのの NNIIEE 担担当当をを研研修修のの一一係係にに位位

置置付付けけ、、そそのの担担当当者者のの先先生生にに校校内内ででのの活活

動動全全般般（（特特にに新新聞聞展展示示会会のの提提案案等等））をを担担っっ

ててももららっったた。。ここののここととにによよりり、、一一層層学学校校にに

根根付付いいたた特特色色ああるる活活動動ととししててのの NNIIEE のの存存

在在がが確確かかななももののととななっったた。。  
学学校校全全体体でで NNIIEE 実実践践をを行行ええるる学学校校はは、、

実実践践校校のの中中ででもも数数少少なないい。。教教育育効効果果のの高高

いい NNIIEE をを学学校校全全体体ととししてて取取りり組組むむここととでで、、

よよりり多多くくのの子子どどもも達達をを変変容容ささせせるるここととはは、、

他他校校でで個個人人的的にに実実践践ををさされれてていいるる先先生生方方

のの望望みみででももああるるとと考考ええるる。。本本校校はは幸幸運運にに

もも、、教教職職員員がが価価値値をを実実感感ししてて全全校校でで取取りり

組組むむ体体制制がが整整いい、、新新聞聞展展示示会会（（22 月月））ををはは

じじめめ定定着着ししたた活活動動がが軌軌道道にに乗乗っってていいるる。。  
全全校校でで取取りり組組むむたためめ、、全全教教職職員員にに理理解解

をを得得るるたためめにに重重要要ななポポイインントトはは、、以以下下のの

２２点点とと捉捉ええるる。。 
 
１１  教教育育課課程程にに位位置置付付けけるる  
  ～～『『学学力力向向上上』』とといいうう共共通通目目標標をを持持ちち

現現在在のの指指導導事事項項ととののリリンンククをを明明確確

ににすするる  
２２  校校務務分分掌掌にに位位置置付付けけるる  
  ～～個個のの取取組組かからら学学校校のの取取組組へへ、、年年数数

ををかかけけてて学学校校のの文文化化にに定定着着ささせせるる  
 
学学校校全全体体でで、、NNIIEE のの効効果果をを実実感感ででききるる

取取組組をを継継続続ししてて行行ううこことと、、そそのの取取組組のの経経

過過やや現現状状をを発発信信すするるここととがが他他校校のの取取組組にに

おおいいててもも何何ららかかののヒヒンントトととななるるとと捉捉ええ、、

岩岩見見沢沢市市立立中中央央小小学学校校ととししててのの NNIIEE へへのの

貢貢献献ににももななるるとと考考ええてていいるる。。  
  
ままたた、、今今年年度度はは NNIIEE 第第 1166 回回空空知知地地区区

セセミミナナーーのの会会場場校校ととししてて本本校校がが選選ばばれれ、、99
月月 33 日日にに北北海海道道新新聞聞社社みみららいい教教育育推推進進室室

かからら小小林林豊豊ささんんににおお越越ししいいたただだきき、、６６年年

生生（（22 ククララスス 6622 名名））のの授授業業ををししてていいたただだ

いいたた。。  

22002244 年年度度  NNIIEE 実実践践報報告告  

NNIIEE とと共共にに歩歩むむ  
岩岩見見沢沢市市立立中中央央小小学学校校  教教諭諭  冨冨樫樫  いいずずみみ  
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授授業業作作りりのの際際ににはは、、６６年年担担任任のの意意見見をを

取取りり入入れれてていいたただだきき、、単単発発のの投投げげ込込みみ授授

業業ででははななくく総総合合学学習習ののままととめめととししててのの新新

聞聞発発表表、、そそのの表表出出のの仕仕方方をを学学ぶぶ 11 時時間間とと

ししててのの授授業業ととななっったた。。前前述述のの通通りり、、本本校校でで

大大切切ににししてていいるる教教育育課課程程にに位位置置付付いいたた

NNIIEE 活活動動のの効効果果をを確確認認すするるここととががででききたた。。  
空空知知教教育育局局のの指指導導主主事事かかららもも助助言言ををいい

たただだきき、、学学校校ととししててもも多多くくのの学学びびをを得得たた

セセミミナナーーととななっったた。。  

 
２２  各各学学年年のの取取組組とと教教職職員員のの意意識識  

  以以下下はは、、昨昨年年度度もも行行っったた各各学学年年のの国国語語

担担当当者者がが、、今今年年度度のの取取組組とと NNIIEE のの効効果果にに

つついいてて記記述述ししたたももののででああるる。。どどのの学学年年のの

担担当当者者もも効効果果をを実実感感ししてていいるるこことと、、NNIIEE
のの継継続続がが本本校校児児童童ににととっってて有有意意義義ででああるる

とと捉捉ええてていいるるこことと、、職職員員のの出出入入りりががああっっ

ててもも伝伝統統ととししてて受受けけ継継ががれれてていいるるここととがが

再再確確認認ででききたた。。（（ななおお各各自自でで書書ききややすすいい形形

でで提提出出ししててももららっったたののでで、、書書式式のの統統一一はは

さされれてていいなないい。。））  
・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
１１年年  
＜＜取取組組内内容容＞＞  ～～  好好ききなな生生きき物物新新聞聞作作

成成（（77 月月））・・生生活活科科新新聞聞作作成成（（11 月月））  
＜＜取取組組詳詳細細＞＞  ～～  一一般般のの新新聞聞やや子子どどもも

新新聞聞かからら、、「「新新聞聞ののいいいいととこころろ」」「「見見ややすすいい

新新聞聞ととはは」」「「何何をを書書いいたたららいいいいかか」」等等ににつつ

いいてて確確認認しし、、77 月月にに道道新新新新聞聞ココンンテテスストト応応

募募。。  
  生生活活科科新新聞聞はは校校内内新新聞聞展展示示会会用用にに作作成成。。

よよりり記記事事・・見見出出ししをを意意識識ささせせ、、ママスス目目用用紙紙

をを使使ううななどど 11 年年生生のの発発達達段段階階にに配配慮慮ししつつ

つつ「「伝伝ええたたいいここととををわわかかりりややすすくく伝伝ええるる」」

新新聞聞作作りりをを目目指指すす。。  
＜＜成成果果＞＞  ～～  本本校校のの取取組組ととししてて「「校校内内

新新聞聞展展示示会会」」ががあありり、、そそれれにに向向けけてて夏夏にに一一

度度作作成成ささせせるるここととでで、、児児童童のの実実態態をを把把握握

ししてて 11 月月のの作作成成にに向向かかううここととがが出出来来たた。。

児児童童ととししててもも、、一一度度作作成成ししてていいるるののででそそ

のの有有用用性性をを含含めめ理理解解がが早早くく、、よよりり質質のの高高

いい新新聞聞をを作作るるここととがが出出来来たた。。次次年年度度にに繋繋

ががるる新新聞聞作作成成ととななっったた。。  
＜＜課課題題＞＞ ～～  11 年年生生はは発発達達段段階階ももあありり、、

多多くくのの活活動動がが出出来来ななかかっったた。。今今後後 33 月月まま

ででのの間間にに「「ままわわしし読読みみ新新聞聞」」「「ワワーーククシシーー

トト」」ななどどのの取取組組をを行行いい、、よよりり新新聞聞にに親親ししまま

せせたたいい。。  
 
２２年年  
＜＜実実施施＞＞  ７７月月にに給給食食セセンンタターーをを見見学学しし、、

そそここでで学学んんだだここととをを壁壁新新聞聞ににままととめめてて掲掲

示示ししたた。。時時数数はは生生活活科科とと合合わわせせてて、、国国語語のの

作作文文単単元元ももああててたた。。  
＜＜成成果果＞＞  新新聞聞とといいうう形形ででアアウウトトププッットト

すするるここととでで子子どどももたたちちのの学学びびがが深深ままっったた。。

ままたた、、新新聞聞ににままととめめるるににははどどののよよううなな情情

報報のの収収集集がが必必要要ななののかかをを学学んんだだ子子がが多多かか

っったた。。（（例例：：メメモモのの取取りり方方ななどど））  
＜＜課課題題＞＞  １１年年生生でで新新聞聞作作りりをを経経験験ししてて

いいるるととははいいええ、、個個人人差差がが大大ききくく、、非非常常にに時時

間間とと支支援援をを必必要要ととすするる子子がが２２～～３３割割程程度度

いいたた。。そそのの子子達達はは、、かかななりり書書くくここととをを教教師師

かからら教教ええらられれなないいとと書書けけななかかっったた。。  
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＜＜実実施施＞＞  ９９月月にに見見学学旅旅行行でで円円山山動動物物園園

にに行行っったたここととをを新新聞聞ににままととめめたた。。  
＜＜成成果果＞＞  ７７月月にに苦苦労労ししてて給給食食新新聞聞をを作作

っったたここととももあありり、、今今度度はは指指導導のの必必要要なな子子

がが１１割割程程度度ままでで減減少少ししたた。。楽楽ししんんでで作作るる

姿姿もも多多くく見見らられれるるよよううににななっったた。。ままたた、、クク

イイズズをを入入れれるるななどどのの工工夫夫もも見見らられれたた。。  
＜＜課課題題＞＞  ややははりり１１割割程程度度のの作作文文のの苦苦手手

なな子子へへのの指指導導がが必必要要。。ままたた、、円円山山動動物物園園へへ

のの取取材材はは時時間間ががななくく、、十十分分ななメメモモををととるる

ここととががででききななかかっったたたためめ、、展展示示のの説説明明をを

写写真真ででととっっててかからら、、図図鑑鑑でで調調べべ直直すす必必要要

ががああっったた。。  
＜＜総総括括＞＞ 本本校校でで NNIIEE にに取取りり組組んんででいいなな

けけれればば、、ここののよよううなな新新聞聞とといいううアアウウトトププ

ッットトのの方方法法をを身身ににつつけけささせせるるとといいうう大大きき

なな成成果果ははななかかっったたとと思思うう。。学学年年をを追追ううごご

ととにに積積みみ上上ががっってていいくく力力はは大大ききいいとと考考ええ

るる。。ししかかしし（（特特にに低低学学年年はは））事事前前にに新新聞聞づづ

くくりりのの練練習習ををししなないいとと、、子子どどもものの負負荷荷やや

指指導導ににかかかかるる時時間間がが大大ききいい。。（（何何をを書書いいてて

いいいいののかかわわかかららなないい・・どどうう書書かかせせれればばいい

いいののかか指指導導にに悩悩むむななどど））ななののでで学学年年にに応応

じじたた国国語語のの事事前前指指導導のの必必要要性性をを感感じじてていい

るる。。例例ええばば、、国国語語でで身身近近なな動動物物をを調調べべるる単単

元元ががああるるののでで、、そそここでで図図鑑鑑でで取取材材→→小小ささ

なな新新聞聞をを作作ららせせるるななどどををすするるとと良良かかっったた。。  
 
３３年年  
＜＜取取りり組組みみ＞＞  
・・７７月月：：社社会会  工工場場見見学学新新聞聞づづくくりり（（ググルル

ーーププ））  
・・99 月月：：社社会会・・国国語語  見見学学旅旅行行新新聞聞づづくくりり

（（個個人人））  
＜＜成成果果とと課課題題＞＞  
・・77月月ははググルルーーププでで新新聞聞づづくくりりをを行行っったたここ

ととでで、、書書くくののがが苦苦手手なな児児童童ももみみんんななでで協協

力力ししななががらら書書くくここととががででききたた。。新新聞聞ののレレ

イイアアウウトトのの仕仕方方ににつついいててみみんんななでで考考ええるる

ここととががででききたた。。  
・・99 月月はは個個人人でで取取りり組組んんだだたためめ、、個個人人差差がが

かかななりり大大ききくく、、全全員員がが完完成成すするるままででににかか

ななりりのの時時間間をを要要ししたた。。記記事事をを書書くくととききレレ

イイアアウウトトをを考考ええるるととききななどどにに、、特特にに大大きき

なな個個人人差差がが見見らられれたた。。  
・・個個人人でで取取りり組組むむ新新聞聞ははママススがが小小ささくくかか

ななりり時時間間ががかかかかっったた。。記記事事のの下下書書ききをを学学

校校でで終終ええてて、、家家にに持持ちち帰帰っってて完完成成ささせせるる

児児童童ももかかななりりたたくくささんんいいたたののでで、、どどううしし

たたらら負負担担ににななりりすすぎぎずずにに取取りり組組めめるるののかか

考考ええるる必必要要ががああっったた。。  
 
４４年年  
＜＜取取りり組組みみ＞＞ 
・・９９月月  社社会会・・国国語語    見見学学旅旅行行新新聞聞つつくく

りり((個個人人))  
＜＜成成果果とと課課題題＞＞ 
・・国国語語のの学学習習のの「「学学級級新新聞聞ををつつくくろろうう」」のの

単単元元ににそそっってて、、新新聞聞のの書書きき方方をを学学習習ししてて

かかららススタターートトししたた。。ままたた、、他他学学年年のの新新聞聞がが

廊廊下下やや集集合合学学習習室室ににははっってて合合っったたののでで、、

そそれれをを参参考考ににすするるここととががででききたた。。特特にに高高

学学年年のの新新聞聞をを参参考考ににししたたいい！！とと写写真真をを撮撮

っってて真真似似るる子子ももいいててととててももあありりががたたかかっっ

たた。。課課題題ととししててはは文文章章をを書書くく能能力力にに個個人人

差差がが大大ききいいこことと、、学学習習発発表表会会のの忙忙ししいい時時

期期ににかかぶぶっっててししままっったたここととががあありり時時間間がが

かかかかっっててししままっったた。。時時期期とと内内容容のの精精選選がが

必必要要だだっったた。。  
 
５５年年  

＜＜取取りり組組みみ＞＞  
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・・５５月月  国国語語「「新新聞聞をを読読ももうう」」（（一一斉斉））  

・・６６～～７７月月  総総合合的的なな学学習習のの時時間間「「見見学学旅旅

行行（（新新聞聞社社見見学学））」」（（ググルルーーププ））  

・・７７月月  総総合合的的なな学学習習のの時時間間「「見見学学旅旅行行まま

ととめめ新新聞聞づづくくりり」」（（個個人人））  

・・１１２２月月  社社会会「「新新聞聞社社ののははたたららきき」」（（一一

斉斉））  

＜＜成成果果とと課課題題＞＞  

・・国国語語「「新新聞聞をを読読ももうう」」はは、、教教科科書書にに沿沿っっ

てて内内容容指指導導をを行行っったたがが、、事事前前にに同同じじ日日のの

新新聞聞をを人人数数分分取取りり寄寄せせるるななどどししてて取取りり組組

めめばば、、よよりり深深いい授授業業ににななっったたののででははなないい

かかとと思思うう。。たただだ、、55 月月とといいうう時時期期ももあありり、、

事事前前申申請請すするる余余裕裕ががなないい点点はは残残念念だだっったた。。  

・・総総合合的的なな学学習習のの時時間間「「見見学学旅旅行行」」はは、、新新

聞聞社社のの見見学学をを行行っったたもものののの、、内内容容ととししてて

ははカカメメララママンンのの仕仕事事ででああっったたりり新新聞聞社社のの

歴歴史史だだっったたりりとといいうう内内容容もも多多くく、、記記事事のの

作作成成やや見見出出ししのの検検討討場場面面、、紙紙面面編編集集やや校校

正正作作業業ななどどをを見見るるここととががででききずず、、狙狙っってて

いいるる学学習習とと見見学学先先のの受受けけ入入れれ内内容容がが一一致致

ししなないい部部分分ががああっったた。。  

・・総総合合的的なな学学習習のの時時間間「「見見学学旅旅行行ままととめめ新新

聞聞づづくくりり」」はは、、見見学学旅旅行行のの最最初初かからら「「新新聞聞

づづくくりりををすするる」」ここととをを言言語語活活動動のの柱柱ととしし

てて取取りり組組んんだだここととががよよかかっったた。。そそれれままでで

学学習習ししたた新新聞聞のの構構成成をを理理解解ししてて、、比比較較的的

ススムムーーズズにに新新聞聞づづくくりりをを進進めめるるここととががでで

ききたた。。一一方方、、図図版版のの挿挿入入ななどどははままだだままだだ課課

題題がが残残っったた。。  

・・社社会会科科のの「「新新聞聞社社ののははたたららきき」」はは「「情情報報

通通信信産産業業」」のの一一部部ととししてて、、メメイインンででテテレレビビ

局局をを扱扱っったた後後のの 11 時時間間ココララムム的的なな扱扱いいとと

ななっったたたためめ、、ささららっっととししたた押押ささええににととどど

めめたた。。  

  

６６年年  

＜＜取取組組教教科科、、内内容容＞＞  

国国語語  66 月月  運運動動会会のの学学びび作作文文･･ぶぶんんぶぶんん

タタイイムム投投稿稿  

総総合合  77 月月  ググルルーーププにによよるる修修学学旅旅行行新新

聞聞づづくくりり  

社社会会  88 月月  歴歴史史新新聞聞づづくくりり･･道道新新新新聞聞ココ

ンンククーールル応応募募  

総総合合  99月月  ままわわしし読読みみ新新聞聞づづくくりり【【炭炭鉄鉄

港港新新聞聞づづくくりりにに生生かかそそうう】】  

（（講講師師･･小小林林豊豊ささんん･･空空知知 NNIIEEセセミミナナーー））  

総総合合 1122月月  炭炭鉄鉄港港新新聞聞づづくくりり  

国国語語 1100 月月  学学習習発発表表会会のの学学びび作作文文･･ぶぶんん

ぶぶんんタタイイムム投投稿稿  

国国語語  11 月月  人人物物紹紹介介ははががきき新新聞聞づづくくりり

（（予予定定））  

社社会会  22 月月  人人物物紹紹介介ははががきき新新聞聞づづくくりり

（（予予定定））  

＜＜よよかかっったた点点＞＞  

  作作文文投投稿稿をを作作文文制制作作ののゴゴーールルにに設設定定すす

るるここととでで、、読読むむ人人（（相相手手意意識識））ががいいるるこことと

をを意意識識ししてて取取りり組組むむここととががででききたた。。特特にに、、

限限らられれたた字字数数のの中中でで、、構構成成をを意意識識しし、、自自分分

のの主主題題をを書書きき表表すすここととががででききたた。。  

  新新聞聞づづくくりりにに関関ししててはは、、年年度度計計画画ををもも

っってて進進めめるるここととががででききたた。。そそののたためめ年年度度

末末にに作作製製ししたた炭炭鉄鉄港港新新聞聞でではは、、見見出出ししのの

工工夫夫、、読読者者をを惹惹ききつつけけるる言言葉葉選選びびやや意意図図

ををももっったた割割付付等等にに変変化化をを感感じじたた。。  

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

実実践践校校ととししてて長長期期間間活活動動ささせせてていいたただだ

くく中中でで、、自自校校のの取取組組はは年年々々深深ままりりとと広広がが

りりをを感感じじてていいるる。。今今後後もも NNIIEE のの新新たたなな教教

育育効効果果のの可可能能性性をを模模索索しし、、全全教教職職員員のの創創

意意工工夫夫とと効効果果のの共共有有ををししななががらら学学校校全全体体

でで日日々々実実践践をを重重ねねてていいききたたいい。。  
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１１．．ははじじめめにに  

  本本校校はは、、札札幌幌市市中中央央区区ににああるる全全校校 1100 ククララ

ススのの小小規規模模校校ででああるる。。周周りりをを山山にに囲囲ままれれ、、校校

地地内内にに川川がが流流れれるる自自然然豊豊かかなな環環境境ににああるる。。まま

たた宮宮のの森森地地区区はは、、教教育育施施設設にに恵恵ままれれてておおりり、、

円円山山競競技技場場でではは「「陸陸上上競競技技大大会会」」、、大大倉倉山山ジジャャ

ンンププ競競技技場場ででのの社社会会科科「「地地形形学学習習」」、、円円山山動動物物

園園ででのの理理科科「「セセキキツツイイ動動物物学学習習」」、、本本郷郷新新記記念念

札札幌幌彫彫刻刻美美術術館館ででのの「「美美術術鑑鑑賞賞学学習習」」とと環環境境

をを生生かかししたた学学びびをを実実践践ししてていいるる。。そそししてて、、地地

域域ににおお住住ままいいのの方方のの手手をを借借りりたた「「オオーーロロララ学学

習習」」「「キキャャリリアア学学習習」」ななどど、、人人的的特特色色をを生生かかしし、、

ココミミュュニニテティィーーススククーールルととししててののあありりかかたた

もも模模索索ししてていいるる。。  

  教教育育目目標標ででああるる「「自自立立・・共共生生・・未未来来志志向向～～

自自らら立立ちち、、共共にに生生ききるるここととをを学学びび、、明明日日をを志志

すす生生徒徒」」をを実実践践すするる中中でで、、「「ユユニニッットト学学習習」」・・

「「異異学学年年交交流流」」もも本本校校ななららででははのの教教育育形形態態でで

ああるる。。  

  

 

 

２２..生生徒徒のの様様子子  

 本本校校はは、、穏穏ややかかでで真真面面目目なな生生徒徒がが多多いい。。今今

回回、、新新聞聞をを活活用用ししたた国国語語のの授授業業にに取取りり組組んんだだ

22 年年生生のの「「学学習習ななどどににつついいててののアアンンケケーートト」」

のの結結果果にによよるるとと、、「「自自分分ににはは良良いいととこころろががああ

るる」」とと思思っってていいるる生生徒徒がが 8855..33％％とと自自己己肯肯定定感感

もも高高いい傾傾向向ににああるる。。「「11 日日のの時時間間のの使使いい方方をを自自

分分でで考考ええ生生活活ししてていいるる」」7722..66％％「「自自分分でで計計画画

をを立立てて学学習習ししてていいるる」」6600..00％％とと過過半半数数ででははああ

るるがが、、残残りりのの生生徒徒にに関関ししててはは、、日日常常生生活活をを自自

主主的的にに過過ごごすすここととにに関関すするる課課題題がが残残るる。。「「毎毎

日日のの朝朝読読書書」」にに取取りり組組みみ、、教教科科でで課課ししてていいるる

「「ビビブブリリオオババトトルル」」ににもも積積極極的的にに取取りり組組んんでで

いいるる。。ままたた「「読読書書はは好好ききででああるる」」とと回回答答ししたた

生生徒徒はは 7744..77％％いいるるがが、、日日常常生生活活のの中中でで新新聞聞をを

読読むむここととははほほととんんどどななくく、、新新聞聞ににテテレレビビ欄欄がが

ああるるここととささええ知知ららなないい生生徒徒がが複複数数いいたた。。最最近近

のの傾傾向向でで新新聞聞をを取取っってていいなないい家家庭庭ももかかななりり

あありり、、情情報報ははＳＳＮＮＳＳでで得得るる傾傾向向がが強強いい。。  

  全全国国学学力力学学習習状状況況調調査査のの結結果果をを見見るるとと、、ＲＲ

６６年年度度もも、、どどのの項項目目もも全全国国平平均均をを上上回回っってていい

るるがが、、「「情情報報のの扱扱いい方方にに関関すするる事事項項」」でではは「「情情

報報とと情情報報のの関関係係ににつついいてて理理解解すするる」」ここととにに課課

題題ががああるるととさされれ、、「「原原因因とと結結果果」」「「意意見見とと根根拠拠」」

「「具具体体とと抽抽象象」」ななどどのの基基本本的的なな情情報報とと情情報報とと

のの関関係係をを理理解解しし、、実実際際にに「「話話すす・・聞聞くく・・書書くく・・

読読むむ」」のの場場面面ででのの活活用用がが、、国国語語科科のの指指導導目目標標

のの一一つつででああるるとと再再確確認認ししたた。。  

  

 

 

２２００２２４４年年度度  NNIIEE 実実践践報報告告  

        情情報報文文をを読読みみ、、自自分分のの意意見見をを持持つつ  
      

                  札札幌幌市市立立宮宮のの森森中中学学校校  教教諭諭  松松尾尾  暁暁子子  
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３３．．実実践践のの内内容容  

上上記記のの学学力力調調査査のの課課題題をを踏踏ままええ、、新新聞聞をを活活

用用ししたた学学習習ととししてて、、「「ままいいととぴぴっっくくすす」」をを実実行行

すするるここととににししたた。。「「ままいいととぴぴっっくくすす」」ととはは、、AA

３３ののノノーートトにに注注目目ししたた新新聞聞記記事事をを貼貼りり、、簡簡単単

なな感感想想をを書書くくとといいううももののででああるる。。  

  

００，，オオリリエエンンテテーーシショョンン  

ままずず、、学学校校ににああっったた古古新新聞聞朝朝刊刊 11 日日分分をを全全

員員にに配配りり、、どどののよよううにに記記事事がが流流れれてていいるるかかとと

いいううよよううなな基基本本的的なな新新聞聞のの読読みみ方方やや「「見見出出しし」」

「「リリーードド」」とといいっったた構構成成にに関関すするる用用語語ななどどをを

教教ええたた。。次次にに、、「「ままいいととっっぴぴっっくくすす」」ののねねららいい  

アア、、  新新聞聞ななどどのの情情報報文文ににふふれれるる。。  

イイ、、  そそのの情情報報にに対対ししててのの自自分分ななりりのの意意見見

をを持持つつ。。  

ウウ、、  そそのの情情報報をを「「ユユニニッットト」」でで交交流流しし、、他他

者者かかららのの意意見見やや感感じじ方方をを共共有有すするる。。    

とといいうう３３点点をを伝伝ええたた。。そそのの後後、、AA３３ノノーートトととシシ

ーールルをを配配りり（（写写真真１１・・２２・・３３））、、週週にに１１回回決決めめ

らられれたた曜曜日日にに「「ままいいととぴぴっっくくすす」」をを提提出出すするる

こことととと、、そそれれままででにに新新聞聞をを読読みみ、、簡簡単単なな感感想想

をを書書いいてて提提出出すするるここととをを伝伝ええたた。。  

 

（１） 

 

 

 

 

 

                

 

（２） 

 

 

 

     

  

（３） 

  

  

  

  

ままたた、、配配らられれたた 11 日日分分のの新新聞聞のの中中かからら目目ににとと

ままっったた記記事事をを切切りり抜抜きき、、ノノーートトにに貼貼りり付付けけ、、

意意見見・・感感想想をを３３～～４４行行程程度度書書きき提提出出ささせせたた。。  

  

１１，，実実践践１１（（慣慣れれるる））  

１１学学期期はは、、「「ままいいととぴぴっっくくすす」」ののねねららいい「「アア・・

イイ」」ににししぼぼりり、、ままずずはは新新聞聞をを読読んんででみみるるこことと

をを第第一一ににししたた。。家家庭庭でで新新聞聞をを取取っってていいなないい生生

徒徒ののたためめにに、、ＮＮＩＩＥＥでで提提供供ししてていいたただだいいてていい

るる新新聞聞をを用用意意しし、、教教室室前前のの廊廊下下にに置置いいたた（（写写

真真４４））。。家家庭庭にに新新聞聞ががああるる人人もも、、隙隙間間時時間間をを利利

用用しし廊廊下下のの新新聞聞をを利利用用すするるここととをを勧勧めめたた。。新新

聞聞ににふふれれ、、多多くくのの情情報報のの中中かからら、、個個人人のの関関心心

をを引引くくももののをを見見つつけけ出出すすここととにに重重ききををおおきき、、

教教員員対対生生徒徒ととのの交交換換ノノーートトののよよううなな形形でで進進

めめたた。。      （（４４））  

  

  

  

    

  

  

  

      

 

 

 

 

 

 

 

 

（現在の廊下の様子４） 

47



２２，，実実践践２２（（自自分分のの意意見見ををももつつ））  

  

新新聞聞をを読読みみ慣慣れれててききたたととこころろでで、、二二学学期期かか

ららはは、、意意見見文文ににななりりそそううなな社社会会ののででききごごととをを

ピピッッククアアッッププささせせ、、そそれれににつついいててのの見見解解をを５５

行行程程度度ににままととめめささせせたた。。ささららににそそのの中中かからら 11

点点選選びび、、原原稿稿用用紙紙 440000 字字～～880000 字字でで簡簡単単なな意意

見見文文をを書書くくここととととししたた。。（（写写真真６６・・７７））  

 

６ 

 

 

 

 

 

７ 

          

 

 

 

 

３３，，実実践践３３（（自自分分のの意意見見をを構構築築すするるたためめにに他他

者者ととのの意意見見のの交交流流ををすするる））  

抵抵抗抗ななくく新新聞聞がが読読めめ、、自自分分のの意意見見ももああるる程程

度度書書くくここととががででききるるよよううににななっっててききたたととここ

ろろでで、、「「意意見見文文をを書書くく」」ここととにに取取りり組組んんだだ。。自自

分分のの意意見見をを構構築築すするるたためめにに、、ママイイトトピピッッククスス

ののねねららいい「「ウウ」」のの「「ユユニニッットト」」をを使使っったた学学習習

にに進進んんだだ。。（（写写真真８８～～1100））      

８ 

 

 

 

 

９ 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

                   

「「ユユニニッットト学学習習」」ととはは、、平平成成 1199 年年度度よよりり本本校校

にに導導入入さされれたた学学習習形形態態でで、、現現在在もも「「令令和和のの宮宮

のの森森型型教教育育」」ににおおいいてて「「目目指指すす生生徒徒のの学学びびのの

姿姿」」のの一一つつ「「相相互互啓啓発発とと相相互互承承認認ののああるる学学びび」」

をを具具現現化化すするるたためめ、、授授業業中中ししばばししばば実実行行さされれ

るる形形態態ででああるる。。学学びび合合いいをを想想定定ししたた３３～～４４人人

ののググルルーーププをを学学級級担担任任ががつつくくりり、、座座席席をを指指定定

すするる。。そそののメメンンババーーでで意意見見をを交交流流ししななががらら

「「相相互互啓啓発発とと相相互互承承認認」」をを促促すすススタタイイルルででああ

るる。。  

  おお互互いいにに各各々々のの選選んんだだ記記事事とと各各々々のの意意見見

をを書書いいたた付付箋箋をを読読みみ合合いい、、そそのの後後、、記記事事やや他他

者者のの意意見見にに対対しし、、読読んんだだ感感想想・・意意見見をを付付箋箋にに

書書きき、、回回しし読読みみををすするる（（写写真真８８～～1100））。。中中学学生生

ででああるるたためめ、、深深みみをを持持っったた意意見見はは少少なないいがが、、

他他者者とと交交流流すするるここととでで「「そそうういいうう考考ええ方方ももああ

るるんんだだなな」」「「ここんんななこことと考考ええらられれるるななんんててすす

ごごいいなな」」とといいっったた「「相相互互啓啓発発とと相相互互承承認認ののああ

るる学学びび」」かからら、、自自分分のの意意見見をを構構築築すするる一一助助とと

ししたた。。  

  

４４，，実実践践４４（（意意見見文文をを書書くく））  

中中学学生生同同士士のの意意見見でではは浅浅いいたためめ、、道道新新のの

「「ままなな bbeellll」」ややそそのの他他のの検検索索エエンンジジンンをを使使いい、、

関関連連のの記記事事やや情情報報をを読読まませせたた。。そそのの後後、、付付箋箋

にに「「意意見見とと根根拠拠」」「「予予想想ででききるる反反論論ととそそのの反反論論」」

をを書書きき込込まませせ、、意意見見文文ととししててのの起起承承転転結結にに列列

べべささせせたた（（書書写写 1111・・1122））。。そそのの後後はは従従来来のの原原

稿稿用用紙紙にに書書いいてていいくく作作文文指指導導のの流流れれでで進進めめ

たた。。  
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        （11） 

  

  

  

  

        （12） 

  

  

  

  

  

４４．．成成果果とと課課題題  

  

（（１１））成成果果  

ここれれままでで新新聞聞をを目目ににすするるここととははああっっててもも、、

目目をを通通すすここととががななかかっったた生生徒徒がが多多いいたためめ、、新新

聞聞（（情情報報文文））ににふふれれるる良良いい機機会会ととななっったた。。新新

聞聞ごごととにに同同日日のの記記事事ででああっっててもも、、11 面面のの取取りり

扱扱いいやや主主張張がが違違ううとといいうう「「気気づづきき」」がが、、複複数数

のの新新聞聞をを比比べべ読読みみすするる中中でで自自然然にに生生ままれれたた。。

ままたた、、ああるる程程度度のの生生徒徒がが「「感感想想とと意意見見のの違違いい」」

（（「「意意見見ににはは根根拠拠がが必必要要だだ」」））とといいううここととをを認認

識識ででききるるよよううににななっったた。。ささららにに、、比比較較的的多多くく

のの生生徒徒がが、、新新聞聞のの文文体体ををおお手手本本ににしし、、整整っったた

文文章章をを書書くくここととががででききるるよよううににななりりつつつつああ

るる。。  

 

（（２２））課課題題  

 44 月月かからら 22 年年生生をを対対象象ににここのの取取りり組組みみをを始始

めめたたがが、、33 年年生生ににななっってて継継続続すするるここととはは時時間間

ののううええでで難難ししいい。。そそののたためめ、、単単年年度度のの取取りり組組

みみととななっっててししままうう。。今今年年度度のの全全国国学学力力学学習習状状

況況調調査査のの結結果果、、「「情情報報のの扱扱いい方方にに関関すするる事事項項」」

でではは全全国国平平均均をを 33..77％％上上回回っってていいたたもものののの、、

１１週週間間にに１１度度、、９９ヶヶ月月間間新新聞聞をを読読んんだだここととがが、、

有有効効ででああっったたかかはは疑疑問問ででああるる。。自自主主的的自自発発的的

にに新新聞聞にに親親ししむむよよううににななっっててほほししかかっったたがが、、

働働ききかかけけななけけれればば新新聞聞をを読読ままなないいとといいうう現現

実実もも課課題題ななののかかももししれれなないい。。  

  

おおわわりりにに  

 ここれれままでで小小説説やや動動画画以以外外ののももののをを目目ににすす

るるここととががななかかっったた生生徒徒がが、、積積極極的的にに廊廊下下でで新新

聞聞をを立立ちち読読みみししたたりり、、休休みみ時時間間にに教教室室でで読読んん

ででいいたたりりししたた。。ままたた、、会会話話のの中中にに、、「「そそのの根根拠拠

はは」」とといいううよよううなな問問がが聞聞かかれれたたりり、、「「ももっっとと具具

体体的的にに」」とといいうう言言葉葉もも口口ににすするるよよううににななっったた。。

今今回回のの取取りり組組みみがが、、彼彼ららのの日日常常にに変変化化ををももたた

ららししたたよよううにに思思うう。。ああららゆゆるるメメデディィアアにに触触れれ、、

彼彼ららのの生生ききるる力力ににつつななががっってていいくくここととをを願願

うう。。 
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１１．．ははじじめめにに      

  本本校校はは渡渡島島半半島島南南東東部部にに位位置置しし、、４４学学級級８８２２名名のの生生

徒徒がが学学校校生生活活をを送送っってていいるる。。本本校校はは２２００２２３３年年度度にに旧旧

函函館館市市立立臼臼尻尻中中学学校校とと同同尾尾札札部部中中学学校校がが統統合合さされれたた中中

学学校校ででああるる。。新新設設さされれたたばばかかりりでであありり、、学学校校全全体体でで新新

聞聞をを活活用用ししたた取取りり組組みみはは行行ええてていいなないいののがが実実情情ででああっっ

たた。。    今今年年度度はは北北海海道道 NNIIEE推推進進協協議議会会のの実実践践校校のの指指定定

をを受受けけ、、新新聞聞提提供供事事業業をを受受けけつつつつ、、本本校校のの第第３３学学年年がが

北北海海道道教教育育大大学学函函館館校校のの野野嵜嵜講講師師とと連連携携をを取取りり、、新新潟潟

県県上上越越市市立立中中郷郷中中学学校校ととのの交交流流学学習習にに取取りり組組んんだだ。。本本

年年度度のの授授業業はは、、「「令令和和６６年年度度上上越越教教育育大大学学研研究究ププロロジジ

ェェククトト（（新新聞聞をを活活用用ししたた教教育育((NNIIEE))にによよるるメメデディィアアリリ  

（（２２））単単元元計計画画  

 

テテララシシーー研研究究））」」のの助助成成をを受受けけ、、企企画画・・実実施施さされれたたもも

ののででああるる。。    

  本本校校のの生生徒徒はは、、各各家家庭庭でで新新聞聞をを購購読読ししてていいなないいとといい

うう生生徒徒もも多多くく、、新新聞聞をを読読むむ習習慣慣ををももたたなないい生生徒徒だだっったた

がが、、学学習習をを通通ししてて、、情情報報をを発発信信すするるここととのの難難ししささやや重重

要要性性をを実実践践的的なな形形でで知知るるここととととななっったた。。今今回回のの実実践践報報

告告でではは、、社社会会科科のの授授業業をを中中心心ととすするる、、生生徒徒にによよるる新新聞聞

づづくくりりのの実実践践ににつついいてて紹紹介介ししたたいい。。    

２２．．実実践践のの内内容容    

（（１１））単単元元目目標標    

    情情報報をを取取捨捨選選択択ででききるる力力とと、、情情報報のの真真偽偽をを見見極極めめ  

  るる力力をを育育成成すするる。。    

  次次      時時    生生徒徒のの学学習習内内容容・・活活動動    授授業業者者・・支支援援者者等等    

    

第第１１次次      

第第１１時時    「「災災害害とと新新聞聞のの役役割割、、新新聞聞作作りりのの基基本本」」    授授業業者者：：斉斉川川誠誠太太郎郎（（北北海海道道新新聞聞社社））    

      

  第第２２時時    「「情情報報のの見見極極めめ方方ににつついいてて」」    授授業業者者：：野野嵜嵜雄雄太太（（北北海海道道教教育育大大学学函函館館校校））    

    

第第２２次次      

第第３３時時    

～～  第第

４４時時    

  

新新聞聞作作成成（（小小ググルルーーププ、、役役割割分分担担、、取取

材材、、記記事事をを書書くく、、写写真真のの選選択択、、見見出出しし、、

レレイイアアウウトトのの相相談談、、決決定定））    

授授業業者者：：南南茅茅部部中中学学校校：：武武岡岡良良    

※※野野嵜嵜とと進進捗捗状状況況のの確確認認、、記記事事のの内内容容、、文文章章

のの校校正正、、写写真真のの選選択択、、レレイイアアウウトト等等ココメメンントト

をを実実施施。。ZZOOOOMMでで３３回回程程度度打打ちち合合わわせせをを行行っっ

たた。。    

    

    

第第３３次次      

  

第第５５時時  

    

  

南南茅茅部部中中とと中中郷郷中中ががそそれれぞぞれれ作作成成ししたた新新

聞聞をを読読みみ合合いい、、質質問問事事項項をを検検討討すす      

  

指指導導：：南南茅茅部部中中学学校校：：武武岡岡良良    

      

  第第６６時時    オオンンラライインンでで両両中中学学校校ををつつななぎぎ、、おお互互いい

のの新新聞聞ににつついいてて議議論論すするる    

指指導導：：南南茅茅部部中中学学校校：：武武岡岡良良  支支援援者者：：野野嵜嵜雄雄

太太（（北北海海道道教教育育大大学学函函館館校校））    

２２００２２４４年年度度  NNIIEE 実実践践報報告告  

          情情報報発発信信ととフフェェイイククニニュューーススをを意意識識ししたた NNIIEE  

      ーー北北海海道道とと新新潟潟のの中中学学生生にによよるる新新聞聞づづくくりりをを通通ししたた交交流流授授業業ーー  

                                    函函館館市市立立南南茅茅部部中中学学校校  教教諭諭  武武岡岡  良良  
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（（３３））授授業業のの実実際際      

第第１１時時  「「災災害害はは必必ずずややっっててくくるる－－新新聞聞記記者者のの経経験験

かからら－－」」  第第１１時時でではは、、新新聞聞のの作作成成にに先先立立っってて、、北北海海

道道新新聞聞ののみみららいい教教育育推推進進室室長長、、斉斉川川様様かからら講講話話ををいいたた

だだいいたた。。前前半半はは、、ごご自自身身のの北北海海道道南南西西沖沖地地震震やや胆胆振振大大

地地震震ででのの取取材材やや災災害害時時ににおおけけるる新新聞聞のの役役割割やや、、災災害害時時

ににおおけけるるフフェェイイククニニュューーススやや偽偽情情報報がが、、被被災災地地にに与与ええ

たた影影響響ににつついいてて、、生生徒徒たたちちはは理理解解をを深深めめるるここととががでできき

たた。。  

後後半半はは、、新新聞聞のの構構成成をを伝伝ええるる時時間間ととししたた。。生生徒徒はは、、

見見出出しし、、前前文文、、本本文文のの役役割割、、レレイイアアウウトトのの基基本本構構造造、、

チチャャーートト式式でで文文章章構構成成案案をを作作るるこことと、、５５ＷＷ１１ＨＨ、、文文

章章、、段段落落ははななるるべべくく短短めめににすするるここととななどどをを学学んんだだ。。      

  第第２２時時  「「情情報報のの見見極極めめ方方ににつついいてて学学ぶぶ」」      

第第２２時時でではは、、北北海海道道教教育育大大学学函函館館校校のの野野嵜嵜講講師師にによよ

るる、、フフェェイイククニニュューーススをを見見破破るるここととをを目目標標ととししたた授授業業

にに臨臨んんだだ。。生生徒徒はは、、情情報報のの信信ぴぴょょうう性性をを確確認認すするる際際にに

はは、、発発信信元元のの確確認認ををははじじめめととししたた、、５５つつのの方方法法ががああるる

ここととをを押押ささええたたううええでで、、フフェェイイククニニュューーススかかどどううかかをを

判判断断すするる経経験験をを積積むむここととががででききたた。。加加ええてて、、今今回回のの取取

りり組組みみでではは、、自自分分たたちちがが作作成成すするる新新聞聞ににももフフェェイイククニニ

ュューーススのの記記事事をを作作成成しし、、掲掲載載ししてていいくくここととかからら、、偽偽情情

報報をを作作成成しし、、拡拡散散すするる立立場場のの視視点点ににつついいててもも、、学学ぶぶここ

ととががででききたた。。      

第第３３時時～～第第４４時時  「「新新聞聞のの作作成成」」    

  第第３３時時でではは、、５５つつののググルルーーププにに分分かかれれてて記記事事のの作作成成

にに入入っったた。。そそれれぞぞれれののググルルーーププでではは、、小小中中９９年年間間でで培培

っっててききたた知知識識をを活活用用ししてて、、地地域域のの特特色色ででああるる漁漁業業やや防防

災災にに関関わわるる地地域域のの現現状状やや課課題題ににつついいてて情情報報をを整整理理しし、、

見見出出ししややレレイイアアウウトトをを考考ええ、、ククララススでで１１つつのの新新聞聞作作成成

すするるここととががででききたた。。新新聞聞のの作作成成ににああたたりり、、「「どどううししんん  

ままなな bbeellll」」をを活活用用ししたた。。      

第第５５時時  「「おお互互いいにに作作っったた新新聞聞をを読読みみ合合いい、、質質問問をを  

        考考ええるる」」    

  第第４４時時でではは、、上上越越市市立立中中郷郷中中がが作作成成ししたた新新聞聞をを読読

みみ、、質質問問をを考考ええたた。。ままたた、、次次時時ののオオンンラライインンにによよるる交交

流流時時にに相相手手のの中中学学生生かかららのの質質問問にに回回答答ででききるるよよううににしし

たた。。自自分分ののググルルーーププがが担担当当ししたた記記事事以以外外のの記記事事ににつついい

ててのの質質問問ににもも回回答答ででききるるよよううにに準準備備ををししたた。。      

第第６６時時  「「上上越越市市立立中中郷郷中中学学校校ととののオオンンラライインン交交流流    

          授授業業」」    

    ２２００２２４４年年１１２２月月１１８８日日にに、、上上越越市市立立中中郷郷中中学学校校

とと、、おお互互いいにに作作成成ししたた新新聞聞をを活活用用ししたた交交流流学学習習をを行行っっ

たた。。生生徒徒をを３３つつののググルルーーププにに分分けけ、、ググルルーーププごごととににオオ

ンンラライインンででつつななぎぎ、、おお互互いいのの記記事事ににつついいてて質質問問しし合合っっ

たた。。当当日日はは両両校校のの生生徒徒同同士士にによよるる積積極極的的なな交交流流がが見見らら

れれたた。。南南茅茅部部のの昆昆布布漁漁のの実実態態ににつついいててはは、、特特にに中中郷郷中中

学学校校のの生生徒徒のの関関心心をを引引いいたたここととかからら、、全全ててののググルルーーププ

かからら質質問問がが上上ががっったた。。新新聞聞記記事事のの感感想想をを共共有有がが終終わわっっ

ててかかららはは、、記記事事をを作作成成ししたた際際のの苦苦労労やや、、情情報報をを正正確確にに

読読みみ取取るるここととのの重重要要性性ににつついいてて意意見見交交換換がが活活発発にに行行わわ

れれてていいたた。。    

    

  （（４４））学学習習活活動動のの様様子子      

  

①①新新聞聞づづくくりりのの様様子子      

  

本本校校のの３３年年生生はは、、漁漁業業にに関関わわっってていいるる生生徒徒もも多多いい。。

地地域域がが抱抱ええるる課課題題ににつついいてて、、具具体体的的かかつつ深深刻刻にに受受けけ止止

めめてていいるる生生徒徒もも多多かかっったた。。ししかかしし、、そそのの危危機機意意識識はは

「「感感覚覚的的」」でであありり、、数数値値ややデデーータタととししてて他他者者にに発発信信すす

るるここととがが難難ししいい状状況況ででああっったた。。    

生生徒徒たたちちはは新新聞聞をを作作成成ししななががらら、、資資料料ととししてて詳詳細細なな

デデーータタやや事事実実関関係係にに触触れれ、、記記事事ととししてて整整理理ししてていいくくここ

ととががででききたた。。事事実実関関係係をを押押ささええるるここととでで、、生生徒徒とと南南茅茅

部部地地区区、、ひひいいててはは社社会会ととのの距距離離がが縮縮ままっったた機機会会をを多多くく

生生みみ出出すすここととががででききたた。。    

世世のの中中のの事事象象をを自自分分事事ととししてて捉捉ええ、、多多面面的的・・多多角角的的  

両両校校のの地地域域のの特特徴徴にに関関わわるる質質問問ももああっったた  。雪雪国国    

とといいうう共共通通点点かからら苦苦労労話話ににもも花花がが咲咲いいたた！！       
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にに考考察察すするる能能力力がが、、現現代代のの生生徒徒たたちちににはは求求めめらられれてて  

いいるる。。新新聞聞ははそそのの能能力力をを養養ううううええでで、、大大ききなな力力とと可可  

能能性性ををももつつここととがが改改めめてて実実感感ででききたた。。    

    

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②②生生徒徒がが作作成成ししたた新新聞聞    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  

 南南茅茅部部のの昆昆布布漁漁やや防防  

災災設設備備、、縄縄文文遺遺跡跡をを紹紹  

介介ししたた。。そそのの中中ににフフェェ  

イイククニニュューーススのの記記事事をを  

１１つつ作作りり、、掲掲載載ししたた！！  
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３３．．成成果果とと課課題題    

 「「どどううししんん  ままなな bbeellll」」をを活活用用すするるここととでで、、効効率率的的

にに新新聞聞をを作作成成すするるここととががででききたた。。そそししてて、、おお互互いいにに作作

成成ししたた新新聞聞記記事事のの内内容容ににつついいてて質質問問しし合合ううここととでで、、記記

事事のの意意図図やや読読みみ手手へへのの伝伝わわりり方方をを考考ええるるここととががでできき

たた。。    

一一方方でで、、情情報報をを読読みみ取取るる力力・・発発信信すするる力力ににつついいててはは、、

未未だだ向向上上のの余余地地ががああるるとと考考ええらられれるる。。今今後後もも場場面面にに応応

じじてて新新聞聞をを扱扱ううここととでで、、読読解解力力とと情情報報リリテテララシシーーをを高高

めめてていいききたたいい。。      

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

【【参参考考資資料料】】    

・・斉斉川川誠誠太太郎郎氏氏（（北北海海道道新新聞聞社社みみららいい教教育育推推進進室室長長））  

  作作成成資資料料（（授授業業時時にに使使用用ししたたススラライイドド等等））    

・・中中平平一一義義氏氏（（上上越越教教育育大大学学教教授授））作作成成資資料料（（学学習習指指  

  導導案案等等））  

  

  

 

 

③③オオンンラライインンにによよるる生生徒徒同同士士のの交交流流のの様様子子    
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１．はじめに 

  本本校校はは、、自自らら考考ええるる生生徒徒（（創創造造））、、思思いいややるる

生生徒徒（（誠誠実実））、、行行動動すするる生生徒徒（（自自主主））、、ききたたええ

るる生生徒徒（（健健康康））とといいうう教教育育目目標標ののももととでで、、以以

下下ののよよううなな特特色色ああるる教教育育活活動動をを行行っってていいるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

＜＜キキャャリリアア教教育育・・ユユネネススココススククーールルのの実実践践＞＞  

地地域域のの団団体体のの力力をを借借りりたた職職場場体体験験学学習習をを

実実施施ししてていいるる。。自自己己設設定定ししたたテテーーママにに基基づづきき、、

職職業業ににつついいてて調調べべ学学習習をを行行いい、、地地域域事事業業所所等等

でで職職場場体体験験をを実実施施ししたたりり、、西西部部地地区区生生涯涯学学習習

振振興興会会のの主主催催ででソソククララテテススミミーーテティィンンググをを

実実施施しし、、１１００数数名名のの職職業業人人のの話話をを聞聞いいてて将将来来

にに向向けけてて具具体体的的にに今今何何ををすすべべききかかをを考考ええたた

りりししてていいるる。。ままたた、、カカボボチチャャ農農園園作作業業をを通通しし

たたＥＥＳＳＤＤ環環境境教教育育実実践践ととししてて、、カカボボチチャャをを種種

かからら育育てて、、栽栽培培、、収収穫穫かからら地地域域へへのの寄寄贈贈やや社社

会会貢貢献献とといいうう持持続続可可能能なな循循環環型型社社会会をを目目指指

すす環環境境教教育育をを実実践践ししてていいるる。。ささららにに、、人人権権・・

福福祉祉・・環環境境・・平平和和・・国国際際理理解解教教育育のの実実践践ととしし

てて、、ＳＳＤＤＧＧｓｓをを意意識識ししたた取取組組をを行行っってていいるる。。

人人権権教教室室やや命命のの大大切切ささににつついいててのの学学習習・・福福祉祉

体体験験やや福福祉祉学学習習のの充充実実・・ＥＥＳＳＤＤ・・平平和和やや国国際際  

  

理理解解教教育育（（道道内内大大学学留留学学生生ととのの交交流流やや市市内内ＡＡ

ＬＬＴＴをを活活用用ししててのの授授業業））にに力力をを入入れれてていいるる。。  

  

＜＜ココミミュュニニテティィ・・ススククーールル（（ＣＣＳＳ））のの推推進進＞＞  

  文文科科省省、、北北広広島島市市のの指指定定をを受受けけ、、ココミミュュニニ

テティィ・・ススククーールル事事業業をを推推進進。。小小中中９９年年間間のの発発

達達やや学学びびをを支支ええるる教教育育のの充充実実をを目目指指しし、、小小学学

校校、、地地域域のの関関係係機機関関等等とと連連携携ししななががらら「「地地域域

ととととももににああるる学学校校づづくくりり」」をを進進めめてていいるる。。地地

域域のの人人材材活活用用、、地地域域貢貢献献、、ＣＣＳＳをを利利用用ししたた学学

力力向向上上やや生生活活改改善善策策、、情情報報発発信信活活動動にに力力をを入入

れれてていいるる。。  

  

＜＜小小中中一一貫貫教教育育のの取取組組＞＞  

  ９９年年間間をを見見通通ししたた指指導導計計画画及及びび小小中中乗乗りり

入入れれ授授業業やや、、中中学学校校区区ででのの西西部部ススタタンンダダーードド

のの実実践践、、家家庭庭地地域域とと連連携携をを図図っったた生生活活習習慣慣のの

確確立立、、ＣＣＳＳととのの連連携携にによよるる小小中中合合同同のの交交流流活活

動動をを通通ししてて、、確確かかなな学学力力やや豊豊かかなな心心、、体体力力向向

上上、、開開かかれれたた学学校校づづくくりりをを目目指指ししてていいるる。。特特

ににＣＣＳＳ防防災災訓訓練練ややＣＣＳＳ災災害害図図上上訓訓練練ななどどはは、、

小小中中合合同同でで行行っってていいるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

２２００２２４４年年度度  NNIIEE 実実践践報報告告  

            新新聞聞のの活活用用とと対対話話・・協協働働学学習習      

                北北広広島島市市立立西西部部中中学学校校  教教諭諭  野野田田朝朝日日那那  
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２.生徒の様子と授業づくり 

  本本校校はは、、小小学学１１年年生生かからら中中学学３３年年生生ままででのの

９９年年間間をを、、ほほぼぼ変変わわららぬぬメメンンババーーでで過過ごごすすここ

ととににななるる。。そそののたためめ、、ググルルーーププででのの話話しし合合いい

ななどどはは、、活活発発にに行行わわれれ、、自自分分たたちちでで課課題題のの解解

決決にに向向けけてて活活動動をを進進めめるるここととががででききるる。。おお互互

いいのの良良ささもも十十分分にに理理解解ししてていいるるいいっっぽぽううでで、、

一一度度関関係係がが拗拗れれててししままううとと修修復復がが難難ししくく、、苦苦

労労ししてていいるる様様子子もも見見らられれるる。。ままたた、、関関係係がが変変

わわららずず、、環環境境がが少少ししででもも変変わわるるここととへへのの不不安安

やや、、新新ししいいももののをを受受けけ入入れれるるここととがが不不得得手手なな

面面ががあありり、、新新たたなな人人間間関関係係をを構構築築ししてていいくくここ

ととへへのの苦苦手手意意識識ををももっってていいるる。。慣慣れれたた環環境境をを

好好むむここととかからら、、今今よよりりももももっっとと集集団団ととししてて向向

上上ししよよううとといいうう意意欲欲にに乏乏ししいいととこころろももああるる。。

ここののよよううなな背背景景かからら、、本本校校でではは、、「「主主体体的的にに学学

びび、、未未来来をを切切りり拓拓くく、、生生ききるる力力」」のの育育成成をを、、

重重点点教教育育目目標標にに掲掲げげ、、「「互互いいのの考考ええをを認認めめ合合

いい、、高高めめ合合うう児児童童生生徒徒のの育育成成～～対対話話・・協協働働学学

習習のの工工夫夫をを通通ししてて～～」」とといいうう研研究究主主題題ののももとと

でで、、研研究究をを進進めめてていいるる。。対対話話協協働働学学習習にに力力をを

入入れれ、、対対話話のの質質をを高高めめるるたためめののフファァシシリリテテーー

シショョンンのの研研修修をを行行ううななどどししてて、、工工夫夫をを凝凝ららしし

てていいるる。。生生徒徒自自身身がが、、自自分分のの考考ええをを表表現現すするる

ここととにに加加ええてて、、他他者者のの意意見見をを傾傾聴聴しし、、尊尊重重すす

るるここととをを大大切切ににすするる授授業業づづくくりりをを行行っってていい

るる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

（（国国語語のの授授業業ででののデディィベベーートトのの様様子子））  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

（（国国語語のの授授業業ででののススパパイイダダーー討討論論のの様様子子））  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

（（国国語語のの授授業業ででのの「「敬敬語語」」をを使使っったた対対話話のの様様子子））  

  

同同じじ教教材材やや場場面面をを読読んんででもも、、感感じじ方方やや捉捉ええ

方方はは人人そそれれぞぞれれでで、、そそのの価価値値観観のの相相違違をを交交流流

しし、、認認めめ合合ううここととががででききるるよよううににななるるここととがが

重重要要ででああるる。。新新聞聞記記事事をを活活用用しし、、読読みみ回回ししなな

どどををすするるここととでで、、いいろろいいろろなな考考ええにに触触れれ、、「「新新

ししいい視視点点」」でで事事象象ををととららええるる、、とといいうう体体験験をを

すするるここととががででききたた。。ささららにに、、昨昨今今のの日日本本やや世世

界界情情勢勢にに興興味味やや関関心心ををももつつききっっかかけけににももなな

っったた。。  

生生徒徒はは、、ネネッットト社社会会でで生生ききてておおりり、、文文字字をを

読読むむとといいうう習習慣慣ががななくく、、語語彙彙力力のの不不足足もも感感じじ

らられれるる。。新新聞聞記記事事ににはは、、中中学学生生ににししててははやややや

難難ししいい単単語語もも多多いいがが、、たたくくささんんのの種種類類のの語語にに

触触れれるるここととがが何何よよりり大大切切ででああるるとと感感じじるる。。  
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３．実践の内容 

①①  学学校校ででのの展展示示のの工工夫夫  

  本本校校でではは、、図図書書館館にに新新聞聞ののババッッククナナンンババーー

をを保保管管しし、、いいつつででもも活活用用ででききるるよよううににししてていい

るる。。最最新新版版はは、、常常設設ししてていいるる新新聞聞閲閲覧覧ココーーナナ

ーーにに展展示示ししてていいるる。。子子どどもも新新聞聞やや、、季季節節等等にに

合合わわせせたた書書籍籍ももととももにに展展示示しし、、閲閲覧覧ででききるるよよ

ううににししてていいるる。。学学習習委委員員がが毎毎日日、、新新聞聞のの入入れれ

替替ええ等等をを行行っってていいてて、、誰誰ししももがが気気軽軽にに手手にに取取

れれるる環環境境ににああるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

今今年年度度かからら、、従従来来のの新新聞聞閲閲覧覧ココーーナナーーにに加加

ええてて、、ホホーールルにに特特設設ココーーナナーーをを設設けけ、、全全校校生生

徒徒おおよよびび全全教教職職員員がが、、気気軽軽にに新新聞聞をを手手ににすするる

ここととががででききるるよよううににししたた。。新新聞聞のの読読みみ方方にに関関

すするる書書籍籍やや、、複複数数のの新新聞聞をを置置くくここととでで、、よよりり

興興味味をを示示しし、、休休みみ時時間間にに新新聞聞をを開開いいててみみるる生生

徒徒やや授授業業でで活活用用ししててくくだだささるる先先生生がが増増ええたた。。  

  

 

 

 

 

 

  

  

  

  

②②  国国語語・・書書写写のの授授業業ででのの継継続続的的なな取取組組  

昨昨年年かからら、、ままずずはは新新聞聞にに興興味味ををももっっててももらら

ううたためめ、、「「ぶぶんんぶぶんん ttiimmee（（タタイイムム））」」をを読読みみ、、

中中高高生生がが新新聞聞をを創創っってていいるるとといいううここととをを感感

じじててももららいい、、実実際際ににテテーーママにに沿沿っったた作作文文をを書書

くく授授業業をを定定期期的的にに行行っったた。。実実際際にに掲掲載載さされれたた

生生徒徒ははととててもも喜喜びび、、学学習習ののモモチチベベーーシショョンンにに

ななっってていいたた。。ままたた、、周周りりのの友友人人もも、、そそのの生生徒徒

がが書書いいたた作作文文にに興興味味関関心心をを示示しし、、自自身身のの創創作作

にに生生かかししてていいたた。。掲掲載載さされれたた記記事事はは、、各各学学級級

やや校校内内のの掲掲示示板板でで全全校校生生徒徒おおよよびび全全教教職職員員

にに周周知知ししたた。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

ままたた、、昨昨年年度度よよりり、、「「いいっっししょょにに読読ももうう！！新新

聞聞ココンンククーールル」」にに応応募募ししてておおりり、、様様々々なな新新聞聞

記記事事にに触触れれ、、自自分分のの考考ええををももちち、、表表現現すするるとと

いいうう機機会会をを設設けけててききたた。。たたくくささんんああるる新新聞聞のの

中中かからら、、自自分分のの興興味味やや関関心心ががああるる記記事事をを選選択択

しし、、そそのの記記事事ににつついいててのの考考ええをを自自分分のの言言葉葉でで

ままととめめたた。。ままたた、、そそのの記記事事をを他他者者（（友友人人やや家家

族族））ににもも読読んんででももららいい、、どどののよよううにに考考ええてていい

るるかかをを知知るるここととでで、、自自身身のの考考ええをを深深めめたた。。  

生生徒徒のの課課題題ととししてて、、学学力力テテスストト等等でで、、書書きき

抜抜きき問問題題ででのの誤誤答答がが目目立立つつここととかからら、、早早くく正正

確確にに書書くく力力をを養養いいたたいいとと思思いい、、書書きき写写しし学学習習

用用のの卓卓上上四四季季ノノーートトをを用用いいてて、、卓卓上上四四季季をを視視

写写すするるとといいうう取取組組もも実実施施ししたた。。実実施施のの際際ににはは、、

時時間間をを計計測測ししたた。。記記事事にに出出ててくくるる語語彙彙ににつついい

ててはは、、積積極極的的にに辞辞書書をを用用いいてて意意味味をを調調べべ、、語語

彙彙をを増増ややそそううととすするる姿姿勢勢もも見見らられれたた。。  
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③③  社社会会科科ににおおけけるる実実践践  

  ３３年年生生のの公公民民でではは、、「「ママススメメデディィアアとと政政治治」」

ををテテーーママにに、、世世論論ととママススメメデディィアアがが政政治治にに与与

ええるる影影響響ににつついいてて考考ええたた。。「「新新聞聞にによよっってて見見

出出ししやや記記事事がが異異ななるるののははななぜぜかか」」ににつついいてて、、

そそれれぞぞれれのの意意見見をを出出しし合合いい、、考考ええをを深深めめたた。。  

  新新聞聞社社名名をを伏伏せせてて４４社社のの新新聞聞をを提提示示しし、、各各

社社がが最最もも伝伝ええたたいいここととをを考考ええ、、ⅩⅩチチャャーートトにに

ままととめめ、、班班内内交交流流ををししたた。。そそのの後後、、新新聞聞各各社社

のの特特徴徴とと、、そそうう考考ええたた理理由由ににつついいてて、、班班でで意意

見見をを出出しし合合いい、、ススラライイドドににままととめめたた。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

４．成果と課題 

（１）成果 

今今年年度度はは、、６６社社のの新新聞聞をを購購読読ささせせてていいたただだ

いいたたここととでで、、記記事事のの比比較較ををししたたりり、、記記事事をを選選

ぶぶ際際のの選選択択肢肢がが増増ええたたりりななどど、、授授業業ででのの活活用用

のの幅幅がが広広ががっったた。。ままたた、、複複数数のの教教科科でで、、活活用用

すするるここととにによよりり、、生生徒徒のの新新聞聞にに触触れれるる機機会会がが

増増ええたた。。新新聞聞をを読読んんだだここととががなないい生生徒徒やや、、読読

みみ慣慣れれてていいなないい生生徒徒ががほほととんんどどだだっったたがが、、以以

前前よよりりはは身身近近にに感感じじててももららええるるよよううににななっっ

たた。。新新聞聞記記事事はは、、ああるる程程度度のの文文字字数数ががああるるたた

めめ、、「「文文字字をを読読むむ」」とといいうう活活動動ががししっっかかりりでできき

たた。。日日常常会会話話でではは使使わわなないいがが、、社社会会でで必必要要とと

さされれるる語語もも多多くく、、記記事事をを読読むむ中中でで、、「「何何てて読読むむ

ののかか。。」」「「どどうういいうう意意味味ななののかか。。」」とと聞聞かかれれるるここ

とともも多多くくああっったた。。わわかかららなないいここととをを調調べべるる良良

いい機機会会ににももななりり、、知知ららなないい語語にに触触れれるる、、語語彙彙

をを増増ややすす大大変変良良いい機機会会ににななっったた。。記記事事ににはは、、

図図表表もも多多くく用用いいらられれてていいるるここととかからら、、情情報報をを

正正ししくく読読みみ取取るる力力のの育育成成ににももつつななががっったた。。学学

力力テテスストトやや、、チチャャレレンンジジテテスストト、、全全国国学学力力・・

学学習習状状況況調調査査ななどど、、各各種種テテスストトでで求求めめらられれてて

いいるる力力のの育育成成にに結結びび付付くくももののががああっったた。。  

  

（２）課題 

新新聞聞のの記記事事はは、、ああるる程程度度のの文文字字数数ががああるるたた

めめ、、読読みみ取取りりにに時時間間をを要要すするるここととかからら、、活活動動

のの時時間間のの十十分分なな確確保保とと、、日日頃頃かからら読読みみ慣慣れれてて

おおくく必必要要ががああるる。。  

 

５．おわりに 

新新聞聞はは定定点点観観測測ががししややすすくく、、例例ええばば、、株株のの

変変動動ににつついいてて、、１１かか月月後後ににどどううななっってていいるるのの

かかををみみんんななでで分分析析すするるとといいうう学学習習をを行行っったた

際際ににはは、、売売買買のの差差益益売売買買のの比比較較ななどど、、有有効効にに

活活用用すするるここととががででききたた。。今今後後はは、、どどのの教教科科でで

もも積積極極的的かかつつ有有意意味味なな活活用用をを模模索索しし、、実実践践しし

てていいききたたいい。。 
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１．はじめに 

混混迷迷のの度度をを増増すすググロローーババルル情情勢勢とと生生成成 AAII

ななどどデデジジタタルル技技術術のの発発展展とといいっったた大大ききなな変変

化化ががああいいままっってて、、社社会会のの先先行行ききにに対対すするる不不確確

実実性性ががここれれままででににななくく高高ままっってていいるる今今日日でで

はは、、ああららゆゆるるももののやや人人のの動動きき・・変変化化がが地地球球規規

模模でで一一体体化化すするるここととににつついいてて考考ええ、、「「ググロローー

ババルル市市民民」」ととししてて自自分分をを見見つつめめ、、地地球球規規模模でで

ももののやや人人をを捉捉ええるるここととでで、、改改めめてて自自ららのの生生活活

ににつついいてて前前向向きき・・建建設設的的にに考考ええをを深深めめるる生生徒徒

をを育育成成すするるここととがが肝肝要要ででああるるとと言言ええるる。。そそのの

よよううなな社社会会のの潮潮流流をを踏踏ままええ、、本本校校でではは、、「「総総合合

的的なな学学習習のの時時間間」」でで、、「「GGlloobbaall」」（（地地球球規規模模のの

こことと））とと「「LLooccaall」」（（私私たたちちのの住住むむ場場所所特特有有のの

こことと））をを同同時時にに扱扱うう「「GGllooccaall」」（（ググロローーカカルル））

をを総総合合的的なな学学習習のの時時間間のの中中にに新新設設しし、、各各教教科科

等等でで育育成成すするる資資質質・・能能力力とと実実社社会会・・実実生生活活とと

ををつつななげげてて実実践践をを行行ううここととととすするるななどど、、  地地

域域のの目目線線とと世世界界規規模模のの目目線線をを両両立立すするる、、真真のの

意意味味でで「「広広いい視視野野」」ををももっったた生生徒徒をを育育成成すするる

たためめのの実実践践をを行行っってていいるる。。   
 

２．児童（生徒）の様子  

 本本校校はは、、生生徒徒数数 330066 名名でであありり、、各各学学年年３３クク

ララスス構構成成のの学学校校ででああるる。。本本実実践践をを行行っったた第第３３

学学年年ににおおいいててはは、、社社会会事事象象にに対対すするる関関心心がが高高

いい生生徒徒がが多多いい傾傾向向ににああるる。。特特にに、、社社会会事事象象のの

背背景景をを知知ろろううととししたたりり、、事事象象にに対対ししてて多多面面

的的・・多多角角的的にに捉捉ええよよううととししたたりりすするるここととのの出出

来来るる生生徒徒がが多多いいとといいうう特特徴徴ががああるる。。  

  一一方方でで、、客客観観的的なな事事実実とと自自分分ななりりのの意意見見をを  

 

 

混混同同ししててししままうう生生徒徒ももいいるる。。1122 月月にに行行っったたアア

ンンケケーートト調調査査でではは、、２２項項選選択択法法でで「「事事象象にに対対

ししてて多多面面的的・・多多角角的的にに捉捉ええよよううとと意意識識ででききてて

いいるる」」とと答答ええたた生生徒徒はは全全体体のの大大半半ででああるる 9900 パパ

ーーセセンントトででああっったたここととにに対対しし、、「「客客観観的的なな事事

実実（（社社会会認認識識））とと自自分分ななりりのの意意見見をを区区別別でできき

てていいるる」」とと答答ええたた生生徒徒はは 4400 パパーーセセンントトほほどど

ししかかいいななかかっったた。。  

真真のの意意味味でで「「広広いい視視野野」」ををももっったた生生徒徒をを育育

成成すするるたためめににはは、、資資料料をを適適切切にに読読みみ取取りり、、客客

観観的的なな事事実実（（社社会会認認識識））とと自自分分ななりりのの意意見見をを

区区別別出出来来るるよよううににすするる必必要要ががああるる。。  

新新聞聞はは、、特特にに事事実実とと考考ええをを区区別別出出来来るる生生徒徒

をを育育成成すするるたためめにに最最適適なな教教材材のの一一つつででああるる。。

そそのの理理由由ととししててはは、、①①そそももそそもも新新聞聞記記事事自自体体

がが、、事事実実とと考考ええをを区区別別ししてて書書かかれれてていいるる数数少少

なないいツツーールルでであありり（（ＳＳＮＮＳＳ等等でではは、、ここののよようう

ななここととはは極極めめてて難難ししいい））、、②②事事実実のの確確かかららしし

ささがが極極めめてて高高くく、、③③新新聞聞はは毎毎日日情情報報がが更更新新ささ

れれるるここととやや、、④④読読解解力力にに課課題題ががああるる生生徒徒ででもも、、

見見出出ししかからら比比較較的的適適切切なな情情報報のの読読みみ取取りりがが

出出来来るるとといいっったた点点がが挙挙げげらられれるる。。  

そそここでで、、本本校校でではは、、教教育育課課程程をを意意識識ししなながが

らら、、新新聞聞をを授授業業実実践践にに持持続続的的にに取取りり入入れれ、、最最

大大限限効効果果ののああるる実実践践をを目目指指ししてて取取りり組組んんだだ。。  

 

３．実践の内容 

①①  掲掲示示板板をを利利用用ししたた継継続続的的なな取取組組  

  「「２２」」ののよよううなな生生徒徒をを育育成成すするるたためめにに、、記記

事事にに対対すするる意意見見やや考考ええをを共共有有すするる場場ととししてて

２２００２２４４年年度度  NNIIEE 実実践践報報告告  

  
 

社社会会認認識識をを高高めめるる新新聞聞活活用用  
  
  

              北北海海道道教教育育大大学学附附属属旭旭川川中中学学校校  教教諭諭  吉吉田田  雅雅風風  
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のの掲掲示示板板をを活活用用ししたた。。毎毎月月、、掲掲示示板板ににはは「「環環

境境問問題題」」「「ススポポーーツツ」」「「テテククノノロロジジーー」」ななどどのの

テテーーママにに沿沿っったた新新聞聞記記事事をを、、物物事事をを考考ええるる視視

点点（（教教師師ののメメモモ））ととととととももにに張張りり出出すす。。自自然然

とと生生徒徒がが掲掲示示板板のの前前にに集集ままるるよよううににななっったた。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【写真 1】掲示板と生徒の様子 

そそここでで生生徒徒同同士士のの自自然然なな交交流流がが生生ままれれ、、教教

師師のの提提示示ししたた視視点点（（メメモモ））ににつついいてて、、日日常常的的

にに議議論論すするるよよううににななっったた。。多多様様なな視視点点をを学学びび、、

議議論論をを深深めめるるききっっかかけけととななっったた。。  

  

②②社社会会科科教教育育ににおおけけるる教教材材ととししててのの利利用用    

社社会会科科のの授授業業ににおおいいててはは、、以以下下のの２２点点ににおお

いいてて新新聞聞をを活活用用ししたた。。  

１１授授業業のの導導入入場場面面ににおおけけるる新新聞聞活活用用  

授授業業のの導導入入場場面面でで新新聞聞記記事事をを提提示示しし、、授授業業

のの内内容容ににつつななげげるるここととをを意意識識ししたた。。授授業業のの内内

容容とと重重ねね合合わわせせななががらら読読みみ深深めめるるここととのの出出

来来るる新新聞聞をを扱扱ううここととでで、、教教科科書書でではは得得らられれなな

いいリリアアルルタタイイムムのの情情報報をを通通じじてて、、授授業業のの内内容容

にに入入るるここととがが出出来来るるよよううににななっったた。。そそのの結結果果、、

生生徒徒のの社社会会科科のの学学習習やや社社会会的的事事象象にに対対すするる

興興味味関関心心がが高高ままっったた状状態態でで授授業業をを行行ううこことと

がが出出来来るるよよううににななっったた。。ままたた、、生生徒徒がが学学びびをを

実実社社会会にに結結びびつつけけるる発発言言ををすするるよよううににななりり、、

特特にに、、経経済済のの仕仕組組みみやや選選挙挙制制度度、、国国際際問問題題なな

どど、、学学習習内内容容をを具具体体的的にに捉捉ええるるここととがが出出来来るる

よよううににななっったた。。  

２２授授業業のの展展開開場場面面ににおおけけるる新新聞聞活活用用  

  授授業業ににおおいいてて、、生生徒徒がが課課題題解解決決ををすするる際際のの

資資料料ととししてて新新聞聞記記事事をを提提示示すするる場場面面ももああっっ

たた。。例例ええばば、、経経済済分分野野のの授授業業でで、、財財政政政政策策にに

おおけけるる経経済済のの安安定定化化ににつついいてて理理解解すするるたためめ

にに、、現現在在のの金金利利変変動動のの新新聞聞記記事事をを扱扱っったた。。新新

聞聞記記事事をを使使ううここととでで、、生生徒徒はは今今のの実実生生活活ととのの

つつななががりりをを意意識識しし、、授授業業内内容容にに対対すするる理理解解をを

深深めめるるここととにに寄寄与与ししたた。。  

 

 

 

 

 

 

 

 

【写真２】授業の展開における新聞の利用場面 

上上のの資資料料はは、、財財政政政政策策のの意意義義ににつついいてて議議論論

をを行行っってていいるる場場面面ででああるる。。教教科科書書とと提提示示さされれ

たた新新聞聞記記事事をを関関連連付付けけるるここととでで、、理理解解をを深深めめ

てていいたた。。  

  

③③新新聞聞ススククララッッププココンンククーールルへへのの参参加加  

本本校校でではは、、昨昨年年度度かからら道道北北新新聞聞ススククララッッププ

ココンンククーールルにに中中学学校校 33 年年生生のの学学年年生生徒徒全全員員でで

応応募募ををししたた。。本本取取組組でではは、、新新聞聞とといいうう生生のの情情

報報源源をを用用いい、、時時事事問問題題やや社社会会課課題題ににつついいてて多多

角角的的にに考考ええるる力力をを育育成成すするるここととをを目目指指ししたた。。  

ままずず授授業業内内でで、、生生徒徒たたちちがが個個々々にに新新聞聞記記事事

をを選選びび、、そそれれををももととににススククララッッププをを作作成成ししたた。。
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記記事事のの選選定定かからら内内容容のの要要約約、、そそししてて自自身身のの意意

見見やや考考察察をを記記述述すするる作作業業をを通通じじてて、、生生徒徒たたちち

はは情情報報収収集集能能力力だだけけででななくく、、情情報報をを整整理理しし、、

独独自自のの視視点点でで分分析析すするる力力をを伸伸ばばししたた。。ススククララ

ッッププのの内内容容はは生生徒徒がが選選択択ししたた経経済済・・政政治治・・自自

然然環環境境・・人人権権・・テテククノノロロジジーーななどど、、そそれれぞぞれれ

でで大大ききくく異異ななっってておおりり、、中中ににはは英英字字新新聞聞をを使使

うう生生徒徒ももいいたた。。ここののここととかからら、、生生徒徒のの幅幅広広いい

興興味味関関心心をを包包括括ししたた実実践践ににななっったたののだだとと考考

ええるるここととがが出出来来るる。。ままたた、、完完成成ししたたススククララッッ

ププををククララスス内内でで共共有有しし、、互互いいのの視視点点やや考考ええ方方

をを学学びび合合うう交交流流活活動動をを行行っったた。。ここれれにによよりり、、

生生徒徒たたちちはは単単ななるる個個人人作作業業ににととどどままららずず、、多多

面面的的・・多多角角的的ななもものののの見見方方をを学学ぶぶ貴貴重重なな機機会会

をを得得るるここととががででききたた。。ささららにに、、作作成成ししたたススクク

ララッッププをを道道北北新新聞聞ススククララッッププココンンククーールルにに

出出典典しし、、見見事事にに９９名名のの生生徒徒がが表表彰彰（（各各部部門門でで

最最優優秀秀賞賞・・優優秀秀賞賞））をを受受けけたた。。  

以以下下のの写写真真はは、、完完成成ししたたススククララッッププとと交交流流

場場面面ででああるる。。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【写真３】授業におけるスクラップの交流場面 

 

４．成果と課題 

（１）成果 

本本研研究究でではは、、生生徒徒 8899 人人をを対対象象にに、、事事象象をを多多

面面的的・・多多角角的的にに捉捉ええるる意意識識とと、、客客観観的的事事実実（（社社

会会認認識識））とと自自身身のの意意見見をを区区別別すするる能能力力のの変変化化

ををアアンンケケーートト形形式式でで測測定定ししたた。。事事前前アアンンケケーー

トトでではは、、「「事事象象にに対対ししてて多多面面的的・・多多角角的的にに捉捉ええ

よよううとと意意識識ででききてていいるる」」とと答答ええたた生生徒徒はは全全体体

のの 9900％％ででああっったた一一方方、、「「客客観観的的なな事事実実とと自自分分

ななりりのの意意見見をを区区別別ででききてていいるる」」とと答答ええたた生生徒徒

はは 4400％％ににととどどままっってていいたた。。  

授授業業実実践践をを行行っったた結結果果、、ここれれららのの意意識識・・能能

力力ににはは大大ききなな向向上上がが見見らられれたた。。「「事事象象にに対対しし

てて多多面面的的・・多多角角的的にに捉捉ええよよううとと意意識識ででききてていい

るる」」とと回回答答ししたた生生徒徒はは 9944％％にに上上昇昇しし、、「「客客観観

的的なな事事実実とと自自分分ななりりのの意意見見をを区区別別ででききてていい

るる」」とと回回答答ししたた生生徒徒はは 7788％％にに達達ししたた。。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【グラフ１】生徒へのアンケート 
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ググララフフ１１かからら、、授授業業実実践践がが生生徒徒のの社社会会事事象象

にに対対すするる認認識識のの深深ままりりにに効効果果的的ででああるるこことと

がが分分かかっったた。。  

ままたた、、今今回回のの実実践践をを通通じじてて、、生生徒徒たたちちはは社社

会会事事象象へへのの関関心心をを大大いいにに高高めめるるここととががでできき

たた。。特特にに、、新新聞聞とといいうう媒媒体体をを活活用用すするるここととでで、、

世世界界やや地地域域でで起起ききてていいるる出出来来事事にに対対すするる興興

味味がが広広ががりり、、社社会会とと自自ららのの生生活活ととののつつななががりり

をを感感じじななががらら学学ぶぶ姿姿勢勢がが醸醸成成さされれたた。。  

  加加ええてて、、掲掲示示板板をを活活用用ししたた意意見見交交換換ややククララ

スス内内ででのの共共有有活活動動でではは、、生生徒徒同同士士がが互互いいにに学学

びび合合いい、、多多様様なな視視点点をを吸吸収収すするる雰雰囲囲気気がが形形成成

さされれたた。。ここれれにによよりり、、生生徒徒たたちちはは単単ななるる受受動動

的的なな学学習習ででははななくく、、仲仲間間とと協協力力すするる中中でで主主体体

的的にに学学びびをを深深めめるるここととががででききたた。。以以上上ののこことと

かからら、、教教育育現現場場ににおおけけるる新新聞聞活活用用のの意意義義をを改改

めめてて確確認認すするるここととががででききたた。。  

本本取取組組をを通通じじてて、、新新聞聞とといいうう日日常常的的なな媒媒体体

がが教教育育現現場場でで果果たたすす可可能能性性のの大大ききささをを改改めめ

てて実実感感ししたた。。生生徒徒たたちちはは、、単単ななるる知知識識のの習習得得

ににととどどままららずず、、自自らら問問いいをを立立てて、、答答ええをを模模索索

すするる探探究究的的なな学学びびをを体体験験ししたたののででははなないいだだ

ろろううかか。。今今後後ももここののよよううなな実実践践をを通通じじてて、、生生

徒徒たたちちがが多多面面的的なな視視点点をを持持ちち、、社社会会のの一一員員とと

ししてて積積極極的的にに貢貢献献すするる力力をを育育てててていいききたたいい

とと考考ええてていいるる。。 

（２）課題 

 一一方方でで、、今今回回のの実実践践ででははいいくくつつかかのの課課題題もも

浮浮きき彫彫りりととななっったた。。ままずず、、読読解解力力にに課課題題をを抱抱

ええるる生生徒徒にに対対すするる支支援援にに課課題題ががああるる点点がが挙挙

げげらられれるる。。新新聞聞記記事事をを活活用用ししたた学学習習はは、、背背景景

知知識識のの不不足足やや文文章章のの難難解解ささにによよりり一一部部のの生生

徒徒ににととっってて理理解解がが難難ししいい場場合合ががあありり、、記記事事のの

要要約約やや内内容容のの補補足足とといいっったた工工夫夫がが求求めめらられれ

るる。。    
ささららにに、、実実践践後後ののアアンンケケーートトででもも「「客客観観的的

なな事事実実（（社社会会認認識識））とと自自分分ななりりのの意意見見をを区区別別

出出来来るる」」とと回回答答ししたた生生徒徒がが増増加加ししたた一一方方でで全全

体体のの８８割割程程度度ににととどどままっったたここととかからら、、事事実実とと

意意見見をを明明確確にに分分けけてて整整理理すするる能能力力のの向向上上がが

今今後後もも課課題題ででああるるここととがが明明ららかかととななっったた。。   
  ままたた、、活活動動のの成成果果をを効効果果的的にに評評価価すするる方方法法

ににつついいててもも改改善善のの余余地地ががああるる。。特特にに、、生生徒徒のの

意意見見やや多多角角的的なな視視点点ををどどののよよううにに評評価価しし、、学学

びびのの成成果果をを可可視視化化すするるかかがが課課題題ととししてて残残っっ

たた。。ささららにに、、掲掲示示板板等等のの取取組組みみはは行行わわれれたたもも

のののの、、今今後後はは教教科科横横断断的的なな視視点点やや、、学学校校全全体体

でで学学びびのの成成果果をを共共有有すするる仕仕組組みみのの整整備備がが必必

要要ででああろろうう。。   
最最後後にに、、ススククララッッププココンンククーールルへへのの参参加加がが

一一過過性性ののももののととななららなないいよようう、、継継続続的的なな学学びび

をを支支援援すするる仕仕組組みみをを構構築築すするるここととがが求求めめらら

れれるる。。ここれれららのの課課題題をを解解決決すするるここととでで、、本本実実

践践のの効効果果ををよよりり一一層層高高めめるるここととがが出出来来るるよよ

ううににししたたいい。。   
  

５５．．おおわわりりにに  

ここのの実実践践はは、、新新聞聞とといいううリリアアルルタタイイムム性性とと

多多様様性性ををももつつ教教材材をを通通じじてて、、生生徒徒がが新新ししいい視視

点点をを得得てて、、事事象象をを多多面面的的・・多多角角的的にに捉捉ええるる意意

識識とと、、客客観観的的事事実実（（社社会会認認識識））とと自自身身のの意意見見

をを区区別別すするる能能力力をを伸伸ばばすすここととをを可可能能ににししたた。。

ここれれはは、、生生徒徒がが社社会会認認識識のの力力をを伸伸ばばしし、、社社会会

事事象象にに対対すするる関関心心をを高高めめ、、資資質質・・能能力力をを伸伸ばば

すすここととにに寄寄与与ししたたとといいううここととででああるる。。  

新新聞聞をを教教育育にに取取りり入入れれるるここととはは、、単単ななるる知知

識識のの習習得得だだけけででななくく、、現現実実のの社社会会にに直直結結ししたた

学学びびをを通通じじてて、、生生徒徒がが未未来来をを生生きき抜抜くく力力をを育育

むむ貴貴重重なな手手段段ととななるるここととがが分分かかっったた。。  

特特にに、、新新ししいい視視点点をを得得てて、、事事象象をを多多面面的的・・

多多角角的的にに捉捉ええるる意意識識とと、、客客観観的的事事実実（（社社会会認認

識識））とと自自身身のの意意見見をを区区別別すするる能能力力ににつついいててはは、、

2211 世世紀紀型型ののススキキルルででああるるとと言言ええるるだだろろうう。。そそ

うういいっったた意意味味ででもも、、新新聞聞をを教教育育にに取取りり入入れれるる

ここととはは、、未未来来をを生生ききるる生生徒徒をを育育ててるる上上でで、、とと

ててもも有有効効ででああるるとと言言ええるる。。  
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１１ ．． はは じじ めめ にに  

 本本 校校 はは 今今 年年 度度 開開 校校 2200 周周 年年 をを 迎迎 ええ たた 、、

生生 徒徒 数数 6677 00 人人 程程 度度 のの 学学 校校 でで ああ るる 。。新新 聞聞 をを

購購 読読 しし てて いい るる 家家 庭庭 はは 少少 なな くく 、、家家 でで 新新 聞聞 をを

読読 んん でで いい るる 生生 徒徒 もも クク ララ スス にに 数数 人人 でで ああ るる 。。

そそ のの たた めめ 、、まま ずず はは   新新 聞聞 をを 手手 にに 取取 るる 」」「「 新新

聞聞 をを 読読 んん でで みみ るる 」」とと ここ ろろ かか らら スス タタ ーー トト しし

たた 。。  

 

２２ ．． 新新 聞聞 にに 触触 れれ ささ せせ るる 工工 夫夫  

 まま ずず 新新 聞聞 がが どど ここ にに ああ るる のの かか をを 変変 ええ るる

とと ここ ろろ かか らら 始始 めめ たた 。。ここ れれ まま でで はは ３３ 階階 のの 学学

校校 図図 書書 館館 前前 にに 置置 いい てて ああ っっ たた 新新 聞聞 閲閲 覧覧 台台

をを 教教 室室 前前 のの 廊廊 下下 にに 移移 動動 しし たた 。。 （（ 写写 真真 11））  

  

学学 校校 図図 書書 館館 前前 のの 廊廊 下下 にに はは 、、学学 校校 司司 書書 とと 協協

力力 しし てて 「「 今今 週週 のの ～～ 」」 とと 「「 シシ ゴゴ トト ビビ トト 」」 をを

シシ リリ ーー ズズ でで 置置 くく よよ うう にに しし たた 。。 （（ 写写 真真 22））         

  

３３ ．． 新新 聞聞 をを 読読 まま せせ るる 工工 夫夫  

 新新 聞聞 をを 生生 徒徒 にに 読読 んん でで もも らら うう たた めめ 、、廊廊 下下

のの 掲掲 示示 板板 にに 中中 学学 生生 にに 関関 すす るる 記記 事事 をを 掲掲 示示   

しし たた 。。 （（ 写写 真真 33））  

  ２２ 週週 間間 程程 度度 でで 貼貼 りり 換換 ええ 、、 新新 しし いい 記記 事事 にに

興興 味味 をを 持持 たた せせ るる よよ うう にに しし たた とと ここ ろろ 、、掲掲 示示   

板板 前前 にに 集集 まま りり 新新 聞聞 をを 読読 むむ 生生 徒徒 がが 少少 しし ずず   

つつ 増増 ええ てて いい っっ たた 。。   

  

  

  22002244年年度度  NNIIEE実実践践報報告告 

          新新聞聞にに触触れれささせせるる工工夫夫・・読読まませせるる工工夫夫 

                          札札幌幌市市立立屯屯田田北北中中学学校校  教教諭諭  福福井井  剛剛史史 

写真 1  

写真 2-1  

写真 2-2  
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４４ ．． 教教 材材 とと しし てて のの 新新 聞聞        

 ３３ 年年 生生 のの 社社 会会 科科 のの 授授 業業 でで 、、 11 年年 間間 のの 最最

後後 にに 新新 聞聞 にに 対対 すす るる 考考 ええ をを 聞聞 いい てて みみ たた 。。読読

売売 新新 聞聞 2200 2255 年年 11 月月 11 66 日日 のの 読読 者者 のの 声声（（ 写写

真真 44）） をを 題題 材材 にに 「「 新新 聞聞 のの 意意 味味 」」 をを 書書 いい てて

もも らら っっ たた 。。  

    以以 下下 にに 紹紹 介介 すす るる 。。    

 

・・新新 聞聞 はは 最最 近近 スス ママ ホホ でで 見見 れれ てて 紙紙 でで のの 需需 要要

がが 少少 なな くく なな っっ てて いい るる 中中 、、役役 割割 にに 期期 待待 がが 高高

まま っっ てて ここ れれ かか らら のの ここ とと をを 考考 ええ るる とと いい いい

とと 思思 っっ たた 。。   

・・ 新新 聞聞 のの 役役 割割 はは 大大 きき いい とと 思思 うう 。。今今 はは デデ ジジ

タタ ルル 化化 がが 進進 んん でで いい るる けけ どど イイ ンン   タタ ーー ネネ

ッッ トト 上上 にに はは デデ ママ のの 情情 報報 なな どど もも 流流 れれ てて いい

るる かか らら 、、新新 聞聞 でで しし っっ かか りり とと 正正 しし いい 情情 報報 をを

入入 手手 すす るる ここ とと にに 新新 聞聞 はは 必必 要要 だだ とと 思思 うう 。。  

・・新新 聞聞 はは 情情 報報 化化 がが 進進 展展 しし てて スス ママ ホホ なな どど がが

流流 行行 っっ てて きき てて いい るる 中中 でで もも ああ らら ゆゆ るる 事事 柄柄

をを 正正 確確 にに 読読 者者 にに 届届 けけ らら れれ るる のの はは いい いい とと

ここ ろろ だだ とと 思思 っっ たた 。。もも しし スス ママ ホホ がが 使使 ええ なな くく

なな っっ たた りり ママ スス メメ デデ ィィ アア がが 少少 なな くく なな っっ てて

もも 情情 報報 をを 届届 けけ らら れれ るる のの はは いい いい とと 思思 っっ たた 。。  

・・実実 際際 自自 分分 もも 数数 回回 しし かか 新新 聞聞 をを 朝朝 かか らら 読読 んん

だだ ここ とと はは なな いい けけ どど 新新 聞聞 のの 重重 要要 性性 はは ああ るる

程程 度度 ああ るる とと 思思 うう かか らら イイ ンン タタ ーー ネネ ッッ トト をを

利利 用用 すす るる なな どど しし てて 消消 ええ なな いい でで ほほ しし いい 。。  

・・新新 聞聞 はは 実実 際際 にに 起起 きき たた ここ とと がが もも とと にに ささ れれ

てて 記記 事事 にに なな っっ てて いい るる のの でで 、、 テテ レレ ビビ やや SSNNSS

よよ りり はは 発発 信信 がが 遅遅 いい がが 、、そそ のの 分分 信信 用用 でで きき るる

内内 容容 がが 記記 録録 ささ れれ てて いい るる ここ とと がが 多多 いい 。。しし かか

しし 、、 新新 聞聞 社社 にに よよ っっ てて 、、 同同 じじ 記記 事事 でで もも 書書 いい

てて ああ るる ここ とと がが 違違 っっ たた りり しし てて 、、編編 集集 者者 のの 価価

値値 観観 がが 入入 っっ てて いい るる ここ とと もも ああ るる たた めめ 、、そそ ここ

はは 適適 切切 にに 判判 断断 しし てて 、、利利 用用 すす るる ここ とと がが 必必 要要

でで ああ るる とと 思思 うう 。。  

  

写真 3-2  

写真 4  

写真 3-1  
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・・情情 報報 化化 がが 進進 んん でで いい てて 新新 聞聞 をを 見見 るる 人人 がが 少少

なな くく なな っっ たた とと しし てて もも 新新 聞聞 はは 昔昔 かか らら ああ るる

文文 化化 だだ しし 紙紙 とと しし てて 残残 っっ てて いい るる かか らら 将将 来来

にに 伝伝 ええ らら れれ るる ここ とと もも ああ るる かか らら 新新 聞聞 はは 残残

っっ てて ほほ しし いい とと 思思 うう 。。  

・・新新 聞聞 にに はは ネネ ッッ トト やや テテ レレ ビビ よよ りり 更更 にに 詳詳 しし

いい ここ とと がが 掲掲 載載 ささ れれ てて いい るる 。。新新 聞聞 はは 歴歴 史史 をを

記記 録録 しし 未未 来来 にに 向向 けけ てて 提提 言言 すす るる 役役 割割 もも ああ

りり 他他 にに もも スス ポポ ーー ツツ 選選 手手 のの 活活 躍躍 をを 写写 真真 でで

見見 れれ るる とと ここ ろろ にに もも 魅魅 力力 がが ああ るる 。。私私 達達 にに はは

日日 本本 やや 世世 界界 でで 今今 起起 きき てて いい るる 難難 題題 をを どど うう

理理 解解 しし 、、どど うう 解解 決決 すす るる かか をを 考考 ええ るる 必必 要要 がが

ああ るる とと 思思 うう 。。   

・・新新 聞聞 はは 日日 常常 にに 欠欠 かか せせ なな いい とと もも のの だだ とと 思思

うう 。。ああ んん なな 長長 文文 をを 編編 集集 すす るる のの だだ かか らら 編編 集集

者者 のの 賃賃 金金 をを ああ げげ たた ほほ うう がが いい いい とと 思思 うう 。。新新

聞聞 社社 のの 記記 者者 がが 取取 材材 しし てて 精精 査査 しし てて 編編 集集 しし

てて 読読 者者 のの もも とと にに 届届 けけ るる とと いい うう シシ スス テテ ムム

がが 出出 来来 上上 がが っっ てて いい るる 。。社社 会会 のの 現現 状状 をを いい ちち

早早 くく 知知 るる たた めめ にに はは 新新 聞聞 がが 重重 要要 だだ とと いい うう

ここ とと がが 分分 かか るる 。。デデ ジジ タタ ルル がが 発発 展展 しし てて きき たた

なな かか 新新 聞聞 はは 1100 00 年年 以以 上上 、、役役 割割 にに 変変 わわ りり はは

なな いい 。。私私 達達 がが 生生 きき てて いい くく なな かか でで メメ デデ ィィ アア

はは 重重 要要 なな 役役 割割 をを 果果 たた しし てて いい くく ここ とと にに なな

るる 。。  

・・現現 在在 ああ らら ゆゆ るる メメ デデ ィィ アア がが ああ るる なな かか 古古 くく

かか らら ああ るる 新新 聞聞 。。新新 聞聞 のの いい いい とと ここ ろろ はは 記記 者者

がが そそ のの 現現 場場 にに 行行 きき 直直 接接 話話 をを 聞聞 きき にに 行行 っっ

てて 、、新新 聞聞 をを 書書 いい てて いい るる のの でで 嘘嘘 のの 情情 報報 がが 少少

なな いい 。。予予 想想 でで 書書 いい てて いい なな いい のの でで 正正 しし いい 情情

報報 がが 掲掲 載載 ささ れれ てて いい るる 。。 SSNNSS なな どど のの 情情 報報 のの

ほほ うう がが 出出 回回 るる のの がが 早早 いい がが 的的 確確 なな 情情 報報 がが

少少 なな いい 、、嘘嘘 かか 本本 当当 かか わわ かか らら なな いい 不不 確確 かか なな

情情 報報 しし かか 出出 回回 らら なな いい 、、なな のの でで スス ポポ ーー ツツ 選選

手手 のの 活活 躍躍 だだ っっ たた りり 、、今今 後後 もも 安安 心心 しし てて 見見 れれ

るる よよ うう にに なな っっ てて ほほ しし いい 。。  

・・今今 後後 もも 必必 要要 とと ささ れれ るる ママ スス メメ デデ ィィ アア のの 一一

つつ でで ああ りり 期期 待待 しし てて いい るる 。。ママ スス メメ デデ ィィ アア をを

通通 しし てて 政政 府府 やや 政政 党党 のの 活活 動動 やや 、、そそ れれ にに 対対 しし

てて 出出 ささ れれ たた ささ まま ざざ まま なな 意意 見見 をを 知知 るる ここ とと

がが でで きき るる 。。 幅幅 広広 いい 意意 見見 をを 取取 りり 入入 れれ 、、 自自 分分

のの 考考 ええ をを まま とと めめ らら れれ るる よよ うう にに なな るる たた めめ

にに もも 、、 今今 後後 もも 新新 聞聞 はは 必必 要要 とと ささ れれ るる とと 思思

うう 。。  

・・新新 聞聞 はは 11 0000 年年 以以 上上 のの 歴歴 史史 がが ああ るる メメ デデ ィィ

アア だだ とと 知知 っっ てて 驚驚 いい たた 。。 ネネ ッッ トト 等等   

だだ とと 稀稀 にに デデ ママ やや 信信 憑憑 性性 がが 低低 いい もも のの 書書  

なな くく はは なな いい がが 、、 新新 聞聞 だだ とと 信信 用用 性性 がが 高高 くく 、、

授授 業業 でで もも たた まま にに 活活 躍躍 すす るる 情情 報報 がが 乗乗 っっ てて

いい るる ここ とと がが 多多 いい かか らら 今今 後後 にに もも っっ とと 期期 待待

をを 持持 てて るる とと 思思 うう 。。   

・・ ネネ ッッ トト なな どど でで 情情 報報 がが わわ かか るる 時時 代代 にに 、、新新

聞聞 がが ああ りり 続続 けけ るる 理理 由由 はは 「「 正正 しし いい 情情 報報 」」にに

「「 わわ かか りり やや すす いい 文文 章章 」」 だだ とと 思思 うう 。。 ネネ ッッ トト

はは 正正 しし いい 情情 報報 もも ああ れれ ばば 間間 違違 っっ たた 情情 報報 もも

ああ るる しし 、、文文 章章 もも 横横 書書 きき でで 文文 字字 をを たた くく ささ んん

書書 いい てて るる イイ メメ ーー ジジ 。。新新 聞聞 はは 、、 ネネ ッッ トト にに 比比

べべ 適適 切切 なな 情情 報報 がが たた くく ささ んん のの っっ てて いい るる しし 、、

写写 真真 とと とと もも にに 大大 きき いい 文文 字字 にに 小小 ささ いい 文文 字字

まま でで 工工 夫夫 しし てて 見見 やや すす くく しし てて くく れれ てて いい るる 。。   

  

５５ ．． まま なな bbeellll のの 活活 用用   

 ここ ちち らら もも ３３ 年年 生生 社社 会会 科科 のの 授授 業業 内内 でで「「 過過

去去 のの 冤冤 罪罪 」」「「 人人 権権 がが 侵侵 害害 ささ れれ たた 例例 はは ああ るる

かか 」」をを まま なな bbeell ll でで 調調 べべ てて 、、レレ ポポ ーー トト にに まま

とと めめ ささ せせ たた 。。通通 常常 のの ネネ ッッ トト 検検 索索 だだ とと ささ まま

ざざ まま なな ササ イイ トト がが 引引 っっ かか かか りり 真真 実実 かか どど うう

かか もも わわ かか らら なな いい もも のの がが 見見 つつ かか るる がが 、、まま なな

bbeell ll をを 使使 うう ここ とと にに よよ っっ てて 、、実実 際際 のの 裁裁 判判 のの

結結 果果 やや 起起 訴訴 ささ れれ たた 内内 容容 なな どど 「「 事事 実実 」」 をを もも

とと にに レレ ポポ ーー トト にに まま とと めめ るる ここ とと がが でで きき たた 。。   
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  生生 徒徒 かか らら はは「「 ここ んん なな にに 冤冤 罪罪 がが ああ っっ たた ここ

とと にに 驚驚 いい たた 」」 とと いい うう 声声 がが 聞聞 かか れれ たた 。。   

 

６６ ．． 成成 果果 とと 課課 題題  

 11 年年 のの 取取 組組 をを 通通 しし てて 、、 新新 聞聞 にに 触触 れれ るる ・・

読読 むむ 機機 会会 がが 増増 ええ たた 。。しし かか しし 、、 新新 聞聞 をを 教教 材材   

とと しし たた 取取 組組 やや まま なな bbeellll をを ささ らら にに 活活 用用 すす

るる ここ とと はは もも っっ とと でで きき るる とと 感感 じじ るる 。。                           

  まま ずず 、、 まま なな bbeellll にに はは 入入 試試 にに 関関 すす るる 資資

料料 がが 掲掲 載載 ささ れれ てて いい るる 。。 （（ 写写 真真 55）） どど のの 学学

年年 でで もも 進進 路路 （（ 高高 校校 受受 験験 ）） にに 関関 すす るる 指指 導導 をを

行行 うう よよ うう カカ リリ キキ ュュ ララ ムム にに 位位 置置 付付 けけ てて いい   

るる のの でで 、、 まま なな bbeell ll をを 活活 用用 しし たた 活活 動動 がが 可可   

  

  

  

  

  

能能 でで ああ るる 。。高高 校校 にに つつ いい てて 調調 べべ たた ここ とと やや キキ   

ャャ リリ アア にに つつ いい てて 調調 べべ たた ここ とと をを まま なな bbeellll

のの 「「 新新 聞聞 をを 作作 るる 」」 機機 能能 でで まま とと めめ るる ここ とと もも

でで きき るる 。。 次次 年年 度度 にに 取取 りり 組組 みみ たた いい 。。  

  新新 聞聞 にに まま とと めめ るる 際際 にに はは 、、中中 学学 生生 なな のの でで

「「 記記 事事 22・・写写 真真 22」」をを 基基 本本 とと しし たた いい 。。小小 学学

校校 でで「「 記記 事事 11・・写写 真真 11」」中中 学学 校校 でで はは「「 記記 事事

22・・写写 真真 22」」中中 学学 校校 のの 後後 半半 ～～ 高高 校校 にに かか けけ てて

はは「「 記記 事事 44・・写写 真真 44」」とと 系系 統統 だだ てて てて 指指 導導 しし

てて いい くく ここ とと でで 、、新新 聞聞 をを 読読 むむ 楽楽 しし ささ ～～ 作作 るる

楽楽 しし ささ 、、ささ らら にに 作作 るる 苦苦 労労 もも 考考 ええ るる 機機 会会 がが

増増 ええ てて いい くく はは ずず でで ああ るる 。。  

   

 

 

写 真 ５  

写 真 ６  
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１１．．ははじじめめにに  

本本校校はは、、生生徒徒数数４４４４００名名、、１１５５学学級級とといいうう

旭旭川川市市ででははいいわわゆゆるる大大規規模模校校ととししてて分分類類ささ

れれるる学学校校ででああるる。。NNIIEE 実実践践指指定定校校２２年年目目ととなな

りり、、昨昨年年度度同同様様にに、、そそのの普普及及にに取取りり組組んんででいい

るる。。  

教教職職員員のの人人数数もも多多くく、、ななかかななかか共共通通理理解解にに

苦苦労労ししてていいるるととこころろででははああるるがが、、各各学学年年のの国国

語語科科やや社社会会科科担担当当教教諭諭をを中中心心にに、、授授業業にに提提示示

すするる教教材材ととししてて活活用用さされれるるよよううなな場場面面もも多多

くく見見るるここととががででききるるよよううににななっっててききたた。。  

 

２２．．新新聞聞にに親親ししむむたためめのの実実践践ににつついいてて  

((１１))環環境境をを整整ええるる  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全全国国学学力力学学習習状状況況調調査査生生徒徒質質問問紙紙 

ここののよよううにに、、新新聞聞ととのの距距離離感感がが近近いい生生徒徒のの

割割合合はは年年々々減減少少傾傾向向ににあありり、、どどんんなな形形ににせせよよ、、

新新聞聞にに触触れれるる機機会会をを増増ややししてていいくくここととはは重重  

  

要要ででああるる。。本本校校ににおおいいててもも、、新新聞聞をを定定期期購購

読読ししてていいるる家家庭庭のの割割合合はは多多くくなないい。。実実践践校校とと

ししてて指指定定ししてていいたただだきき、、各各社社のの新新聞聞をを頂頂けけるる

よよううににななっったたおおかかげげでで、、生生徒徒がが気気軽軽にに新新聞聞にに

ふふれれるるここととののででききるる環環境境がが整整いいつつつつああるる。。  

 

各各階階にに設設置置ししたた新新聞聞掲掲示示ココーーナナーー 

 
ままたた、、図図書書館館司司書書がが中中心心ととななりり、、いいわわゆゆるる

「「地地元元」」をを取取材材ししたた新新聞聞記記事事をを図図書書館館前前廊廊下下

にに掲掲示示ししてていいるる。。中中学学生生にに読読んんででほほししいい記記事事

もも一一緒緒にに掲掲示示ししててくくれれてておおりり、、協協力力ししてて NNIIEE

をを展展開開ししてていいくく環環境境がが整整いいつつつつああるる。。  

 

 

 

 

 

 

 

 

図図書書館館前前廊廊下下新新聞聞掲掲示示ココーーナナーー 

  

２２００２２４４年年度度  NNIIEE 実実践践報報告告  

生生徒徒がが主主語語ににななるる新新聞聞活活用用をを目目指指ししてて  

                  旭旭川川市市立立永永山山中中学学校校  教教諭諭  鏡鏡  拓拓也也  
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((２２))朝朝のの NNIIEE タタイイムム  

  

  本本校校でではは、、登登校校後後のの１１００分分間間をを朝朝のの学学習習時時

間間ととししてて、、読読書書ややタタイイピピンンググのの練練習習ななどど、、日日

替替わわりりでで様様々々なな活活動動をを行行っってていいるる。。  

そそのの中中のの一一つつ、、毎毎週週金金曜曜日日はは「「朝朝のの NNIIEE タタ

イイムム」」とと題題ししてて、、北北海海道道新新聞聞社社ののワワーーククシシーー

トトにに取取りり組組んんででいいるる。。新新聞聞記記事事のの魅魅力力のの一一つつ

ととししてて、、紙紙面面にに様様々々ななトトピピッッククががああるるここととがが

挙挙げげらられれるる。。時時間間がが限限らられれてていいるるののでで、、毎毎回回

１１枚枚ののワワーーククシシーートトししかか取取りり組組むむここととががでで

ききなないいがが、、年年間間をを通通ししてて考考ええててみみるるとと、、かかなな

りりののトトピピッッククににふふれれるるここととががででききるる。。  

特特にに、、「「地地元元」」にに関関わわるる記記事事ににつついいててはは、、よよ

りり主主体体的的にに読読ももううととすするる意意欲欲をを感感じじるる。。現現代代

社社会会のの出出来来事事をを、、自自分分事事ととししてて捉捉ええるるここととをを

難難ししいいとと感感じじてていいるる生生徒徒はは、、年年々々増増加加ししてていい

るるよよううにに感感じじらられれるるがが、、そそれれででもも「「地地元元」」にに

関関わわるる記記事事ににはは興興味味ががああるる。。身身近近なな事事象象にに、、

自自分分ななりりのの意意見見やや感感想想ををももつつここととにによよりり、、思思

考考力力やや判判断断力力はは磨磨かかれれてていいくく。。ままたた、、担担任任のの

教教諭諭かかららはは、、文文章章のの要要点点をを捉捉ええるる能能力力もも向向上上

ししてていいるるとといいうう声声もも寄寄せせらられれ、、本本校校生生徒徒のの課課

題題ででああるる読読解解力力のの向向上上ににもも繋繋ががっってていいるる。。  

  

３３．．授授業業ででのの活活用用ににつついいてて  

本本校校がが実実践践校校ととししてて指指定定ししてていいたただだいいたた

タタイイミミンンググにに合合わわせせてて、、記記事事デデーータタベベーースス

「「ままななｂｂｅｅｌｌｌｌ」」をを導導入入ささせせてていいたただだいいたた。。

ここののデデーータタベベーーススににはは、、北北海海道道新新聞聞のの記記事事がが

蓄蓄積積さされれてておおりり、、本本校校でではは、、主主にに総総合合的的なな学学

習習ににおおけけるる教教材材ととししてて活活用用さされれてていいるる。。  

 
  NNIIEE をを展展開開ししてていいくく上上でで最最もも活活用用ででききるる記記

事事はは、、ややははりり「「地地域域面面」」ででああろろうう。。生生徒徒ににとと

っってて、、「「地地元元」」にに関関係係ししたた記記事事はは興興味味ががあありり、、

読読みみ進進めめたたくくななるる。。ももっっとと関関連連記記事事をを読読みみたた

いいとと思思っったた時時にに、、すすぐぐにに調調べべらられれるる利利便便性性がが

よよいい。。  

ままだだままだだ、、各各教教科科のの指指導導とと NNIIEE をを結結びびつつけけ

てていいくくたためめのの試試行行錯錯誤誤ををししてていいるる最最中中でではは

ああるるがが、、年年間間をを通通ししたた本本校校のの取取組組のの中中でで、、根根

付付ききつつつつああるる総総合合的的なな学学習習のの時時間間のの活活動動をを

紹紹介介ししてていいくく。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

北北海海道道新新聞聞夕夕刊刊（（22001144 年年 1111 月月 1199 日日））  
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本本校校のの総総合合的的なな学学習習のの時時間間でではは、、旭旭川川とといい

うう「「ママチチ」」をを多多角角的的にに考考ええたたりり、、自自分分のの興興味味

ののああるる分分野野をを探探究究ししたたりりすするる活活動動をを行行っってて

いいるる。。特特にに３３年年次次でではは「「１１００年年後後のの旭旭川川ののまま

ちちづづくくりり」」ににつついいてて考考ええるる学学習習ををししてていいるる。。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旭旭川川市市のの広広報報広広聴聴課課のの取取組組にに「「未未来来創創造造ポポ

スストト」」とといいううももののががああるる。。ここののポポスストトににはは「「アア

イイデデアアポポスストト」」とと「「改改善善ポポスストト」」のの２２種種類類がが

あありり、、特特にに前前者者はは、、市市政政ややままちちづづくくりりにに対対すす

るる提提案案をを自自由由にに投投稿稿ででききるるももののととななっってていい

るる。。  

  本本校校のの総総合合的的なな学学習習のの時時間間のの系系統統性性ととしし

てて、、２２年年次次ままででにに、、市市内内ののイインンフフララやや未未来来をを

拓拓くく人人材材のの育育成成ににつついいてて探探究究活活動動をを行行ううここ

ととににななっってていいるる。。３３年年次次でではは、、ここれれままででのの知知

識識のの蓄蓄積積をを活活用用しし、、「「医医療療・・福福祉祉・・観観光光・・教教育育・・

産産業業」」ななどど、、授授業業者者がが示示ししたたいいくくつつかかのの分分野野

かからら、、最最もも興興味味ががああるるももののをを選選びび、、そそのの分分野野

にに関関わわるる自自分分のの提提案案をを主主にに「「アアイイデデアアポポスストト」」

にに投投稿稿すするるここととをを課課題題ととししてていいるる。。「「アアイイデデ

アアポポスストト」」ははそそのの名名のの通通りり、、斬斬新新ななアアイイデデアア

をを求求めめてていいるるののでで、、すすででにに実実践践さされれたたアアイイデデ

アアをを遡遡るる必必要要ががああるる。。そそののたためめにに「「記記事事デデーー

タタベベーースス」」をを活活用用しし、、自自分分のの提提案案ををままととめめるる

上上でで参参考考ににななるる記記事事ををススククララッッププささせせたた。。まま

たた、、異異ななるる分分野野をを選選んんだだ生生徒徒同同士士ででももススククララ

ッッププししたた記記事事をを交交流流ささせせ、、多多角角的的にに提提案案をを考考

ええるるよよううにに促促ししたた。。  

次次のの記記事事はは、、旭旭川川市市政政施施行行１１００００年年をを記記念念

ししたたイイベベンントトのの概概要要をを報報じじたたももののででああるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

北北海海道道新新聞聞朝朝刊刊（（22002222 年年 1100 月月 1155 日日））  

  

  秋秋のの「「食食べべママルルシシェェ」」やや冬冬のの「「雪雪ままつつりり」」

ななどど既既存存のの大大ききななイイベベンントト以以外外ににもも、、人人をを集集

めめるるイイベベンントトををししたたいいとといいうう提提案案をを考考ええたた

生生徒徒がが、、北北海海道道やや旭旭川川のの各各種種イイベベンントトのの関関連連

記記事事をを主主体体的的にに読読みみ込込みみ、、旭旭川川ののススイイーーツツにに

特特化化ししたたイイベベンントトのの企企画画をを提提案案ししてていいたた。。将将

来来ははパパテティィシシエエをを目目指指ししてておおりり、、そそうういいうう魅魅

力力的的ななイイベベンントトにに溢溢れれるる「「ママチチ」」にに帰帰っっててきき

たたいいとといいうう志志をを周周囲囲にに発発表表ししてていいたた。。  

ささららにに、、「「地地域域面面」」をを読読みみ進進めめてていいくく中中でで、、

買買いい物物公公園園のの集集客客力力のの衰衰退退にによよるる空空きき地地化化

やや駐駐車車場場のの増増加加をを問問題題視視ししたた記記事事ににふふれれたた

生生徒徒がが、、次次のの記記事事ののよよううなな、、広広場場やや空空きき地地のの
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有有効効活活用用にに関関連連ししたた記記事事をを積積極極的的にに読読みみ込込

みみ、、自自分分ののアアイイデデアアのの参参考考ににししてていいたた。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北北海海道道新新聞聞朝朝刊刊（（22001177 年年 88 月月 22 日日））  

 

 授授業業者者のの願願いいととししてて、、３３年年間間のの探探究究活活動動をを

通通ししてて、、自自分分のの「「ママチチ」」のの魅魅力力をを再再発発見見しし、、

ゆゆくくゆゆくくはは地地元元でで、、力力をを発発揮揮ししててほほししいいとといい

うう思思いいががああるる。。系系統統立立てててて丁丁寧寧にに学学習習ををししてて

いいくくとと、、３３年年次次ににはは自自立立ししたた学学習習者者ととししてて、、

「「ママチチ」」のの将将来来像像をを主主体体的的にに考考ええるるここととががでで

ききるるよよううににななるる。。今今回回のの取取組組でではは、、110000 以以上上

のの提提案案をを広広報報広広聴聴課課にに投投稿稿ででききたた。。自自分分のの提提

案案をを実実現現ででききるる旭旭川川人人ととししてて、、ここつつここつつととそそ

のの努努力力をを積積みみ上上げげてていいっっててほほししいいももののででああ

るる。。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

４４．．おおわわりりにに  

情情報報をを照照会会すするる場場面面ににおおいいてて、、IICCTT 機機器器にに

ななくくてて新新聞聞ににああるるももののととはは何何だだろろううかか。。NNIIEE

をを考考ええてていいくく中中でで、、ここのの問問にに答答ええるるここととががでで

ききななけけれればば、、生生徒徒とと新新聞聞のの間間ににああるる溝溝はは、、なな

かかななかか埋埋ままららなないいよよううにに感感じじたた。。  

  NNIIEE をを展展開開ししてて２２年年目目。。ままだだままだだ、、実実践践不不

足足ででははああるるがが、、前前述述のの問問にに対対すするる自自分分のの答答ええ

ととししててはは「「自自分分をを取取りり巻巻くく社社会会にに関関わわるるトトピピ

ッッククににたたくくささんん触触れれらられれるるこことと」」ででああるる。。  

  現現代代はは「「VVUUCCAA 社社会会」」とと言言わわれれてていいるる。。ここのの

よよううなな社社会会ににななっってていいくくかかららここそそ、、自自分分ににとと

っってて必必要要なな情情報報はは、、主主体体的的にに捉捉ええななががららもも、、

世世のの中中のの様様々々なな事事象象にに興興味味ををももちち、、ここれれかからら

何何がが重重要要ににななるるののかかをを自自分分ななりりにに見見定定めめ、、新新

たたにに見見出出ししたた情情報報をを活活用用ししてて、、他他者者とと協協働働しし

てて学学習習ししてていいくく態態度度がが求求めめらられれるる。。ここれれはは、、

IICCTT 機機器器とと新新聞聞そそれれぞぞれれがが共共存存ししてていいくくたためめ

のの大大切切なな要要素素ににななるるののででははなないいだだろろううかか。。  

 

 

 

 

 

 

本本校校のの３３年年生生（（１１３３００名名））をを対対象象ににししたたアア

ンンケケーートトでではは、、「「新新聞聞掲掲示示ココーーナナーー」」ややままなな

bbeellll のの「「今今日日のの朝朝刊刊１１面面」」にによよっってて、、週週にに１１

～～２２回回程程度度はは新新聞聞にに触触れれるる機機会会ががああるるとと答答

ええるる生生徒徒のの割割合合はは９９割割近近くくににななっったた。。総総合合的的

なな学学習習のの時時間間をを通通ししてて、、記記事事デデーータタベベーーススのの

活活用用のの仕仕方方もも向向上上しし、、自自分分のの意意見見にに過過去去のの記記

事事をを参参照照ししてて補補強強ででききるる生生徒徒もも増増ええててききたた。。  

２２年年間間のの成成果果ををよよくく分分析析しし、、今今後後はは、、校校内内

研研修修等等ににおおいいてて、、教教師師間間のの共共通通理理解解をを高高めめ、、

どどのの学学年年ににおおいいててもも、、新新聞聞記記事事をを自自分分のの意意図図

通通りりにに活活用用ででききるる情情報報活活用用能能力力のの育育成成をを目目

指指ししてていいききたたいい。。  
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１．はじめに 

 ３３年年前前にに NNIIEE 全全国国大大会会でで授授業業ををささせせてていいたた

だだいいたたここととかからら始始ままりり、、実実践践はは今今年年度度でで４４年年

目目ででああるる。。昨昨年年度度ままででのの実実践践はは、、「「三三角角ロロジジッッ

クク」」をを主主ととししてて、、生生徒徒のの読読むむ力力とと書書くく力力のの育育

成成にに努努めめたた。。今今年年度度はは、、文文章章のの論論理理展展開開もも引引

きき続続きき研研究究課課題題ととししてて取取りり組組むむがが、、よよりり部部分分

にに着着目目ししたた実実践践ををすするるここととにに重重点点をを置置ききたた

いい。。ししたたががっってて、、段段落落同同士士のの関関係係性性ななどどかからら

理理解解をを深深めめ、、そそのの後後文文章章のの構構成成やや展展開開にに目目をを

向向けけるるよよううににししたたいい。。中中ででもも、、段段落落ごごととのの情情

報報とと情情報報のの関関係係性性をを捉捉ええるるここととをを主主ととししたた

いい。。そそううすするるここととでで、、記記事事のの分分量量がが変変更更さされれ

ててししままううここととをを考考ええてて書書くく必必要要ががああるる““新新聞聞

記記事事のの特特性性““にに、、今今ままででととはは違違っったた角角度度ででアア

ププロローーチチででききるるとと考考ええてていいるるたためめででああるる。。  

 

２.児童（生徒）の様子 

  現現在在中中学学１１年年生生をを担担当当ししてておおりり、、１１学学年年でで

約約１１５５００名名ほほどど在在籍籍ししてていいるる。。国国語語のの学学習習にに

意意欲欲的的にに励励むむ生生徒徒がが多多いいがが、、一一方方でで自自分分のの考考

ええをを表表現現すするるここととにに課課題題をを感感じじてていいるる生生徒徒

がが多多いい。。特特にに「「意意見見」」とと「「事事実実」」のの関関係係性性にに

はは大大ききなな課課題題ががああるる。。文文章章かからら関関係係性性をを読読みみ

取取るるここととははででききててもも、、実実際際にに表表現現すするる場場面面でで

はは使使いいここななせせてていいなないい現現状状ががああげげらられれるる。。まま

たた、、本本来来２２年年生生でで学学習習すするるここととででははああるるがが、、

「「具具体体」」とと「「抽抽象象」」のの関関係係性性をを１１年年生生段段階階でで

おおささええてておおくくここととでで、、情情報報取取集集時時のの整整理理分分析析

やや、、書書くくここととのの意意見見ををままととめめるるこことと、、話話すすここ

ととのの収収束束、、読読むむここととのの段段落落のの要要旨旨をを捉捉ええるるここ  

 

ととななどど、、有有効効にに働働くく場場面面はは多多くくああるるたためめ、、「「意意

見見」」とと「「事事実実」」のの関関係係性性ととととももにに押押ささええてておお

ききたたいいととこころろででああるる。。  

                  

３．実践の内容 

①①  「「ぶぶんんぶぶんんタタイイムム」」へへのの投投稿稿  

  「「意意見見」」とと「「事事実実」」、、「「具具体体」」とと「「抽抽象象」」のの

関関係係ななどどのの課課題題意意識識をを解解決決すするるたためめにに意意見見

文文をを書書くくここととととししたた。。意意見見文文はは「「事事実実」」をを使使

いいななががらら「「意意見見（（主主張張））」」をを伝伝ええるるたためめのの文文章章

ででああるるたためめででああるる。。ままたた、、学学習習のの必必要要感感ををもも

つつたためめにに有有効効だだっったたののがが「「ぶぶんんぶぶんんタタイイムム」」

ででああるる。。自自分分のの書書いいたた文文章章がが新新聞聞にに掲掲載載さされれ

てて、、社社会会にに出出るる、、とといいうう生生ききたた学学習習はは生生徒徒のの

心心をを強強くくつつかかんんだだ。。  

  テテーーママななどどはは自自由由にに決決めめるるここととににししたたがが、、

「「ままなな bbeellll」」をを利利用用ししてて、、過過去去のの掲掲載載さされれたた

文文章章をを分分析析すするるここととににししたた。。複複数数のの具具体体的的なな

情情報報かからら、、共共通通点点ななどどをを見見いいだだすす活活動動はは具具体体

をを抽抽象象化化すするるここととででああるる。。抽抽象象化化すするるここととでで

得得らられれるるメメリリッットトをを生生徒徒がが実実感感しし、、情情報報収収集集

すするるここととがが必必須須ととななっったた現現代代ににおおいいてて必必要要

なな学学習習ででああるるとと考考ええてていいるる。。  

  一一度度文文章章をを書書きき終終ええたた時時にに、、「「満満足足ししたた文文

章章がが書書けけたただだろろううかか」」とといいうう問問いいをを投投げげかかけけ

たた。。生生徒徒かかららのの反反応応はは、、「「ななんんだだかかううままくく書書けけ

たた気気ががししなないい」」、、「「ここのの根根拠拠でで伝伝わわるるののかかわわかか

ららなないい」」ななどどのの声声がが出出たた。。そそここでで、、自自分分のの文文

章章をを「「事事実実」」をを青青色色でで、、「「意意見見」」をを赤赤色色でで色色分分

けけししてて視視覚覚でで状状況況をを捉捉ええるるここととににししたた。。  

  

２２００２２４４年年度度  NNIIEE 実実践践報報告告  

意意見見文文作作成成ににおおけけるる情情報報のの関関係係性性  
――「「具具体体」」とと「「抽抽象象」」をを起起点点ととししたた、、““知知識識””のの獲獲得得――  

  

              札札幌幌市市立立真真栄栄中中学学校校  教教諭諭  遠遠藤藤  翔翔太太  
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〈意見・事実それぞれのまとめ段落との関わりについての記述〉 
 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

②②  教教材材かからら““意意見見とと事事実実のの使使わわれれ方方＆＆ままとと

めめのの使使わわれれ方方””をを見見つつけけるる  

  色色分分けけ後後のの振振りり返返りりかからら、、「「意意見見とと事事実実のの

ババラランンスス」」、、「「ままととめめををどどののよよううにに用用いいるるののかか」」

がが課課題題ととししてて生生徒徒がが認認知知しし始始めめたた。。自自分分のの書書

いいたた文文章章のの不不足足をを捉捉ええるるここととががでできき始始めめたた

たためめ、、「「『『不不便便』』のの価価値値をを見見つつめめ直直すす」」とといいうう

説説明明文文でで、、文文章章をを分分析析ししてて理理解解をを深深めめるるこことと

ににししたた。。  

  分分析析方方法法はは、、①①そそれれぞぞれれのの段段落落をを「「意意見見」」

とと「「事事実実」」ににググルルーーププ分分けけすするる、、②②段段落落同同士士

のの関関係係性性をを分分析析すするるこことと、、③③筆筆者者のの説説明明のの仕仕

方方をを分分析析すするるこことと、、のの３３つつででああるる。。ここのの３３つつ

はは生生徒徒たたちちがが考考ええたた分分析析方方法法ででああるる。。  

生生徒徒たたちちはは「「意意見見」」とと「「事事実実」」のの関関係係性性をを

早早々々にに捉捉ええ、、段段落落のの順順番番ななどどかからら関関係係性性ににつつ

いいてて理理解解をを深深めめてていいたた。。以以前前授授業業のの中中でで、、簡簡

易易的的なな具具体体とと抽抽象象のの関関係係をを確確認認ししたたこことともも

ああるるたためめ、、ここちちららもも早早くく捉捉ええるるだだろろううとと考考ええ

てていいたたがが、、「「ままととめめ」」ににつついいててははどどののよよううなな関関

係係性性ににななっってていいるるののかか捉捉ええるるままででにに時時間間がが

かかかかっってていいたた。。改改めめてて、、概概念念ののみみのの学学習習でではは、、

生生徒徒のの学学びびににつつななががららなないいここととをを実実感感ししたた。。

生生徒徒ははここのの段段階階でで、、「「どどここががままととめめのの段段落落なな

ののかか」」、、「「ままととめめのの段段落落ががどどののよよううなな段段落落ででああ

るるののかか」」、、とといいうう「「ままととめめににつついいててのの考考ええ」」がが

不不足足ししてていいたたここととをを認認知知しし始始めめたた。。  

そそここでで、、ままととめめととななるる段段落落でで使使わわれれてていいそそ

ううなな接接続続語語やや、、書書かかれれてていいるる内内容容ははどどんんななもも

ののがが考考ええらられれるるかか、、をを生生徒徒にに問問いい、、確確認認ししたた。。

生生徒徒ががままととめめとと考考ええたたももののはは、、「「ここののよよううにに

（（なな））～～」」、、「「つつままりり～～」」とといいっったた言言葉葉やや、、内内

容容でではは、、「「情情報報をを整整理理（（比比較較））ししてていいるる」」、、「「要要

約約（（簡簡略略化化））ししてていいるる」」ななどど、、ががああげげらられれたた。。

そそのの後後、、該該当当ししそそううなな段段落落をを全全体体でで確確認認しし、、

他他のの段段落落ととどどののよよううななかかかかわわりりががああるるののかか

をを投投げげかかけけたた。。  

起起点点ととななるるままととめめのの段段落落をを捉捉ええらられれたたここ

ととでで、、漠漠然然ととししたた状状態態ででははああるるがが、、他他のの段段落落

ととのの役役割割かからら関関係係性性をを考考ええるる様様子子やや、、意意見見とと

事事実実そそれれぞぞれれのの段段落落ととままととめめのの段段落落のの関関係係

性性をを考考ええるる様様子子がが見見らられれたた。。  

 

 

 

 

 

 

  

                                      

  

  

  

  

〈生徒Aの分析結果〉 

〈生徒Bの分析結果〉 
 

〈生徒A・B 授業後の振り返りより〉 

〈まとめと他の段落との関わりについての記述〉 
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③③  ままととめめのの段段落落のの種種類類ににつついいてて考考ええるる  

「「ままととめめ」」のの段段落落とと「「ままととめめらられれてていいるる」」段段

落落をを捉捉ええたたここととでで、、具具体体とと抽抽象象のの関関係係ななののでで

はは？？とと考考ええるる生生徒徒がが増増ええててききたた。。ままたた、、一一言言

にに「「ままととめめ」」やや「「具具体体」」とと「「抽抽象象」」のの関関係係とと

いいっっててもも、、そそのの中中でで細細かかなな違違いいががああるるここととにに

気気がが付付いいてていいたた。。  

  生生徒徒ががああげげてていいたた関関係係性性はは、、  

①①３３つつのの段段落落でで事事実実ととししてて書書かかれれたた具具体体がが、、

次次のの段段落落ににつつななげげるるたためめにに抽抽象象化化さされれてていい

るる。。  

②②事事実実ははそそももそそもも具具体体でで述述べべらられれるるここととがが

ほほととんんどどでで、、そそれれららをを抽抽象象化化ししたたももののがが主主張張

（（意意見見））ででああるる。。とといいううももののででああっったた。。①①にに

つついいててはは、、序序論論やや本本論論ののななかかででもも見見らられれるる関関

係係性性ででああるるたためめ、、ははじじめめははどどんんなな役役割割ががああるる

ののかか理理解解ででききななかかっったた段段落落もも、、ここのの関関係係性性をを

理理解解ししたたここととでで役役割割ににつついいててもも理理解解ししてていい

るる様様子子がが見見らられれたた。。②②ににつついいててはは、、「「意意見見」」とと

「「主主張張」」のの違違いいににつついいててもも理理解解をを深深めめななががらら、、

学学習習ををししてていいるる様様子子がが見見らられれたた。。ここのの段段階階まま

でで学学びびをを深深めめたたここととでで、、生生徒徒はは自自分分ととはは違違うう

考考ええををももつつ生生徒徒とと意意見見交交流流ををすするる様様子子もも見見

らられれたた。。  

  

④④  「「具具体体」」とと「「抽抽象象」」のの良良ささととはは？？  

  生生徒徒はは「「具具体体」」とと「「抽抽象象」」のの関関係係をを捉捉ええたた

ここととでで、、自自分分のの書書いいたた文文章章ににどどののよよううにに使使ええ

ばばよよいいかか、、ををももととにに効効果果・・良良ささににつついいてて理理解解

をを深深めめてていいたた。。  

  生生徒徒のの考考ええるる効効果果・・良良ささととししてて、、抽抽象象化化（（まま

ととめめ））のの段段落落ががああるるここととでで文文章章全全体体のの構構成成やや

読読みみややすすささににつつななががっってていいるるここととをを挙挙げげるる

記記述述やや、、相相手手にに伝伝ええるるたためめににはは具具体体例例をを多多くく

すするる必必要要ががああるるがが、、情情報報がが多多くくななれればばななるるほほ

どど複複雑雑化化ししてて伝伝わわりりににくくくくななるるかからら、、抽抽象象化化

すするるここととでで読読みみ手手がが整整理理ししてて読読むむここととががでで

ききるる、、ななどどのの記記述述がが見見らられれ効効果果ににつついいてて考考ええ

をを深深めめてていいたた。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

⑤⑤  意意見見文文のの書書きき直直しし  

 「「読読むむこことと」」でで得得たた知知識識ををももととにに、、意意見見文文

のの書書きき直直ししをを行行っったた。。  

  生生徒徒はは以以前前のの自自分分がが表表現現ししたたももののをを今今のの

知知識識でで比比較較ししななががらら書書きき直直ししををししてていいるる様様

子子がが見見らられれたた。。ななかかででもも、、何何もも考考ええなないいでで表表

現現ししてていいたたここととにに気気がが付付きき、、一一つつ一一つつのの表表現現

にに意意味味をを持持たたせせななががらら書書いいてていいるる生生徒徒やや、、まま

ととめめをを書書いいてていいななかかっったたたためめにに、、今今ままででのの文文

章章ででのの不不足足やや欠欠点点にに気気がが付付くく生生徒徒ななどど、、「「具具

体体」」とと「「抽抽象象」」にによよるる効効果果をを考考ええななががらら学学びび

をを深深めめるる姿姿がが見見らられれたた。。そそのの他他ににはは、、言言葉葉のの

表表現現がが抽抽象象的的でで伝伝わわららなないい文文章章をを書書いいてていい

たた、、ななどど、、言言葉葉のの表表現現のの観観点点でで学学びびをを深深めめるる

生生徒徒ももいいたた。。いいずずれれもも、、４４００００字字とといいうう限限らら

れれたた字字数数ががぶぶんんぶぶんんタタイイムムににああるるたためめ、、よよりり

効効果果的的なな表表現現ににつついいてて考考ええるる必必要要性性ががああるる

たためめにに深深ままっったた学学びびだだとと考考ええるる。。  

 

  

  

  

  

〈情報を抽象化する良さについて考えていた記述〉 
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４．成果と課題 

（１）成果 

 「「具具体体」」とと「「抽抽象象」」をを中中心心にに取取りり扱扱っっててみみ

たたがが、、生生徒徒ははそそのの効効果果やや使使いい方方ににつついいてて理理解解

をを深深めめてていいるる様様子子をを見見るるここととががででききたた。。難難しし

いい学学習習課課題題にに頭頭をを抱抱ええるる生生徒徒もも少少ななくくななかか

っったたがが、、一一度度関関係係性性ににつついいてて気気がが付付きき始始めめるる

とと時時間間をを忘忘れれてて取取りり組組むむななどど、、意意欲欲的的にに学学ぶぶ

姿姿もも見見らられれたた。。  

  ままたた、、学学習習者者のの学学びびのの意意欲欲やや学学習習のの必必要要感感

をを維維持持ししてていいたたももののはは「「新新聞聞にに載載りりたたいい」」とと

いいうう生生徒徒のの強強いい思思いいででああるるとと考考ええるる。。授授業業とと

いいうう枠枠をを超超ええ、、生生活活のの場場にに根根差差さされれたた新新聞聞はは、、

学学習習者者ににととっっててもも魅魅力力的的でで、、引引きき付付けけるる力力はは

かかななりり強強いいももののででああっったたとと改改めめてて実実感感ししたた。。  

  今今回回はは新新聞聞へへのの投投稿稿、、ままなな bbeellll をを使使っったた

情情報報収収集集ととししててのの教教材材使使用用ににととどどままっったたがが、、

限限らられれたた字字数数でで表表現現すするるこことと、、そそのの上上でで伝伝ええ

るるたためめにに効効果果的的にに表表現現すするるこことと、、をを学学習習者者はは

学学ぶぶここととががででききたたたためめ、、新新聞聞のの記記事事をを読読むむ際際

にによよりり効効果果的的にに読読みみ取取るるここととががででききるるとと考考

ええてていいるる。。  

（２）課題 

課課題題ととししてて、、情情報報収収集集能能力力ににははままだだままだだ課課

題題がが残残るるここととががああげげらられれるる。。  

単単元元のの初初めめにに、、ままなな bbeellll をを使使用用ししてて情情報報

収収集集をを行行っったたがが、、エエココーーチチェェンンババーー現現象象ののよよ

ううにに必必要要なな情情報報ににばばかかりり触触れれるる機機会会がが多多いい

中中、、自自分分でで情情報報をを調調べべるるここととににはは不不慣慣れれなな生生

徒徒がが多多かかっったた。。例例ええばば、、検検索索ワワーードドにに自自分分がが

欲欲ししいい情情報報をを「「キキーーワワーードド」」ととししてて検検索索すするる

ここととやや、、新新聞聞でで良良くく用用いいらられれるる「「漢漢語語表表現現」」

ななどどががああげげらられれるる。。「「キキーーワワーードド」」でで検検索索すするる

ここととはは、、文文章章のの要要約約ででもも身身にに付付けけるるここととががでで

ききるるとと考考ええるる。。ままたた、、「「漢漢語語表表現現」」ににつついいててはは

新新聞聞をを読読みみ込込むむ中中でで言言葉葉にに触触れれるるここととがが最最

もも効効率率がが良良いいとと考考ええるる。。  

ししたたががっってて、、今今回回のの授授業業でで興興味味ををももちち始始めめ

たた新新聞聞教教材材ををささららにに取取りり扱扱ううここととにによよっってて、、

中中学学３３年年生生ままででにに身身にに付付けけらられれるるよようう指指導導

ししてていいくく予予定定ででああるる。。  

 

５．おわりに 

「「新新聞聞離離れれ」」とと言言わわれれるる昨昨今今ににおおいいてて、、学学

習習者者ににととっってて新新聞聞はは魅魅力力的的でであありり、、教教材材ととしし

てて引引きき付付けけるる力力ははかかななりりののももののででああっったた。。  

ままたた、、以以前前ののよよううなな文文章章全全体体のの構構成成やや展展開開

ばばかかりりにに目目をを向向けけるるだだけけででななくく、、段段落落とと段段落落

のの関関係係ななどどのの「「小小ささなな文文章章」」かからら全全体体にに目目をを

向向けけるるここととででよよりり理理解解がが深深ままっったた。。そそししてて、、

字字数数がが限限らられれてていいるる新新聞聞記記事事ににここそそ、、段段落落なな

どどのの小小ささなな文文章章のの理理解解ががああるるここととでで、、新新聞聞記記

事事をを読読むむ際際にによよりり理理解解ががででききるるよよううにに考考ええ

てていいるる。。  

〈書き直し前〉 
 

〈書き直し後〉 
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１１．．ははじじめめにに  

  本本校校はは、、今今年年度度実実践践指指定定校校ととししてて３３年年目目のの認認定定をを

受受けけ、、全全校校でで NNIIEE活活動動にに取取りり組組んんででききたた。。昨昨年年度度はは

初初年年度度かからら継継続続ししてていいるる北北海海道道新新聞聞社社にによよるる出出前前

授授業業をを活活用用ししななががららままわわしし読読みみ新新聞聞のの実実践践をを継継続続

しし、、「「キキャャリリアア教教育育ににおおけけるる基基礎礎的的・・汎汎用用的的能能力力のの育育

成成ににおおいいてて、、ままわわしし読読みみ新新聞聞のの活活動動がが効効果果的的だだとと実実

感感ででききたたこことと」」やや「「総総合合的的なな学学習習のの時時間間のの単単元元ととしし

てて、、新新聞聞をを教教材材ととししたた探探究究的的なな学学習習をを構構想想ししてて NNIIEE

活活動動をを行行ななっったたここととでで、、資資質質・・能能力力のの育育成成ののたためめのの

NNIIEE 活活動動とといいうう意意識識をを持持つつここととががででききたたこことと」」がが成成

果果ででああっったた。。  

  一一方方でで、、単単元元のの中中でで学学級級裁裁量量のの時時間間ままでではは、、前前任任

のの担担当当者者がが中中心心ととななりり各各学学級級のの学学習習をを進進めめたたがが、、担担

当当者者のの指指導導頼頼りりににななららずず、、各各学学年年がが組組織織的的にに実実践践をを

すするる体体制制をを整整ええるる必必要要性性をを感感じじたた。。  

そそのの課課題題解解決決にに向向けけてて、、今今年年度度はは教教師師やや生生徒徒がが変変

わわっっててもも一一定定水水準準ででのの学学習習がが担担保保さされれるる持持続続可可能能

なな取取りり組組みみととししててののカカリリキキュュララムム開開発発をを推推進進ししたた。。  

                                          

２２．．実実践践のの内内容容  

 全全国国・・学学力力学学習習状状況況調調査査のの各各種種調調査査結結果果かからら、、学学

習習のの基基盤盤ととななるる資資質質・・能能力力のの育育成成がが数数年年ににわわたたるる本本

校校のの課課題題ででああるるとと考考ええらられれるる。。ここのの課課題題解解決決にに向向かか

いい、、令令和和２２年年度度はは「「問問題題発発見見・・解解決決能能力力」」のの育育成成をを

めめざざししてて、、資資質質・・能能力力ののつつななががりりをを整整理理しし、、授授業業改改

善善をを行行ななっったた。。令令和和３３年年度度はは全全教教科科等等ににおおけけるる言言語語

活活動動のの充充実実をを図図りり「「言言語語活活用用能能力力」」のの育育成成をを目目指指しし

たた。。ままたた、、令令和和４４年年度度末末かからら昨昨年年度度ままででのの間間ににはは、、

「「情情報報活活用用能能力力」」のの育育成成とと並並行行ししてて、、NNIIEE 活活動動をを教教

育育課課程程にに位位置置づづけけるるべべくく、、カカリリキキュュララムム開開発発にに着着手手  

 

 
 
 
しし、、総総合合的的なな学学習習のの時時間間のの見見直直ししをを行行っったた。。そそのの結結  

果果、、別別海海町町がが推推進進ししてていいるる「「ふふるるささととキキャャリリアア教教育育」」

をを総総合合的的なな学学習習のの時時間間のの核核ととししななががらら、、NNIIEE 活活動動をを

教教育育課課程程にに位位置置づづけけ、、「「情情報報活活用用能能力力」」のの育育成成をを目目指指

すすとと同同時時にに、、持持続続可可能能ななカカリリキキュュララムムのの実実現現をを目目指指

ししたた。。  

  

（（１１））単単元元のの概概要要  

総総合合的的なな学学習習のの時時間間のの目目標標  

探探求求的的なな見見方方・・考考ええ方方をを働働かかせせ、、自自分分のの生生活活とと

地地域域やや社社会会のの人人・・もものの・・ここととととのの関関わわりりににつついいてて

横横断断的的・・総総合合的的なな学学習習をを行行ううここととをを通通ししてて、、目目的的

やや根根拠拠をを明明確確ににししななががらら課課題題をを解解決決しし、、自自己己のの生生

きき方方をを考考ええてていいくくここととががででききるるよよううににすするるたためめ

にに、、以以下下のの資資質質・・能能力力をを育育成成すするる。。  

((１１))  自自分分のの生生活活とと地地域域やや社社会会のの人人・・もものの・・こことと

にに関関わわるる探探求求的的なな学学習習のの過過程程ににおおいいてて、、課課題題

解解決決にに必必要要なな知知識識及及びび技技能能をを身身にに着着けけらられれ

るるよよううににすするるととととももにに、、地地域域のの特特徴徴やや良良ささにに

気気づづきき、、問問題題解解決決にに向向けけてて取取りり組組むむ人人々々のの努努

力力やや工工夫夫にによよりり支支ええらられれてていいるるここととにに気気づづ

くく。。  

((２２))自自分分のの生生活活とと地地域域やや社社会会のの人人・・もものの・・ここととのの

中中かからら問問いいをを見見いいだだしし、、そそのの解解決決へへ向向けけてて仮仮

説説をを立立ててたたりり、、調調査査ししてて得得たた情情報報をを基基にに考考ええ

たたりりすするる力力をを身身にに着着けけるるととととももにに、、考考ええたたここ

ととをを、、根根拠拠をを明明ららかかににししててままととめめ、、表表現現すするる

力力をを身身にに付付けけるる。。  

((３３))自自分分のの生生活活とと地地域域やや社社会会のの人人・・もものの・・ここととにに

関関わわるる探探求求的的なな学学習習にに主主体体的的・・協協働働的的にに取取りり

組組むむととととももにに、、互互いいののよよささをを生生かかししななががらら、、

地地域域にに対対すするる愛愛着着をを深深めめ、、持持続続可可能能なな社社会会をを

実実現現すするるたためめのの行行動動のの仕仕方方をを考考ええ、、自自らら社社会会

にに参参画画ししよよううととすするる態態度度をを育育成成すするる。。  

探探究究  情情報報化化のの進進展展ととそそれれにに伴伴うう日日常常生生活活やや

２２００２２４４年年度度  NNIIEE実実践践報報告告  

めめざざすす資資質質・・能能力力のの育育成成にに向向けけたた持持続続可可能能なな活活動動  
                    

別別海海町町立立上上西西春春別別中中学学校校  教教諭諭  猫猫宮宮  和和也也  
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課課題題  消消費費行行動動のの変変化化（（情情報報））  

学習 

事項 

目目的的にに応応じじたた責責任任ああるる情情報報のの選選択択とと発発信信  

単元名 ママイイススククララッッププ新新聞聞  

単元の 

目標 

新新聞聞をを活活用用ししたた情情報報にに関関すするる探探究究的的なな学学

習習をを通通ししてて、、情情報報のの収収集集やや選選択択・・活活用用・・

発発信信のの方方法法やや自自分分達達のの生生活活とと地地域域やや社社会会

がが情情報報をを通通ししてて相相互互ににつつななががっってていいるるここ

ととをを理理解解すするるととととももにに、、物物事事やや情情報報をを批批

判判的的にに考考察察しし、、判判断断ししてて、、目目的的にに応応じじたた

効効果果的的なな伝伝ええ方方ににつついいてて考考ええ、、日日常常生生活活

ににおおけけるる情情報報のの選選択択やや発発信信のの仕仕方方ににつついい

てて考考ええ行行動動ででききるるよよううににすするる。。  

観観点点別別評評価価規規準準  

知識・

技能 

①①新新聞聞のの役役割割やや特特徴徴をを踏踏ままええてて、、目目的的にに

合合っったた情情報報のの収収集集やや活活用用のの方方法法ににつつ

いいてて理理解解ししてて、、適適切切ににででききるる。。  

②②ままわわしし読読みみ新新聞聞ややススククララッッププ新新聞聞のの

作作成成をを通通ししてて、、自自分分達達のの生生活活とと地地域域やや

社社会会ととのの関関連連にに気気づづきき、、責責任任ああるる情情報報

のの選選択択やや発発信信のの必必要要性性ににつついいてて理理解解

ししてていいるる。。  

思考・

判断・ 

表現 

①①新新聞聞ススククララッッププをを作作成成すするるたためめのの課課

題題をを設設定定しし、、見見通通ししをを持持っってて計計画画ししてて

いいるる。。  

②②目目的的にに合合わわせせてて記記事事やや情情報報をを収収集集しし

てていいるる。。  

③③収収集集ししたた記記事事やや情情報報をを比比較較ししたたりり、、分分

類類ししたたりりししてて、、目目的的にに合合っったた記記事事やや紙紙

面面のの構構成成ににつついいてて考考ええてていいるる。。  

④④目目的的にに合合わわせせてて記記事事のの書書きき方方やや構構成成

をを工工夫夫しし、、ままととめめてていいるる。。  

⑤⑤日日常常生生活活ににおおけけるる情情報報のの選選択択やや発発信信

のの仕仕方方ににつついいてて、、ここれれかかららのの情情報報ととのの

関関わわりり方方ににつついいてて考考ええたたここととをを表表現現

ししてていいるる。。  

主体的 ①①課課題題解解決決へへ向向けけてて、、新新聞聞のの役役割割やや特特徴徴

に学習

に取り

組む 

態度 

をを活活かかししてて目目的的にに合合わわせせたた新新聞聞ススクク

ララッッププややままわわしし読読みみ新新聞聞のの作作成成にに取取

りり組組ももううととししてていいるる。。  

②②課課題題解解決決へへ向向けけてて、、物物事事やや情情報報をを批批判判

的的にに考考察察ししたたりり、、異異ななるる意意見見のの良良ささやや

他他者者のの考考ええのの価価値値をを受受けけ入入れれななががらら、、

学学びびああっったたりり参参考考ににししよよううととししてていい

るる。。  

③③情情報報のの選選択択やや発発信信のの仕仕方方ににつついいてて振振

りり返返っってて、、自自分分のの生生活活のの中中ででのの情情報報とと

のの責責任任ああるる関関わわりり方方ににつついいてて考考ええてて

いいるる。。  

※※１１〜〜４４時時間間目目ににつついいててはは、、２２・・３３年年生生はは昨昨年年度度履履

修修済済みみののたためめ、、１１年年生生をを対対象象ととししてて実実施施しし、、２２・・

３３年年生生はは新新聞聞ススククララッッププややままわわしし読読みみ新新聞聞のの実実

施施ととししてていいるる。。  

時時  学学習習過過程程  学学習習内内容容  

11  課課題題設設定定  

情情報報収収集集  

整整理理分分析析  

オオリリエエンンテテーーシショョンン、、新新聞聞のの価価

値値、、特特徴徴、、構構成成やや読読みみ方方  

（（出出前前授授業業））「「新新聞聞  読読めめばばここんん

ななににおおももししろろいい」」  

22  新新聞聞ススククララッッププのの基基本本  

33  

  

整整理理・・分分析析  

ままととめめ・・表表現現  

新新聞聞のの構構成成調調査査、、記記事事のの書書きき方方  

（（出出前前授授業業））「「『『ままわわしし読読みみ新新聞聞』』

をを楽楽ししももうう！！」」  

44  ままわわしし読読みみ新新聞聞のの作作成成  

0088月月：：NNIIEE ﾀﾀｲｲﾑﾑ  新新聞聞ススククララッッププ  

0099月月：：学学活活  ままわわしし読読みみ新新聞聞、、振振りり返返りり II  

1100月月：：NNIIEE ﾀﾀｲｲﾑﾑ  新新聞聞ススククララッッププ  

1111月月：：NNIIEE ﾀﾀｲｲﾑﾑ  新新聞聞ススククララッッププ  

1122月月：：学学活活  ままわわしし読読みみ新新聞聞、、振振りり返返りりⅡⅡ  

0011月月：：NNIIEE ﾀﾀｲｲﾑﾑ  新新聞聞ススククララッッププ  

0022月月：：NNIIEE ﾀﾀｲｲﾑﾑ  新新聞聞ススククララッッププ  

03月：NIE ﾀｲﾑ 新聞スクラップ、振り返りⅢ 

  

75



（（２２））出出前前授授業業①①  

「「新新聞聞  読読めめばばここんんななににおおももししろろいい」」  

  別別海海町町でではは月月にに１１回回、、「「別別海海町町新新聞聞のの日日」」がが定定めめらら

れれてておおりり、、全全校校生生徒徒にに１１部部ずずつつ北北海海道道新新聞聞がが配配布布ささ

れれるる。。今今年年度度もも校校内内のの取取りり組組みみととししてて NNIIEEタタイイムムとと

称称しし、、新新聞聞ススククララッッププややままわわしし読読みみ新新聞聞のの活活動動ななどど、、

段段階階をを踏踏みみななががらら実実践践をを継継続続ししたた。。年年度度始始めめのの新新聞聞

のの日日ににああわわせせてて、、２２・・３３年年生生はは昨昨年年度度ままででのの振振りり返返

りりとと共共にに、、新新聞聞のの価価値値やや新新聞聞をを読読むむここととのの意意義義、、NNIIEE

タタイイムムのの内内容容等等ににつついいててののオオリリエエンンテテーーシショョンンをを

行行っったた後後、、早早速速新新聞聞ススククララッッププ等等のの活活動動にに入入るるがが、、

１１年年生生ににつついいててはは、、昨昨年年度度にに引引きき続続きき、、新新聞聞のの特特徴徴、、

構構成成やや読読みみ方方をを学学ぶぶここととをを通通ししてて、、新新聞聞にに親親ししみみをを

持持ちち、、NNIIEE 活活動動のの取取りり組組みみにに向向けけてて意意欲欲をを持持つつこことと

ををねねららいいととししてて、、北北海海道道新新聞聞社社のの出出前前授授業業「「新新聞聞  

読読めめばばここんんななににおおももししろろいい」」をを活活用用ししたた。。  

授授業業でではは、、始始めめにに情情報報リリテテララシシーーのの大大切切ささやや新新聞聞

のの構構成成やや工工夫夫ににつついいてて学学びび、、そそのの後後、、ワワーーククシシーートト

をを使使っってて、、そそれれららのの工工夫夫をを生生かかししたた新新聞聞のの読読みみ方方にに

つついいてて実実践践的的にに学学習習ししたた。。  

  

  ままたた、、新新聞聞全全体体にに目目をを通通ししてて見見出出ししややリリーードド文文かか

ららおおおおよよそそのの内内容容をを掴掴みみ、、自自分分のの気気ににななるる記記事事をを見見

つつけけ、、友友達達とと選選んんだだ記記事事をを紹紹介介しし合合いい交交流流ししたた。。  

  
ここのの授授業業をを通通ししてて、、「「新新聞聞はは難難ししいい漢漢字字ばばかかりりでで

苦苦手手意意識識ががああっったたがが、、最最初初にに結結論論がが書書いいててああっったたりり

意意外外とと簡簡単単にに読読めめるる工工夫夫ががさされれてていいるるここととをを知知るる

とと読読みみややすすかかっったた」」「「隅隅ままでで読読ままななくくててもも理理解解でできき

るるここととにに驚驚いいたた。。ここれれかかららはは見見出出ししややリリーードド文文にに注注

目目ししてて素素早早くく沢沢山山のの情情報報をを知知れれるるよよううににななりりたたいい。。」」

ななどど、、新新聞聞にに関関心心やや親親ししみみをを持持つつここととががででききたた生生徒徒

がが多多くくみみらられれたた。。  

 

（（３３））出出前前授授業業②②  

「「『『ままわわしし読読みみ新新聞聞』』をを楽楽ししももうう！！」」  

 ２２時時間間目目ににはは出出前前授授業業①①でで学学んんだだ知知識識・・技技能能をを活活

用用ししてて新新聞聞ののススククララッッププをを行行っったた。。生生徒徒達達はは自自分分がが

気気ににななるる記記事事をを２２〜〜３３個個程程度度選選びび、、ススククララッッププ帳帳へへ

貼貼付付しし、、「「ななぜぜそそのの記記事事がが気気ににななっったたかか」」ににつついいてて自自

分分ななりりのの言言葉葉でで精精一一杯杯表表現現ししてていいたた。。ままたた、、選選んんだだ

記記事事ののポポイインントトととななるる部部分分にに線線をを引引いいてて要要点点ををつつ

かかむむななどど工工夫夫がが見見らられれたた。。  

  ３３時時間間目目はは新新聞聞のの記記事事のの書書きき方方やや自自分分のの考考ええのの

伝伝ええ方方、、相相手手のの考考ええのの受受けけ取取りり方方ににつついいてて体体験験的的にに

理理解解すするるここととををねねららいいととししてて、、北北海海道道新新聞聞社社のの出出前前

授授業業「「『『ままわわしし読読みみ新新聞聞』』をを楽楽ししももうう！！」」をを活活用用ししたた。。  

１１年年生生ににととっっててははここのの時時間間がが初初めめててののままわわしし読読みみ

新新聞聞のの活活動動ににななるる。。「「気気づづきき」」とと「「ゆゆるるくく楽楽ししくく」」をを

テテーーママにに、、題題字字のの大大切切ささややままわわしし読読みみ新新聞聞のの作作成成方方

法法ににつついいてて学学びび、、ままずずはは見見よようう見見ままねねでで作作成成をを進進めめ

手手順順をを理理解解ししてていいっったた。。  

  どどののググルルーーププもも、、目目をを惹惹ききつつけけるる題題字字のの選選定定やや強強

調調（（色色・・フフォォンントト））のの仕仕方方をを工工夫夫ししたたりり、、ななぜぜそそのの

記記事事をを選選んんだだののかかににつついいてて活活発発にに相相談談すするる様様子子がが

見見らられれたた。。  
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 依依然然ととししてて新新聞聞にに対対すするる苦苦手手意意識識をを持持っってていいるる

生生徒徒ももいいたたがが、、講講師師のの方方かからら「「選選ぶぶ記記事事はは写写真真だだけけ

ででももいいいいよよ」」「「選選んんだだ理理由由ははどどんんなな理理由由ででももいいいいよよ」」

とと助助言言ををいいたただだきき、、全全員員がが意意欲欲的的にに活活動動にに参参加加しし、、

自自分分のの意意見見やや立立場場をを表表明明すするるここととががででききたた。。  

下下記記のの振振りり返返りりかかららもも見見受受けけらられれるる通通りり、、「「収収集集

ししたた記記事事やや情情報報をを比比較較・・分分類類ししたたりり、、目目的的にに合合っったた

記記事事やや誌誌面面のの構構成成ににつついいてて考考ええてていいるる」」やや「「異異ななるる

意意見見のの良良ささやや他他者者のの考考ええのの価価値値をを受受けけ入入れれななががらら、、

学学びび合合っったたりり参参考考ににししよよううととししてていいるる」」とといいうう観観点点

ににつついいててはは十十分分達達成成ででききたたとと考考ええるる。。  

【【生生徒徒のの振振りり返返りり】】  

・・皆皆がが見見ややすすいいよよううにに、、見見出出ししがが目目立立つつよよううなな工工

夫夫をを考考ええるるここととががででききままししたた。。  

・・自自分分のの好好ききなな記記事事やや友友達達がが選選んんだだ記記事事をを見見せせ合合

いい、、ココメメンントトををしし合合ううここととがが楽楽ししかかっったた。。  

・・皆皆ががどどんんなな記記事事をを選選んんだだかかがが分分かかりり、、記記事事ががかか

ぶぶっっててもも違違うう考考ええ方方ををししてていいるる人人ももいいたた。。  

・・楽楽ししみみななががららででききたたがが、、自自分分のの考考ええををわわかかりりやや

すすくく伝伝ええるるここととがが思思っったたよよりり難難ししくくてて、、新新聞聞社社

のの人人はは凄凄いいとと思思っったた。。 

 

（（４４））新新聞聞ススククララッッププ・・ままわわしし読読みみ新新聞聞作作成成  

先先述述のの通通りり、、月月にに１１回回配配布布さされれるる新新聞聞をを活活用用ししてて、、

生生徒徒たたちちはは個個人人でで新新聞聞ををススククララッッププしし、、ミミニニススククララ

ッッププ新新聞聞をを作作成成ししたたりり、、そそれれららのの材材料料ををももととにに３３〜〜

４４人人のの小小集集団団ででままわわしし読読みみ新新聞聞のの作作成成ををししたたりりしし

てていいるる。。本本校校ででののここれれららのの取取りり組組みみはは３３年年目目でであありり、、

１１年年生生はは試試行行回回数数をを重重ねねるる中中でで「「ままずずははここのの活活動動自自

体体にに慣慣れれ親親ししんんででいいくく」」とといいうう段段階階ででああるるがが、、２２・・

３３年年生生ににななるるとと活活動動ももススムムーーズズにに進進みみ、、「「考考ええがが相相

手手にに伝伝わわるるよよううなな簡簡潔潔なな文文」」「「興興味味をを引引きき立立ててるる見見

出出ししやや共共感感をを得得らられれるるよよううなな情情報報提提示示のの仕仕方方」」「「自自

分分とと相相手手のの考考ええ方方のの違違いいをを比比較較ししてて考考ええるる」」ななどどのの

工工夫夫ををししてていいるる姿姿もも見見らられれたた。。  

  

完完成成ししたたままわわしし読読みみ新新聞聞はは、、多多目目的的ホホーールル（（学学校校

のの中中心心箇箇所所））にに設設置置さされれてていいるる NNIIEEココーーナナーーにに掲掲示示

しし蓄蓄積積さされれてていいくく。。本本設設置置場場所所はは本本校校のの中中ででもも一一番番

人人通通りりがが多多くく生生徒徒のの憩憩いいのの場場ででももああるるたためめ、、NNIIEE ココ

ーーナナーーにに成成果果物物をを掲掲示示すするるここととでで、、ふふととししたたととききにに

友友達達やや他他学学年年のの生生徒徒がが書書いいたた記記事事をを読読んんだだりりとと、、生生

徒徒たたちちのの興興味味関関心心をを引引くくここととががででききるる。。  

NNIIEE ココーーナナーーににはは毎毎日日銘銘柄柄ごごととにに新新聞聞もも設設置置さされれ

てておおりり、、国国語語科科やや社社会会科科ををははじじめめととししたた各各教教科科のの授授

業業課課題題等等とと合合わわせせててここののススペペーーススがが活活用用さされれるるここ

ととももああるる。。  
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  以以下下はは実実際際にに生生徒徒達達がが作作成成ししたたままわわしし読読みみ新新聞聞

（（氏氏名名等等削削除除ののたためめ一一部部加加工工済済））ででああるる。。上上述述ののよよ

ううにに「「ゆゆるるくく、、楽楽ししくく」」ををキキーーワワーードドにに、、自自分分がが気気

ににななっったた記記事事のの切切りり抜抜ききにに自自分分のの考考ええやや感感想想をを添添

ええ、、そそここにに他他者者ががささららににココメメンントトををししたたりり交交流流ししてて

いいくく。。  

  

  

    

北海道新聞 2024年 12月 11日 

 

 

３３．．成成果果とと課課題題  

（（１１））成成果果  

今今年年度度はは、、１１年年生生のの導導入入のの４４時時間間（（総総合合的的なな学学習習

のの時時間間））以以外外のの活活動動はは、、月月にに１１回回のの朝朝のの活活動動時時間間やや

学学期期にに１１時時間間程程度度のの学学活活ななどど、、限限りりああるる機機会会にに短短時時

間間でで行行ななっったた。。活活動動のの型型がが生生徒徒にに浸浸透透ししややすすくく、、一一

定定のの期期間間がが空空いいててももルルーーテティィンンにに沿沿っってて取取りり組組むむ

ここととががででききるるデデザザイインンででああっったたたためめ、、年年度度始始めめにに課課

題題ととししてて挙挙げげてていいたた「「教教師師やや生生徒徒がが変変わわっっててもも一一定定

水水準準ででのの学学習習がが担担保保さされれるる持持続続可可能能なな取取りり組組みみ」」とと

ししてて１１年年間間通通ししてて実実施施ででききたたとと感感じじてていいるる。。  

特特にに、、ままわわしし読読みみ新新聞聞のの活活動動でではは、、好好ききなな記記事事をを

選選びび、、他他者者へへ自自分分のの考考ええをを伝伝ええるる一一方方でで、、友友達達とと意意

見見のの相相違違ががああっったた際際ににもも相相手手のの立立場場ににななっってて考考ええ

のの違違いいをを自自覚覚ししたたりり、、折折りり合合いいををつつけけてて違違いいをを認認めめ

合合っったたりりすするる姿姿ががああっったた。。生生徒徒のの振振りり返返りりかかららもも、、

本本単単元元のの目目標標（（「「学学年年ごごととのの NNIIEE 活活動動をを通通ししてて目目指指

すす姿姿」」））のの達達成成にに近近づづけけたたとと実実感感ししてていいるる生生徒徒がが多多

いいここととがが見見受受けけらられれたた。。  

以以下下はは今今年年度度のの生生徒徒のの振振りり返返りりとと学学年年ごごととのの NNIIEE

活活動動をを通通ししてて目目指指すす姿姿（（思思考考・・判判断断・・表表現現））ででああるる。。

学学年年ごごととにに達達成成度度のの差差ははああるるがが、、気気ににななっったた記記事事にに

つついいてて自自分分のの考考ええをを自自分分ななりりのの言言葉葉でで表表現現すするるここ

ととががででききたた。。次次年年度度はは「「批批判判的的にに考考察察すするる」」ここととにに

視視点点をを置置いいてて学学習習をを進進めめるるここととでで、、生生徒徒のの情情報報活活用用

能能力力のの向向上上ややよよりり深深いい学学びびにに繋繋ががるるとと考考ええるる。。  

【【１１年年生生】】  

●●記記事事のの中中かからら心心をを動動かかさされれたたととこころろをを用用いいてて

自自分分のの考考ええをを表表現現すするる。。  

・・自自分分のの考考ええがが相相手手（（他他学学年年のの人人ににもも））にに伝伝わわっっ

たたりり、、共共感感ししててももららええるるよよううにに相相手手意意識識をを持持っっ

てて書書けけままししたた。。  

・・前前はは自自分分のの好好ききなな所所だだけけ読読んんででいいたたがが、、今今はは見見

たたここととののなないい（（知知ららなないい））記記事事ににつついいててもも考考ええ

らられれるるよよううににななっったた。。実実際際見見ててみみるるとと面面白白いい。。  

・・自自分分たたちちがが住住んんででいいるる地地域域（（北北海海道道やや別別海海町町））

のの記記事事をを気気ににかかけけるるよよううににななっったた。。  
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【２２年年生生】】  

●●他他者者のの意意見見とと自自分分のの考考ええをを比比較較ししてて、、自自分分のの考考

ええをを深深めめるる。。  

・・記記事事のの内内容容にに対対ししてて、、どどううああるるべべききかか自自分分のの考考

ええをを整整理理ししたたりり、、反反対対意意見見やや疑疑問問をを持持っってて読読めめ

るるよよううににななっっててききたた。。  

・・ススママホホでで見見たた内内容容ででもも新新聞聞だだととよよりり詳詳ししくく書書いい

てていいたたりりすするるののでで読読むむよよううににししてていいるる。。  

・・最最近近はは一一通通りりのの記記事事ををささららっっとと読読んんででみみてて、、内内

容容をを理理解解ししたた上上でで自自分分ごごととととししてて捉捉ええるるこことと

ががででききるるよよううににななっったた。。  

【３３年年生生】】  

●●自自分分のの意意見見だだけけででななくく、、他他者者のの意意見見もも取取りり入入れれ

ななががらら、、多多様様なな視視点点かからら自自分分のの考考ええををままととめめ整整

理理すするる。。  

・・内内容容をを読読みみ取取るる力力がが身身ににつついいたたとと思思ううがが、、双双方方

のの視視点点でで考考ええてていいくくとと誤誤っったた認認識識がが減減りり、、よよりり

深深いい理理解解にに繋繋ががるるとと思思っったた。。  

・・世世のの中中でで起起ここっってていいるるここととににつついいてて、、自自分分のの価価

値値観観やや、、自自分分のの住住んんででいいるる地地域域とと比比べべてて考考ええるる

ここととががででききるるよよううににななっったた。。  

・・授授業業でで習習っったたここととととのの関関わわりりがが強強いいももののににつついい

てて書書かかれれてていいるる記記事事をを読読んんでで理理解解がが深深ままるるよよ

ううににししてていいるる。。  

 

（（２２））課課題題  

全全学学年年をを通通ししてて活活動動時時数数やや時時間間がが縮縮小小ししたたこことと

にによよっってて本本校校がが考考ええるる NNIIEE活活動動のの本本質質的的なな意意義義やや目目

標標がが薄薄れれ、、そそのの意意識識がが「「制制限限時時間間内内にに・・沢沢山山のの文文字字

数数をを書書いいてて・・新新聞聞をを完完成成ささせせるるこことと」」にに向向かかっっててしし

ままいい、、活活動動（（成成果果物物のの完完成成・・提提出出））がが目目的的とと捉捉ええてて

ししままっったた生生徒徒もも散散見見さされれたた。。  

次次年年度度はは「「持持続続可可能能なな取取りり組組みみででああるるこことと」」とと「「活活

動動＝＝目目的的ででははななくく、、生生徒徒たたちち自自身身かからら『『〜〜ががででききるる

よよううににななっったた』』やや『『活活動動のの中中でで生生ままれれたた自自分分ななりりのの

新新たたなな問問いい』』をを生生みみ出出すすここととががででききるる学学習習ででああるるここ

とと」」のの両両立立をを目目指指ししたた単単元元計計画画のの作作成成がが課課題題ととななるる。。  

ままたた、、教教師師側側もも NNIIEE活活動動のの中中でで、、生生徒徒一一人人一一人人にに

じじっっくくりりとと問問いい返返ししをを繰繰りり返返しし行行いいななががらら、、めめざざすす

資資質質・・能能力力のの向向上上やや本本校校のの目目指指すす姿姿（（重重点点：：①①AA22熟熟

考考しし考考ええををままととめめるるここととでで、、工工夫夫ししてて表表現現・・行行動動すす

るる  ②②AA33目目的的意意識識をを働働かかせせ、、学学びびをを自自分分のの生生活活ににつつ

ななぐぐ））のの達達成成をを目目指指ししてていいききたたいい。。  

 

 

４４．．おおわわりりにに  

 今今年年度度もも本本単単元元のの実実施施ににああたたりり、、北北海海道道新新聞聞社社のの

出出前前授授業業をを２２度度活活用用ささせせてていいたただだいいたた。。本本単単元元ののねね

ららいいにに合合わわせせてて、、学学習習のの内内容容をを検検討討ししてていいたただだきき、、

生生徒徒のの実実態態にに合合わわせせたたわわかかりりややすすいい授授業業をを通通ししてて

生生徒徒たたちちのの持持つつ新新聞聞へへのの苦苦手手意意識識をを緩緩和和しし、、親親ししみみ

をを持持つつききっっかかけけをを与与ええてて下下ささっったたここととにに感感謝謝申申しし

上上げげるる。。  

  私私自自身身がが新新聞聞とといいうう媒媒体体かからら離離れれ始始めめたた世世代代のの

中中学学生生ででああっったたたためめ、、恥恥ずずかかししななががらら今今年年度度 NNIIEE推推

進進係係ととななりり、、初初めめてて新新聞聞とと向向きき合合いいそそのの教教育育的的価価値値

ににつついいてて考考ええるる機機会会をを与与ええてていいたただだいいたたとと感感じじてて

いいるる。。ここののよよううななごご縁縁ももあありり、、計計画画・・活活動動のの推推進進のの

中中でで、、新新聞聞はは「「自自分分のの考考ええ方方やや価価値値観観をを知知りり、、他他者者

のの考考ええととのの違違いいにに気気づづくくききっっかかけけ」」ををくくれれるる重重要要なな

教教育育ツツーールルででああるるここととをを再再確確認認すするるここととががででききたた。。

今今後後もも「「伝伝ええたたいいここととにに応応じじてて表表現現のの工工夫夫ににつついいてて

考考ええ、、課課題題解解決決にに活活かかそそううととすするる」」ななどど、、「「情情報報活活用用

能能力力」」をを始始めめ、、生生徒徒たたちちにに身身ににつつけけささせせたたいい資資質質・・

能能力力のの育育成成ののたためめにに、、NNIIEE 活活動動をを充充実実ささせせてていいききたた

いいとと考考ええるる。。  
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１１．．ははじじめめにに  

本本校校はは、、十十勝勝平平野野西西部部にに位位置置しし、、６６学学級級  

114422 名名のの生生徒徒がが学学校校生生活活をを送送っってていいまますす。。今今

年年度度ももＮＮＩＩＥＥ実実践践校校のの指指定定をを受受けけ、、授授業業等等でで

のの新新聞聞記記事事のの活活用用やや新新聞聞複複数数紙紙にによよるる閲閲覧覧

ココーーナナーーのの充充実実をを継継続続ささせせるるここととががででききまま

ししたた。。  

今今回回のの実実践践報報告告でではは、、昨昨年年度度かからら継継続続ししてて

取取りり組組んんででいいるる「「かかべべ新新聞聞・・学学級級新新聞聞・・学学習習

新新聞聞にによよるる『『ままととめめ新新聞聞』』とと新新聞聞記記事事をを扱扱っっ

たた『『新新聞聞ススククララッッププ』』のの制制作作」」ににつついいてて紹紹介介

ししまますす。。  

                     

２２．．実実践践のの内内容容  

①①『『かかべべ新新聞聞』』のの制制作作（（２２年年総総合合））  

  本本校校２２学学年年はは郷郷土土学学習習のの一一環環ととししてて総総合合

的的なな学学習習のの時時間間でで「「宿宿泊泊学学習習」」「「職職場場体体験験学学習習」」

「「進進路路学学習習」」ににつついいてて取取りり組組んんででききままししたた。。

特特にに今今年年度度のの「「宿宿泊泊学学習習」」でではは、、足足寄寄町町でで学学

習習ををすするるここととでで、、地地元元ででああるる芽芽室室とと足足寄寄のの相相

違違点点をを見見つつけけ出出しし、、体体験験ししたたここととををももととにに記記

事事をを作作成成しし、、かかべべ新新聞聞ににままととめめるる活活動動をを行行いい

ままししたた。。  

２２年年目目ととななっったたかかべべ新新聞聞制制作作でではは、、昨昨年年以以

上上にに時時間間ををかかけけずずにに内内容容をを深深めめ、、完完成成度度がが高高

いい作作品品にに仕仕上上ががりりままししたた。。ここれれはは昨昨年年のの経経験験

ととととももにに、、タタブブレレッットト端端末末ななどどののＩＩＣＣＴＴ機機器器

ををよよりり良良くく活活用用しし、、生生徒徒のの役役割割分分担担をを明明確確にに

すするるここととでで「「時時間間」」とと「「人人手手」」をを効効率率よよくく配配

分分ででききたたたためめだだとと思思っってていいまますす。。そそししてて、、ここ

のの経経験験はは次次年年度度のの修修学学旅旅行行ののままととめめととししてて

継継続続ささせせたたいいとと考考ええてていいまますす。。  【【昨昨年年にに続続きき制制作作ししたたかかべべ新新聞聞（（２２ＡＡ・・２２ＢＢ））】】  

２２００２２４４年年度度  NNIIEE 実実践践報報告告  

『『ままととめめ新新聞聞』』『『新新聞聞ススククララッッププ』』のの制制作作  
      

                  芽芽室室町町立立芽芽室室西西中中学学校校  教教諭諭  掛掛水水  成成幸幸  

80



②②『『学学級級新新聞聞』』のの制制作作（（２２年年学学級級活活動動））  

  今今年年度度２２学学年年のの新新たたなな取取りり組組みみととししてて、、タタ

ブブレレッットト端端末末をを活活用用ししたた「「学学級級新新聞聞」」のの制制作作

をを行行いいままししたた。。  

学学級級ににああるる報報道道部部のの活活動動ととししてて共共有有編編集集

すするるここととでで記記事事をを同同時時にに作作成成ししななががらら新新聞聞

のの編編集集活活動動をを行行いいままししたた。。「「新新ししいいククララスス紹紹

介介」」「「私私たたちちのの先先生生」」「「宿宿泊泊学学習習やや体体育育祭祭のの紹紹

介介」」ななどどのの記記事事ををススムムーーズズににままととめめるるここととがが

ででききままししたた。。  

「「個個人人目目標標」」でではは一一人人一一人人がが自自分分のの目目標標をを

入入力力しし効効率率的的にに編編集集作作業業をを進進めめままししたた。。  

今今回回はは初初めめててのの取取りり組組みみででししたたがが、、今今後後継継

続続ししてて取取りり組組むむここととでで、、ささららにに内内容容面面がが充充実実

ししたたももののににななるるとと思思わわれれまますす。。  

  

【【生生徒徒がが制制作作ししたた学学級級新新聞聞（（２２ＡＡ・・２２ＢＢ））】】  

  

③③『『学学習習新新聞聞』』のの制制作作（（２２年年理理科科））  

  理理科科でではは長長期期休休業業中中のの課課題題ととししてて「「理理科科偉偉

人人新新聞聞づづくくりり」」ををタタブブレレッットト端端末末でで行行いいまましし

たた。。ロロイイロロノノーートトをを使使いい、、ああたたええらられれたたレレイイ

アアウウトトにに沿沿っっててままととめめるる課課題題ででししたたがが、、自自分分

ででレレイイアアウウトトをを工工夫夫すするる生生徒徒もも見見らられれ、、考考ええ

てて編編集集すするる様様子子がが見見らられれままししたた。。  

【【理理科科でで制制作作ししたた学学習習新新聞聞（（２２年年生生））】】  

  

  

④④『『学学級級新新聞聞』』のの制制作作（（全全学学年年社社会会科科））  

  社社会会科科でではは長長期期休休業業中中のの課課題題ととししてて「「社社会会

科科ままととめめ新新聞聞づづくくりり」」をを手手書書ききでで行行いいままししたた。。

特特にに１１年年生生はは「「国国調調べべ」」ををテテーーママにに行行いいまましし

たた。。記記事事だだけけででななくく、、イイララスストトやや色色使使いいをを工工

夫夫すするるななどど、、ききれれいいにに仕仕上上げげらられれたたももののがが多多

くく見見らられれままししたた。。ままたた、、３３年年生生のの作作品品はは３３年年

間間のの経経験験をを活活かかしし、、完完成成度度がが高高いい作作品品にに仕仕上上

げげらられれてていいままししたた。。  
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⑤⑤『『新新聞聞ススククララッッププ』』のの制制作作（（２２年年社社会会））  

現現在在、、十十勝勝管管内内のの小小中中学学校校でではは十十勝勝毎毎日日新新

聞聞のの協協力力でで、、勝勝毎毎電電子子版版をを利利用用ささせせてていいたただだ

いいてていいまますす。。ここれれをを活活用用しし、、冬冬休休みみのの課課題題とと

ししてて「「新新聞聞ススククララッッププ」」にに取取りり組組みみままししたた。。

今今回回のの新新聞聞ススククララ

ッッププでではは、、事事前前にに

役役割割分分担担をを行行いい、、

「「記記事事係係」」「「要要約約係係」」

「「調調査査係係」」「「思思考考係係」」

のの４４人人でで１１つつのの記記

事事にに対対ししてて取取りり組組

むむとといいうう新新ししいい形形

でで学学習習活活動動にに取取りり

組組みみままししたた。。  

取取りり組組むむ前前にに見見本本

をを提提示示ししままししたた。。ままたた、、

今今回回はは「「共共有有」」ででのの活活

動動ののたためめ、、生生徒徒同同士士がが

作作品品をを随随時時見見合合ううここ

ととでで、、確確認認ししななががらら制制

作作をを行行ううここととががでできき

ままししたた。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

十勝の作品展で

入賞した１年生

の学習新聞。見

出しやイラスト

で読み手を引き

つける内容にな

っている完成度

の高い作品にな

っています。  

十勝の作品展で

最高賞を受賞し

た学習新聞。記

事の内容、レイ

アウトの工夫、

丁寧な仕上げな

ど、全てにおい

て３年間の経験

を活かしてまと

られている作品

です。  
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３３．．成成果果とと今今後後  

①①『『ままととめめ新新聞聞』』のの制制作作ににつついいてて  

「「かかべべ新新聞聞」」はは昨昨年年にに続続いいてて十十勝勝管管内内ののココ

ンンククーールルへへ出出品品しし、、昨昨年年にに続続きき最最高高賞賞をを受受賞賞

すするるここととががででききままししたた。。生生徒徒はは昨昨年年以以上上にに達達

成成感感をを感感じじたたよよううでで、、次次年年度度ににつつななががるる活活動動

ににななっってていいるるとと思思いいまますす。。昨昨年年アアドドババイイススをを

頂頂いいたた「「見見出出ししののつつけけかかたた」」ににつついいててもも、、読読

者者がが興興味味ををももつつよよううなな「「見見出出ししののつつけけかかたた」」

をを協協力力ししてて意意見見をを出出しし合合いいななががらら考考ええてて行行

うう姿姿がが見見らられれままししたた。。  

学学級級活活動動にによよるる学学級級新新聞聞はは、、初初めめててのの取取りり

組組みみででししたたががタタブブレレッットト端端末末をを使使ううここととでで

最最小小限限のの時時間間でで完完成成ささせせるるここととががででききまましし

たた。。今今後後継継続続ししてて制制作作すするるここととでで、、内内容容ややレレ

イイアアウウトトももよよりり良良いいももののににななるるとと思思わわれれまま

すす。。  

教教科科にによよるる学学習習新新聞聞でではは、、個個人人にによよるるままとと

めめ新新聞聞ででああっっててもも、、過過去去のの先先輩輩のの作作品品やや仲仲間間

のの作作品品をを参参考考ににすするるここととでで、、工工夫夫ががみみらられれるる

作作品品がが多多くく、、特特にに３３年年生生のの作作品品はは完完成成度度がが高高

いい作作品品にに仕仕上上げげらられれてていいままししたた。。  

②②『『新新聞聞ススククララッッププ』』ににつついいてて  

新新聞聞ススククララッッププにに取取りり組組んんだだ生生徒徒のの感感想想

ををままととめめててみみるるとと次次ののここととががわわかかりりままししたた。。  

（（１１））新新たたなな知知識識のの獲獲得得  

「「今今回回のの課課題題でで知知ららななかかっったたここととををたたくく

ささんん知知るるここととががででききたた。。ままととめめるるののもも楽楽ししかか

っったた。。」」ととあありり、、普普段段ああままりりニニュューーススをを見見てていい

なないい生生徒徒がが、、新新聞聞をを通通じじてて新新ししいい情情報報をを得得るる

ここととががででききたたここととががわわかかりりままししたた。。  

（（２２））楽楽ししささとと難難ししささのの両両面面  

「「見見出出ししをを考考ええたたりり感感想想をを書書いいたたりり楽楽しし

かかっったたけけどど思思っったたよよりり難難ししかかっったた。。」」ととあありり、、

活活動動がが楽楽ししかかっったた一一方方でで、、見見出出ししやや記記事事ののまま

ととめめがが難難ししいいとと感感じじたたここととががわわかかりりままししたた。。  

（（３３））協協力力のの重重要要性性  

「「４４人人でで協協力力すするるここととががでできき、、難難ししかかっったた

けけどどいいいい経経験験ががででききてて良良かかっったた。。」」ととあありり、、ググ

ルルーーププででのの協協力力がが、、良良いい作作品品をを作作るるたためめにに重重

要要ででああっったたここととががわわかかりりままししたた。。  

（（４４））新新聞聞へへのの興興味味のの喚喚起起  

「「今今回回のの活活動動ででああままりり見見ててここななかかっったた新新

聞聞にに興興味味がが湧湧きき、、楽楽ししくくままととめめにに取取りり組組むむここ

ととががででききたた。。」」ととあありり、、ここのの活活動動をを通通じじてて、、新新

聞聞にに対対すするる興興味味がが高高ままっったたここととががわわかかりりまま

すす。。  

（（５５））今今後後のの意意欲欲  

「「今今後後ももししっっかかりりそそのの日日起起ききたたニニュューースス

をを確確認認ししてていいききたたいい。。」」ととあありり、、活活動動をを通通じじてて

得得たた経経験験をを活活かかしし、、今今後後ももニニュューーススをを追追いいかか

けけたたいいとといいうう意意欲欲がが見見らられれままししたた。。  

 

 

 

 

 

 

 

ここののよよううにに、、生生徒徒はは新新聞聞ススククララッッププをを通通じじ

てて新新ししいい知知識識をを得得るる楽楽ししささとと難難ししささをを体体験験

しし、、協協力力のの重重要要性性をを認認識識ししつつつつ、、今今後後のの活活動動

へへのの意意欲欲をを高高めめるるここととががででききままししたた。。普普段段かか

らら新新聞聞にに触触れれるるここととがが減減っってていいるる中中でで、、新新聞聞

記記事事かからら情情報報をを読読みみ取取りり、、考考ええ、、調調べべるる活活動動

はは、、生生徒徒ににととっってて良良いい経経験験ににななっったたとと思思っってて

いいまますす。。今今後後もも生生徒徒ににはは新新聞聞記記事事にに触触れれるる活活

動動をを取取りり入入れれななががらら、、ＮＮＩＩＥＥのの活活動動実実践践をを行行

いいたたいいとと考考ええてていいまますす。。  

自主的に取り組んだ３年生の作品。今回

３年生は学年としては取り組みませんで

したが、昨年の経験をもとに、自分から

定期的に新聞スクラップに取り組む生徒

が見られました。  
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 ２２００２２４４年年度度  NNIIEE 実実践践報報告告 

    日日常常のの学学びびをを「「社社会会生生活活にに結結びびつつけけるる」」 

                              NNIIEE のの実実践践 

                          浦浦幌幌町町立立上上浦浦幌幌中中学学校校    教教諭諭  中中村村  宏宏喜喜   

  

＊＊ははじじめめにに＊＊ 
 本本校校はは、、２２００２２６６年年度度かからら隣隣接接すするる小小学学校校

ととととももにに「「義義務務教教育育学学校校」」ととししてて新新たたににススタタ

ーートトすするるここととがが決決ままっってていいまますす。。新新たたなな学学校校

ををススタターートトささせせるるににああたたりり、、教教科科のの乗乗りり入入れれ

ななどど、、小小中中のの先先生生方方がが協協力力ししななががらら道道をを切切りり

拓拓いいてていいるるととこころろでですす。。 

  ささてて、、本本校校ででのの新新聞聞提提供供事事業業をを活活用用ししたたＮＮ

ＩＩＥＥのの実実践践はは四四年年目目をを迎迎ええままししたた。。小小学学校校でで

もも「「小小学学生生新新聞聞」」ななどどをを閲閲覧覧ででききるる場場所所もも設設

けけらられれ、、ＮＮＩＩＥＥにに関関ししててもも小小中中間間のの連連携携・・つつ

ななががりりをを模模索索ししてていいるるととこころろでですす。。 

 ここれれままででもも、、「「新新聞聞はは生生ききたた教教材材」」をを合合言言

葉葉にに様様々々なな実実践践にに挑挑戦戦ししててききままししたたがが、、今今年年

度度はは「「よよりり社社会会生生活活にに結結びびつつくく教教科科指指導導」」をを

意意識識ししななががらら実実践践のの推推進進をを行行っっててききままししたた。。

特特にに、、言言語語活活動動のの基基盤盤ととななるる国国語語科科ににおおいいてて

はは、、「「言言葉葉をを豊豊かかにに」」「「語語彙彙力力をを社社会会生生活活にに

もも活活かかせせるるよよううにに」」をを念念頭頭にに、、教教科科ののみみなならら

ずず横横断断的的なな学学習習ととししててもも、、多多様様なな新新聞聞活活用用やや

新新聞聞づづくくりりをを通通ししてて、、「「もものののの見見方方・・考考ええ方方

をを広広げげるる」」授授業業づづくくりりにに結結びびつつけけてて実実践践をを試試

みみままししたた。。 

  

 

新新聞聞ををよよりり 身身近近にに感感じじるるたためめのの掲掲示示 
 

  本本校校でではは、、文文科科省省でで打打ちち出出ししてていいるる「「学学校校

図図書書館館図図書書整整備備計計画画」」通通りり、、⒋⒋月月かからら三三紙紙をを

購購入入ししてていいまますす。。地地方方紙紙二二紙紙（（十十勝勝毎毎日日新新聞聞

・・北北海海道道新新聞聞））、、中中央央紙紙一一紙紙（（朝朝日日新新聞聞））がが

毎毎日日配配達達さされれてていいまますす。。 

 

 よよっってて、、朝朝

日日新新聞聞ににおおいい

ててはは「「朝朝日日中中

高高生生新新聞聞」」をを

新新聞聞提提供供事事業業

でで選選択択ししてていい

まますす。。そそのの他他

ににもも「「読読売売中中

高高生生」」やや「「道道

新新～～ままななぶぶんん～～」」ににもも生生徒徒にに身身近近なな話話題題やや、、

高高校校入入試試にに関関わわるる対対策策ななどどもも読読むむここととががでで

きき、、各各担担任任もも通通信信ななどどでで紹紹介介すするるななどど活活用用のの

幅幅をを広広げげらられれてていいまますす。。 

 ままたた、、ここううししたた「「中中高高生生」」向向ききのの新新聞聞ににはは

““おおすすすすめめのの図図書書””ななどどがが掲掲載載さされれるるここととがが

あありりまますす。。ここううししたた記記事事はは別別にに図図書書室室にに掲掲示示

しし、、委委員員会会活活動動ととししてて図図書書購購入入ななどどにに活活かかしし

たたりり、、購購入入後後のの内内容容解解説説ととししてて使使用用すするるななどど、、

生生徒徒会会のの委委員員

会会活活動動ににももつつ

ななががりりをを持持たた

せせてていいまますす。。 

 

 

 

 

 

 

 

新
聞
掲
載
さ
れ
推
薦
図
書
の
紹

介
と
、
実
際
に
購
入
し
た
図
書 

読売中高生新聞（'24 年 11 月 15 日) 
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新新聞聞でで社社会会ととつつななががりり、、 

語語彙彙をを豊豊かかににすするる国国語語科科のの実実践践よよりり 

～～ココララムムのの速速記記・・速速読読にによよるる視視写写～～ 
 

 昨昨年年成成果果をを上上げげたた新新聞聞活活用用継継続続ととししてて、、４４

月月かからら国国語語のの授授業業のの５５分分をを使使いい「「新新聞聞のの１１面面

ににああるる記記事事のの紹紹介介」」をを行行いいままししたた。。たただだ、、３３

年年生生はは時時数数がが少少なないいたためめ１１週週間間にに一一回回のの実実

施施。。２２年年生生はは朝朝のの会会にに「「今今日日ののニニュューースス」」をを

取取りり入入れれたたたためめ学学級級活活動動へへ移移行行。。よよっってて、、１１

年年生生ののみみ毎毎時時間間のの実実施施ととししままししたた。。 

 発発表表力力ははつついいててききままししたたがが、、本本校校のの課課題題とと

ししてて「「書書くく力力」」「「語語彙彙力力のの低低ささ」」がが挙挙げげらられれ

てていいたたたためめ、、７７月月かかららはは「「ココララムムのの速速読読とと視視

写写」」にに切切りり替替ええままししたた。。 

  「「天天声声人人語語のの書書きき写写ししノノーートト」」をを使使用用しし、、

最最初初はは朝朝日日新新聞聞ののココララムム「「天天声声人人語語」」をを活活用用

ししススタターートト。。 

  ①①  ココララムムはは自自分分でで探探ししてて準準備備ししてておおくく 

  ②②  週週のの初初めめのの国国語語のの時時間間でで、、１１００分分をを使使  

  っってて試試写写ををしし、、残残っったた文文はは家家庭庭学学習習でで行行  

  いい、、最最後後ままでで掛掛けけたたらら合合計計時時間間をを書書いいてて  

  提提出出。。（（期期限限ははそそのの週週内内）） 

  ③③  全全てて試試写写ががででききたたらら、、見見出出ししをを作作っってて  

  みみるる。。 

  ここううししたた流流れれでで展展開開しし、、提提出出さされれたたノノーートト

はは、、特特にに漢漢字字のの誤誤字字・・脱脱字字ををチチェェッッククししてて返返

却却すするるとといいうう形形ををととりりままししたた。。 

  専専門門的的なな用用語語ででのの引引っっ掛掛かかりりはは別別ととししてて、、

１１かか月月（（４４回回））たたつつとと３３年年生生はは８８割割くくららいいをを 

視視写写ででききるるよよううににななっっててききままししたた。。他他のの学学年年

もも、、速速記記ののススピピーードドはは確確実実にに上上ががりりままししたた。。 

  そそここでで、、後後期期（（１１００月月））かかららはは授授業業ででのの時時

間間をを８８分分ととししままししたた。。そそれれででもも１１２２月月ににはは、、

そそのの学学年年もも時時間間内内ににココララムムのの半半分分はは視視写写でできき

るるよよううににななりりままししたた。。 

  ままたた、、後後期期かかららはは「「視視

写写用用ココララムム」」のの場場所所をを

新新設設。。子子どどももたたちちがが興興

味味をを持持ててるる内内容容やや、、国国

語語科科でで出出ててくくるる作作家家やや

作作品品（（下下ののココララムムをを参参

照照））がが顔顔をを出出すすココララムム

ににママーーカカーーをを入入れれ、、「「ここ

れれ知知っっててるる！！」」「「ここのの

人人、、習習っったた！！」」とと選選ぶぶココララムムををすすぐぐにに決決定定でで

ききるるよよううににししままししたた。。 

 更更にに、、時時数数のの違違いいははあありりまますすがが、、提提供供さされれ

てていいるる新新聞聞全全ててののココララムムをを対対象象ととししままししたた。。 

  

朝日新聞（'24 年 12 月 28 日) 

十勝毎日新聞（'25 月 2 月 17 日) 
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最最後後にに、、１１１１月月かかららはは、、書書きき写写ししたた後後にに「「初初

めめてて知知っったた言言葉葉」」やや「「““漢漢字字でで書書ききななささいい””

とと言言わわれれたたらら書書けけるるかか？？」」「「意意味味がが難難ししいい、、

分分かかららななかかっったた言言葉葉」」もも書書きき出出ししたたりり、、そそのの

意意味味をを調調べべるるこことともも、、自自主主的的活活動動（（家家庭庭学学習習））

ととししてて付付けけ加加ええままししたた。。 

 「「春春休休みみのの選選択択課課題題」」ととししててもも、、１１・・２２年年 

生生はは実実施施すするる予予定定でですす。。 

 

広広告告作作りりでで語語彙彙力力・・表表現現力力をを育育ててるる 
～～１１年年生生  国国語語科科～～ 

 新新聞聞のの活活用用はは、、記記事事だだけけででははあありりまませせんん。。

写写真真やや広広告告ななどど、、ああららゆゆるる部部分分がが「「言言語語活活動動

ににつつななががるる活活動動」」ととししてて活活用用可可能能でですす。。 

  1 年年生生でではは「「広広告告をを作作ろろうう」」のの授授業業 1 ヶヶ月月

前前かからら、、教教室室横横のの多多目目的的室室のの壁壁一一面面にに「「新新聞聞

広広告告」」をを貼貼りり出出ししままししたた。。キキャャッッチチココピピーーなな

どどもも重重視視しし、、ででききるるだだけけ「「全全面面広広告告」」をを使使用用

ししままししたた。。 

  ここれれららをを参参考考ししににししななががらら、、各各自自がが「「設設定定

さされれたた会会社社」」ののキキャャッッチチココピピーーをを考考ええ、、ＰＰＣＣ

をを活活用用ししななががらら広広告告作作りりにに挑挑戦戦ししままししたた。。 

  特特にに、、キキャャッッチチココピピーーをを考考ええるる際際ににはは、、２２

種種類類以以上上のの言言葉葉をを候候補補ととししてて挙挙げげ、、仲仲間間かからら

どどちちららのの方方がが良良いいののかかをを聞聞くくななどど、、他他人人のの目目

（（意意見見））もも意意識識ししててのの取取りり組組みみととななりりままししたた。。 

 今今年年度度はは応応用用編編ととししてて、、『『保保健健室室のの広広告告』』

もも作作成成。。養養護護教教諭諭もも掲掲示示ととととももにに、、ココメメンントト

をを加加ええててくくれれままししたた。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聞いたことがあっても、詳し

い内容が分からない言葉は調

べる。社会に出ても使える言

葉を学ぶ機会に。 
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日本経済新聞（'25 年 1 月 9 日) 

北海道新聞（'25 年 2 月 14 日) 
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  教教科科横横断断的的なな学学習習をを意意識識ししたた 

            NNIIEE をを活活用用ししたた実実践践 

１１  キキャャリリアア教教育育をを意意識識ししたた 

            新新聞聞ススククララッッププ（（全全学学年年）） 
 「「新新聞聞ススククララッッププ」」のの取取組組はは、、２２つつのの長長期期

休休業業ででのの課課題題とと連連動動ささせせ実実施施ししままししたた。。「「読読

解解のの力力」」だだけけででななくく｢｢書書くく力力」」やや表表現現力力育育成成にに

結結びびつつけけままししたた。。 

  夏夏休休みみににはは、、学学年年ごごととににテテーーママをを提提示示（（1

年年：：浦浦幌幌町町～～十十勝勝、、２２年年：：十十勝勝～～北北海海道道、、３３

年年：：北北海海道道～～日日本本））、、そそのの中中でで小小テテーーママをを各各

自自設設定定ししままししたた。。 

  ここのの経経験験をを生生かかししななががらら、、冬冬休休みみのの大大テテーー

ママはは、、「「自自分分のの進進路路ににつつななががるる新新聞聞ススククララッッ

ププ」」ととしし、、将将来来をを考考ええななががらら各各自自でで小小テテーーママ

をを設設定定しし、、課課題題解解決決学学習習ととししままししたた。。（（自自らら

のの設設定定課課題題にに沿沿っってて、、１１００以以上上のの記記事事ををチチョョ

イイスス。。）） 

  ここれれらら夏夏・・冬冬をを通通ししたた作作品品はは、、全全十十勝勝ススクク

ララッッププココンンククーールルににもも出出品品さされれ、、最最優優秀秀賞賞ほほ

かか各各学学年年数数名名のの入入賞賞者者がが出出るるななどど、、管管内内ででもも

認認めめらられれるる取取組組ととななりりままししたた。。 

 

 

 

２２  新新聞聞形形式式ででののままととめめ 

  ((1)) ははががきき新新聞聞（（全全学学年年国国語語）） 

 ｢｢書書くく力力」」をを養養ううたためめにに「「ははががきき新新聞聞」」のの取取

組組をを継継続続ししてて行行いいままししたた。。今今年年度度はは国国語語科科のの

「「書書くく」」とと連連携携ささせせ、、２２年年生生のの｢｢投投稿稿原原稿稿をを書書

ここうう」」でではは、、批批判判

的的なな見見方方でで新新聞聞投投

稿稿文文をを書書ききまましし

たた。。ままたた３３年年生生のの

「「ななぜぜ物物語語はは必必要要

ななののかか」」でではは、、自自

分分のの人人生生観観をを踏踏まま

ええたた文文章章をを、、一一文文

のの長長ささにに注注意意しし小小

気気味味のの良良いい文文体体にに

ななるるよよううココンンパパクク

トトににままととめめままししたた。。 

  作作品品はは文文化化祭祭

ででのの教教科科展展示示のの

みみななららずず、、全全国国

中中文文連連のの舞舞台台にに

もも北北海海道道をを代代表表

ししてて出出品品さされれ、、

高高いい評評価価ををいいたた

だだききままししたた。。 

 

 

 

((２２)) 学学級級新新聞聞づづくくりり 

      （（国国語語・・総総合合的的なな学学習習のの横横断断的的なな学学習習）） 

 総総合合的的なな学学習習のの時時間間ででのの発発表表原原稿稿をを時時数数をを

意意識識ししつつつつ「「記記事事原原稿稿」」にに変変ええ、、新新聞聞形形式式にに

ままととめめままししたた。。１１年年生生はは４４ペペーージジ、、２２年年生生はは

６６ペペーージジのの「「学学級級新新聞聞」」ととししてて完完成成ささせせ、、十十

勝勝ののココンンククーールルででもも最最優優秀秀賞賞をを受受賞賞。。 

  ままたた作作品品はは地地域域のの「「公公民民館館ままつつりり」」ででもも掲掲

示示さされれ、、文文章章力力をを評評価価さされれるるだだけけででななくく、、地地

域域のの方方々々にに中中学学

校校ででのの取取りり組組みみ

をを知知っってていいたただだ

くく良良いい機機会会ととなな

りりままししたた。。 

全国中文連中学校総合

文化祭にも全校で出展 

中学校１年生の部では、 

最優秀賞を受賞 

中学校の部では、全学年

で多くの入賞を果たす 
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１１．．ははじじめめにに  

本本校校はは、、「「小小樽樽市市立立北北山山中中学学校校」」「「小小樽樽市市立立

末末広広中中学学校校」」のの２２校校がが統統合合しし、、新新設設校校ととししてて

ススタターートトをを切切っっててかからら８８年年目目をを迎迎ええたた。。教教

育育目目標標をを「「小小樽樽のの未未来来ををつつくくるる北北陵陵生生のの育育

成成」」とと定定めめ、、「「深深くく学学びび、、考考ええ、、表表現現ででききるる

生生徒徒」」「「豊豊かかにに人人ととつつななががりり、、思思いいややりりののああ

るる生生徒徒」」「「たたくくままししくく心心身身をを鍛鍛ええ、、自自ららをを律律

すするる生生徒徒」」をを目目指指すすべべきき姿姿とと捉捉ええ、、故故郷郷小小樽樽

ののままちちづづくくりりのの担担いい手手ととななるる生生徒徒のの育育成成にに

努努めめてていいるる。。  

ししかかしし、、全全国国学学力力・・学学習習状状況況調調査査のの結結果果かか

らら、、本本校校のの生生徒徒はは、、国国語語科科でではは「「書書くくこことと」」

「「読読むむこことと」」のの領領域域がが全全国国平平均均をを下下回回りり、、数数

学学科科ににおおいいててもも理理由由をを説説明明すするる問問題題でで無無解解

答答率率がが高高いいななどどのの課課題題がが明明ららかかににななっってていい

るる。。ままたた「「語語彙彙」」がが不不足足ししてていいたたりり、、言言葉葉をを

紡紡ぐぐ術術がが未未熟熟だだっったたりり、、物物事事のの発発想想のの基基とと

ななるる「「実実体体験験」」にに乏乏ししかかっったたりりとと多多くくのの課課題題

をを抱抱ええてていいるる。。  

ここれれららのの課課題題をを解解決決すするる一一つつのの方方法法ととしし

てて、、教教育育課課程程のの中中にに、、週週にに一一度度ののＮＮＩＩＥＥタタイイ

ムムをを設設定定しし、、「「書書くく活活動動」」「「読読みみ取取るる活活動動」」にに

取取りり組組みみ、、８８年年目目をを迎迎ええたた。。  

２２..  実実践践のの概概要要  

（（１１））教教育育課課程程へへのの位位置置づづけけ  

「「小小樽樽のの未未来来ををつつくくるる北北陵陵生生のの育育成成」」をを目目

指指しし、、本本校校生生徒徒のの「「書書くくこことと」」とと「「読読むむこことと」」

のの領領域域のの課課題題解解決決をを目目指指しし、、教教育育課課程程のの中中にに

「「ＮＮＩＩＥＥタタイイムム」」をを設設定定しし、、毎毎週週金金曜曜日日にに４４  

種種類類ののワワーーククシシーートトにに取取りり組組んんででいいるる。。  

  

（（２２））「「１１２２ののススキキルル」」ととＮＮＩＩＥＥ活活動動  

本本校校のの生生徒徒にに身身ににつつけけささせせたたいいススキキルルをを

「「１１２２ののススキキルル」」ととししてて提提示示ししてておおりり、、学学年年

ごごととにに重重点点をを設設けけ、、教教育育活活動動全全般般でで取取りり組組んん

ででいいるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

そそのの中中ででももＮＮＩＩＥＥ活活動動とと特特にに関関わわりりのの深深

いい項項目目はは次次のの二二つつででああるる。。  

「「主主体体的的にに学学ぶぶ力力をを育育てて、、高高めめるる」」とといいうう

柱柱でではは、、３３年年生生のの重重点点ととししてて、、「「人人のの意意見見をを聞聞

きき、、自自ららのの考考ええをを深深めめるるここととががででききるる」」こことと

をを挙挙げげてていいるる。。ここののススキキルルをを身身ににつつけけるるたためめ

にに、、ＮＮＩＩＥＥのの活活動動をを通通ししてて新新聞聞記記事事かからら意意見見

をを読読みみ取取りり、、そそれれににつついいてて自自分分自自身身のの考考ええをを

持持つつ練練習習がが大大ききくく役役立立っってていいるるとと考考ええらられれ

るる。。  

ままたた、、「「ココミミュュニニケケーーシショョンン能能力力をを向向上上ささ

せせ、、社社会会性性をを高高めめるる」」とといいうう柱柱でではは、、２２年年生生

のの重重点点項項目目ととししてて「「様様々々なな人人やや多多様様なな考考ええをを

受受けけ入入れれ、、関関わわりり合合ううここととががででききるる」」ここととをを

挙挙げげてていいるる。。ＮＮＩＩＥＥのの活活動動をを通通ししてて新新聞聞をを読読

むむここととでで、、多多様様なな考考ええにに触触れれるる機機会会をを得得るるここ

ととににつつななががっってていいるる。。  

２２００２２４４年年度度  ＮＮＩＩＥＥ実実践践報報告告  

新新聞聞をを読読んんでで読読解解力力、、思思考考力力、、表表現現力力をを高高めめるる  

                                                          

小小樽樽市市立立北北陵陵中中学学校校  教教諭諭  窪窪田田  達達大大  
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（（３３））「「ＮＮＩＩＥＥタタイイムム」」でで使使用用すするる４４種種

類類ののワワーーククシシーートトととそそののねねららいい  

【【①①小小樽樽ににつついいててのの記記事事をを読読んんでで考考ええるる】】  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

（（北北海海道道新新聞聞 22002244 年年 55 月月 1188 日日））  

【【②②文文学学的的文文章章かからら心心情情をを読読みみ取取るる】】  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

（（北北海海道道新新聞聞 22002244 年年 88 月月 1166 日日））  

【【③③ココララムムをを読読んんでで自自身身のの意意見見をを書書くく】】  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

（（朝朝日日中中高高生生新新聞聞 22002244 年年 1122 月月 11 日日））  

【【④④ささままざざままなな情情報報にに触触れれ視視野野をを広広げげるる】】  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

（（北北海海道道新新聞聞 22002244 年年 1111 月月 2277 日日））  
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【【ワワーーククシシーートト①①～～④④ののねねららいい】】  

  

（（４４））日日常常的的にに新新聞聞をを目目ににすするる環環境境作作りり  

新新聞聞をを取取っってていいなないい家家庭庭がが年年々々増増ええてていい

くく中中、、生生徒徒がが新新聞聞にに触触れれるる機機会会ををななるるべべくく多多

くく持持つつここととががででききるるよよううにに、、図図書書室室ににはは常常にに

複複数数紙紙ををおおいいてて閲閲覧覧ででききるるよよううににししてていいるる。。  

ままたた、、ババッッククナナンンババーーににつついいててもも手手にに取取りりやや

すすいいよよううにに整整理理ししてて図図書書室室にに置置いいてていいるる。。  

  

（（図図書書室室のの新新聞聞ココーーナナーー））  

  

（（図図書書室室ににああるる閲閲覧覧可可能能ななババッッククナナンンババーー））  

  

廊廊下下やや掲掲示示板板ににもも生生徒徒のの生生活活にに関関わわるる内内

容容やや、、関関心心をを持持っっててほほししいい内内容容ななどどのの新新聞聞記記

事事のの切切りり抜抜ききをを掲掲示示ししてていいるる。。  

 

  

（（職職員員室室前前にに掲掲示示さされれたた新新聞聞のの切切りり抜抜きき））  

  

  

  

（（教教室室前前掲掲示示板板にに貼貼らられれたた新新聞聞のの切切りり抜抜きき））  

 ワワーーククシシーートト   ねねららいい   
①①   小小樽樽ににつついいててのの記記

事事をを読読んんでで考考ええるる

ワワーーククシシーートト  

自自分分たたちちののふふるるささ

ととででああるる小小樽樽ににつつ

いいてて考考ええるる。。  
②②   長長文文をを読読んんでで、、心心

情情をを読読みみ取取るるワワーー

ククシシーートト  

 

文文章章かからら書書きき手手やや

登登場場人人物物等等のの心心情情

をを読読みみ取取るる力力をを身身

ににつつけけるる。。  

③③   新新聞聞ののココララムムをを読読

んんでで、、文文章章をを書書くく

ワワーーククシシーートト  

 

読読みみ取取っったたここととにに

つついいてて自自分分のの意意見見

をを持持ちち、、そそれれをを的的確確

にに表表現現すするる力力をを身身

ににつつけけるる。。  

④④   ささままざざままなな記記事事をを

読読みみ、、情情報報をを読読みみ

取取るるワワーーククシシーートト  

幅幅広広いい社社会会のの動動きき

にに視視野野をを広広げげ、、情情報報

をを的的確確にに読読みみ取取るる

力力をを身身ににつつけけるる。。  
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（（５５））「「どどううししんん記記事事デデーータタベベーーススままなな

bbeellll」」のの活活用用  

  北北海海道道新新聞聞のの「「ままなな bbeellll」」でではは、、過過去去のの新新

聞聞記記事事ををキキーーワワーードド検検索索すするるここととががででききるる

たためめ、、課課題題にに応応じじたた情情報報収収集集やや、、生生徒徒のの興興味味

関関心心にに応応じじたた自自主主的的なな情情報報収収集集活活動動をを行行うう

ここととががででききてていいるる。。  

  国国語語科科でではは昨昨年年度度にに続続きき冬冬休休みみのの宿宿題題とと

ししてて、、タタブブレレッットト端端末末をを利利用用ししてて、、興興味味・・関関

心心をを持持っったた記記事事ににつついいてて、、自自分分のの考考ええををままとと

めめてて作作文文をを書書くく活活動動をを行行っったた。。作作文文作作成成やや作作

文文提提出出ににつついいててもも、、「「ままなな bbeellll」」をを利利用用ししてて

幅幅広広いい時時間間にに取取りり組組むむここととががででききるるたためめ、、そそ

のの日日のの新新聞聞をを読読んんでで興興味味をを持持っったた記記事事ををもも

ととにに作作文文をを書書きき、、そそのの日日ののううちちにに作作文文をを提提出出

すするる生生徒徒もも多多くく見見らられれたた。。  

生生徒徒にに示示ししたた課課題題のの具具体体的的なな内内容容はは次次のの

通通りりででああるる。。  

【【国国語語科科のの冬冬休休みみ課課題題内内容容】】  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

（（生生徒徒がが「「ままなな bbeellll」」でで提提出出ししたた作作文文））  

３３..  今今年年度度（（８８年年目目））のの成成果果  

ＮＮＩＩＥＥをを通通ししてて付付けけたたいい力力はは主主にに、、①①イインン

ププッットトすするる力力（（速速くく、、正正確確にに読読みみ取取るる力力））、、②②

ままととめめるる力力（（キキーーワワーードドをを基基ににイイメメーージジすするる

力力））、、③③アアウウトトププッットトすするる力力（（思思いいをを分分かかりりやや

すすくく伝伝ええるる力力））のの３３点点ででああるる。。  

①①ににつついいててはは、、難難ししいい語語句句のの補補足足説説明明ななどど

がが必必要要ででははああるるもものののの、、毎毎週週のの取取組組をを経経るるここ

ととでで、、すすばばややくく読読めめるるよよううにに成成長長ししてていいくく姿姿

がが見見らられれるる。。②②ににつついいててはは、、文文章章のの内内容容がが自自

分分たたちちににととっってて身身近近ででははなないい話話題題ののとときき等等

はは要要点点をを掴掴みみかかねねてていいるる生生徒徒がが見見らられれるるがが、、

ここれれににつついいててもも回回数数をを重重ねねるるここととでで内内容容理理

解解のの力力がが身身ににつついいてていいくく姿姿がが見見らられれるる。。  

③③ににつついいててもも、、ななかかななかか自自分分のの思思いいやや考考ええをを

持持ててななかかっったた生生徒徒達達もも、、新新聞聞記記事事をを通通ししてて多多

様様なな考考ええ方方にに触触れれるるここととやや、、仲仲間間ととのの意意見見交交

流流をを行行ううここととでで、、自自分分ななりりのの根根拠拠をを持持っってて考考

ええをを書書くくここととががででききるるよよううににななっってていいくく姿姿

がが見見らられれるる。。  

いいずずれれににつついいててもも、、一一回回のの取取組組でですすぐぐにに力力

ががつつくくももののででははなないいたためめ、、次次年年度度ににつついいててもも

複複数数のの取取組組をを継継続続・・発発展展ささせせるるここととでで生生徒徒達達

のの力力をを伸伸ばばししてていいききたたいい。。

○○『『ままなな bbeellll』』でで新新聞聞記記事事をを読読んんでで、、自自

分分のの考考ええををままととめめよようう。。  

手手順順   

①①『『ままなな bbeellll』』をを使使っってて、、自自分分がが興興味味・・

関関心心をを持持ててるる新新聞聞記記事事をを探探ししてて読読むむ。。  

②②  ①①のの新新聞聞記記事事ににつついいてて考考ええたたここととをを

335500 字字以以上上 440000 字字以以内内でで作作文文をを書書くく。。  

③③  ②②のの作作文文はは『『ままなな bbeellll』』内内のの「「作作文文

をを書書くく」」をを利利用用ししてて作作成成すするる。。  

④④作作成成ししたた作作文文はは「「先先生生にに送送るる」」のの機機能能をを

使使っってて提提出出すするる。。  

注注意意事事項項   

※※作作文文のの最最後後にに、、「「出出典典」」ととししてて、、「「新新聞聞記記

事事のの日日付付けけ（（年年月月日日））」」とと「「記記事事のの見見出出

しし」」をを書書いいてて下下ささいい。。  

※※作作文文のの中中でで新新聞聞記記事事をを引引用用すするるとときき

はは、、必必ずず「「」」ををつつけけてて、、自自分分がが書書いいたた部部

分分とと区区別別ががつつくくよよううににししてて下下ささいい。。  
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22002244 年年度度  NNIIEE 実実践践報報告告  

世世のの中中とと子子どどももたたちちををつつななぐぐ社社会会科科学学習習  

～～社社会会科科学学習習ののイイメメーージジ化化ののたためめのの新新聞聞活活用用～～  
 

安安平平町町立立早早来来学学園園  教教諭諭  片片  岡岡  鉄鉄  也也     
 

《《ははじじめめにに》》 
教教室室でで学学ぶぶここととににはは、、新新聞聞ややニニュューーススでで報報

道道さされれてていいるるここととがが少少ななくくなないい。。ししかかしし、、子子

どどももににととっってて、、教教室室でで学学ぶぶ世世のの中中のの出出来来事事とと

実実際際のの出出来来事事ととのの間間ににはは「「距距離離」」ががああるる。。そそ

れれ故故にに、、世世のの中中のの出出来来事事とと自自分分をを「「つつななぐぐ」」

ここととががででききずず、、「「他他人人事事」」ににななっっててししままうう。。  
「「教教室室ででのの学学びび」」がが「「新新聞聞ででのの学学びび」」ををイイ

メメーージジししややすすくくししたたりり、、逆逆にに、、「「新新聞聞ででのの学学びび」」

がが「「教教室室ででのの学学びび」」をを目目にに見見ええるるももののににししたた

りりすするる。。２２つつのの学学びびがが双双方方向向にに世世のの中中ののイイメメ

ーージジ化化をを図図りり、、子子どどももたたちちのの手手にに「「世世のの中中」」

をを届届けけるるたためめにに新新聞聞活活用用にに取取りり組組んんだだ。。  
本本報報告告でではは、、①①災災害害報報道道をを自自分分事事ととししててとと

ららええるるたためめのの防防災災学学習習、、②②新新聞聞をを活活用用ししたた国国

際際理理解解学学習習、、③③中中学学校校ににおおけけるる小小学学生生新新聞聞のの

活活用用ににつついいてて報報告告ししたたいい。。  
 
 
《《実実践践報報告告》》  

1. 災災害害報報道道をを「「体体感感」」すするる防防災災学学習習 
～～自自然然災災害害ににそそななええるるままちちづづくくりり～～  

（（小小学学校校４４年年生生社社会会科科））  

((11)) 活活動動のの概概要要  

〔〔目目的的〕〕  

 自自分分たたちちのの住住むむ地地域域ににおおけけるる大大雨雨にによよるる

自自然然災災害害のの学学習習をを通通ししてて、、全全国国でで多多発発すす

るる大大雨雨にによよるる河河川川のの氾氾濫濫等等のの自自然然災災害害をを

「「体体感感((==イイメメーージジ化化))」」すするる。。  

 地地域域のの自自然然災災害害にに関関すするる新新聞聞記記事事をを提提示示

しし、、自自然然ににはは生生活活にに様様々々なな恵恵みみをを与与ええてて

くくれれるる一一方方でで、、時時ににはは自自然然災災害害をを引引きき起起

ここすす２２つつのの側側面面ががああるるここととにに気気づづくく。。  

 自自然然災災害害にに備備ええるる町町のの取取りり組組みみにに着着目目

しし、、役役場場職職員員かからら大大雨雨にによよるる河河川川のの氾氾濫濫

かからら住住民民のの安安全全をを守守るるたためめににどどののよよううなな

対対策策ををととっってていいるるかかをを知知るる。。  

 地地域域のの自自治治会会のの人人々々にによよるる自自然然災災害害へへのの

備備ええにに着着目目しし、、自自分分たたちちににででききるるここととをを

日日頃頃かからら取取りり組組むむここととのの大大切切ささをを知知るる。。  

〔〔手手順順〕〕  

①① 自自分分のの住住んんででいいるる町町のの自自然然ががももたたららすす恵恵

みみをを振振りり返返っったた後後、、胆胆振振東東部部地地震震やや大大雨雨

にによよるる河河川川のの氾氾濫濫にに関関すするる自自然然災災害害のの新新

聞聞記記事事のの写写真真をを提提示示。。自自然然はは恵恵みみとと災災害害

のの２２つつのの側側面面ががああるるここととにに気気づづかかせせるる。。  

②② 自自分分のの住住むむ地地域域でではは、、災災害害にに備備ええるるたためめ

にに町町のの職職員員やや自自治治会会のの人人たたちちががどどののよようう

なな対対策策ををととっってていいるるかかをを知知るる。。  

③③ フフィィーールルドドワワーーククににおおいいてて地地域域でで発発生生しし

たた大大雨雨にによよるる災災害害ををイイメメーージジすするるこことと

でで、、全全国国各各地地のの災災害害をを自自分分事事ととししててととらら

ええるる。。（（pp２２写写真真））  

④④ 「「非非常常持持ちち出出しし袋袋」」やや「「家家ででのの危危なないいとと

こころろ探探しし」」ににつついいてて家家族族とと話話しし合合いい、、自自

分分のの命命をを守守るるここととのの大大切切ささをを家家族族でで共共有有

すするる。。  
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(2) 活動の振り返り 

〔成果〕 

・ 新新聞聞ややニニュューーススななどどのの報報道道でで知知るる「「大大雨雨

にによよるる河河川川のの氾氾濫濫」」はは、、子子どどももたたちちがが災災

害害のの大大ききささををイイメメーージジすするるここととがが難難ししかか

っったた。。ししかかしし、、実実際際にに川川ににフフィィーールルドドワワ

ーーククにに行行くくここととでで、、新新聞聞報報道道さされれたた自自然然

災災害害をを身身近近ななももののととししてて「「体体感感」」すするるここ

ととががででききたた。。  

 

 

〔課題〕 

・ フフィィーールルドドワワーーククをを通通ししててイイメメーージジ化化がが

図図れれるるハハザザーードドがが水水害害やや土土砂砂災災害害とと限限らら

れれてていいるるののでで、、新新聞聞報報道道さされれてていいるる他他のの

ハハザザーードドににつついいててイイメメーージジ化化をを図図るるたためめ

にに工工夫夫がが必必要要だだっったた。。  

〔〔児児童童･･保保護護者者のの振振りり返返りりかからら〕〕  

※ 学学習習ののままととめめ発発表表がが参参観観日日だだっったたののでで、、保保護護

者者かからら感感想想ををいいたただだきき掲掲載載。。  

・ ここのの学学習習でで災災害害がが起起ききたた時時にに備備ええらられれるる

とと考考ええたた。。ここれれをを多多くくのの人人にに伝伝ええてていいきき

たたいいななああとと思思いいままししたた。。（（児児童童））  

・ 非非常常持持ちち出出しし袋袋のの中中身身をを家家のの人人だだけけににまま

かかせせなないいでで、、自自分分もも家家族族とと協協力力ししてて考考ええ

たたいい。。（（児児童童））  

・ 「「自自分分のの身身はは自自分分でで守守るる」」。。大大人人もも子子どどもも

もも「「備備ええるる」」意意識識ははととててもも大大切切だだととああらら  

たためめてて思思いいままししたた。。（（保保護護者者））  

・ 災災害害をを経経験験ししてていいまますすがが、、時時がが経経つつににつつ

れれ忘忘れれてていいるるここととががあありりままししたた。。今今一一度度

家家族族でで話話しし合合いいたたいいでですす。。（（保保護護者者））  

  

 
2. 新新聞聞をを活活用用ししたた国国際際理理解解学学習習 
(1) 活動の概要 

〔目的〕 
・ 中中学学校校公公民民的的分分野野「「私私たたちちとと国国際際社社会会のの

諸諸課課題題」」のの学学習習後後、、自自分分たたちちがが生生ききてていい

るる今今のの世世のの中中でで、、どどののよよううなな問問題題がが起起ここ

っってていいるるののかか新新聞聞かからら考考ええるるここととににしし

たた。。ここのの活活動動をを通通ししてて、、教教科科書書でで学学んんだだ

世世界界のの諸諸課課題題がが自自分分のの生生活活にに「「接接続続」」しし

てていいるるここととをを気気づづかかせせ、、「「自自分分事事」」ととししてて

考考ええるる機機会会ととししたたいい。。  
〔手順〕 
①① 『『道道新新ででワワーーククシシーートト』』かからら「「環環境境」」「「平平

和和」」「「食食料料」」「「防防災災」」にに関関連連すするるワワーーククシシ

ーートトをを選選ぶぶ。。  
②② 『『道道新新ででワワーーククシシーートト』』のの記記事事読読みみ、、気気

ににななるる箇箇所所にに線線をを引引いいたたりり、、書書きき込込んんだだ

りりすするる。。  
③③ 選選んんだだ『『道道新新ででワワーーククシシーートト』』にに関関連連すす

るる記記事事をを探探しし、、自自分分のの選選んんだだテテーーママにに関関

すするる課課題題をを解解決決ししてていいくくたためめにに何何がが自自分分

ににははででききるるののかかをを考考ええるる。。  
〔国際問題の『道新でワークシート』〕 

 № 新聞見出し 

環
境 

1238 気候変動 トムラウシ 縮む残雪 
1237 COP29＊年 46 兆円拠出 途上国

「失望」＊温暖化対策 要求程遠く

＊先進国と対立鮮明 
1216 道内再エネ 初の 4 割超＊昨年度発

電量＊送電網の増強課題 
1215 地球温暖化のペース最悪に 
1207 蓄電池接続希望 1.8 倍に 
1199 温暖化 サケの成長阻害 

平
和 

1231 被団協に平和賞 核なき世界へ努

力 評価 

浸水深 

昭和 56 年の大雨によって地域を流れる安平川が氾濫した

ことを町職員から聞き、自分たちがいま立っている場所の

はるか頭上まで浸水したことに驚く早来学園４年生児童。 
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 № 新聞見出し 

食
料 

1223 食料自給率 3 年連続 38％ テンサ

イ糖度低下影響 
1219 道内コンブ生産量減少 漁の中止や

期間短縮 
1186 襟裳岬 豊かな森へ挑戦続く 

防
災 

1194 ハザードマップ 進むウェブ化 
1182 被災者支援に寝袋発送＊能登地震

＊札幌市が 1 万 2 千枚 
1179 SNS デマ 被災地不安 正義感で

拡散、混乱助長 

 

 

 
 
(2) 活動の振り返り 

〔成果〕 

・ 新新聞聞記記事事をを通通ししてて、、世世界界でで起起ききてていいるる

様様々々なな出出来来事事のの関関係係性性をを発発見見ででききたた。。  
・ 自自分分たたちちのの身身近近なな地地域域のの課課題題がが、、世世界界のの

出出来来事事ととつつななががっってていいるるここととにに気気づづくくここ

ととががででききたた。。  
〔課題〕 

・ 各各テテーーママ（（環環境境・・平平和和・・食食料料・・防防災災））のの

新新聞聞記記事事がが多多いい時時期期とと少少なないい時時期期ががああるる

ののでで、、新新学学期期かからら新新聞聞記記事事をを各各テテーーママにに

分分類類ししてて保保管管ししてておおくくとと良良かかっったた。。  
・ 新新学学期期かからら生生徒徒一一人人一一人人にに自自分分のの関関心心のの

ああるるテテーーママをを決決めめささせせ、、11 年年間間そそのの記記事事をを

追追いい続続けけ、、探探求求ししてていいくく方方ががよよりり学学習習をを

深深めめらられれたた。。  
〔〔生生徒徒のの振振りり返返りりかからら〕〕  

・ 温温暖暖化化がが、、昆昆布布とといいうう食食料料問問題題ににつつなながが

りり、、ささららにに和和食食とといいうう日日本本のの食食文文化化ににもも

影影響響をを与与ええるるここととをを知知りり、、様様々々なな世世界界のの

問問題題ががつつななががっってていいるるここととががわわかかっったた。。  
・ 温温暖暖化化のの人人間間へへのの影影響響だだけけししかかみみてていいなな

かかっったたがが、、自自然然界界全全体体にに関関わわるるここととででああ

るるここととにに気気づづかかさされれたた。。  
 
3. 中中学学校校ににおおけけるる小小学学生生新新聞聞のの活活用用 

～～｢｢知知るる｣｣新新聞聞活活用用とと｢｢深深めめるる｣｣新新聞聞活活用用～～ 
(1) 活動の概要 

〔目的〕 
・ 中中学学校校ででのの学学習習内内容容がが、、実実際際のの社社会会でではは

どどののよよううににおおここっってていいるるののかかをを「「知知るる」」

場場面面でではは全全国国紙紙をを、、学学習習内内容容をを深深めめるる場場

面面でではは小小学学生生新新聞聞をを活活用用しし、、学学習習目目標標にに

応応じじてて使使いい分分けけるる。。  
〔〔手手順順〕〕  
①① 学学習習内内容容にに関関連連すするる全全国国紙紙でで説説明明すするる。。  

 
産経新聞 2024 年 11 月 12 日 

②② 日日本本のの内内閣閣総総理理大大臣臣のの決決めめ方方ととアアメメリリカカ

のの大大領領のの決決めめ方方をを比比較較すするるたためめにに、、小小学学

生生新新聞聞をを活活用用ししてて理理解解をを深深めめるる。。  

北海道新聞 NIE ホームページの「ワークシート」からダウ

ンロード。記事だけではなくて、関連する設問があり、グ

ループでの話し合いに活用できる。 
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朝日小学生新聞 2024 年 11 月 4 日 

③ 全全国国紙紙でで調調べべたた当当選選者者数数やや政政党党議議席席数数

をを、、小小学学生生新新聞聞ののワワーーククシシーートトのの紙紙面面にに

記記入入すするるここととでで内内容容のの意意識識化化をを図図るる。。（右

写真） 
 
(2) 活動の振り返り 

〔成果〕 

・ 義義務務教教育育学学校校ででああるるここととかからら小小学学生生のの新新

聞聞活活用用をを念念頭頭ににおおいいてて、、小小学学生生新新聞聞購購読読

をを希希望望ししたた。。小小学学生生新新聞聞はは図図版版もも多多くく、、

分分かかりりややすすくく解解説説ししてていいるるののでで、、中中学学生生

がが学学習習内内容容をを定定着着ささせせたたりり、、深深めめたたりりすす

るる際際のの教教材材ととししててもも効効果果的的ででああっったた。。  
・ 授授業業ででのの学学習習内内容容がが世世のの中中のの出出来来事事ととどど

ののよよううににつつななががっってていいるるかか興興味味ををももつつここ

ととががででききたた。。  
〔課題〕 

 新新聞聞のの時時系系列列ででははななくくてて、、どどのの単単元元ででどど

ののよよううなな新新聞聞記記事事をを扱扱ううかか年年間間指指導導計計

画画のの中中でで位位置置づづけけてて新新聞聞をを活活用用すするる方方

法法とと、、「「いいまま世世のの中中でで起起ここっってていいるるこことと」」

とといいううタタイイムムリリーーなな教教材材ととししててのの新新聞聞

活活用用方方法法のの２２つつのの方方法法でで活活用用ししてていいっっ

たた方方がが良良かかっったた。。  

 教教師師のの新新聞聞紹紹介介だだけけででははななくく、、新新聞聞記記事事

をを生生徒徒がが自自らら選選びび、、主主体体的的にに世世のの中中のの出出

来来事事ににつつななががっってていいけけるる手手立立ててをを講講じじ

たた方方がが良良かかっったた。。 

〔生徒の振り返りから〕 

・ いいまま学学習習ししてていいるる内内容容にに関関心心ががももててるるよよ

ううににななっったた。。  

・ ７７･･８８年年生生（（中中１１･･２２））でで勉勉強強ししたた地地理理やや

歴歴史史のの内内容容をを９９年年((中中３３))でで新新聞聞をを読読むむここ

ととででよよくくわわかかっったた。。  

 

 

 

毎日北海道小学生新聞 2024 年 10 月 26 日･29 日 

総選挙前の紙面(上)がワークシート形式になって

おり、選挙結果をワークシートに記入することが

できる。総選挙後、開票結果が掲載された紙面（下）

は紙面レイアウトが選挙前の紙面と同じなので見

比べやすい。 
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１．はじめに 

  本本校校はは、、北北海海道道札札幌幌市市のの東東区区にに位位置置ししてておおりり、、各各

学学級級１１学学年年、、全全校校児児童童１１００８８名名のの小小規規模模特特認認校校ででああ

るる。。ままたた、、昨昨年年度度かからら札札幌幌市市初初のの義義務務教教育育学学校校「「札札

幌幌市市立立義義務務教教育育学学校校福福移移学学園園」」ととししてて新新たたななススタターー

トトをを切切っったた。。  

  

２.児童（生徒）の様子 

  本本校校はは、、義義務務教教育育学学校校でで小小規規模模特特認認校校ののたためめ、、ほほ

ぼぼ変変わわららぬぬメメンンババーーでで９９年年間間をを過過ごごすすここととににななるる。。

環環境境がが変変わわららなないいたためめ安安心心ししてて学学校校生生活活をを送送れれるる

一一方方でで、、ずずっっとと一一緒緒だだかかららここそそ集集団団ををよよりりよよくくししてて

いいここううとといいうう意意識識やや社社会会にに参参画画ししよよううととすするる意意識識

をを高高めめてていいくくここととがが難難ししいい実実態態ががああっったた。。ままたた、、情情

報報収収集集＝＝イインンタターーネネッットトとといいうう意意識識がが強強くく、、全全ててイイ

ンンタターーネネッットトでで解解決決ししよよううととすするる姿姿もも見見らられれたた。。そそ

ここでで、、新新聞聞をを活活用用すするるここととでで社社会会をを知知りり、、社社会会にに目目

をを向向けけ、、社社会会にに参参画画ししよよううととすするる子子どどももたたちちにに、、まま

たた、、様様々々なな方方法法をを用用いいてて情情報報をを集集めめ、、集集めめたた情情報報をを

取取捨捨選選択択ししてて活活用用ででききるる子子どどももたたちちににななっっててももらら

いいたたいいとといいうう思思いいかからら、、NNIIEE 教教育育実実践践指指定定校校ととししてて

取取組組ををススタターートトししたた。。昨昨年年度度のの取取組組をを通通ししてて、、少少しし

ずずつついいろろいいろろなな学学年年でで新新聞聞がが活活用用さされれるるよよううにになな

っっててききたたののでで、、今今年年度度はは、、１１〜〜９９年年生生のの発発達達段段階階にに

合合わわせせててどどののよよううにに活活用用ででききるるののかかをを探探るるここととにに

ししたた。。  

 

３．実践の内容 

①①  ５５年年生生社社会会科科「「自自然然条条件件とと人人々々ののくくららしし」」のの実実

践践 

  ５５年年生生のの児児童童はは、、４４年年生生のの時時にに国国語語科科やや社社会会科科、、  

  

総総合合的的なな学学習習のの時時間間でで新新聞聞をを活活用用ししてていいたたののでで、、今今  

年年度度はは、、「「ままなな bbeellll」」をを授授業業のの中中でで活活用用ししたたいいとと思思

いい、、社社会会科科「「自自然然条条件件とと人人々々ののくくららしし」」のの学学習習でで実実

践践ししたた。。  

  低低地地のの暮暮ららししににつついいてて学学んんだだああとと、、自自分分たたちちのの地地

域域ににつついいてて調調べべててみみるるとと、、実実はは「「福福移移」」もも低低地地ででああ

るるここととにに気気付付きき、、「「福福移移もも昔昔はは洪洪水水ががああっったたののかかなな。。」」

「「福福移移もも洪洪水水をを克克服服ししたたっっててここととかかなな。。」」「「石石狩狩川川のの

工工事事ををししたたんんじじゃゃなないいかかなな。。」」「「ももししかかししてて昔昔はは農農業業

ももささかかんんだだっったたののかかなな。。」」ななどど、、たたくくささんんのの疑疑問問がが子子

どどももたたちちかからら出出ててききたた。。資資料料をを読読んんだだりり、、実実際際にに堤堤

防防をを見見にに行行っったたりりししてて情情報報をを集集めめるるとと、、福福移移がが洪洪水水

をを克克服服すするるたためめににささままざざままなな努努力力やや工工夫夫ををししててきき

たたここととやや福福移移はは湿湿地地帯帯だだっったたここととななどどがが分分かかっってて

ききたたがが、、手手元元ににああるる資資料料だだけけででははそそれれ以以上上ののここととがが

分分かかららななかかっったた。。そそここでで、、新新聞聞デデーータタベベーーススをを使使いい、、

福福移移のの湿湿地地ににつついいてて調調べべててみみるるとと、、今今ままでで得得らられれなな

かかっったた情情報報をを得得るるここととががででききたた。。新新聞聞はは、、地地域域のの学学

習習ににおおいいててもも非非常常にに役役立立つつここととがが分分かかっったた。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  学学習習のの後後半半はは、、ままなな bbeellll のの新新聞聞作作成成機機能能をを活活用用

ししてて分分かかっったたこことと、、考考ええたたここととををデデジジタタルル新新聞聞ににまま

２２００２２４４年年度度  NNIIEE実実践践報報告告  

義義務務教教育育学学校校ににおおけけるる発発達達段段階階をを考考ええたた新新聞聞のの活活用用  

〜〜９９年年間間でで社社会会にに参参画画ししよよううととすするる子子どどももたたちちにに〜〜  

                        札札幌幌市市立立義義務務教教育育学学校校福福移移学学園園  教教諭諭  福福本本  勇勇太太  
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ととめめたた。。新新聞聞作作成成機機能能はは、、見見出出ししのの位位置置やや資資料料のの位位

置置、、字字数数がが決決ままっってていいるるののでで、、新新聞聞のの内内容容をを考考ええるる

ここととにに時時間間をを使使ううここととががででききたた。。ままたた、、自自然然とと新新聞聞

にに関関すするる知知識識もも身身にに付付いいてていいっったた。。一一人人一一人人がが自自分分

にに合合っったた型型をを選選ぶぶここととががでできき、、書書ききななががらら修修正正すするる

ここととももででききるるののでで、、新新聞聞作作りりがが苦苦手手なな子子もも抵抵抗抗感感なな

くく取取りり組組むむここととががででききたた。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  新新聞聞完完成成後後はは、、互互いいにに新新聞聞をを見見合合っってて気気付付いいたたここ

ととやや感感じじたたここととをを伝伝ええ合合うう時時間間ををととっったた。。友友達達ととのの

交交流流をを通通ししてて、、新新たたなな見見方方やや考考ええ方方にに気気付付きき、、自自分分

のの学学びびをを見見つつめめ直直すすここととががででききたた。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  交交流流後後はは、、学学んんだだここととををももととにに「「伝伝ええたたいいここととがが

よよりり伝伝わわるる新新聞聞ににすするるににははどどううすすれればばいいいいかか。。」」をを

考考ええ、、新新聞聞のの修修正正をを行行いい、、「「ままなな bbeellllでで作作ろろうう！！新新

聞聞ココンンククーールル」」にに応応募募ししたた。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

新新聞聞デデーータタベベーースス、、新新聞聞作作成成機機能能をを活活用用すするるこことと

でで、、自自分分たたちちのの地地域域ににつついいててよよりり詳詳ししくく調調べべ、、発発信信

すするるここととががででききたた。。子子どどももたたちちがが生生きき生生ききとと学学びびをを

進進めめるる姿姿かからら、、新新聞聞とと地地域域学学習習のの親親和和性性のの高高ささをを感感

じじたた実実践践ととななっったた。。  

  

②②  ３３年年生生総総合合的的なな学学習習のの時時間間「「札札幌幌野野菜菜博博士士にになな

ろろうう」」のの実実践践  

  ３３年年生生はは、、総総合合的的なな学学習習のの時時間間「「札札幌幌野野菜菜博博士士にに

ななろろうう」」のの学学習習でで新新聞聞作作成成にに取取りり組組んんだだ。。札札幌幌のの野野

菜菜ににつついいてて、、農農家家のの方方にに話話をを聞聞いいたたりり、、自自分分たたちちでで

野野菜菜をを育育ててたたりりししてて分分かかっったたこことと、、考考ええたたここととをを札札

幌幌市市民民ののみみななささんんににもも知知っっててももららいいたたいいとといいうう思思

いいかからら、、学学習習ししたたここととをを新新聞聞ににままととめめ、、「「小小学学生生新新聞聞

ググラランンププリリ」」にに応応募募ししたた。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  ここのの経経験験がが他他のの学学習習ににももつつななががりり、、社社会会科科でで玉玉ねね

ぎぎ新新聞聞をを作作っったたりり、、係係活活動動でで新新聞聞をを作作っったたりりとと、、ささ
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ままざざままなな活活動動へへとと広広ががっってていいっったた。。  

③③  ４４年年生生社社会会科科「「水水ははどどここかからら」」のの実実践践  

  ４４年年生生はは、、国国語語科科「「新新聞聞をを作作ろろうう」」のの学学習習でで新新聞聞

のの特特徴徴やや書書きき方方をを学学びび、、そそのの学学びびをを生生かかししてて社社会会科科

「「水水ははどどここかからら」」のの時時間間ににかかべべ新新聞聞をを作作成成しし、、「「わわたた

ししたたちちののくくららししとと水水  かかべべ新新聞聞ココンンテテスストト」」にに応応募募

ししたた。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

④④  新新聞聞にに触触れれるる環環境境作作りり  

誰誰ももがが気気軽軽にに新新聞聞にに触触れれるるここととががででききるるよよううにに

２２年年前前かからら始始めめたた新新聞聞ココーーナナーーのの設設置置、、新新聞聞記記事事をを

紹紹介介すするるココーーナナーーのの設設置置、、ままなな bbeellll をを開開いいてて今今日日

のの一一面面をを読読むむ時時間間のの設設定定ななどどはは、、今今年年度度もも継継続続ししてて

取取りり組組んんだだ。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

４４．．成成果果とと課課題題  

（（１１））成成果果  

①①  日日常常のの中中ででのの新新聞聞活活用用のの広広ががりり  

  学学習習のの中中でで新新聞聞をを活活用用すするる機機会会をを増増ややししたたりり、、いい

つつででもも誰誰ででもも新新聞聞をを手手にに取取っってて読読めめるる環環境境をを作作っっ

たたりりとと、、新新聞聞にに触触れれるる機機会会をを増増ややししたたここととでで、、朝朝読読

書書のの時時間間、、係係活活動動ななどど、、日日常常のの中中でで当当たたりり前前ののよようう

にに新新聞聞をを活活用用すするる姿姿がが見見らられれるるよよううににななっっててききたた。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

②②  新新聞聞をを活活用用すするる学学年年のの広広ががりり  

  ３３年年間間のの取取組組をを通通ししてて、、新新聞聞のの活活用用がが少少ししずずつつ学学

校校全全体体にに広広ががっっててききたたよよううにに感感じじるる。。日日常常生生活活のの中中

ででのの活活用用だだけけででははななくく、、国国語語科科やや社社会会科科、、総総合合的的なな

学学習習のの時時間間ななどど、、学学習習のの中中ででもも積積極極的的にに新新聞聞をを活活用用

すするる学学年年がが増増ええててききたた。。ままたた、、紙紙のの新新聞聞ととデデジジタタルル

のの新新聞聞のの両両方方をを活活用用すするる学学年年もも増増ええててききたた。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

③③  ささままざざままなな活活動動へへのの広広ががりり  

  新新聞聞のの取取組組はは、、係係活活動動やや家家庭庭学学習習ににもも広広ががっってていい

るる。。３３年年生生はは、、後後期期かからら「「新新聞聞係係」」がが誕誕生生しし、、ままなな
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bbeellllをを活活用用ししててデデジジタタルル新新聞聞をを発発行行ししてていいるる。。ままたた、、

６６年年生生もも係係活活動動ででままなな bbeellll をを活活用用ししてていいるる。。４４年年

生生はは、、家家庭庭学学習習ででままなな BBeellllをを活活用用しし、、学学んんだだここととをを

新新聞聞形形式式ででままととめめるる子子どどももたたちちがが出出ててききたた。。新新聞聞がが

「「生生活活ををよよりりよよくくすするる」」「「学学習習ををよよりりよよくくすするる」」こことと

にに繋繋ががっったた。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

④④  社社会会にに参参画画ししよよううととすするる意意識識のの高高ままりり  

  ２２年年生生はは生生活活科科でで、、３３年年生生はは総総合合的的なな学学習習のの時時間間

でで、、４４年年生生はは家家庭庭学学習習でで、、５５年年生生はは国国語語科科でで、、６６年年

生生はは総総合合的的なな学学習習のの時時間間でで新新聞聞作作成成にに取取りり組組みみ、、２２

〜〜６６年年生生のの全全ててのの児児童童がが「「小小学学生生新新聞聞ググラランンププリリ」」

にに応応募募ししたた。。新新聞聞をを通通ししてて社社会会にに興興味味ををももちち、、社社会会

をを知知りり、、社社会会ににつついいてて考考ええるる機機会会がが増増ええたたここととでで、、

学学校校のの中中でで学学びびをを完完結結すするるののででははななくく、、学学んんだだこことと

やや考考ええたたここととをを地地域域やや札札幌幌市市のの方方々々ににもも伝伝ええたたいい

とと発発信信すするるよよううににななりり、、子子どどももたたちちのの視視野野がが学学校校かか

らら社社会会全全体体へへとと広広ががっったた。。「「自自分分たたちちににももででききるるここ

ととががああるる」」とと、、自自らら社社会会にに参参画画ししよよううととすするる意意識識がが

高高ままっっててききたたよよううにに感感じじるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

（（２２））課課題題  

①①  各各教教科科ににおおけけるる新新聞聞のの活活用用  

  昨昨年年度度よよりりもも各各教教科科のの学学習習のの中中でで新新聞聞をを活活用用すす

るる機機会会がが増増ええててききたたがが、、どどのの教教科科ののどどのの場場面面でで活活用用

すするるととよよりり効効果果的的かかとといいううととこころろままでではは考考ええるるここ

ととががででききずず、、各各学学年年のの先先生生にに任任せせっっぱぱななししににななっってて

ししままっったた。。各各教教科科のの学学習習のの中中ででよよりり効効果果的的にに新新聞聞をを

活活用用ででききるるよよううににすするるたためめにに、、ままずずはは、、各各教教科科でで育育

ててたたいい資資質質・・能能力力をを考考ええたたととききにに、、新新聞聞とといいううツツーー

ルルががどどのの教教科科ののどどのの場場面面でで、、どどうう活活用用ででききそそううかかをを

教教員員間間でで共共有有ししたたいい。。そそししてて、、ささままざざままなな教教科科でで新新

聞聞をを活活用用ししててみみるるここととでで、、各各教教科科ににおおけけるる効効果果的的なな

新新聞聞活活用用ににつついいてて探探っってていいききたたいい。。  

  

②②  学学校校全全体体ででのの取取組組へへとと広広げげてていいくく  

  ３３年年間間取取りり組組んんででききたたここととでで、、間間違違いいななくく新新聞聞をを

活活用用すするる取取組組がが広広ががっっててききたた。。ししかかしし、、ままだだ学学校校全全

体体ででのの取取組組ままでで広広げげるるここととははででききてていいなないい。。各各学学年年

でで新新聞聞をを活活用用ででききそそううななととききにに活活用用すするるとといいうう担担

任任任任せせのの取取組組ででははななくく、、１１年年生生〜〜９９年年生生ののどどのの学学年年

ででもも新新聞聞をを活活用用ででききるるよよううににししてていいききたたいい。。そそののたた

めめにに、、ままずずはは新新聞聞をを活活用用すするるここととででどどののよよううなな力力がが

身身ににつつくくかかをを明明確確ににすするる。。そそれれををももととにに、、どどのの学学年年

ででどどののよよううにに新新聞聞をを活活用用ししてていいけけそそううかかをを考考ええ、、教教

員員間間でで共共有有すするる。。そそううすするるここととでで、、１１〜〜９９年年生生のの発発

達達段段階階にに合合わわせせてて新新聞聞をを活活用用ででききるるよよううににしし、、学学校校

全全体体ででのの取取組組へへとと広広げげてていいききたたいい。。  

  

５５．．おおわわりりにに  

３３年年間間のの取取組組をを通通ししてて、、新新聞聞がが子子どどももたたちちににととっっ

てて身身近近ななももののににななっっててききたた。。新新聞聞はは、、単単ななるる情情報報収収

集集のの手手段段のの一一つつででははななくく、、効効果果的的にに活活用用すするるここととでで

地地域域のの学学習習ににもも役役立立ちち、、ささららににはは学学習習やや生生活活そそののもも

ののををよよりりよよくくすするるここととががででききるるツツーールルででああるるこことと

をを改改めめてて実実感感ししたた。。ここれれかかららもも、、子子どどももたたちちがが新新聞聞

をを通通ししてて様様々々なな力力をを身身にに付付けけらられれるるよよううにに、、発発達達段段

階階をを考考ええ、、義義務務教教育育学学校校だだかかららここそそででききるるここととにに積積

極極的的にに取取りり組組んんででいいききたたいい。。   
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１１．．ははじじめめにに  

 本本校校はは、、富富良良野野市市のの南南東東部部にに位位置置すするる広広大大なな自自然然

林林をを有有すするる東東京京大大学学北北海海道道演演習習林林にに隣隣接接すするる東東山山

地地区区にに開開設設さされれたた義義務務教教育育学学校校ででああるる。。令令和和４４年年４４

月月にに「「樹樹海海小小学学校校」」とと「「樹樹海海中中学学校校」」がが統統合合さされれ義義

務務教教育育学学校校ととししてて開開校校ししたた。。ＮＮＩＩＥＥ活活動動ににおおいいててはは、、

旧旧樹樹海海中中学学校校ででのの実実践践をを基基本本にに５５年年生生かからら９９年年生生

でで実実施施しし、、今今年年度度はは３３年年目目のの取取組組ととななるる。。新新聞聞をを活活

用用ししてて、、情情報報ににじじっっくくりり向向きき合合いい主主体体的的にに読読みみ解解くく

力力のの向向上上をを目目指指すすこことと、、ままたた、、社社会会にに興興味味ををももちち、、

そそれれををよよりりよよくくししてていいここううととすするる課課題題意意識識やや学学習習

意意欲欲をを高高めめるる活活動動にに努努めめたた。。  

  

２２..児児童童生生徒徒のの実実態態ととＮＮＩＩＥＥ活活動動のの目目的的  

  本本校校はは、、前前期期課課程程１１６６名名、、後後期期課課程程１１００名名、、ああわわ

せせてて２２６６名名のの小小規規模模校校ででああるる。。義義務務教教育育学学校校ででああるる

ここととかからら１１年年生生かからら９９年年生生がが同同じじ学学びび舎舎でで生生活活をを

ととももににしし、、行行事事やや総総合合的的なな学学習習のの時時間間等等でではは全全校校児児

童童生生徒徒でで活活動動すするる機機会会がが多多いいここととがが本本校校のの特特色色でで

ももああるる。。少少人人数数ででああるるここととでで、、一一人人ひひととりりのの学学習習活活

動動がが十十分分にに確確保保さされれ、、授授業業ででのの発発言言やや発発表表すするる機機会会

がが多多いいたためめ、、堂堂々々とと発発表表ででききるる力力がが身身ににつついいてていいるる。。  

  一一方方でで、、全全国国学学力力・・学学習習状状況況調調査査のの結結果果かからら、、「「ググ

ララフフやや文文章章ななどどのの複複数数のの情情報報かからら自自分分のの考考ええをを表表  

出出すするるこことと」」「「理理由由をを問問ううこことと、、理理由由をを記記述述すするるこことと」」 

 

 

  

  

をを苦苦手手ととししてていいるるここととがが明明ららかかににななっったた。。そそここでで研研

究究主主題題をを「「自自分分のの考考ええをを表表出出しし、、共共にに深深めめ合合いい高高めめ

合合うう児児童童生生徒徒のの育育成成～～主主体体的的なな学学びびをを目目指指ししたた指指

導導のの工工夫夫をを通通ししてて～～」」とと設設定定しし、、児児童童生生徒徒のの育育成成にに

努努めめてていいるる。。  

  主主体体的的にに自自分分のの考考ええをを表表出出すするるたためめのの基基本本的的なな

能能力力ととししてて、、「「読読むむこことと」」やや「「根根拠拠ととななるる情情報報をを収収集集

しし活活用用すするる能能力力」」がが必必要要ととななるる。。そそののたためめ本本校校でではは

各各教教科科のの授授業業だだけけででははななくく、、ＮＮＩＩＥＥ活活動動をを朝朝活活動動にに

取取りり入入れれ、、読読解解力力、、表表現現力力、、情情報報活活用用能能力力のの向向上上をを

進進めめてていいるる。。  

児児童童生生徒徒はは、、北北海海道道ＮＮＩＩＥＥ推推進進協協議議会会かからら提提供供しし

てていいたただだいいてていいるる新新聞聞かからら、、見見出出ししをを見見たたりり、、記記事事

をを読読んんだだりりししななががらら、、興興味味やや関関心心ががああるる記記事事をを選選択択

ししてていいるる。。初初めめにに選選んんだだ理理由由（（根根拠拠））をを記記入入しし、、次次

にに記記事事ににつついいてて感感想想やや意意見見をを記記入入ししてていいるる。。翌翌週週にに

はは、、自自分分のの選選んんだだ記記事事とと感感想想をを発発表表ししてていいるる。。  

ここののよよううにに、、相相手手にに自自分分のの考考ええがが伝伝わわるるよよううにに文文

章章をを作作成成しし、、自自分分のの考考ええををわわかかりりややすすくく発発表表すするる力力

をを養養っってていいるる。。  

今今後後もも、、児児童童生生徒徒のの読読解解力力、、表表現現力力、、情情報報活活用用能能

力力のの向向上上ととととももにに、、社社会会へへのの関関心心をを高高めめ、、自自分分ごごとと

ととししてて考考ええをを深深めめるる活活動動ととししてて「「ＮＮＩＩＥＥ活活動動」」をを継継

続続ししてていいききたたいい。。  

 

 

 

２２００２２４４年年度度  ＮＮＩＩＥＥ実実践践報報告告  

        義義務務教教育育学学校校３３年年目目ののＮＮＩＩＥＥ活活動動  
      

                        富富良良野野市市立立樹樹海海学学校校  教教諭諭  佐佐藤藤  一一博博  
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３３．．実実践践のの内内容容  

①①  取取りり組組むむ時時間間とと場場所所をを明明確確にに設設定定すするる。。  

 

 

 

 

 

１．

   

２．

  

３．

  

  

４．

  

  

  

  

  

  

  

５．

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【指導案】 

１．ねらい  ・新聞を読むことを通じて、時事への関心を高めるとともに、情報を取捨選択する力を伸ば

し、子どもの思考力や読解力を養う。 
２．対象学年 ・中等ブロック（５～７年）、高等ブロック（８～９年） 
３．活動日時 ・毎週木曜日の朝の学習時（８：０５～８：２０）に実施 
４．活動内容 ・新聞記事から興味のある内容についての感想や意見をまとめる。（隔週Ａ） 
        ワークシート「朝の新聞」にまとめる。→ｉＰａｄで撮影する。 
       ・前週まとめた「朝の新聞」について発表し、意見を交流する。（隔週Ｂ） 
        発表時間は３０秒程度。→発表後、ワークシート掲示。 
５．活動のながれ 

 児童生徒の活動 教師の活動 備考 

 
 
隔

週

Ａ 

①図書室に新聞を取りに行く 
 ・図書室の新聞棚から新聞を選 

び教室へ 
 
②興味のある記事を選び、感想や意

見をまとめる。 
 ・ワークシート「朝の新聞」に記

入する。 
③発表準備・片付け 
 ・発表内容を考える。 
 ・ワークシートと新聞をｉＰａｄ

で撮影する。 
 ・新聞を返却する。 

①・図書室の新聞棚前が、密集し

ないよう指導する。 
 ・一面や、気になる紙面を参考

に選ぶよう指導する。 
②・学年の発達段階や個人の興味

に合わせて、記事選びや記入

方法についてアドバイスす

る。 
③・発表原稿などのアドバイスを

する。 
  

①新聞は、1 人 1 部を持っ

ていく。 
 
 
②ワークシートの枠内に

収まるように記入する。 
 
 
③発表練習時間の設定は

なし。各自で準備する。 

 
 
隔

週

Ｂ 

①発表会 
 ・発表する。→質問に答える。 
 ・発表を聞く。→質問する。 
②担任の話を聞く。 
 
 
③ワークシートを掲示する。 

①発表会 
 ・質問は、学級の実態に応じて 
  実施する。 
②発表会の講評 
 ・話し方や取り組み方などにつ

いて評価する。 
③まとめ 
・きれいに掲示されているか確

認し、指導する。 

①発表することをねらい

とするため、質問は児童生

徒の実態に応じて実施。 
②担任以外でも可能。 
 
 
③個人ごとにファイリン

グする。 
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本本校校でではは、、「「学学力力向向上上・・目目標標達達成成にに向向けけたたロローードドママ

ッッププ」」をを作作成成しし、、学学力力向向上上にに向向けけたた実実施施計計画画をを立立てて

てていいるる。。そそここでではは、、ＮＮＩＩＥＥ活活動動をを学学力力向向上上のの一一環環とと

ししてて、、年年間間をを通通ししてて実実施施ししてていいるる。。  

取取組組のの推推進進はは本本校校のの組組織織「「学学力力・・体体力力向向上上ププロロジジ

ェェククトト委委員員会会」」がが担担いい、、児児童童生生徒徒のの現現状状をを踏踏ままええなな

ががらら、、具具体体的的なな方方策策をを立立てててていいるる。。毎毎朝朝、、登登校校後後、、

朝朝のの会会ままででのの１１５５分分間間をを「「朝朝活活動動」」とと位位置置付付けけ、、「「学学

力力・・体体力力向向上上」」のの基基礎礎ととななるる「「朝朝読読書書」」「「朝朝運運動動」」、、

そそししてて「「ＮＮＩＩＥＥ活活動動」」をを設設定定しし、、活活動動ししてていいるる。。  

【学学力力向向上上・・目目標標達達成成にに向向けけたたロローードドママッッププ】 

②②  新新聞聞のの選選定定  

ＮＮＩＩＥＥ活活動動はは、、前前記記のの通通りり毎毎週週木木曜曜日日にに実実施施ししてて

いいるる。。限限らられれたた時時間間のの中中でで活活動動をを円円滑滑ににすするるたためめにに、、

児児童童生生徒徒がが手手にに取取りりややすすいい図図書書室室前前にに新新聞聞棚棚をを設設

置置しし、、新新聞聞をを身身近近にに感感じじるる環環境境をを整整ええてていいるる。。  

新新聞聞会会社社別別にに発発行行日日順順にに並並

べべ、、一一面面記記事事のの取取りり上上げげ方方のの

違違いいやや、、時時事事情情報報等等をを一一目目でで

比比較較ししややすすくくしし、、児児童童生生徒徒がが

興興味味ののああるる新新聞聞をを選選べべるるよようう

ににししてていいるる。。  
➂➂  ままととめめ作作業業  

  ＮＮＩＩＥＥ活活動動はは、、新新聞聞記記事事かからら興興味味ののああるる内内容容ににつつ

いいてて感感想想やや意意見見ををままととめめ、、ままととめめたた感感想想をを発発表表しし意意

見見をを交交換換ししてていいるる。。本本校校ののＮＮＩＩＥＥ活活動動はは、、11 年年をを通通

ししてて実実施施すするるたためめ、、継継続続ででききるるよようう無無理理ののなないい取取組組

ととししてて実実施施ししてていいるる。。そそののたためめ、、感感想想用用紙紙ははででききるる

限限りり簡簡素素ななももののととしし、、二二種種

類類のの感感想想用用紙紙かからら選選択択しし

てて、、記記述述量量をを調調整整ででききるるよよ

ううににししてていいるる。。      

  

  

  

  

  

  

  

  

④④  発発表表  

発発表表はは、、学学年年のの実実態態にに応応じじてて柔柔軟軟にに行行っってていいるる。。  

読読んんだだ新新聞聞ををモモニニタターーにに映映しし出出すすここととでで、、記記事事のの

内内容容をを共共有有ししななががらら発発表表ししてていいるる学学級級ももああるる。。  

ままたた、、本本校校はは小小規規模模校校ののたためめ、、人人数数のの少少なないい学学年年

でではは他他学学年年とと合合同同でで実実施施すするるななどど、、多多様様なな意意見見がが交交

流流ででききるるよようう工工夫夫ししてて進進めめてていいるる。。  

発発表表後後はは、、発発表表内内容容ににつついいててのの質質問問ががああれればば意意見見

交交換換をを行行いい、、担担任任がが補補足足をを加加ええてて、、よよりり深深いい理理解解・・

学学びびににつつななげげてていいるる。。  

➄➄  掲掲示示・・記記録録  

発発表表後後はは、、他他のの学学年年ののままととめめもも交交流流ででききるるよようう、、

廊廊下下にに「「ＮＮＩＩＥＥココーーナナーー」」をを設設置置ししてて掲掲示示ししてていいるる。。

ままたた、、過過去去のの自自分分のの記記事事をを読読みみ返返せせるるよよううにに、、フファァ

イイリリンンググししててままととめめ、、次次年年度度にに引引きき継継げげるるよよううににしし

てていいるる。。  
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⑥⑥  朝朝活活動動以以外外ででのの新新聞聞のの活活用用  

  朝朝活活動動ででのの取取組組だだけけででななくく、、国国語語科科のの授授業業やや他他教教

科科のの調調べべ学学習習ななどどででもも新新聞聞をを活活用用ででききるるよよううにに、、資資

料料のの整整備備をを行行っってていいるる。。特特にに本本校校でではは、、学学校校司司書書がが

精精力力的的にに環環境境整整備備やや指指導導にに関関わわっってていいるるたためめ、、ススムム

ーーズズなな取取組組をを進進めめるるここととががででききてていいるる。。  

国国語語科科のの授授業業でではは、、学学年年にに応応じじたた新新聞聞のの読読みみ方方やや

活活用用のの仕仕方方ににつついいてて指指導導をを行行っってていいるる。。社社説説やや投投書書

ななどどをを参参考考にに意意見見文文をを書書くくととききにに必必要要なな情情報報のの収収

集集やや書書きき方方をを学学習習ししたたりり、、新新聞聞のの構構成成をを学学習習しし自自分分

たたちちでで新新聞聞をを書書くく作作業業ををししたたりりししてていいるる。。  

他他教教科科ににおおいいててもも、、テテーーママにに沿沿っったた記記事事をを選選ぶぶアア

ドドババイイススやや、、過過去去のの新新聞聞記記事事ををススククララッッププ資資料料ににまま

ととめめてて提提供供すするるななどど、、学学校校司司書書とと連連携携ししななががらら児児童童

生生徒徒のの興興味味にに合合わわせせたた新新聞聞のの活活用用ををししてていいるる。。  

ままたた、、地地域域にに根根ざざししたた記記事事をを切切りり取取っってて掲掲示示ししたた

りり、、生生徒徒がが毎毎朝朝登登校校ししたたらら通通るるホホーールルにに新新聞聞をを置置いい

たたりりすするるここととでで、、新新聞聞にに対対すするる児児童童生生徒徒のの関関心心をを高高

めめてていいるる。。立立ちち止止ままっってて記記事事をを読読むむ姿姿やや、、ペペーージジをを

めめくくっってて新新聞聞をを読読んんででいいるる児児童童生生徒徒のの姿姿がが見見らられれ

るる。。  

  

４４．．成成果果とと課課題題  

（（１１））成成果果  

  今今年年度度はは、、本本校校ががＮＮＩＩＥＥ活活動動にに取取りり組組んんでで３３年年目目

をを迎迎ええたた。。ここれれままででのの実実践践でで得得らられれたた成成果果かからら、、今今

年年度度ははここれれままででのの実実践践内内容容をを継継承承ししつつつつ、、児児童童生生徒徒

やや担担任任のの負負担担ににななららずず継継続続ししてていいけけるる活活動動をを目目指指

ししててききたた。。  

令令和和元元年年度度よよりりＮＮＩＩＥＥ活活動動にに取取りり組組みみ、、本本校校のの研研

究究主主題題ででああるる「「自自分分のの考考ええをを表表出出しし、、共共にに深深めめ合合いい

高高めめ合合うう児児童童生生徒徒のの育育成成」」にに大大ききなな成成果果がが得得らられれてて

いいるる。。特特にに、、自自ららのの考考ええをを発発表表すするる力力やや理理解解すするる力力

のの向向上上がが見見らられれたた。。ままたた、、現現在在のの社社会会情情勢勢へへのの関関心心

のの高高ままりりかからら、、他他のの学学習習ででのの相相乗乗効効果果やや進進路路選選択択のの

一一助助ととななっってていいるる。。  

活活動動内内容容をを２２週週間間（（ままととめめるる・・発発表表））にに分分けけてて行行

っってていいるるたためめ、、短短時時間間でで活活動動でできき、、負負担担のの少少なないい活活

動動がが継継続続さされれてていいるる。。ままたた、、記記事事とと感感想想用用紙紙をを画画面面

にに映映しし発発表表すするるここととでで、、聞聞いいてていいるる児児童童生生徒徒もも記記事事

のの内内容容やや個個人人のの考考ええをを共共有有すするるここととががででききてていいるる。。  

ささららにに朝朝活活動動以以外外のの時時間間ににもも積積極極的的にに新新聞聞をを活活

用用ししたたりり、、ＮＮＩＩＥＥ活活動動のの成成果果やや新新聞聞のの掲掲示示やや設設置置をを

ししたたりりすするるここととでで、、児児童童生生徒徒がが新新聞聞をを身身近近にに感感じじるる

よよううににななっってていいるる。。  

（（２２））課課題題  

  新新聞聞をを読読むむ時時間間がが限限らられれてていいるるたためめ、、朝朝活活動動のの時時

間間だだけけでではは、、比比較較読読みみををすするる機機会会をを確確保保ででききなないい。。

情情報報をを取取捨捨選選択択しし、、整整理理しし、、批批評評的的にに読読みみ取取るる「「情情

報報リリテテララシシーー」」をを身身ににつつけけるるたためめににはは、、国国語語科科ををはは

じじめめととししたた各各教教科科のの指指導導計計画画のの中中でで、、新新聞聞をを活活用用すす

るる場場面面をを増増ややすす必必要要ががああるる。。  

  ままたた、、学学年年のの実実態態にに応応じじてて記記事事のの選選択択やや内内容容のの理理

解解にに学学級級担担任任ののササポポーートトがが必必要要なな場場面面ももああるる。。ささらら

にに、、漢漢字字のの読読みみ、、語語句句のの意意味味のの理理解解ななどど、、記記事事のの内内

容容をを理理解解すするるたためめにに必必要要なな基基礎礎学学力力のの定定着着がが必必要要

なな児児童童生生徒徒ががいいるるたためめ、、段段階階にに応応じじたた丁丁寧寧なな指指導導やや

小小学学生生新新聞聞のの活活用用ななどど、、個個にに応応じじたた記記事事のの選選定定がが必必

要要ででああっったた。。  

  

５５．．おおわわりりにに  

  本本校校ののＮＮＩＩＥＥ活活動動もも、、３３年年目目（（旧旧樹樹海海中中学学校校かからら

のの取取組組もも含含めめ６６年年目目））ととななっったた。。ここのの活活動動をを通通ししてて、、

児児童童生生徒徒はは大大ききなな成成長長をを遂遂げげたた。。社社会会のの出出来来事事にに関関

心心ををももちち、、気気ににななっったた出出来来事事ををささららにに詳詳ししくく調調べべるる

ななどど「「主主体体的的にに学学習習にに取取りり組組むむ意意欲欲とと学学習習習習慣慣のの確確

立立」」がが見見らられれたた。。今今後後もも、、「「継継続続ででききるる活活動動」」ととししてて

ＮＮＩＩＥＥ活活動動にに取取りり組組みみ、、教教育育にに新新聞聞をを取取りり入入れれなながが

らら児児童童生生徒徒のの成成長長をを促促ししてていいききたたいいとと考考ええてていいるる。。  
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１．はじめに 

  本本校校はは、、平平成成 2200 年年４４月月にに定定時時制制単単位位制制普普

通通科科ととししてて札札幌幌市市中中央央区区にに開開校校ししたた。。生生徒徒自自

ららがが授授業業をを選選択択ししてて時時間間割割をを作作成成すするる「「単単位位

制制」」ののカカリリキキュュララムムをを採採用用すするる、、「「普普通通科科」」・・

「「定定時時制制」」課課程程のの高高等等学学校校ででああるる。。生生徒徒はは午午

前前部部・・午午後後部部・・夜夜間間部部ののいいずずれれかかのの部部にに所所属属

すするる「「三三部部制制」」をを特特徴徴ととししてていいるる。。  

本本校校のの重重点点目目標標のの一一つつにに、、「「社社会会人人ととししてて

自自立立ししてていいけけるる生生徒徒をを育育ててるる」」とといいうう目目標標がが

あありり、、年年齢齢やや生生いい立立ちちななどどささままざざままなな背背景景をを

持持つつ生生徒徒がが学学ぶぶ本本校校はは、、すすべべててのの生生徒徒がが、、自自

立立とといいうう目目標標にに向向かかっってて充充実実ししたた学学校校生生活活

をを送送るるここととをを目目指指ししてていいるる。。札札幌幌市市ををははじじめめ

ととすするる「「地地域域社社会会」」でで活活動動さされれてていいるる人人材材やや

団団体体ににもも協協力力ししてていいたただだききななががらら、、教教育育環環境境

づづくくりりにに取取りり組組んんででいいるる。。 

 

２.児童（生徒）の様子 

  今今年年度度本本校校のの生生徒徒数数はは１１年年次次 229911 名名、、２２年年

次次 330011 名名、、３３年年次次 228855 名名、、４４年年次次 227711 名名、、合合

計計 11,,114488 名名ででああるる。。令令和和５５年年度度のの進進路路状状況況でで

はは大大学学・・短短大大 3344％％、、専専門門学学校校 3300％％、、就就職職 1177％％、、

そそのの他他 1199％％ででああっったた。。本本校校独独自自ののアアンンケケーートト

調調査査にによよるるとと自自宅宅にに「「ススポポーーツツ新新聞聞以以外外のの新新

聞聞」」ががああるるとと答答ええたた生生徒徒はは全全体体のの約約 2244％％ででああ

っったた。。普普段段新新聞聞をを手手にに取取るる機機会会がが少少ななくく、、情情

報報をを収収集集すするるメメデディィアアのの一一つつととししてて新新聞聞をを

手手ににししててほほししいいととのの思思いいもも NNIIEE 実実践践指指定定校校にに

手手をを挙挙げげたた理理由由のの一一つつででああるる。。  

  

 

３．実践の内容 

（（１１））  総総合合的的なな探探究究のの時時間間ででのの取取組組  

  ４４年年次次のの総総合合的的なな探探究究のの時時間間でではは「「じじぶぶんん

新新聞聞」」をを作作成成ししたた。。  

ここのの取取りり組組みみでではは、、新新聞聞記記事事をを実実際際にに手手にに

取取りり、、世世界界でで何何がが起起ここっってていいるるののかか、、人人々々がが

どどんんなな思思いいやや考考ええをを持持ちちななががらら生生活活ししてていい

るるののかか、、ももののごごととのの真真相相はは何何かかななどどをを発発見見しし、、

世世のの中中とと個個人人ををつつななぐぐ新新聞聞のの役役割割ににつついいてて

認認識識をを深深めめるるねねららいいががああっったた。。  

授授業業でではは、、教教員員のの指指示示ががななくくとともも、、生生徒徒はは

じじっっとと無無言言でで目目ををここららしし集集中中ししてて記記事事をを読読

みみ込込むむ姿姿がが見見らられれたた。。新新聞聞のの種種類類やや特特徴徴、、見見

出出ししややリリーードド文文、、本本文文のの読読みみ方方やや、、地地域域面面、、

ススポポーーツツ面面、、文文化化面面、、社社説説面面ななどどのの構構成成をを生生

徒徒はは理理解解ししてていいっったた。。  

    

新新聞聞をを読読みみ、、記記事事をを選選んんででいいるる様様子子  

  

新新聞聞づづくくりりはは次次のの手手順順にによよっってて作作らられれたた。。  

【【手手順順１１】】ままずずははじじっっくくりり新新聞聞をを読読みみ込込むむ。。

他他のの生生徒徒にに読読んんででほほししいい、、おおすすすすめめのの記記事事をを

２２００２２４４年年度度  NNIIEE 実実践践報報告告  

        実実践践テテーーママ  本本校校ににおおけけるる新新聞聞活活用用  
      

                  市市立立札札幌幌大大通通高高等等学学校校  教教諭諭  石石山山  俊俊央央  
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選選びび保保管管すするる。。「「ここれれははおおももししろろいいなな？？」」「「本本

当当のの真真実実をを伝伝ええたたいい！！」」「「知知っっててほほししいい！！」」とと

感感じじたた記記事事ををピピッッククアアッッププすするる。。  

  

【【手手順順２２】】選選んんだだ記記事事ににつついいてて、、自自分分のの考考ええ

やや感感想想（（自自分分のの視視点点））、、選選んんだだ理理由由ななどどををメメモモ

ししてておおきき、、ココメメンントトをを記記入入すするる。。  

  

【【手手順順３３】】オオリリジジナナルルのの新新聞聞名名（（〇〇〇〇新新聞聞））

をを考考ええ、、発発行行者者ととししてて自自分分のの名名前前をを記記入入すするる。。  

  

【【手手順順４４】】全全体体ののデデザザイインンやや構構成成をを考考ええ調調整整

すするる。。  

  

【【手手順順５５】】ととくくにに、、読読んんででほほししいい箇箇所所ややキキーー

ワワーードドをを見見つつけけ、、アアンンダダーーラライインンをを引引きき強強調調

すするる。。  

      

じじぶぶんん新新聞聞をを作作成成ししてていいるる様様子子  

  

①①じじぶぶんん新新聞聞のの取取組組をを振振りり返返っってて  

新新聞聞記記事事かからら社社会会情情勢勢をを知知りり、、内内容容をを理理解解

ししたた上上でで自自分分のの意意見見をを持持つつ。。新新聞聞にに馴馴染染みみのの

薄薄いい本本校校のの生生徒徒にに対対しし、、生生徒徒たたちちはは楽楽ししみみなな

ががらら多多くくのの新新聞聞記記事事にに触触れれ、、どどうう仲仲間間にに思思いい

をを伝伝ええるるかかをを工工夫夫ししななががらら表表現現力力をを鍛鍛ええ、、多多

くくのの人人のの目目ににととままるる「「じじぶぶんん新新聞聞」」作作成成にに集集

中中ししてていいたた。。  

  

情情報報共共有有ししてていいるる様様子子  

  

②②じじぶぶんん新新聞聞にによよるる生生徒徒のの変変容容  

「「じじぶぶんん新新聞聞」」のの取取りり組組みみはは、、新新聞聞をを読読むむ

ここととにによよっってて、、時時事事問問題題ににつついいててのの自自分分のの考考

ええやや思思いいをを他他者者にに伝伝ええ交交流流すするるここととでで、、殻殻にに

閉閉じじここももりりががちちなな見見方方やや考考ええ方方をを広広くく開開放放

しし、、社社会会ととのの繋繋ががりり方方をを考考ええ、、自自他他のの主主体体的的

なな在在りり方方をを理理解解しし合合ううののにに適適ししたた学学習習内内容容

ででああっったたとと思思わわれれるる。。  

記記事事をを選選びび、、記記事事のの内内容容をを要要約約しし、、そそれれにに

対対すするる個個人人のの意意見見ををままととめめるるとといいうう取取りり組組

みみはは、、ねねららいいをを充充分分達達成成すするるここととががででききたたとと

思思わわれれるる。。そそももそそもも新新聞聞にに興興味味をを示示すすののかかとと

いいうう懸懸念念ももああっったたもものののの、、生生徒徒はは黙黙々々ととああるる

いいはは近近くくのの生生徒徒・・担担任任のの先先生生とと話話ししななががらら新新

聞聞にに目目をを通通ししてていいたた。。  

      

じじぶぶんん新新聞聞をを教教室室にに掲掲示示ししたた様様子子  
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（（２２））情情報報ⅠⅠででのの取取組組  

①①新新聞聞記記事事のの長長文文入入力力ににつついいてて  

  情情報報ⅠⅠでではは情情報報ややメメデディィアアのの特特性性をを踏踏まま

ええ、、情情報報とと情情報報技技術術をを活活用用ししてて問問題題をを発発見見・・

解解決決すするる方方法法をを身身ににつつけけるるたためめにに、、新新聞聞記記事事

でで取取りり上上げげらられれたた情情報報社社会会やや情情報報にに関関すするる

記記事事をを読読みみ、、ワワーーププロロソソフフトトウウェェアアにに入入力力すす

るる取取りり組組みみををおおここななっったた。。本本校校のの授授業業はは１１ココ

ママ 4455 分分のの授授業業をを２２ココママ続続けけてて行行わわれれるる。。授授

業業開開始始のの 1100 分分程程度度をを活活用用ししてて入入力力ををししてていい

るる。。例例ええばば、、「「デデジジタタルルデデババイイドド」」ににつついいてて学学

んんだだああととににはは、、デデジジタタルルデデババイイドドをを解解消消すするる

たためめにに道道内内のの地地方方自自治治体体とと情情報報通通信信業業事事業業

者者がが連連携携協協定定をを結結んんだだ新新聞聞記記事事のの長長文文入入力力

をを行行っったた。。生生徒徒のの様様子子かからら「「デデジジタタルルデデババイイ

ドド」」とといいうう用用語語がが、、行行政政やや企企業業ででもも使使わわれれ、、

そそのの解解消消にに向向けけたた取取りり組組みみがが世世のの中中のの流流れれ

ににああるるここととをを知知りり、、情情報報にに関関すするる感感度度、、興興味味・・

関関心心がが高高ままりり、、学学ぶぶ意意欲欲のの向向上上ににつつななががっってて

いいるるよよううにに思思うう。。  

  

  ②②新新聞聞記記事事のの長長文文入入力力をを振振りり返返っってて  

授授業業のの中中にに入入力力練練習習をを取取りり入入れれたたききっっかか

けけはは、、過過去去にに情情報報ⅠⅠをを履履修修ししたた生生徒徒のの中中にに自自

分分のの名名前前をを変変換換すするるここととがが上上手手くくででききなないい

生生徒徒ががいいたた。。ままたた、、情情報報ⅠⅠででははププロロググララミミンン

ググのの内内容容がが含含ままれれてていいるるがが、、ププロロググララミミンンググ

をを学学習習すするる上上でで、、タタイイピピンンググのの技技術術ががああままりり

ににもも低低いいととププロロググララミミンンググのの学学習習ににもも支支障障

ををききたたすす。。ここののよよううなな課課題題をを解解決決すするるたためめにに

もも、、長長文文練練習習をを取取りり入入れれたた。。正正ししくく入入力力すするる

たためめににはは新新聞聞記記事事をを正正ししくく読読みみ取取るる力力がが必必

要要ででああるる。。ささららにに、、教教科科書書でで学学んんだだ用用語語をを新新

聞聞記記事事でで目目ににすするるここととにによよりり、、学学んんだだ事事がが社社

会会ととどどののよよううににつつななががりり、、世世のの中中でで活活用用さされれ

てていいるるかか知知るる機機会会ととななっってていいるる。。  

        

長長文文入入力力ををししてていいるる様様子子  

  

③③新新聞聞記記事事のの長長文文入入力力にによよるる生生徒徒のの変変容容  

生生徒徒ははととててもも興興味味深深くく新新聞聞記記事事をを読読みみ、、長長

文文をを入入力力ししてていいるる様様子子がが見見らられれるる。。以以前前ににもも

新新聞聞記記事事をを授授業業のの中中でで紹紹介介すするる機機会会ははああっっ

たたがが、、そそのの時時よよりりもも生生徒徒のの関関心心がが高高いいよよううにに

見見取取っってていいるる。。  

  

（（３３））新新聞聞がが自自由由にに手手にに取取れれるる取取組組  

  本本校校でではは新新聞聞をを図図書書室室とと進進路路ススペペーースス（（他他

校校のの進進路路相相談談室室にに該該当当しし、、本本校校でではは壁壁ののなないい

オオーーププンンななススペペーーススととななっってていいるる））でで自自由由にに

新新聞聞をを閲閲覧覧すするるここととががででききるる。。  
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進進路路ススペペーーススにに保保管管ししてていいるる新新聞聞はは各各教教

科科、、国国際際ククララスス（（渡渡日日帰帰国国生生徒徒がが在在籍籍すするるクク

ララスス））、、総総合合的的なな探探究究のの時時間間、、生生徒徒のの進進路路活活動動

にに利利用用さされれてていいるる。。  

ままたた、、廊廊下下にに置置かかれれてていいるる掲掲示示板板ににはは、、毎毎

日日そそのの日日のの高高校校生生にに読読んんででももららいいたたいい記記事事

をを切切りり抜抜いいてて掲掲示示ししてていいるる。。  

  

  

４．成果と課題 

（１）成果 

 各各実実践践内内容容のの成成果果ににつついいててはは、、３３．．実実践践内内

容容中中にに記記載載ささせせてていいたただだいいたた。。２２．．生生徒徒のの様様

子子ににもも記記載載ししたたがが、、日日常常のの生生活活のの中中でで新新聞聞をを

手手ににすするる機機会会がが少少なないい生生徒徒ににととっってて、、気気軽軽にに

新新聞聞をを手手にに取取るるここととがが出出来来るる環環境境はは望望まましし

いい。。生生徒徒はは日日常常生生活活のの中中ででススママーートトフフォォンンかか

らら情情報報をを得得るるここととがが多多いいたためめ、、取取得得ししてていいるる

情情報報がが偏偏っってていいたたりり、、必必ずずししもも正正ししいい情情報報でで

ははなないい可可能能性性ももああるる。。新新聞聞かからら得得らられれるる情情報報

はは信信憑憑性性がが高高くく、、幅幅広広いい分分野野ににつついいてて掲掲載載ささ

れれてていいるるたためめ、、新新聞聞かからら情情報報をを得得るるここととはは生生

徒徒のの情情報報リリテテララシシーーのの向向上上ににつつななががっったたとと

考考ええてていいるる。。 

 

 

（２）課題 

 課課題題ととししてて３３点点ああげげるる。。  

１１点点目目はは、、新新聞聞をを手手ににすするる生生徒徒のの数数をを増増やや

ししたたいい。。卒卒業業をを控控ええ、、進進路路活活動動がが盛盛んんなな生生徒徒

はは新新聞聞をを手手ににすするる機機会会がが比比較較的的多多いいがが、、新新聞聞

をを手手ににすするる機機会会がが多多いいととはは言言ええなないい。。進進路路相相

談談ススペペーーススにに行行けけばば新新聞聞ががああるるここととをを生生徒徒

にに周周知知しし、、新新聞聞がが置置かかれれてていいるるここととのの認認知知度度

をを高高めめてていいききたたいい。。  

２２点点目目はは、、新新聞聞をを活活用用すするる機機会会をを増増ややすすたた

めめににもも教教職職員員にに新新聞聞のの活活用用をを進進めめてていいききたた

いい。。授授業業やや特特別別活活動動、、進進路路相相談談ななどど様様々々なな場場

面面でで新新聞聞をを活活用用ししててももららいい、、生生徒徒ととととももにに指指

導導すするる教教員員側側もも新新聞聞をを活活用用すするる場場面面をを増増やや

ししてていいききたたいい。。 

 

５．おわりに 

 NNIIEE 実実践践指指定定校校ととししてて一一年年間間活活動動ささせせてていい

たただだきき、、夏夏にに開開催催さされれたた NNIIEE 北北海海道道セセミミナナーー

やや研研究究協協議議会会、、実実践践報報告告書書にによよりり各各校校のの取取組組

をを知知るるここととがが出出来来たた。。特特にに NNIIEE 北北海海道道セセミミナナ

ーーでではは、、小小中中高高大大学学とと様様々々なな校校種種のの教教職職員員やや

他他県県のの先先生生方方ととのの情情報報交交換換はは新新鮮鮮でで実実りりのの

多多いい時時間間ででああっったた。。ここれれららのの活活動動かからら学学んんだだ

ここととをを本本校校のの NNIIEE のの実実践践にに役役立立てててていいききたたいい。。  

今今後後はは課課題題にに記記載載ししたた内内容容をを改改善善ししてていい

けけるるよよううにに実実践践をを進進めめ、、よよりり充充実実ししたた取取りり組組

みみととししてていいききたたいい。。  

 

 

107



 
 
 
 
 
 
 
１．はじめに 

  本本校校はは、、平平成成８８年年にに１１００間間口口のの全全日日制制普普通通

科科高高校校ととししてて開開校校しし、、平平成成２２３３年年にに単単位位制制をを

導導入入ししたた。。そそのの後後のの生生徒徒数数のの減減少少にに伴伴いい、、今今

年年度度よよりり学学年年制制をを導導入入ししてていいるる。。現現在在、、１１，，

２２年年２２間間口口、、３３年年３３間間口口とと当当初初よよりりずずいいぶぶんん

規規模模はは縮縮小小ししたた。。                                            

  ここののよよううなな中中、、今今年年度度初初めめてて NNIIEE 実実践践校校とと

ななりり、、３３年年次次のの選選択択教教科科ににおおいいてて実実施施ししたた。。  

 

２.生徒の様子 

  どどちちららかかとと言言ええばば人人懐懐っっここいい、、素素直直なな生生徒徒

がが多多いい。。自自分分がが面面白白いいとと思思っったたこことと、、ででききるる

とと思思っったたここととににははととここととんん向向きき合合うう様様子子がが

随随所所ででみみらられれるる。。  

２２，，３３年年はは単単位位制制でで、、自自分分のの好好ききなな科科目目をを

選選ぶぶここととががででききるる。。ままたた、、昨昨今今のの少少子子化化にによよ

るる生生徒徒減減少少ももああいいままっってて全全体体にに少少人人数数のの科科

目目もも多多いい。。ここののたためめ、、生生徒徒のの学学力力にに見見合合っったた

授授業業展展開開ももししややすすいい。。  

  今今回回のの NNIIEE 実実践践ににはは学学校校設設定定科科目目のの「「文文学学

講講読読」」でで行行っったた。。文文字字をを読読むむののはは嫌嫌いいででははなな

いい、、どどちちららかかとと言言ええばば国国語語のの好好ききなな生生徒徒がが選選

択択ししたたよよううででももああっったた。。たただだしし、、本本屋屋でで本本をを

買買うう、、新新聞聞をを読読むむななどどはは日日常常ほほぼぼ行行わわずず、、情情

報報ははももっっぱぱららススママーートトフフォォンンかからら得得てていいるる、、

とといいううののがが開開講講初初日日のの生生徒徒のの言言ででああっったた。。  

    

  

 

 

                      

３．実践の内容 

①①  「「新新聞聞切切りり抜抜ききココンンククーールル」」にに向向けけてて  

社社会会のの動動ききがが文文学学にに及及ぼぼすす影影響響ににつついいてて

をを「「原原爆爆」」やや「「震震災災」」ななどどをを例例にに理理解解ささせせ、、

社社会会のの動動ききがが身身のの回回りりににもも及及ぼぼすすここととななどど

をを考考ええささせせたた。。  

そそのの上上でで社社会会のの動動ききをを知知るるたためめののツツーールル

のの一一つつととししてて新新聞聞をを位位置置づづけけしし、、前前任任校校でで

NNIIEE 実実践践をを行行っったた経経験験かからら、、「「新新聞聞切切りり抜抜ききココ

ンンククーールル」」へへのの全全員員参参加加をを当当面面のの目目標標ととししたた。。  

ままずず AA３３用用紙紙にに各各自自、、自自分分のの気気ににななっったたテテ

ーーママのの新新聞聞切切りり抜抜ききをを作作成成ししたた。。そそのの際際、、「「自自

分分とと相相手手とと社社会会にに意意義義ののああるる内内容容」」ににななっってて

いいるるかかをを常常にに考考ええてて作作成成すするるよようう指指示示ししたた。。

自自分分のの気気ににななっったたテテーーママとといいううととどどううししてて

もも独独りりよよががりりににななりりががちちでで、、内内容容もも薄薄くくななっっ

ててししままうう傾傾向向ががああるるののでで、、他他者者かかららのの視視点点をを

意意識識すするるよようう指指導導ししたた。。  

  

 

 

２２００２２４４年年度度  NNIIEE 実実践践報報告告  

新新聞聞をを通通ししてて社社会会とと文文学学とと自自分分をを考考ええるる  
      

                  北北海海道道札札幌幌白白陵陵高高等等学学校校  教教諭諭  土土永永  敬敬子子  
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ででききああががっったた作作品品はは全全員員でで共共有有しし、、そそれれ

ぞぞれれ良良いいととこころろななどどをを付付箋箋でで作作品品にに貼貼りり本本

人人にに還還元元ししたた。。 

 

 

 

 

たただだ、、自自分分ななりりののテテーーママがが見見つつかかららずず苦苦

労労すするる生生徒徒ももいいたた。。興興味味関関心心ののああるるここととはは

自自分分ななりりにに持持っってていいるる生生徒徒ででははああるるがが、、そそ

れれがが、、新新聞聞記記事事かからら見見いいだだすすここととままでで落落とと

しし込込めめななかかっったたよよううででももああっったた。。  

ととりりああええずず、、ここののよよううなな実実践践をを経経てて「「新新

聞聞切切りり抜抜ききココンンククーールル」」にに参参加加ははししたた。。  

                                      

②②  ままわわしし読読みみ新新聞聞  

８８月月にに北北海海道道新新聞聞社社でで行行わわれれたたままわわしし読読

みみ新新聞聞にに実実践践者者がが参参加加ししたた。。  

そそのの経経験験かからら、、同同日日のの新新聞聞をを２２部部ずずつつ用用意意

しし、、ままわわしし読読みみ新新聞聞をを授授業業ででもも体体験験ささせせたた。。  

説説明明をを含含めめてて５５００分分とといいうう短短時時間間ででのの作作

成成ででははああっったたがが、、意意外外にに楽楽ししんんででいいたた。。  

 

   

ここのの時時、、以以前前のの切切りり抜抜ききででははななかかななかか記記事事

のの探探せせななかかっったた生生徒徒もも広広告告やや写写真真ななどどをを使使

いい、、楽楽ししくく参参加加ししてていいたた。。  

ここののたためめ、、記記事事にに限限ららずず新新聞聞をを利利用用すするる方方

法法をを探探るるここととととししたた。。  
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③③  広広告告をを読読みみ解解くく  

  記記事事かからら興興味味をを引引くくももののをを見見つつけけらられれなな

かかっったた生生徒徒もも広広告告なならら、、とといいううここととでで、、よよくく

ああるる広広告告のの構構造造やや売売りり文文句句ななどどをを読読みみ解解くく

ここととををままずず行行っったた。。 

  

  そそれれぞぞれれがが違違和和感感をを持持っったた広広告告をを、、どどうういい

うう点点ででどどののよよううなな違違和和感感だだっったたかか、、をを全全員員がが

発発 表表 しし 、、 そそ れれ ぞぞ れれ 点点 数数 をを つつ けけ たた 。。

  

  

  次次にに、、そそののよよううなな広広告告をを実実際際にに作作っっててみみるる

ここととををししたた。。  

  基基本本的的構構造造ををテテンンププレレーートトににししてて GGooooggllee  

ccllaassssrroooomm でで配配布布しし、、そそれれぞぞれれがが違違和和感感をを持持

たたれれるる広広告告をを作作成成ししたた。。  

  

   （配布したテンプレート） 

違違和和感感ををももつつ広広告告ににははいいくくつつかかのの共共通通点点

ががあありり、、そそれれららをを読読みみ解解くくににはは容容易易でで取取りり組組

みみややすすかかっったた。。  

ままたた、、そそののよよううなな広広告告のの作作成成もも、、いいろろいいろろ

なな形形でで見見かかけけてていいるるののとと ggoooogglleeccllaassssrroooomm 上上

ででテテンンププレレーートトをを利利用用すするるここととでで、、作作成成がが容容

易易ででああっったたららししくく、、非非常常にに取取りり組組みみ状状況況ががよよ

かかっったた。。  
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ここれれららのの作作品品はは ccllaassssrroooomm 上上でで共共有有ししたた。。  

  ここのの後後、、４４人人１１組組ととななっってて架架空空のの会会社社をを作作

りり、、今今度度はは４４人人でで練練りり上上げげてて広広告告をを作作っってていい

るるととこころろででああるる。。  

 

 

４．成果と課題 

（１）成果 

 前前任任校校でで１１度度 NNIIEE 実実践践のの経経験験ははああっったたがが、、

地地域域やや生生徒徒のの違違いいななどどももあありり、、同同じじよよううにに物物

事事がが進進ままなないいののをを痛痛感感ししたた。。  

  ①①  考考ええるるここととのの大大切切ささ  

  広広告告ににおおけけるる違違和和感感はは容容易易にに読読みみ解解けけたた。。

ししかかししななががらら、、世世のの中中ににはは似似たたよよううなな広広告告がが

流流布布しし、、多多くくのの人人ががそそれれにに違違和和感感をを抱抱かかなないい。。

生生徒徒のの口口かからら何何度度もも「「ススママホホででちちょょっっとと検検索索

すすれればばわわかかるるこことと」」ををわわかかろろううととししなないい。。自自

分分のの頭頭ででちちょょっっとと考考ええててみみるる体体験験、、ががででききたた

ここととがが大大ききかかっったた、、とと思思うう。。  

  ややりりななががらら、、「「闇闇ババイイトトののササイイトトにに似似ててるる」」

とといいうう言言葉葉がが何何度度かか生生徒徒のの間間でで交交わわさされれたた

こことともも大大ききなな成成果果だだっったた。。  

  ②②  手手にに取取れれるるととこころろにに新新聞聞  

  授授業業はは特特別別教教室室でで行行ううたためめ他他のの授授業業をを取取

っってていいるる生生徒徒もも手手にに取取れれるるととこころろにに新新聞聞がが

ああっったた。。授授業業でで NNIIEE をを行行っってていいなないい生生徒徒もも新新

聞聞のの見見出出ししをを見見てて、、普普段段見見聞聞ききすするる情情報報とと結結

びびつつけけたたりり、、進進路路ををかかけけたた面面接接をを前前にに情情報報収収

集集ししたたりりすするる姿姿ががああっったた。。  

  そそののよよううなな場場をを提提供供ででききたたここととははここののたた

びび、、実実践践ををししたたここととのの副副産産物物ととししててもも大大ききいい。。  

 

（２）課題 

① 前前任任校校でではは NNIIEE 実実践践のの前前かからら図図書書館館前前

にに地地域域ののここととがが載載っってていいるる新新聞聞記記事事をを展展示示

ししてていいたた。。そそののたためめ、、現現勤勤務務校校よよりりもも生生徒徒はは

新新聞聞をを身身近近にに感感じじてていいたたかかももししれれなないい。。そそのの

よよううなな働働ききかかけけがが必必要要かかももししれれなないい。。  

  

②   自自分分のの興興味味関関心心をを新新聞聞記記事事ににままでで落落とと

しし込込めめななかかっったた生生徒徒ももいいたた。。ここののここととににつついい

ててももうう少少しし試試行行錯錯誤誤ししななががらら、、考考ええてていいくく必必

要要ががああるる。。  

 

５．おわりに 

 今今年年度度、、久久ししぶぶりりにに国国語語のの科科目目もも担担当当すするる

ここととととななりり、、そそのの一一助助ととししててのの NNIIEE 実実践践ととなな

っったた。。ままたた来来年年、、どどのの科科目目をを持持つつここととににななるる

かかわわかかららなないいがが、、そそののどどれれかかでで続続けけてていいききたた

いい。。校校舎舎４４階階のの端端ににああるる教教室室だだがが、、そそここかからら

ででもも発発信信ししてていいけけるるよよううににししてていいききたたいい。。  
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１１．．ははじじめめにに  

  本本校校はは、、全全校校生生徒徒数数がが 336644 名名（（11,,33 年年次次各各

44 学学級級、、22 年年次次 33 学学級級））のの創創立立 9999 年年目目をを迎迎ええ

るる全全日日制制普普通通科科単単位位制制高高校校ででああるる。。令令和和 77 年年

度度にに、、富富良良野野緑緑峰峰高高校校とと統統合合すするるここととににななっっ

てておおりり、、普普通通科科 33 学学級級、、園園芸芸観観光光デデザザイインン科科

11 学学級級、、電電気気情情報報シシスステテムム科科 11 学学級級のの合合計計 55

学学級級ととななるる。。  

  今今年年度度、、NNIIEE 実実践践 44 年年目目ととななりり、、11 年年目目かか

ららののテテーーママ「「新新聞聞をを読読むむ、、活活かかすす」」をを継継続続、、

発発展展ささせせ、、ささままざざままなな取取組組をを実実践践ししたた。。  

そそのの中中でで、、次次のの実実践践をを紹紹介介すするる。。  

◎◎朝朝学学習習((小小論論文文対対策策、、時時事事問問題題対対策策))  

◎◎「「いいっっししょょにに読読ももうう！！新新聞聞ココンンククーールル」」へへ

のの応応募募  

◎◎地地歴歴公公民民科科：：北北海海道道学学((学学校校設設定定科科目目))ででのの

授授業業実実践践  

  

２２．．実実践践のの内内容容  

((11))学学校校全全体体ででのの取取組組  

①①朝朝学学習習（（小小論論文文対対策策、、時時事事問問題題対対策策））  

《《実実践践者者：：清清野野》》  

本本校校でではは、、朝朝ののＳＳＨＨＲＲのの時時間間をを使使っってて朝朝学学

習習をを実実施施ししてていいるる。。各各年年次次でで曜曜日日ごごととにに実実施施

教教科科をを決決めめてておおりり、、そそのの中中のの一一つつととししてて、、全全

年年次次でで新新聞聞をを活活用用ししたた朝朝学学習習ががああるる。。国国語語科科

教教諭諭がが担担当当しし、、小小論論文文対対策策やや時時事事問問題題対対策策をを

行行っってていいるる。。  

以以下下、、今今年年度度のの 11，，22 年年次次がが共共通通でで実実施施ししてて

いいるるワワーーククシシーートトででああるる。。  

  

《北海道新聞 2024 年 10 月 4 日「卓上四季」を引用》  

  

((アア))ののねねららいい  

((アア ))はは今今話話題題ににななっってていいるるニニュューーススをを知知

るるここととがが第第一一のの目目的的。。SSNNSS にによよるる情情報報収収集集がが

主主でで、、新新聞聞をを読読むむ習習慣慣をを持持つつ高高校校生生はは少少なないい。。

そそれれでではは面面接接やや小小論論文文にに対対応応ででききなないいののでで、、

ままずずはは自自分分にに興興味味ののなないい話話題題ででもも、、せせめめてて概概

２２００２２４４年年度度  NNIIEE 実実践践報報告告  

        新新聞聞をを読読むむ、、活活かかすす（（４４年年目目のの取取組組））      

北北海海道道富富良良野野高高等等学学校校  教教諭諭  北北村村  智智裕裕（（地地理理歴歴史史・・公公民民科科））  

                              教教諭諭  清清野野  俊俊也也（（国国語語科科、、２２年年次次担担任任））  

                        教教諭諭  浅浅野野    浩浩（（国国語語科科、、３３年年次次主主任任））  

 

((アア))  

((イイ))  

((ウウ))  
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要要をを知知るるここととがが大大切切とと考考ええるる。。毎毎週週ニニュューースス

をを選選択択ししてて作作るるののはは手手間間ががかかかかるるがが、、一一週週間間

にに一一回回ででもも時時事事的的なな問問題題をを活活字字でで読読まませせたた

いい。。  

第第二二のの目目的的ととししててはは、、手手早早くく読読むむ力力をを身身にに

つつけけるるこことと。。年年々々、、活活字字でで文文章章をを読読むむススピピーー

ドドがが下下ががっってておおりり、、小小論論文文やや入入試試問問題題ででもも、、

そそももそそもも問問題題文文をを読読むむののがが遅遅いい。。22 分分以以内内でで

概概要要をを読読みみ取取ららせせるるここととをを繰繰りり返返すすここととでで、、

国国語語がが苦苦手手なな生生徒徒もも明明ららかかにに作作業業はは早早くくなな

っってていいるる。。  

  

((イイ))ののねねららいい  

((イイ))はは小小論論文文ににおおけけるる「「序序論論」」「「本本論論」」「「結結

論論」」をを可可視視化化ししてて、、生生徒徒にに意意識識ささせせるるここととをを

目目的的ととししてていいるる。。55 分分間間のの時時間間制制限限でで文文章章をを

読読むむののがが 22 分分間間以以内内ののたためめ、、生生徒徒がが((イイ))((ウウ))

をを記記入入すするる時時間間はは実実質質 33 分分間間ででああるる。。慣慣れれてて

くくるるとと、、本本論論やや結結論論がが、、課課題題文文中中ののどどのの場場所所

にに位位置置すするるここととがが多多いいかか、、生生徒徒もも理理解解しし、、空空

所所にに埋埋めめるる語語句句がが早早くく見見つつかかるるよよううににななるる。。

単単純純だだがが、、ここのの作作業業のの積積みみ重重ねねがが小小論論文文をを構構

成成すするるたためめのの基基礎礎ででああるるとと考考ええるる。。  

  

((ウウ))ののねねららいい  

((ウウ ))ににつついいててはは小小論論文文のの問問題題でで頻頻出出すするる

「「本本文文をを 110000 字字程程度度でで要要約約すするる問問題題」」をを模模しし

たたももののででああるる。。

本本 来来 なな らら ばば 実実

際際 にに 生生 徒徒 達達 にに

110000 字字要要約約にに取取

りり 組組 まま せせ たた いい

ののでで、、小小論論文文をを

個個 人人 添添 削削 すす るる

時時ににはは、、((ウウ))のの

部部 分分 をを 空空 白白 にに

しし たた ププ リリ ンン トト

をを 用用 いい てて 生生 徒徒

にに 取取 りり 組組 まま せせ

るるここととももああるる。。

たただだしし、、本本校校でで

はは 朝朝 学学 習習 とと しし

てて 生生 徒徒 全全 体体 がが

ここ のの ププ リリ ンン トト

にに 取取 りり 組組 むむ のの

でで、、ああららかかじじめめここちちららでで要要約約ししたた文文章章でで穴穴埋埋

めめささせせてていいるる。。((イイ))とと((ウウ))ででほほととんんどど内内容容はは

変変わわららなないいがが、、((イイ))がが出出来来ててもも、、((ウウ))ままでで完完

全全正正答答出出来来なないい生生徒徒がが意意外外とといいるる。。同同じじ文文章章

をを((イイ))とと((ウウ))にに分分解解しし、、伝伝ええたたいい内内容容がが同同じじ

ももののででああるるここととをを理理解解ささせせ、、短短時時間間ででそそれれをを

探探しし出出すす力力をを育育成成すするるたためめにに ((イイ ))とと ((ウウ))はは

両両方方必必要要だだとと考考ええるる。。  

  

【【今今後後のの課課題題】】  

((ウウ))ででもも述述べべたたがが、、本本来来はは最最後後のの 110000 字字要要

約約はは生生徒徒にに取取りり組組まませせたたいい。。ままたた、、ここちちららでで

一一方方的的にに問問題題にに取取りり組組まませせるるだだけけででななくく、、生生

徒徒がが同同じじ形形でで問問題題をを作作成成しし、、生生徒徒同同士士でで解解きき

合合わわせせるる機機会会をを設設けけれればば、、文文章章ののどどのの部部分分をを

削削りり、、どどのの部部分分をを残残ししてておおくくののかか体体得得でできき、、

小小論論文文のの基基礎礎力力はは大大ききくく伸伸長長すするるとと考考ええるる。。

ももちちろろんん、、朝朝学学習習のの 55 分分間間ででははそそここままでで展展開開

ででききなないいののでで、、今今後後はは「「現現代代のの国国語語」」やや「「論論

理理国国語語」」ななどどでで、、段段階階的的なな導導入入ををははかかりりたたいい。。  
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((11))学学校校全全体体ででのの取取組組  

②②「「第第 1155 回回いいっっししょょにに読読ももうう！！新新聞聞ココンン

ククーールル」」（（日日本本新新聞聞協協会会主主催催））応応募募  

《《実実践践者者  浅浅野野、、清清野野、、北北村村》》  

  

55 年年目目のの取取組組ととななっったた今今年年度度はは、、全全校校生生徒徒

をを対対象象ににししてて夏夏休休みみのの課課題題ととししたた。。初初年年度度はは、、

11 年年次次だだけけのの取取組組だだっったたがが、、昨昨年年度度はは 11，，22 年年

次次とと 33 年年次次のの一一部部生生徒徒でで取取りり組組みみ、、今今年年度度はは

学学校校全全体体でで取取りり組組むむここととががでできき、、全全校校生生徒徒でで

応応募募ししたた。。  

ここののココンンククーールルでではは、、自自分分のの興興味味・・関関心心をを

持持っったた新新聞聞記記事事をを読読みみ、、感感想想・・意意見見ななどどをを書書

くく。。ささららにに、、周周囲囲のの人人にに同同じじ記記事事をを読読んんででもも

ららいい、、意意見見をを聞聞きき、、よよりり深深くく考考ええるる機機会会をを得得

るるここととががででききるる。。  

次次年年度度以以降降もも、、ここののココンンククーールルをを通通ししてて、、

学学校校全全体体でで「「主主体体的的・・対対話話的的でで深深いい学学びび」」をを

実実践践ししてていいききたたいい。。  

☆☆今今回回ののココンンククーールルでで、、

11 年年次次生生のの 11 名名がが「「全全国国

奨奨励励賞賞」」をを受受賞賞ししたた。。  

『『病病とと闘闘いい  希希望望のの音音

色色  ククララリリネネッットトととピピアアノノ  札札幌幌のの二二田田ささんん』』

（（北北海海道道新新聞聞 22002244 年年 88 月月 1133 日日付付））のの記記事事をを

読読みみ、、兄兄とと話話しし合合いい、、自自分分のの考考ええををままととめめたた。。  

ままたた、、全全校校レレベベルルででのの取取組組がが評評価価さされれ、、22 年年

連連続続のの全全国国優優秀秀学学校校賞賞をを受受賞賞ししたた。。  

  

((22))北北海海道道学学((学学校校設設定定科科目目))ででのの取取組組  

《《実実践践者者  北北村村》》  

  北北海海道道学学はは、、地地歴歴公公民民科科のの学学校校設設定定科科目目でで

ああるる。。33 年年次次対対象象のの選選択択科科目目でで、、毎毎年年 4400 名名程程

度度のの履履修修者者ががいいるる。。履履修修者者のの進進路路希希望望はは、、公公

務務員員やや就就職職、、専専門門学学校校進進学学ななどどでで、、多多くくのの生生

徒徒がが北北海海道道((近近隣隣市市町町村村))にに残残るる生生徒徒ででああるる。。  

  ここのの授授業業ののねねららいいのの一一つつととししてて、、「「北北海海道道

((近近隣隣市市町町村村))をを知知りり、、将将来来、、自自分分がが住住むむ地地域域

のの諸諸課課題題をを解解決決すするる力力のの育育成成」」ががああるる。。そそのの

力力のの育育成成ををすするるたためめににもも新新聞聞はは有有効効なな一一つつ

ののツツーールルだだとと考考ええるる。。  

  新新聞聞をを活活用用ししたた授授業業ののおおおおままかかなな流流れれはは

次次ののととおおりりででああるる。。  

““新新聞聞授授業業””のの流流れれ  

  確確    認認：：時時事事問問題題（（特特にに地地域域のの話話題題））  

⇒⇒知知      るる：：新新聞聞かからら““地地域域のの課課題題””をを提提示示    

⇒⇒学学      ぶぶ：：内内容容理理解解、、調調べべるる  

⇒⇒考考  ええ  るる：：作作問問すするる《《主主》》  

⇒⇒振振りり返返るる：：考考査査でで既既習習のの知知識識のの確確認認《《知知》》  

⇒⇒思思考考判判断断：：考考査査でで初初見見のの新新聞聞記記事事かからら出出題題

《《思思//判判》》  

※※《《知知》》⇒⇒知知識識・・技技能能、、《《思思//判判》》⇒⇒思思考考・・判判断断・・表表現現   

《《主主》》⇒⇒主主体体的的にに学学習習にに取取りり組組むむ態態度度  

  以以下下はは、、今今年年度度 33 回回実実施施ししたた定定期期考考査査ままでで

のの授授業業内内容容ででああるる。。  

ⅠⅠ  前前期期中中間間考考査査((66 月月上上旬旬))ままででのの授授業業  

①①「「上上川川管管内内のの市市町町村村」」をを知知るる。。  

☆☆北北海海道道新新聞聞デデジジタタルル版版 ((地地域域 ::旭旭川川上上

川川))でで情情報報をを収収集集しし、、時時事事的的ななニニュューー

ススをを知知りり、、地地域域のの現現状状やや課課題題をを把把握握。。  

②②「「自自分分のの住住んんででいいるる町町」」をを知知るる。。  

☆☆各各市市町町村村のの「「広広報報誌誌((44 月月号号))」」をを活活用用

すするる。。年年度度初初めめのの広広報報誌誌ににはは、、各各市市町町

村村のの「「新新年年度度予予算算概概要要」」、、「「ままちちづづくくりり」」

がが掲掲載載さされれてていいるる。。  

③③「「富富良良野野のの観観光光」」をを知知るる、、考考ええるる。。  

☆☆毎毎年年 55 月月にに、、北北海海道道新新

聞聞上上川川版版にに富富良良野野市市

ににおおけけるる前前年年のの観観光光

客客数数のの記記事事がが出出るる。。

地地元元のの基基幹幹産産業業ででああ

るる 観観 光光 のの 現現 状状 をを 知知

りり、、課課題題をを把把握握しし、、解解

決決策策をを考考ええるる。。  

《北海道新聞 2024 年 5 月 29 日》  

④④  考考査査でで①①～～③③にに関関すするる出出題題ををすするる。。  
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ⅡⅡ  前前期期期期末末考考査査((99 月月上上旬旬))ままででのの授授業業  

①①「「空空きき不不動動産産活活用用ココンンテテスストト((明明海海大大学学

不不動動産産学学部部主主催催))」」応応募募  ※※取取組組１１年年目目  

☆☆空空きき不不動動産産にに関関

すするる新新聞聞記記事事をを

参参考考にに、、各各自自ののアア

イイデディィアアををままとと

めめ、、応応募募すするる。。  

《北海道新聞 2024 年 6 月 22 日》  

②②「「北北海海道道遺遺産産」」ににつついいてて学学ぶぶ。。  

  ☆☆興興味味・・関関心心ををももっったたももののににつついいててレレポポ

ーートトをを作作成成しし、、発発表表すするる。。  

③③「「ふふららのの百百景景（（北北海海道道新新聞聞富富良良野野版版））」」へへ

のの応応募募、、掲掲載載  ※※取取組組 22 年年目目  

☆☆北北海海道道新新聞聞富富良良野野版版にに「「ふふららのの百百景景」」

がが連連載載さされれてていいるる。。((22002233 年年 88 月月かからら))  

☆☆「「富富良良野野市市博博物物館館」」とと「「半半農農半半画画家家のの

イイママイイカカツツミミささんん((本本校校のの美美術術講講師師))」」

がが、、歴歴史史のの跡跡やや人人々々のの営営みみをを水水彩彩画画でで

紹紹介介ししてていいるる。。  

☆☆市市民民がが考考ええるる名名所所「「ふふららのの百百景景」」をを募募

集集ししてておおりり、、ここれれにに応応募募すするるたためめのの授授

業業をを行行うう。。  

☆☆授授業業のの展展開開  

・・11 時時間間目目⇒⇒新新聞聞連連載載をを読読みみ、、歴歴史史やや

文文化化、、自自然然やや環環境境等等をを理理解解すするる。。  

・・22 時時間間目目⇒⇒各各自自のの「「ふふららのの百百景景」」をを

選選びび、、歴歴史史やや文文化化、、自自然然環環境境等等をを調調

べべるる。。  

・・33 時時間間目目⇒⇒新新聞聞連連載載記記事事をを参参考考にに、、

新新聞聞記記事事風風ににレレポポーートトをを作作成成。。  

☆☆生生徒徒がが応応募募ししたた「「ふふららのの百百景景」」のの中中かか

ららいいくくつつかかがが採採用用ととななりり、、北北海海道道新新聞聞

富富良良野野支支局局のの記記者者かからら取取材材をを受受けけたた

後後、、新新聞聞にに掲掲載載さされれるる。。  

☆☆今今年年度度はは、、「「ワワイインンのの泉泉((富富良良野野駅駅前前のの

噴噴水水))」」、、「「ニニンンググルルテテララスス」」、、「「富富良良野野高高

校校屋屋上上かかららのの眺眺めめ」」

がが 本本 校校 生生 徒徒 のの ““ 推推

しし””ととししてて、、ふふららのの

百百景景〈〈秋秋  特特別別編編〉〉にに

掲掲載載さされれたた。。  

④④  考考査査でで①①～～③③にに関関すす  

るる出出題題ををすするる。。  

《北海道新聞 2024 年 10 月 8 日》  

  

ⅢⅢ  後後期期中中間間考考査査((1111 月月下下旬旬))ままででのの授授業業  

①①「「北北海海道道新新聞聞  新新聞聞切切りり抜抜きき作作品品ココンンテテ

スストト」」応応募募  ※※取取組組 66 年年目目  

☆☆今今年年度度はは、、「「自自然然災災害害とと防防災災」」ををテテーーママ

ととししたた 11 名名がが佳佳作作にに選選出出さされれたた。。  

②②世世界界文文化化遺遺産産「「北北海海道道・・北北東東北北のの縄縄文文遺遺

跡跡群群」」をを知知るる。。  

☆☆世世界界遺遺産産登登録録当当時時のの新新聞聞記記事事をを活活用用  

③③「「北北海海道道総総合合計計画画」」出出前前講講座座((北北海海道道総総合合

政政策策部部主主催催))  ※※取取組組 22 年年目目  

☆☆一一年年間間のの授授業業ののままととめめととななるる授授業業。。  

☆☆ははじじめめにに「「北北海海道道総総合合計計画画」」ににつついいてて

講講義義をを受受けけ、、そそのの後後「「北北海海道道ををよよくくすす

るるたためめにに取取りり組組むむべべききこことと」」ににつついいてて

ググルルーーププワワーーククをを行行うう。。  

④④  考考査査でで①①～～③③にに関関すするる出出題題ををすするる。。  

    

３３．．ままととめめ  

NNIIEE 実実践践校校ととししててのの 44 年年目目はは、、学学校校全全体体でで

のの取取組組ををいいくくつつかか実実施施すするるここととががででききたた。。次次

年年度度以以降降もも、、生生徒徒のの「「生生ききるる力力」」をを育むたためめ

のの一一つつととししてて新新聞聞をを活活用用しし、、「「新新聞聞をを読読むむ、、活活

かかすす」」をを実実践践、、継継続続ししてていいききまますす。。  
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１１．．ははじじめめにに  

本本校校はは系系列列にに北北海海道道科科学学大大学学（（工工学学部部・・保保健健

医医療療学学部部・・薬薬学学部部・・未未来来デデザザイインン学学部部））をを有有すす

るる私私立立高高校校ででああるる。。22年年前前のの22002233年年44月月かからら大大

学学所所在在地地ででああるる手手稲稲前前田田キキャャンンパパススへへ移移転転しし、、

大大学学とと同同じじキキャャンンパパススのの強強みみをを活活かかしし、、日日常常的的

にに大大学学教教育育やや大大学学生生にに出出会会ううここととががででききるる「「高高

大大一一体体教教育育」」ががススタターートトししたた。。22 年年目目のの今今年年かか

らら、、系系列列校校推推薦薦でで系系列列大大学学にに進進学学すするる生生徒徒はは 33

年年後後期期でで大大学学のの授授業業をを先先取取りりすするる「「ココンンカカレレンン

トトププロロググララムム」」ががススタターートトししたた  

今今年年度度ははNNIIEE実実践践校校55年年目目ととななりり、、昨昨年年度度にに

引引きき続続きき、、全全学学年年のの朝朝ののＳＳＨＨＲＲににおおけけるる新新聞聞活活

用用をを実実践践ししたた。。ままたた、、22 年年生生のの修修学学旅旅行行前前のの平平

和和学学習習ににおおいいてて、、平平和和講講演演のの他他にに、、約約 11ヶヶ月月にに

渡渡りり、、各各種種新新聞聞をを活活用用しし、、戦戦争争にに関関すするる記記事事をを

配配信信しし、、感感想想やや率率直直なな気気持持ちち、、思思いいををレレポポーートト

ににままととめめ、、事事前前指指導導ととししてて活活用用ししたた。。今今回回のの報報

告告でではは全全学学年年のの朝朝ののＳＳＨＨＲＲににおおけけるる新新聞聞活活用用

のの実実践践とと22年年生生のの平平和和学学習習ににおおけけるる新新聞聞のの活活用用

実実践践をを紹紹介介すするる。。  

  

２２．．朝朝ののＳＳＨＨＲＲににおおけけるる新新聞聞活活用用実実践践    

※※生生徒徒はは全全員員、、学学校校指指定定iiPPaadd保保有有  

（（１１））内内  容容  

朝朝のの授授業業前前のの時時間間（（88：：3300～～88：：4455））にに教教員員がが

選選んんだだ新新聞聞記記事事をを生生徒徒にに配配信信ししてていいるる。。朝朝ののスス

タターートトにに際際しし、、新新聞聞記記事事にに触触れれるるここととにによよりり、、

落落ちち着着いいたた雰雰囲囲気気でで11時時間間目目にに入入れれるるこことともも魅魅

力力ででああるる。。本本校校でではは22年年次次にに11年年間間をを通通ししたた探探

  

究究活活動動をを行行っってておおりり、、そそのの探探究究テテーーママののヒヒンントト

やや手手助助けけににななるる記記事事ももセセレレククトトししてていいるる。。  

  

生生徒徒ののiiPPaaddにに毎毎朝朝配配信信  

  

                                          

（（２２））目目  的的    

主主なな目目的的はは①①読読むむ力力のの向向上上  ②②新新聞聞をを通通しし世世  

のの中中のの動動ききににつついいてて知知りり、、様様々々なな立立場場かかららのの物物  

のの見見方方ににつついいてて考考ええるる。。③③11 年年間間をを通通ししてて行行っっ

てていいるる探探究究活活動動ののヒヒンントトをを見見つつけけるる。。ここのの33点点

ででああるる。。ままたた、、生生徒徒にによよっっててはは、、何何気気なないい記記事事

ををききっっかかけけにに、、更更ににそそのの記記事事をを掘掘りり下下げげてて、、探探

究究活活動動にに還還元元ししたたりり、、進進路路選選択択ののききっっかかけけにになな

っったた記記事事にに出出会会っったたりりとといいうう様様々々ななププララススのの

面面がが見見らられれてていいるる。。  

        

（（３３））生生徒徒のの様様子子・・効効果果ななどど  

入入学学後後かからら継継続続的的ににここのの取取りり組組みみをを始始めめてて

いいるるがが「「新新聞聞をを読読むむ」」ここととにに多多くくのの生生徒徒がが慣慣れれ、、

学学校校でで新新聞聞記記事事をを読読むむここととががああたたりり前前ととななっっ

２２００２２４４年年度度  ＮＮＩＩＥＥ実実践践報報告告  

「「新新聞聞をを活活用用ししたた学学びびのの実実践践」」  
～～朝朝ののＳＳＨＨＲＲででのの新新聞聞記記事事のの活活用用とと修修学学旅旅行行ににおおけけるる「「平平和和学学習習」」にに向向けけててのの取取組組みみ～～  

北北海海道道科科学学大大学学高高等等学学校校  教教頭頭  山山下下  卓卓  
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てていいるる生生徒徒がが増増ええてていいるる。。ままたた、、（（２２））ででもも触触れれ

てていいるるがが、、記記事事ををききっっかかけけにに単単純純にに「「知知ららなないい

ここととをを知知るるここととががででききたた」」かからら一一歩歩踏踏みみ込込みみ、、

「「ここののニニュューーススのの背背景景をを知知りりたたいい」」「「ここのの出出来来

事事のの将将来来へへのの影影響響をを考考ええたたいい」」とといいううレレベベルルでで

新新聞聞記記事事をを読読むむここととががででききるる生生徒徒もも出出ててききてて

いいるる。。学学校校がが読読むむここととをを押押しし付付けけるるののででははななくく、、

新新聞聞記記事事にに触触れれるる「「時時間間」」やや「「場場」」をを提提供供すするる

ここととにによよりり、、自自然然とと読読むむここととががああたたりり前前ににななりり、、

ここのの場場だだけけのの機機会会にに限限ららずず、、自自宅宅等等ででもも興興味味をを

持持っってて新新聞聞記記事事にに注注目目ししててほほししいいとと考考ええてていい

るる。。今今後後もも、、情情報報をを入入手手すするる媒媒体体ととししてて、、真真偽偽

不不明明ななイインンタターーネネッットトややSSNNSSかかららのの情情報報だだけけにに

頼頼るるののででははななくく、、新新聞聞をを含含めめたた様様々々なな媒媒体体かからら

情情報報をを入入手手しし、、正正ししくく知知りり、、正正ししいい判判断断ににつつなな

げげてていいくくここととがが重重要要だだとと考考ええるる。。  

  

（（朝朝新新聞聞一一例例））  

以以下下ののよよううなな新新聞聞切切りり抜抜ききをを担担当当者者がが毎毎日日 22～～

33 枚枚程程度度配配信信ししてていいるる。。生生徒徒はは印印象象にに残残っったた記記

事事をを選選びび、、感感想想ややココメメンントトをを毎毎日日提提出出ししてていいるる。。

担担任任はは簡簡単単ななココメメンントトやや感感想想をを個個別別にに返返信信しし

てていいるる。。  

※※アアププリリ((ロロイイロロノノーートト))でで配配信信  

  

11学学年年事事例例①①  

北北海海道道新新聞聞  22002244年年88月月2233日日  

((配配信信切切りり抜抜きき一一部部抜抜粋粋))  

  

  

生生徒徒かかららのの感感想想・・ココメメンントト（（一一部部抜抜粋粋））  

  「「美美容容整整形形やや医医療療のの施施術術をを受受けけるる人人がが増増加加すす

るる一一方方ででトトララブブルルがが増増加加ししてていいるるとといいううニニュュ

ーーススををよよくく見見まますす。。美美容容医医療療ななどどはは施施術術をを受受けけ

ててかかららででははなないいとと効効果果ががわわかかららなないいでですすしし、、専専

門門のの人人ににししかかわわかかららなないい技技術術ががああるるとと思思いいまま

すす。。噓噓のの情情報報ななどどにに安安易易にに流流さされれずず、、トトララブブルル

にに巻巻きき込込ままれれなないいよよううにに信信頼頼ででききるる情情報報源源かか

ららししっっかかりりとと調調べべるる必必要要ががああるるとと思思いいままししたた。。」」  

  

  「「道道内内のの宿宿泊泊者者数数がが伸伸びび、、ココロロナナのの影影響響かからら

脱脱却却ししたたここととはは何何ととななくくわわかかっってていいままししたたがが、、

観観光光客客のの増増ええすすぎぎにによよるる新新たたなな観観光光公公害害((オオーー

ババーーツツーーリリズズムム))のの問問題題がが今今後後心心配配でですす。。」」  

  

11学学年年事事例例②②  

北北海海道道新新聞聞  22002244年年1122月月1100日日  

((配配信信切切りり抜抜きき一一部部抜抜粋粋))  

  

生生徒徒かかららのの感感想想・・ココメメンントト（（一一部部抜抜粋粋））  

  「「物物のの値値段段がが上上ががっってておおりり、、生生活活にに非非常常ににおお

金金ががかかかかるる中中でで、、学学校校給給食食のの無無償償化化やや教教育育費費のの

無無償償化化ななどど、、私私たたちちがが親親ににななるるととききままででににははしし

っっかかりりとと実実現現ししてて欲欲ししいい。。」」  

  

  「「長長期期ヤヤンンググケケアアララーーのの精精神神不不調調リリススククがが高高

ままるるとといいうう問問題題はは中中学学時時代代のの身身近近なな友友人人のの事事

をを思思いい出出ししたた。。大大人人たたちちがが早早くく気気づづきき、、そそののよよ

ううなな人人たたちちのの負負担担がが少少ししででもも減減るるよよううなな支支援援

をを早早急急にに実実現現ししててももららいいたたいい。。」」  
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３３．．22年年生生のの平平和和学学習習ににおおけけるる新新聞聞のの活活用用実実践践  

22年年生生はは1100月月2288日日～～1111月月11日日のの44泊泊55日日のの

日日程程でで修修学学旅旅行行をを実実施施ししてていいるる。。関関西西でではは自自主主

研研修修、、沖沖縄縄でではは平平和和学学習習にに取取りり組組んんででおおりり、、ひひ

めめゆゆりり平平和和祈祈念念資資料料館館やや旧旧海海軍軍司司令令部部壕壕ななどど

をを見見学学ししてていいるる。。今今年年度度はは沖沖縄縄のの平平和和学学習習のの事事

前前学学習習ととししてて、、99月月中中旬旬かからら 22週週間間、、戦戦争争にに関関

すするる記記事事ををピピッッククアアッッププしし配配信信しし、、各各自自ででココララ

ムムをを書書きき、、意意見見交交換換をを行行ううとといいうう取取りり組組みみをを実実

施施ししたた。。以以下下にに配配信信ししたた記記事事とと生生徒徒ののココララムムをを

紹紹介介すするる。。  

  

読読売売新新聞聞  22002244年年 88月月2255日日  

→→  22002244年年99月月1188日日にに配配信信  

  

生生徒徒ののココララムム（（一一部部抜抜粋粋））  

「「年年月月がが経経っっててもも遺遺族族のの悲悲ししみみやや痛痛みみはは変変

わわららなないい。。戦戦争争のの残残酷酷ささをを風風化化ささせせずずににししっっかか

りりとと語語りり継継いいででいいくくべべききだだとと思思うう。。ここののよよううなな

悲悲劇劇をを繰繰りり返返ささなないいたためめにに、、今今世世界界でで起起ききてていい  

  

るるここととをを知知るるたためめにに。。」」  

  

「「戦戦争争ののせせいいでで自自分分のの趣趣味味やや子子どどもものの成成長長

をを見見届届けけるる時時間間がが奪奪わわれれ、、大大切切なな人人のの死死もも戦戦死死

公公報報でで伝伝ええらられれるる世世のの中中はは絶絶対対ににああっっててははなな

ららなないい。。昔昔、、日日本本のの平平和和をを願願っってて戦戦いい、、死死んんだだ

人人ののたためめににもも、、二二度度とと戦戦争争をを起起ここししててははいいけけなな

いい。。」」  

  

毎毎日日新新聞聞  22002244年年 88月月1166日日  

→→  22002244年年99月月2255日日にに配配信信  

  

生生徒徒ののココララムム（（一一部部抜抜粋粋））  

「「今今ままででもも原原爆爆やや特特攻攻ななどど戦戦争争ににつついいててのの

様様々々なな被被害害やや惨惨状状ににつついいてて聞聞いいたたここととははああっっ

たたがが、、そそれれははほほんんのの一一部部分分でであありり、、実実際際ににはは

様様々々なな知知らられれてていいなないい数数多多くくのの悲悲劇劇ががああるるここ

ととががわわかかっったた。。」」  
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  「「ママララリリアア感感染染がが予予想想さされれるる中中でで、、強強制制的的にに

移移動動ささせせらられれるるほほどど大大変変なな状状況況ででああっったた戦戦争争

のの悲悲惨惨ささとと、、そそのの状状況況のの中中ででのの懸懸命命にに生生ききよようう

ととししたた当当時時のの人人たたちちのの強強ささにに感感動動ししたた。。」」  

  

読読売売新新聞聞  22002244年年 88月月1166日日  

→→  22002244年年99月月2266日日にに配配信信  

  

生生徒徒ののココララムム（（一一部部抜抜粋粋））  

「「父父のの記記憶憶ががななくく、、母母親親ももいいななくくななっっててししまま

っったた石石橋橋ささんんのの苦苦ししささにに胸胸がが痛痛くくななっったた。。ししかか

しし、、父父がが残残ししたた手手紙紙をを支支ええにに幸幸せせなな人人生生をを歩歩んん

だだここととがが素素敵敵だだとと思思っったた。。どどんんななももののででああっってて

もも、、想想いいののここももっったた何何かかはは人人のの支支ええににななるる事事をを

知知っったた。。」」  

  

「「今今ははいいつつででもも簡簡単単ににススママホホででややりりととりりがが

ででききるるがが戦戦争争ののせせいいでで、、人人生生がが狂狂わわさされれ、、様様々々

なな悲悲惨惨なな経経験験ををししたた石石橋橋ささんんがが手手紙紙をを支支ええにに

人人生生をを歩歩みみ、、『『今今がが一一番番幸幸せせ』』とと言言ええるるここととにに感感

動動ししたた。。」」  

配配信信ししたた新新聞聞記記事事にに繋繋ががるる、、平平和和学学習習講講演演をを実実

施施（（22002244年年99月月2277日日））  

  

  

  

４４  終終わわりりにに  

  本本校校でではは主主体体的的なな学学びびにに積積極極的的にに取取りり組組んん

ででおおりり、、IICCTT やや新新聞聞ななどど様様々々ななツツーールルをを活活用用すす

るるここととにによよりり、、様様々々なな学学びびのの可可能能性性ががああるるこことと

をを感感じじるるここととががででききたた。。今今後後もも学学校校ととししてて、、生生

徒徒のの主主体体的的なな学学びびをを促促すす活活動動のの場場づづくくりりをを継継

続続的的・・計計画画的的にに行行っってていいききたたいい。。ままたた、、毎毎日日のの

朝朝新新聞聞のの配配信信をを通通しし、、真真偽偽不不明明なな様様々々なな情情報報がが

溢溢れれるるSSNNSS時時代代ににおおいいてて、、ここれれかからら社社会会人人ととしし

てて巣巣立立つつ高高校校生生ににおおいいててはは、、正正ししいい情情報報かからら正正

ししいい行行動動ににつつななげげるる入入りり口口ととししてて「「新新聞聞」」はは欠欠

かかせせなないいももののででああるるここととをを実実感感ししたた。。今今後後もも生生

徒徒のの成成長長をを促促すす大大切切ななツツーールルととししてて、、新新聞聞をを活活

用用ししたた教教育育活活動動をを模模索索ししてていいききたたいい。。  
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２２００２２４４年年度度  ＮＮＩＩＥＥ実実践践報報告告  

「「日日常常的的・・継継続続的的」」なな新新聞聞活活用用のの取取組組のの実実践践  
北北海海道道札札幌幌手手稲稲高高等等学学校校  教教諭諭  嶋嶋崎崎俊俊樹樹（（倉倉部部英英利利子子  福福田田  浩浩）） 

 
１ はじめに 

本本校校はは１１～～３３年年次次各各８８学学級級（（計計２２４４学学級級））、、

全全校校生生徒徒９９４４６６名名のの全全日日制制普普通通科科単単位位制制高高校校

ででああるる。。本本校校ののほほととんんどどのの生生徒徒はは大大学学進進学学をを目目

指指ししてていいるる。。そそののたためめ、、進進路路実実現現ののたためめのの講講習習

がが放放課課後後やや休休日日、、長長期期休休業業中中にに実実施施さされれてていいるる。。

ままたた、、キキャャリリアア教教育育ににもも力力をを入入れれてておおりり、、１１年年

次次でではは６６００をを超超ええるる事事業業所所へへ訪訪問問すするるイインンタタ

ーーンンシシッッププミミッッシショョンン、、２２年年次次でではは各各大大学学かからら

講講師師をを招招きき１１００をを超超ええるる講講座座をを４４週週ににわわたたりり

ひひららくく「「学学びび探探究究ゼゼミミ」」がが行行わわれれてていいるる。。ささらら

にに、、部部活活動動もも活活発発でで加加入入率率はは８８割割をを超超ええ、、ここれれ

ままででにに全全国国大大会会出出場場のの経経験験ががああるる部部活活動動もも数数

多多くくああるる。。ここののよよううにに授授業業以以外外ででのの活活動動もも盛盛んん

なな学学校校のの中中でで、、生生徒徒はは忙忙ししくくもも充充実実ししたた毎毎日日をを

過過ごごししてていいるる。。  
 
２ 実践の経緯 

  本本校校はは１１００年年前前かかららＮＮＩＩＥＥのの実実践践指指定定をを受受

けけ、、当当初初はは「「情情報報」」担担当当のの教教諭諭がが単単独独でで新新聞聞をを

活活用用ししたた授授業業実実践践をを行行っってていいたた。。実実践践指指定定２２年年

目目かかららはは社社会会科科（（本本校校でではは地地理理歴歴史史科科とと公公民民科科

がが社社会会科科ととししてて教教科科をを運運営営））もも加加わわりり、、社社会会科科

でではは９９年年目目のの取取りり組組みみととななるる。。  
新新聞聞をを活活用用すするるねねららいいととししててはは、、①①新新聞聞にに触触

れれるる機機会会をを提提供供ししてて社社会会のの出出来来事事へへのの関関心心をを

高高めめ、、ここれれかからら生生ききててくく社社会会にに対対すするるイイメメーージジ

をを持持たたせせるるこことと、、②②新新聞聞記記事事をを題題材材ととししたた言言語語

活活動動をを通通ししてて、、資資料料活活用用のの技技能能やや思思考考力力・・判判断断

力力・・表表現現力力をを身身ににつつけけささせせるるここととででああるる。。  
  ここののねねららいいをを実実現現すするる上上でで最最もも心心ががけけてていい

るるここととはは、、今今回回のの実実践践報報告告のの表表題題ににももななっってていい

るる「「日日常常的的・・継継続続的的」」なな新新聞聞活活用用とといいうう視視点点でで

ああるる。。本本校校ででははここれれをを可可能能ととすするるたためめにに、、日日ごご

ろろかかららででききるるだだけけ時時間間やや労労力力ををかかけけずずにに、、無無理理

せせずず実実施施ででききるる内内容容でで実実践践をを行行っってていいるる。。従従っっ

てて、、報報告告すするる実実践践はは例例年年ととほほぼぼ同同じじ内内容容でであありり、、

取取組組ととししててはは不不十十分分なな点点ももああろろううかかとと思思ううがが、、

小小ささなな変変化化ももああるるたためめ、、そそのの点点をを中中心心にに記記載載しし

たたいい。。 
 
３ 実践の概要 

（１）「３分間スピーチ」 

 「「３３分分間間ススピピーーチチ」」はは、、①①ああららかかじじめめ生生徒徒全全

員員ににワワーーククシシーートトをを配配布布ししてておおくく、、②②生生徒徒はは各各

自自、、気気ににななっったた新新聞聞記記事事をを一一つつ選選びびワワーーククシシーー

トトのの各各項項目目にに記記入入すするる、、③③ワワーーククシシーートトののウウララ

面面にに選選んんだだ新新聞聞記記事事をを切切りり抜抜いいてて貼貼るる、、④④ククララ

ススメメーートトのの前前でで発発表表すするる、、とといいうう手手順順でで行行わわれれ

てていいるる。。  
ワワーーククシシーートトにに記記入入すするる内内容容はは「「新新聞聞記記事事のの

テテーーママ（（見見出出しし））」」「「記記事事のの要要約約」」「「読読んんでで理理解解

ででききたたこことと」」「「読読んんででわわかかららなないい言言葉葉」」（（調調べべたた

結結果果をを書書きき込込むむ））「「自自分分のの意意見見、、感感想想」」でであありり、、

生生徒徒ははここれれららをを、、読読みみ上上げげるる形形でで発発表表すするる。。  
取取りり上上げげるる記記事事はは政政治治、、経経済済、、社社会会問問題題かからら

選選ぶぶよよううにに伝伝ええ、、芸芸能能ややススポポーーツツのの記記事事はは避避けけ

るるここととととししてていいるる。。新新聞聞をを購購読読ししてていいなないい家家庭庭

のの場場合合ににははココンンビビニニエエンンスススストトアアななどどでで買買うう

かか、、担担当当教教師師のの下下、、学学校校でで購購入入ししてていいるる新新聞聞、、

ああるるいいははイインンタターーネネッットトでで配配信信さされれるる記記事事なな

どどをを利利用用すするるここととととししてていいるる。。イインンタターーネネッットト

のの記記事事をを利利用用すするる場場合合はは新新聞聞社社やや通通信信社社でで発発

信信ししてていいるる信信用用度度のの高高いいももののをを利利用用すするるよようう

指指導導ししてていいるる。。  
授授業業者者はは、、生生徒徒のの発発表表がが終終わわるるとと簡簡単単なな解解説説
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ややココメメンントトをを加加ええるる。。授授業業者者ののココメメンントトをを含含めめ

てて授授業業ののははじじめめのの１１００分分程程度度をを使使いい、、そそのの後後、、

通通常常のの授授業業にに入入っってていいくく。。  
本本校校のの教教育育課課程程でではは１１年年次次ににおおいいてて公公民民科科

のの授授業業がが無無いいたためめ、、今今年年度度はは２２年年次次のの必必履履修修科科

目目「「公公共共」」ににおおいいてて実実践践ししてていいるる。。  

 

最最近近はは新新聞聞をを購購読読ししてていいるる家家庭庭がが減減りり、、新新

聞聞をを手手ににすするる機機会会がが少少ななくくななっったた。。ししかかしし、、

そそののたためめにに、、むむししろろ質質のの高高いい記記事事をを選選ぶぶよようう

ににななりり、、発発表表ままででのの取取りり組組みみがが丁丁寧寧ににななっったた

よよううにに思思わわれれるる。。言言ううままででもも無無くく、、「「３３分分間間スス

ピピーーチチ」」ははススピピーーチチややワワーーククシシーートトのの記記入入をを

通通ししてて探探究究的的なな活活動動がが行行わわれれるるここととでで、、読読解解

力力やや表表現現力力をを養養ううここととががででききるる。。ささららにに、、他他

のの生生徒徒やや教教師師のの意意見見をを聞聞くくここととでで思思考考をを深深めめ

るるここととががでできき、、本本校校のの新新聞聞活活用用のの中中心心ととななるる

大大切切なな取取りり組組みみででああるるとと言言ええるる。。  

（２）「新聞コンクール」への応募 
 １１年年次次ででのの新新聞聞活活用用のの機機会会をを得得るるたためめ、、日日本本

新新聞聞協協会会主主催催のの「「いいっっししょょにに読読ももうう！！新新聞聞ココンン

ククーールル」」へへのの応応募募をを行行っってていいるる。。地地理理歴歴史史科科のの

授授業業のの中中でで、、今今年年度度もも１１年年次次のの夏夏休休みみのの宿宿題題とと

ししてて参参加加ささせせたた。。１１年年次次のの生生徒徒全全員員にによよるる応応募募

がが４４年年目目ととななりり、、今今年年もも日日本本新新聞聞協協会会かからら奨奨励励

賞賞をを受受賞賞すするる生生徒徒ががおおりり、、本本校校ととししててもも学学校校奨奨

励励賞賞ををいいたただだいいたた。。日日常常のの学学習習のの取取りり組組みみがが外外

部部にに評評価価さされれるるここととはは、、生生徒徒ににととっってて学学習習へへのの

大大ききなな励励みみととななっってていいるる。。  
「「新新聞聞ココンンククーールル」」のの特特徴徴はは、、家家族族やや友友達達にに

記記事事のの意意見見をを聞聞いいてて記記入入すするる欄欄ががああるるここととでで

ああるる。。そそれれはは、、家家族族やや友友人人ととののココミミュュニニケケーーシシ

ョョンンのの場場面面やや、、新新聞聞にに触触れれるる機機会会をを増増ややすすこことと

ががででききるるだだけけででななくく、、多多様様なな意意見見をを知知りり、、思思考考

をを多多面面的的にに広広げげるる機機会会ををももたたららししてていいるる。。家家族族

やや友友達達とといいうう親親ししいい相相手手がが議議論論ををすするる相相手手でで

あありり、、記記載載すするる文文章章量量ももささほほどど多多くくなないいここととかか

らら、、生生徒徒ににはは取取りり組組みみややすすいい企企画画ででああるる。。  

 
（３）授業実践 
  今今年年度度はは、、２２年年次次「「公公共共」」ににおおいいてて、、倉倉部部教教

諭諭にによよるる新新聞聞をを活活用用ししたた授授業業がが行行わわれれたた。。  

授授業業でではは、、目目標標をを「「新新聞聞記記事事のの情情報報をを適適切切にに

読読みみ取取りり、、得得らられれたた情情報報ををももととにに他他者者とと協協働働しし

ななががらら、、社社会会的的なな見見方方・・考考ええ方方をを働働かかせせ、、実実際際

のの法法律律ににつついいてて考考察察すするる力力をを身身ににつつけけるる」」ととしし

たた。。そそししてて、、「「実実際際のの法法律律にに幸幸福福・・正正義義・・公公正正

のの視視点点ははどどののよよううにに反反映映さされれてていいるるだだろろううかか」」

とといいうう問問いいをを設設定定しし、、ググルルーーププワワーークク、、端端末末をを

利利用用ししたた調調べべ学学習習、、ワワーーククシシーートト活活用用ななどどのの方方
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法法をを用用いいてて実実践践さされれたた。。  

１１時時間間目目はは実実際際にに成成立立ししたた法法律律ににつついいてて、、一一

人人１１紙紙をを担担当当ししてて利利点点やや課課題題をを調調べべ、、そそれれららをを

ググルルーーププ内内ににおおいいてて発発表表しし、、２２時時間間目目はは、、そそれれ

ぞぞれれのの立立場場かからら、、そそのの法法律律ににつついいててどどうう考考ええるる

かか話話しし合合っったた。。３３時時間間目目はは学学習習ししたた「「幸幸福福」」「「正正

義義」」「「公公正正」」のの視視点点がが法法律律ににどどうう反反映映さされれてていい

るるかかををままととめめ、、各各ググルルーーププがが発発表表ししたた。。  

  生生徒徒のの感感想想にに、、「「新新聞聞のの特特徴徴ででああるる情情報報をを皆皆

にに伝伝ええるるとといいううここととがが、、各各記記事事にによよっってて方方法法

がが異異ななっってておおりり、、情情報報をを見見比比べべるる事事はは、、よよりり

確確かかなな情情報報をを手手にに入入れれるるたためめににはは大大切切ななこことと

ででああるるよよううにに感感じじままししたた。。ままたた、、情情報報をを比比較較

ししググルルーーププでで話話しし合合ううここととでで、、話話題題にに対対ししてて

のの考考ええがが最最初初にに比比べべててととててもも深深ままりり楽楽ししかかっっ

たたでですす。。」」とといいうう記記述述ががあありり、、今今回回のの授授業業のの成成

果果がが表表現現さされれてていいるる。。  

 

（４）「ＮＩＥコーナー」 
新新聞聞そそののももののにに触触れれるる機機会会をを日日常常的的にに提提供供

すするるたためめ、、例例年年どどおおりり１１年年次次のの階階のの水水飲飲みみ場場にに

「「ＮＮＩＩＥＥココーーナナーー」」とと題題ししてて配配達達さされれたた新新聞聞のの

閲閲覧覧ススペペーーススをを設設けけたた。。毎毎日日、、複複数数紙紙のの記記事事をを

比比較較ででききるるよよううにに、、必必ずず月月２２紙紙購購読読しし、、掲掲示示にに

もも「「○○○○新新聞聞とと□□□□新新聞聞  二二紙紙読読みみ比比べべ」」とといい

うう言言葉葉をを入入れれてて情情報報をを比比較較検検討討すするるリリテテララシシ

ーーをを意意識識ささせせてていいるる。。  
  今今年年度度もも引引きき続続きき憲憲法法記記念念日日のの社社説説やや世世論論

調調査査をを比比較較すするる特特別別展展示示もも実実施施ししたた。。ままたた、、

終終戦戦のの日日ににはは、、新新聞聞各各社社のの特特集集ととととももにに現現在在

ででもも続続くく戦戦争争やや紛紛争争のの実実際際をを取取材材ししたた記記事事をを

掲掲示示しし、、日日本本のの戦戦争争にに対対すするる意意識識とと世世界界のの現現

実実をを対対比比ででききるるよよううにに工工夫夫ししたた。。  

 

 
（５）その他の新聞の活用 

 国国語語科科がが１１・・２２年年次次のの朝朝学学習習のの一一環環ととししてて、、

社社説説ややココララムムをを両両面面にに印印刷刷ししたたププリリンントトをを作作

成成しし、、生生徒徒にに配配布布ししてていいるる。。読読解解力力がが一一層層重重視視

さされれるる大大学学受受験験ににおおいいててももそそのの力力がが試試さされれるる

ここととがが多多くく、、授授業業にに部部分分的的にに新新聞聞をを取取りり入入れれるる

場場面面もも見見らられれるる。。  
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４ 成果と課題 

（１）日常的・継続的な活動と授業実践 

本本校校公公民民科科ででののＮＮＩＩＥＥのの実実践践はは、、年年間間をを通通しし

てて無無理理ななくく取取りり組組めめるる内内容容ののももののをを意意識識ししてて

実実施施ししててききたた。。新新教教育育課課程程ににななりり、、本本校校のの教教育育

課課程程表表のの関関係係上上、、社社会会科科のの１１科科目目をを数数人人でで担担当当

すするるここととがが多多くくななっったたがが、、「「３３分分間間ススピピーーチチ」」

「「新新聞聞ココンンククーールル」」ににつついいててはは、、教教員員間間のの合合意意

とと協協力力にによよりり継継続続ししてて実実施施すするるここととががででききたた。。  
ままたた、、今今年年度度のの授授業業実実践践はは、、新新聞聞活活用用をを中中心心

ににししたた主主体体的的でで対対話話的的なな学学びびのの素素晴晴ららししいい実実

践践でであありり、、前前述述のの生生徒徒のの感感想想ににああるるよよううにに、、本本

校校のの新新聞聞活活用用ののねねららいいがが十十分分にに達達成成さされれたたとと

思思わわれれるる。。  
（２）課題 

①社会参加のための継続的な新聞活用 

 「「３３分分間間ススピピーーチチ」」やや「「新新聞聞ココンンククーールル」」なな

どどはは、、一一時時的的なな機機会会にに過過ぎぎなないい。。「「ＮＮＩＩＥＥココーー

ナナーー」」にに毎毎日日そそのの日日のの新新聞聞をを並並べべてていいるるがが、、残残

念念ななががらら開開かかれれたた形形跡跡ののなないい日日ももああるる。。  
新新聞聞のの持持つつ情情報報のの信信頼頼性性やや多多様様性性、、継継続続性性をを

利利用用ししてて、、ままももななくく成成人人すするる高高校校生生にに、、新新聞聞をを

通通ししてて幅幅広広くく社社会会にに関関心心をを持持ちち続続けけ、、社社会会をを形形

成成すするる個個人人ととししてて、、いいかかにに情情報報をを得得続続けけよよううとと

すするる意意志志をを定定着着ささせせるるかかががここれれかかららもも課課題題とと

ななるる。。  
②メディア情報リテラシー教育のあり方 

 ＳＳＮＮＳＳのの発発達達にによよるる情情報報のの氾氾濫濫やや、、むむききだだしし

のの個個人人のの意意見見表表出出がが世世論論のの形形成成やや人人間間関関係係のの

構構築築にに大大ききなな影影響響をを及及ぼぼしし、、市市民民社社会会ののあありり方方

にに変変革革ををももたたららししてていいるる。。ここれれららはは、、身身近近なな国国

内内のの選選挙挙結結果果へへのの影影響響やや、、国国際際紛紛争争やや戦戦争争ににもも

関関係係ししてていいるるここととはは、、今今日日明明ららかかででああるる。。  
ここれれかかららのの社社会会をを形形成成すするる生生徒徒たたちちにに、、単単なな

るる情情報報獲獲得得技技術術ややモモララルルととししててのの情情報報教教育育だだ

けけででははななくく、、情情報報のの信信頼頼性性のの見見極極めめやや、、どどののよよ

ううにに情情報報をを活活用用ししてて自自身身のの生生活活やや社社会会をを向向上上

ささせせてていいくくかかをを、、具具体体的的にに教教育育すするるここととがが重重要要

ととななるる。。そそののたためめにに、、既既存存ののメメデディィアアのの一一つつでで

ああるる新新聞聞のの利利点点ををいいかかにに活活用用ししてていいくくかかがが、、今今

後後のの課課題題とといいええるる。。  
 

５ おわりに 

本本校校はは今今年年度度、、創創立立５５００年年目目をを迎迎ええ、、盛盛大大なな

式式典典がが行行わわれれたた。。式式典典でではは多多くくのの卒卒業業生生やや関関係係

者者がが参参加加しし、、祝祝辞辞がが述述べべらられれたた。。生生徒徒たたちちははああ

ららたためめてて学学校校のの歴歴史史のの重重みみををかかみみししめめるるとととと

ももにに、、校校訓訓のの「「継継続続はは力力ななりり」」のの伝伝統統をを受受けけ継継

ぎぎ、、「「文文武武両両道道」」のの学学校校生生活活にに邁邁進進しし、、ここれれかか

らら進進むむ実実社社会会のの現現実実にに立立ちち向向かかうう意意識識をを新新たた

ににししたた。。  

 

 

  本本校校ににおおけけるるＮＮＩＩＥＥのの実実践践はは、、日日常常的的・・継継続続

的的なな取取りり組組みみででああるるここととをを基基本本ととししててききたた。。ここ

れれかかららもも課課題題にに取取りり組組んんでで工工夫夫をを続続けけてていいきき

たたいいがが、、そそのの際際ににもも本本校校教教員員やや生生徒徒のの現現状状ををよよ

くく理理解解ししてて、、どどのの教教員員やや生生徒徒ににととっっててもも継継続続でで

ききるる実実践践ででああるるここととがが重重要要だだとと考考ええるる。。「「継継続続

はは力力ななりり」」のの言言葉葉通通りり、、新新聞聞活活用用ののねねららいいやや目目

的的をを振振りり返返りり、、持持続続可可能能でで生生徒徒ににもも有有効効なな活活用用

方方法法をを今今後後もも探探っってていいききたたいい。。  

123



 
 
 
 
 
 
 
１１．．ははじじめめにに  

本本校校はは、、広広域域通通信信制制、、単単位位制制のの普普通通科科   
高高等等学学校校でであありり、、帯帯広広学学習習セセンンタターーはは全全   
国国３３００かか所所のの学学習習拠拠点点のの１１つつととししてて２２００   
１１００年年にに帯帯広広経経済済セセンンタターービビルル内内にに開開設設、、   
２２００１１６６年年にに現現在在地地にに移移転転ししたた。。   

今今年年度度、、選選択択授授業業のの科科学学（（１１、、２２、、３３   
年年生生混混成成））のの時時間間でで「「新新聞聞記記事事をを利利用用しし   
たた学学習習」」にに取取りり組組んんだだ。。   
 

２２..生生徒徒のの様様子子  

生生徒徒はは帯帯広広市市内内ののほほかか十十勝勝管管内内町町村村やや日日

高高、、釧釧根根地地域域、、道道外外かかららもも入入学学しし、、約約３３００００

名名がが在在籍籍ししてていいるる。。   
登登校校型型のの通通信信制制ととししてて「「街街全全体体がが学学びびのの場場」」

をを掲掲げげてて、、生生徒徒たたちちはは帯帯広広神神社社祭祭やや重重要要文文化化

財財施施設設のの活活用用、、街街おおここしし活活動動、、各各種種イイベベンントト

ななどど、、地地域域ののささままざざままなな場場面面ににそそれれぞぞれれのの関関

心心やや特特技技をを活活かかししてて参参加加ししてていいるる。。  

  ままたた、、生生徒徒のの興興味味関関心心にに応応じじたたカカリリキキュュララ

ムムととししてて選選択択授授業業（（ゼゼミミ））をを設設定定ししてておおりり、、

本本実実践践をを行行っったたののはは「「科科学学」」をを選選択択ししたた生生徒徒

をを対対象象にに、、幅幅広広いい学学習習をを行行っってていいるるククララススでで

ああるる。。  

  

３３．．実実践践のの内内容容  

（（１１））学学習習ののテテーーママ  ＡＡＩＩととどどうう向向きき合合ううかか  

（（２２））学学習習ののねねららいい  ノノーーベベルル賞賞にに関関すするる新新

聞聞記記事事をを手手ががかかりりにに、、科科学学研研究究ににおおけけるるＡＡＩＩ

のの活活用用やや社社会会生生活活ととのの関関わわりりをを考考ええるる。。   
（（３３））学学習習時時間間  ５５００分分、、２２ココママ   
１１時時限限目目   ①①新新聞聞記記事事をを読読んんででそそれれぞぞれれのの

研研究究ににおおけけるるＡＡＩＩをを考考ええるる。。   
２２時時限限目目  ①①ＳＳＦＦにに描描かかれれたたＡＡＩＩ、、②②ＡＡＩＩとと   

  

  
  

  
  
ヒヒトトのの関関わわりり。。   
（（４４））学学習習展展開開  ①①ノノーーベベルル物物理理学学賞賞、、化化学学

賞賞両両部部門門ででＡＡＩＩにに関関連連すするる研研究究がが受受賞賞ししたた

がが、、どどののよよううなな研研究究がが行行わわれれ、、評評価価さされれたたのの

かかをを調調べべるる。。   
②②今今後後のの科科学学研研究究ででははＡＡＩＩががどどののよよううにに活活

用用さされれるるかかをを考考ええるる。。   
③③ＳＳＦＦ小小説説やや映映画画ににはは知知能能ををももつつロロボボッットト

やや人人工工頭頭脳脳ななどどがが登登場場すするる作作品品ががああるる。。多多くく

のの場場合合、、感感情情ははなないいももののとと描描かかれれてていいるるがが、、

将将来来、、ＡＡＩＩのの能能力力がが向向上上ししてて広広くく利利用用さされれるる

よよううににななるるとと社社会会ににははどどののよよううなな影影響響ががああ

るるかか考考ええるる。。   
  
４４．．成成果果とと課課題題  

（（１１））成成果果  機機械械学学習習、、深深層層学学習習のの歴歴史史をを調調

べべててススママーートトフフォォンンをを使使っったた検検索索ななどど、、日日常常、、

身身近近でで何何気気ななくく使使っってていいるる科科学学技技術術のの流流れれ

をを概概観観すするるここととががででききたた。。   
ＣＣｈｈａａｔｔＧＧＰＰＴＴななどど身身近近ににＡＡＩＩをを利利用用でで

ききるる環環境境ににああるる生生徒徒たたちちににととっってて、、ＳＳＦＦでで描描

かかれれたた人人工工知知能能とと比比較較ししててみみるるここととでで、、利利便便

性性をを謳謳っってていいるるＡＡＩＩのの二二面面性性をを考考ええるる機機会会

ととななっったた。。   
生生徒徒たたちちかかららはは、、   

２２００２２４４年年度度  ＮＮＩＩＥＥ実実践践報報告告  
  

  新新聞聞記記事事をを利利用用ししたた授授業業づづくくりり  
              
                  星星槎槎国国際際高高等等学学校校帯帯広広学学習習セセンンタターー  教教諭諭  高高橋橋知知行行  
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・・ＡＡＩＩののロロボボッットトがが感感情情ををももつつよよううににななるるとと  
「「不不死死のの存存在在」」とと寿寿命命ののああるる人人間間ととのの関関係係がが  
難難ししいいののででははなないいかか。。   
・・ＡＡＩＩがが自自分分でで判判断断すするるよよううににななるるとと人人間間のの   
意意思思ととはは違違うう行行動動（（操操作作））ををすするる可可能能性性ががああ

るるののででははなないいかか。。   
・・人人間間にに寿寿命命ががああるるここととをを考考ええるるとと最最終終的的にに  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ノノーーベベルル賞賞のの対対象象ととななっったたＡＡＩＩのの基基盤盤研研

究究（（物物理理学学））とと応応用用研研究究（（化化学学））にに関関すするる記記

事事をを入入口口にに、、そそれれぞぞれれのの研研究究概概要要をを調調べべ、、現現

状状、、今今後後のの展展望望をを考考ええててみみるるここととでで日日常常的的にに

利利用用ししてていいるる情情報報技技術術のの背背景景、、利利便便性性とと危危険険

性性ななどどをを身身近近ななももののととししてて捉捉ええるるききっっかかけけ

ににななっったた。。   
（（２２））課課題題  ノノーーベベルル賞賞のの記記事事ののほほかかいいくくつつ

かかののＳＳＦＦ作作品品にに登登場場ししたた知知能能ををももつつ（（ＡＡＩＩ））  
ロロボボッットトをを取取りり上上げげててＡＡＩＩとと科科学学技技術術のの関関   
  

ははＡＡＩＩがが社社会会をを動動かかすすよよううににななるるののででははなな

いいかか。。そそれれがが人人間間ににととっってていいいいかかどどううかかわわかか

ららなないい。。   
・・研研究究ににはは便便利利かかももししれれなないいがが、、そそれれがが生生活活

のの場場ままでで出出ててくくるるととちちょょっっとと不不安安。。   
・・ＡＡＩＩははツツーールルななののででそそれれななりりにに使使ええばばいいいい。。  
ななどどのの感感想想がが寄寄せせらられれたた。。   
 
 

 
 
 

  
  
わわりりのの現現状状とと将将来来をを考考ええるる時時間間ととししてて設設定定

ししたたがが、、２２ココママでではは消消化化不不足足のの感感ががああっったた。。  
  ややははりりノノーーベベルル賞賞のの内内容容ににつついいてて調調べべたた

後後、、複複雑雑なな化化合合物物のの構構造造解解析析やや構構造造予予測測、、新新

薬薬開開発発のの方方法法ななどどのの調調べべ学学習習のの時時間間をを多多めめ

ににととっったたほほううがが現現状状のの理理解解ががももっっととででききたた

とと考考ええらられれるる。。   
  ままたた、、科科学学技技術術のの二二面面性性はは正正解解ののなないい問問いい

かかけけとともも言言ええ、、折折にに触触れれてて自自問問自自答答すするるこことと

がが求求めめらられれるるののでで、、ももうう少少しし深深めめてていいききたたいい。。  
 

日日本本経経済済新新聞聞  22002244 年年 1100 月月 99 日日   
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  十十勝勝毎毎日日新新聞聞  22002244 年年 1100 月月 99 日日  

 
５５．．ままととめめ  

科科学学研研究究のの倫倫理理的的側側面面をを考考ええるるききっっかかけけ

ののひひととつつととししててノノーーベベルル物物理理学学賞賞、、化化学学賞賞をを

取取りり上上げげたた。。過過去去にに情情報報科科学学分分野野のの研研究究がが受受

賞賞対対象象ににななっったたここととははななくく、、ししかかもも複複数数分分野野

でで関関連連すするる研研究究がが対対象象ににななっったたここととももななかか

っったたののでで注注目目さされれたた受受賞賞ででああっったた。。   
物物理理学学賞賞でではは、、数数多多くく行行わわれれててききたた人人間間のの

脳脳のの仕仕組組みみをを解解明明ししよよううとといいうう研研究究ののななかか

ででもも脳脳のの働働ききをを人人工工的的ななニニュューーロロンンネネッットト   
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
  
  
  
  
  

北北海海道道新新聞聞  22002244 年年 1100 月月 1100 日日   
  
ワワーーククでで表表現現ししよよううととししたたＡＡＩＩのの基基礎礎ががああ

りり、、後後にに機機械械学学習習、、深深層層学学習習へへとと発発展展ししたた研研

究究がが対対象象ととななっったた。。   
化化学学賞賞でではは長長いい時時間間ををかかけけてて膨膨大大なな実実験験

デデーータタをを解解析析すするる必必要要ののああっったた複複雑雑なな化化合合

物物のの構構造造予予測測ににＡＡＩＩのの高高度度なな処処理理能能力力をを活活

用用ししててタタンンパパクク質質のの立立体体構構造造予予測測やや設設計計をを

行行っったた研研究究がが対対象象ににななっったた。。   
  いいずずれれもも今今後後まますすまますす科科学学研研究究のの現現場場でで

重重用用さされれるるとと考考ええらられれるる。。ししかかしし、、受受賞賞者者のの

一一人人ががそそのの前前途途ににつついいてて懸懸念念をを示示ししてていいるる

よよううにに「「人人間間のの側側のの関関わわりり方方」」、、科科学学技技術術にに対対

すするる倫倫理理的的なな思思索索、、行行動動がが一一層層求求めめらられれるる時時

代代ににななっってていいるるここととをを、、ももっっとと伝伝ええらられれるるよよ

ううなな媒媒体体ととししててのの新新聞聞のの意意義義、、価価値値をを再再認認識識

ささせせらられれるるよよううなな取取りり組組みみにに発発展展ささせせたたいい。。  
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十十勝勝毎毎日日新新聞聞  22002244 年年 1100 月月 1122 日日  
  

  

  
  
  
  

  

 

十十勝勝毎毎日日新新聞聞  22002244..1100..1111  電電子子版版（（WWaallll  SSttrreeeett  JJoouurrnnaall））  
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22002244 年年度度    札札幌幌新新陽陽高高等等学学校校  NNIIEE 実実践践報報告告  

  

NNIIEE ワワーーククシシーートトをを活活用用ししたた  

時時事事問問題題意意見見文文作作成成  
                    札札幌幌新新陽陽高高等等学学校校  教教諭諭  櫻櫻庭庭  彩彩寧寧  

１１．．ははじじめめにに  

  本本校校はは札札幌幌市市南南区区ににああるる私私立立学学校校ででああるる。。

現現在在、、全全校校生生徒徒はは 666644名名。。22002222年年度度よよりり学学年年

のの区区分分ががなないい単単位位制制にに移移行行しし、、ここれれままででののココ

ーースス制制「「特特進進ココーースス」」「「進進学学ココーースス」」「「総総合合

ココーースス」」「「探探究究ココーースス」」のの学学びびのの良良ささをを生生かか

ししたた「「ココンンパパスス制制度度」」をを導導入入ししたた。。  

  そそれれぞぞれれののココンンパパススのの授授業業のの中中でではは、、演演習習

にに力力をを入入れれたたりり、、知知識識のの定定着着をを目目指指ししたたりり、、

探探究究的的にに学学びびにに向向かかっったたりりななどど、、そそれれぞぞれれでで

学学習習のの場場がが設設定定さされれてていいるる。。  

  単単位位制制にに移移行行すするるとと同同時時にに、、「「縦縦割割りり」」がが

意意識識さされれたた「「ハハウウスス制制度度」」もも導導入入さされれたた。。全全

校校生生徒徒がが「「BBlluuee・・GGrreeeenn・・RReedd・・YYeellllooww」」のの 44ハハ

ウウススにに分分かかれれ、、学学校校祭祭やや体体育育祭祭ははハハウウススごごとと

にに競競いい合合うう。。日日常常のの HHRRもも、、混混合合でで行行わわれれるる瞬瞬

間間ががあありり、、３３年年生生のの進進路路活活動動のの様様子子をを下下級級生生

がが聞聞いいてていいたたりり、、１１年年生生のの初初めめててのの学学校校行行事事

にに上上級級生生ががアアドドババイイススししたたりり、、思思いい出出をを語語っっ

たたりりななどど、、学学年年をを超超ええたた交交流流のの場場ががああるる。。まま

たた、、22・・33年年次次のの一一部部授授業業はは学学年年ををままたたいいでで合合

同同でで行行わわれれてていいるるたためめ、、相相互互でで学学びび合合うう瞬瞬間間

ががああるる。。他他ににもも、、学学校校行行事事ででははハハウウスス内内のの他他

学学年年・・他他年年齢齢とと交交流流すするるここととががああるる。。そそれれらら

をを通通じじ、、多多様様なな人人ととのの出出会会いいをを経経験験ささせせるるねね

ららいいががああるる。。  

  新新陽陽高高校校はは 22003300ビビジジョョンン「「人人物物多多様様性性」」をを

掲掲げげ、、多多様様なな生生徒徒一一人人ひひととりりにに合合っったた「「学学びび

方方」」をを選選択択ででききるるよよううににななりり、、そそれれをを実実現現でで

ききるるよよううなな環環境境のの整整備備をを図図っったた。。  

  

２２．．ココンンパパスス制制ににつついいてて  

  22002222年年 44月月かからら単単位位制制はは始始ままりり、、自自身身のの学学

びび方方をを示示すす「「ココンンパパスス制制度度」」をを導導入入ししたた。。  

「「アアカカデデミミアア（（アアドドババンンスス//ジジェェネネリリッックク））：：

大大学学のの授授業業やや研研究究ななどどでで高高度度なな専専門門性性のの高高いい

学学習習にに必必要要なな能能力力がが身身にに付付くく学学びび方方  ※※アアドドババ

ンンススががよよりり高高度度」」  

「「ククエエスストト：：探探究究的的なな活活動動をを通通ししてて新新ししいい価価

値値をを創創造造すするる力力がが身身にに付付くく学学びび方方」」  

「「パパイイオオニニアア：：基基礎礎学学力力のの定定着着をを目目指指すすとととと

ももにに自自分分のの得得意意分分野野がが見見つつかかるる学学びび方方」」のの３３

つつののココンンパパススをを設設定定。。  

  本本校校入入学学時時にに決決めめたたココンンパパススでで 11年年間間学学

びび、、22年年次次以以降降はは自自身身でで自自由由にに時時間間割割をを設設計計すす

るるここととがが可可能能ととななっってていいるる。。  

  今今回回のの授授業業実実践践ににつついいててはは、、11年年生生「「現現代代のの

国国語語」」、、22・・33年年生生「「国国語語表表現現」」、、受受験験対対策策希希

望望者者のの３３年年生生でで行行っったた。。  

  

  

  

128



３３．．実実践践のの背背景景  

  22002222年年度度よよりり新新教教育育課課程程ととななりり、、共共通通テテスス

トトのの出出題題ににつついいててはは現現代代文文がが一一つつ追追加加さされれるる

ここととがが示示さされれてていいたた。。受受験験対対策策でで言言ええばば、、知知

識識とと日日常常をを繋繋げげるる仕仕掛掛けけがが必必要要ととななりり、、まま

たた、、受受験験突突破破のの技技術術ととししてて時時間間配配分分やや解解きき方方

のの指指導導がが必必要要ととななるる。。  

  共共通通テテスストトでで追追加加さされれたた現現代代文文のの問問題題ににつつ

いいてて、、「「実実用用的的なな文文章章」」がが加加わわっったたここととでで図図

表表のの読読みみ取取りりがが今今回回課課せせらられれてていいたた。。試試作作問問

題題やや、、今今年年度度のの共共通通テテスストトかかららもも、、最最近近のの時時

事事問問題題にに関関連連すするるテテーーママのの題題材材がが出出ててききてていい

るる。。「「文文章章」」をを読読むむだだけけででななくく、、様様々々なな情情報報

をを関関連連ささせせてて思思考考すするるここととがが必必要要ととななるる。。  

  そそししててそそのの礎礎ととななるる基基礎礎学学力力のの定定着着やや、、

「「考考ええるるこことと（（思思考考すするるこことと））」」「「書書くくここ

とと」」へへのの抵抵抗抗感感をを減減ららすすたためめにに、、ワワーーククででのの

学学習習をを検検討討ししたた。。  

  本本校校はは定定期期テテスストトをを廃廃止止しし、、単単元元ごごととののテテ

スストトのの実実施施やや小小テテスストトをを行行っってて知知識識のの定定着着をを

確確認認ししてていいるるがが、、意意図図的的にに教教員員がが記記述述問問題題、、

そそれれのの解解きき方方をを指指導導ししななけけれればば、、解解くくこことと自自

体体をを諦諦めめててししままうう生生徒徒ががいいるるこことともも事事実実ででああ

るる。。  

  そそののよよううなな、、学学びびをを諦諦めめててししままっったた生生徒徒、、

諦諦めめそそううなな生生徒徒をを支支援援ししななががららもも、、受受験験やや進進

学学をを考考ええてていいるる生生徒徒たたちちのの成成長長ををもも促促ししたたいい

とと考考ええたた。。  
４４．．対対象象生生徒徒  

  先先ににもも述述べべたたよよううにに、、今今回回のの授授業業実実践践ににつつ

いいててはは、、11年年生生「「現現代代のの国国語語」」、、22・・33年年生生「「国国

語語表表現現」」、、受受験験対対策策希希望望者者のの３３年年生生へへ行行っっ

たた。。  

  11年年生生「「現現代代のの国国語語」」ににつついいててはは、、アアカカデデミミ

アアココンンパパススをを選選択択ししてていいるる 2200名名をを対対象象にに実実

施施。。ここののククララススのの生生徒徒はは、、中中学学生生のの時時かからら国国

語語がが得得意意でで、、日日本本漢漢字字能能力力検検定定のの準準 22級級にに１１

年年生生前前期期でで合合格格すするるもものの、、33級級をを有有ししてていいるるもも

ののがが教教室室のの 11//44をを占占めめるる割割合合でで存存在在ししてていいるる一一

方方でで、、様様々々なな要要因因でで中中学学校校にに通通ええななかかっったた経経

験験かからら、、国国語語へへ苦苦手手感感をを抱抱ええてていいるる生生徒徒がが

11//44、、中中間間層層がが 11//22とと、、一一人人ひひととりりのの国国語語へへのの

向向きき合合いい方方やや学学力力にに差差ががああるるククララススででああるる。。

他他ののククララススとと比比較較すするるとと、、人人数数ににつついいててはは少少

ななくく、、全全体体でで見見るるとと基基礎礎学学力力はは他他よよりりもも定定着着

ししてていいるるここととかからら、、学学びびにに向向きき合合うう体体力力ももああ

りり、、発発展展的的なな問問題題にに対対ししててもも、、国国語語がが得得意意なな

生生徒徒がが周周囲囲をを引引っっ張張りり、、ククララスス全全員員でで意意欲欲的的

にに取取りり組組むむ姿姿勢勢がが見見らられれるる。。  

  22・・33年年生生「「国国語語表表現現」」ににつついいててはは、、一一つつのの

ククララススにに 22・・33年年生生がが混混在在ししてていいるる。。（（※※前前年年

度度にに個個人人でで授授業業選選択択をを行行ななっってていいるるたためめ、、国国

語語表表現現をを履履修修ししてていいるるももののはは希希望望者者ののみみ））ここ

のの授授業業ククララススはは２２年年生生 88名名、、３３年年生生 1155名名のの合合

計計 2233名名でで行行わわれれてていいるる。。２２年年生生ににつついいててはは、、

科科目目選選択択のの際際にに、、「「文文学学国国語語」」「「論論理理国国語語」」

「「古古典典探探究究」」「「国国語語表表現現」」かかららそそれれぞぞれれをを受受

講講すするるかか否否かかをを選選択択ししてていいるる。。２２年年生生のの場場

合合、、受受験験にに向向けけてて選選択択ししてていいるるももののやや、、論論理理

国国語語やや文文学学国国語語をを履履修修ししなないい代代わわりりにに選選択択しし

てていいるるももののがが多多いい。。３３年年生生ににつついいててはは総総合合型型

選選抜抜やや推推薦薦入入試試（（公公募募・・指指定定校校））にに向向けけてて志志

望望理理由由書書やや自自己己推推薦薦文文、、面面接接のの対対策策をを行行いいたた

いいとと目目的的がが明明確確なな生生徒徒がが受受講講選選択択をを行行ななっってて

いいたた。。先先ののククララススとと同同様様にに、、国国語語のの学学力力にに差差

ががああるるここととははももちちろろんんののこことと、、加加ええてて学学習習にに
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向向きき合合うう意意欲欲がが多多様様ととななりり、、動動機機づづけけがが必必要要

なな生生徒徒もも所所属属ししてていいたた。。  

  33年年生生のの希希望望者者ににつついいててはは、、授授業業をを除除いいたた放放

課課後後等等にに自自学学自自習習ででききるるよよううなな取取りり組組めめるるワワ

ーーククがが欲欲ししいいとといいうう要要望望にに応応ええるる形形でで実実施施。。

添添削削ををメメイインンにに使使用用すするるここととをを想想定定ししたた。。  

  
55..実実践践内内容容  

  ワワーーククににつついいててはは、、北北海海道道新新聞聞社社がが提提供供しし

てていいるる「「道道新新ででワワーーククシシーートト」」をを活活用用ししなながが

らら、、そそここかからら発発展展ささせせてて生生徒徒たたちちにに取取りり組組むむ

課課題題をを提提供供ししたた。。  

  「「道道新新ででワワーーククシシーートト」」はは、、北北海海道道新新聞聞でで

掲掲載載さされれたた記記事事をを元元にに作作成成さされれてておおりり、、1100分分

間間程程度度でで取取りり組組まませせるるここととががででききるる。。ままたた、、

記記事事にに関関連連すするる問問題題がが設設けけらられれてていいるる。。模模範範

解解答答もも準準備備さされれてていいるるたためめ、、そそれれとと自自身身のの回回

答答をを照照ららしし合合わわせせるるここととでで、、正正ししくく読読めめてていい

るるかかのの確確認認をを行行ううここととががででききるる。。  

  そそのの学学習習をを行行っったた後後にに、、独独自自でで設設定定ししたた学学

習習にに取取りり掛掛かかっったた。。  

  そそのの内内容容ととししててはは  

①①記記事事のの語語句句をを抜抜きき出出しし、、語語句句のの意意味味調調べべ  

②②記記事事でで書書かかれれてていいるるテテーーママやや出出来来事事、、社社会会

問問題題ななどどににつついいてて取取りり上上げげ、、そそれれららににつついいてて

調調べべててままととめめるる  

③③記記事事のの要要約約、、ままたたはは読読んんででみみてて考考ええたたここ

とと・・感感じじたたこことと・・疑疑問問にに思思っったたここととのの記記述述

（（118800字字以以上上））ででああるる。。（（添添付付画画像像参参照照））  

（（ccllaassssrroooomm をを通通じじてて、、ddooccuummeenntt 等等のの

文文書書アアププリリでで記記入入すするる場場合合ににはは、、入入力力のの

枠枠ののみみをを準準備備。。紙紙にに印印刷刷ししたたももののにに記記載載

ささせせ場場合合ににはは、、ママスス目目ののももののをを使使用用しし

たた。。））  

  
  

  
▲▲画画像像  「「道道新新ででワワーーククシシーートト」」とと共共にに配配布布

しし、、取取りり組組まませせたた。。  

上上：：デデーータタ配配信信用用（（ccllaassssrroooommでで使使用用））  
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下下：：印印刷刷・・配配布布用用  

  
  ①①「「意意味味調調べべ」」ににつついいててはは、、本本校校でで生生徒徒たた

ちちがが使使用用ししてていいるる CChhrroommeebbooookkをを用用いいてて意意味味調調

べべをを行行うう。。（（場場合合にによよっっててははススママーートトフフォォンン

のの使使用用もも許許可可すするる））本本文文にに載載っってていいるる語語句句かか

らら意意味味をを調調べべ、、本本文文のの理理解解をを助助けけるるとと共共にに、、

語語彙彙のの定定着着をを目目標標ととししてていいるる。。  

  ②②「「記記事事でで描描かかれれてていいるるテテーーママやや出出来来事事、、

社社会会問問題題ななどどににつついいてて取取りり上上げげ、、そそれれららににつつ

いいてて調調べべててままととめめるる」」ににつついいててはは、、記記事事のの内内

容容かからら発発展展ささせせ、、関関連連ささせせるる記記事事やや、、社社会会問問

題題ににつついいてて調調べべててままととめめるる。。  

  11年年生生ににつついいててはは、、関関連連ししたたももののをを調調べべてて視視

野野をを広広げげるるたためめにに活活用用ししてていいるるももののがが多多かかっっ

たたがが、、受受験験をを視視野野にに入入れれてていいるる生生徒徒ににつついいてて

はは社社会会問問題題にに関関連連ししたた情情報報をを集集めめてていいたた印印象象

ががああるる。。  

  ③③「「記記事事のの要要約約、、ままたたはは読読んんででみみてて考考ええたた

こことと・・感感じじたたこことと・・疑疑問問にに思思っったたここととのの記記

述述」」ににつついいててはは、、文文章章をを書書くくここととへへのの抵抵抗抗感感

をを無無くくすすここととがが一一番番のの狙狙いいででああるる。。原原稿稿用用紙紙

のの半半分分のの量量をを書書くくここととかからら始始めめ、、発発展展ささせせらら

れれれればば、、440000文文字字程程度度のの意意見見文文作作成成、、小小論論文文のの

型型でで文文章章をを書書きき上上げげるるここととへへ繋繋げげらられれるる可可能能

性性をを感感じじたた。。  

  ままずずはは本本文文のの内内容容をを引引用用ししななががらら感感想想をを書書

くくここととかからら始始めめ、、「「国国語語表表現現」」のの授授業業のの中中でで

はは「「要要約約」」のの練練習習題題材材ととししてて活活用用ををししたた。。  

  受受験験をを考考ええてていいるる生生徒徒ににつついいててはは、、解解決決策策

やや意意見見文文のの作作成成にに向向けけ、、「「主主張張」」とと「「根根拠拠・・

例例示示」」をを一一つつ取取りり上上げげるる練練習習をを行行ななっったた。。  

  そそれれぞぞれれ、、各各ククララススのの状状況況やや目目標標にに応応じじてて

記記述述のの仕仕方方をを変変ええてていいたたがが、、ああららかかじじめめ記記述述

のの欄欄ににつついいててはは複複数数のの型型をを準準備備しし、、適適宜宜どどれれ

をを使使用用すするるかか判判断断すするるここととでで目目標標をを明明確確ににでで

ききるる。。今今後後取取りり組組むむ際際ににはは、、改改良良をを行行いいたた

いい。。  

  
６６．．最最後後にに  

  普普段段ははイインンタターーネネッットト（（授授業業時時はは

CChhrroommeebbooookkをを使使用用））をを用用いいてて、、情情報報のの収収集集やや

レレポポーートトのの作作成成をを行行っってていいるる生生徒徒たたちちだだがが、、

今今回回のの学学習習でで自自身身でで情情報報をを読読みみ、、整整理理しし、、表表

現現すするるここととががででききたた。。既既知知のの情情報報とと結結びびつつけけ

ななががらら、、新新ししいい情情報報をを得得てて、、視視野野をを広広げげるるきき

っっかかけけににででききるる。。  

  ままたた、、ここれれをを基基礎礎ととししてて、、小小論論文文やや長長文文のの

意意見見文文のの作作成成にに繋繋げげるるここととががででききるる可可能能性性もも

大大いいにに感感じじたた。。読読みみのの題題材材をを、、ワワーーククシシーートト

かからら新新聞聞にに変変更更しし、、自自身身でで新新聞聞のの記記事事のの中中かか

らら一一つつのの記記事事をを取取りり上上げげ、、そそれれににつついいてて同同様様

のの取取りり組組みみをを行行うう。。そそのの活活動動のの中中ででググルルーーププ

ででのの意意見見交交換換やや、、新新聞聞紹紹介介ののよよううにに自自身身ででまま

ととめめたた文文章章とと新新聞聞記記事事ををセセッットトでで他他者者にに見見

せせ、、相相互互にに評評価価すするるこことともも可可能能ででああるるとと感感じじ

たた。。  

    

参参考考  

「「道道新新ででワワーーククシシーートト」」hhttttppss::////nniiee..hhookkkkaaiiddoo--

nnpp..ccoo..jjpp//wwoorrkksshheeeett//  
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  ２２００２２４４年年度度  NNIIEE 実実践践報報告告  

北北海海道道旭旭川川聾聾学学校校ににおおけけるる新新聞聞をを活活用用ししたた授授業業実実践践  
  北北海海道道旭旭川川聾聾学学校校  教教諭諭  福福士士  文文也也  

  

１１．．ははじじめめにに  

本本校校はは幼幼稚稚部部、、小小学学部部、、中中学学部部がが併併設設さされれ

たたろろうう学学校校ででああるる。。現現在在、、幼幼児児児児童童生生徒徒はは 2200

名名在在籍籍ししてていいるる。。幼幼児児児児童童生生徒徒数数はは減減少少傾傾向向

ににああるるたためめ、、同同年年代代のの集集団団のの形形成成ににはは課課題題がが

あありり、、子子どどもも同同士士がが関関わわるる機機会会がが少少ななくく、、以以

前前ののよよううにに時時事事やや流流行行ににつついいてて話話ををすするる様様

子子がが見見らられれななくくななっっててききてていいるる。。  

  ままたた、、聴聴覚覚障障ががいい児児のの課課題題ととししてて言言語語力力のの

発発達達がが一一番番にに挙挙げげらられれるるここととがが多多いいがが、、耳耳かか

ららのの情情報報量量がが限限らられれるるたためめ、、情情報報のの獲獲得得もも大大

ききなな課課題題ででああるるとと言言わわれれてていいるる。。近近年年ででははテテ

レレビビででもも字字幕幕やや手手話話通通訳訳のの表表示示がが増増ええててきき

てていいるるもものののの、、テテレレビビ等等のの動動画画ニニュューーススはは

次次々々とと情情報報がが流流れれてていいきき耳耳にに残残りりににくくいいたた

めめ、、情情報報をを漏漏ららししててししままっったたりり、、聞聞きき間間違違っっ

ててししままっったたりりすするるここととがが想想定定さされれるる。。以以前前かか

らら、、ろろうう学学校校ににおおいいててはは新新聞聞をを教教材材にに用用いいたた

自自立立活活動動がが進進めめらられれてていいるるととこころろででああるるがが、、

新新聞聞はは情情報報ををつつかかむむたためめのの手手段段ととししてて扱扱わわ

れれるるここととががほほととんんどどででああるる。。  

以以上上のの背背景景をを踏踏ままええ、、旭旭川川聾聾学学校校中中学学部部でで

はは、、今今年年度度、、①①日日本本語語力力のの向向上上をを目目指指ししたた新新

聞聞のの効効果果的的なな活活用用、、②②障障ががいい理理解解をを深深めめるるたた

めめのの活活用用ににつついいてて焦焦点点をを当当ててたた実実践践にに取取りり

組組むむここととととししたた。。  

  

２２．．生生徒徒のの様様子子  

本本校校でではは毎毎年年、、日日本本語語理理解解力力やや読読字字力力、、語語

彙彙力力、、文文法法力力、、読読解解力力にに関関すするる検検査査をを実実施施しし

てておおりり、、そそれれらら諸諸検検査査のの結結果果かからら本本校校のの児児童童

生生徒徒はは学学年年相相応応のの日日本本語語力力がが不不足足ししてていいるる

とといいうう課課題題がが明明ららかかととななっってていいるる。。  

  

  

  

つつままりり、、「「文文はは読読めめるるがが正正確確なな意意味味をを読読みみ

取取るるここととがが難難ししいい」」、、「「自自分分のの考考ええやや感感想想をを構構

文文ししたたりり、、表表現現ししたたりりすするるここととがが苦苦手手ででああるる」」

とといいっったた生生徒徒がが多多いいとと言言ええるる。。  

ままたた、、情情報報のの獲獲得得ににつついいててはは、、YYoouuTTuubbee 等等

のの SSNNSS をを使使用用すするるここととがが多多くく、、知知識識がが偏偏っってて

いいたたりり、、情情報報をを誤誤っってて受受けけ止止めめてていいたたりりすするる

ここととももああるる。。  

ここののよよううなな課課題題をを受受けけ、、昨昨年年度度かからら新新聞聞をを

活活用用ししたた日日本本語語のの指指導導をを進進めめるるここととととししたた。。

新新聞聞はは精精査査さされれたた情情報報がが簡簡潔潔かかつつ整整っったた日日

本本語語でで掲掲載載さされれてていいるるたためめ読読みみ取取りりややすすくく、、

文文章章力力・・構構文文力力・・表表現現力力等等のの望望ままししいい日日本本語語

力力のの獲獲得得やや語語彙彙のの拡拡充充ににととっってて有有効効なな教教材材

ででああるるとと考考ええらられれるる。。  

ししかかしし、、活活字字へへのの苦苦手手意意識識やや、、家家庭庭ででのの新新

聞聞のの購購読読率率がが減減少少ししてていいるるここととかからら、、実実際際にに

生生徒徒がが授授業業以以外外でで新新聞聞にに触触れれるるここととははほほとと

んんどど見見らられれなないいののがが現現状状ででああるる。。生生徒徒がが新新聞聞

にに親親ししみみ、、情情報報収収集集のの手手段段ととししてて新新聞聞をを活活用用

ででききるる力力をを身身にに付付けけささせせたたいい。。  
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３３．．実実践践のの内内容容  

（（１１））新新聞聞ククイイズズ  

本本校校でではは、、ここれれままでで図図書書室室内内にに新新聞聞をを掲掲示示

ししたたりり、、廊廊下下にに新新聞聞記記事事のの切切りり抜抜ききをを掲掲示示

ししたたりりすするるななどど新新聞聞にに触触れれらられれるる環環境境作作りり

をを進進めめててききたた。。  

ししかかしし、、自自主主的的にに新新聞聞をを手手にに取取るる生生徒徒はは

少少ななくく、、家家庭庭でで新新聞聞をを読読んんででいいるる生生徒徒もも興興

味味ののああるる欄欄をを読読むむにに留留ままっってていいたた。。  

そそここでで、、新新聞聞ににははどどののよよううななここととがが書書かか

れれてていいるるののかか知知りり、、新新聞聞にに親親ししむむここととをを主主

ななねねららいいととしし、、「「新新聞聞ククイイズズ」」をを行行ううこことととと

ししたた。。  

①①  授授業業時時間間ににおおけけるる全全体体活活動動  

新新聞聞にに書書かかれれてていいるる内内容容をを知知るるたためめ、、新新聞聞

１１部部をを丸丸ごごとと使使いい、、そそのの中中かからら得得らられれるる様様々々

なな情情報報をを元元ににククイイズズをを作作成成ししたた。。ククイイズズのの実実

施施ににああたたりり、、ままずずはは新新聞聞にに触触れれささせせるる機機会会をを

つつくくっったた。。授授業業でではは、、新新聞聞１１部部をを生生徒徒たたちちにに

渡渡しし、、担担当当すするる面面をを決決めめささせせてて新新聞聞ククイイズズにに

取取りり組組まませせるるここととととししたた。。  

新新聞聞かからら解解答答をを

見見つつけけたた生生徒徒はは全全

体体にに情情報報をを共共有有しし

合合いいななががらら、、新新聞聞

ククイイズズをを進進めめるるここ

ととががででききてていいたた。。  

時時間間内内ににククイイズズのの解解答答をを全全てて見見つつけけるるここ

ととははででききななかかっったたたためめ、、指指導導者者ががククイイズズ後後にに

答答ええ合合わわせせををししななががらら、、新新聞聞のの内内容容をを確確認認ささ

せせたた。。  

  

 

 

 

 

 

  

②②  授授業業時時間間外外ににおおけけるる個個人人活活動動  

  全全体体ででのの活活動動後後にに新新聞聞ククイイズズをを毎毎日日３３問問

ずずつつ廊廊下下にに掲掲示示すするるここととととししたた。。  

クク イイ ズズ へへ のの 取取 りり

組組みみはは任任意意でであありり、、

ああ くく まま でで 生生 徒徒 のの 主主

体体 的的 なな 活活 動動 をを 目目 的的

ととししてて行行っったた。。  

  ままたた、、生生徒徒のの意意欲欲ににつつななげげるるたためめにに、、ククイイ

ズズ正正答答数数のの積積みみ上上げげがが分分かかるるググララフフをを毎毎日日

更更新新ししてて掲掲示示すするるここととととししたた。。  

  取取りり組組みみはは任任意意ででああっったたがが、、登登校校後後やや休休みみ

時時間間にに新新聞聞とと向向きき合合うう生生徒徒がが増増ええ、、意意欲欲的的にに

新新聞聞ククイイズズにに取取りり組組むむ姿姿がが見見らられれたた。。  

ままたた、、ククイイズズのの

難難度度がが上上ががるるとと、、

友友達達とと協協力力ししてて新新

聞聞ククイイズズにに取取りり組組

むむ様様子子もも見見らられれるる

よよううににななっったた。。  

  

（（２２））新新聞聞記記事事かからら意意見見文文をを書書くく  

昨昨年年度度はは、、聴聴覚覚障障ががいいににつついいててのの知知識識をを広広

げげるるたためめ、、「「ままなな bbeellll」」をを活活用用ししてて調調べべ学学習習

をを行行っったた。。新新聞聞をを用用いいたた学学習習をを通通ししてて聴聴覚覚障障

ががいいやや地地域域のの動動ききにに対対すするる知知見見をを広広げげるるここ

ととにに効効果果がが見見らられれたたがが、、「「記記事事のの内内容容把把握握にに

時時間間ががかかかかるる」」、、「「文文章章のの要要約約にに止止ままりり、、内内容容

のの理理解解がが不不十十分分」」とといいっったた２２点点がが反反省省ととししてて

挙挙ががっったた。。  

２２点点のの反反省省をを受受けけ、、今今年年度度はは全全員員でで同同じじ記記

事事をを扱扱いい、、記記事事のの内内容容にに対対ししてて話話しし合合うう時時間間

をを確確保保すするるここととでで内内容容理理解解をを深深めめらられれるるよよ

ううににししたた。。ままたた、、要要約約だだけけでではは内内容容のの理理解解がが

不不十十分分ででああっったたたためめ、、意意見見文文をを作作成成すするるこことと

をを目目的的ととししてて活活動動をを計計画画ししたた。。ままたた、、意意見見文文

のの作作成成にに当当たたっっててはは、、言言語語力力にに配配慮慮ししてて国国語語

科科とと横横断断的的にに扱扱ううここととととししたた。。  

［［新新聞聞ククイイズズ（（一一例例））］］  

・・新新聞聞（（朝朝刊刊））のの定定価価はは１１部部いいくくらら？？  

・・今今日日のの東東京京のの予予想想最最高高気気温温はは？？  

・・JJAA 全全農農のの、、LL ササイイズズのの卵卵のの平平均均価価格格はは？？  

・・明明日日のの旭旭川川市市のの日日のの出出時時刻刻はは？？  

そそのの他他、、紙紙面面のの記記事事かからら全全 2200 問問をを作作成成  
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①①  新新聞聞記記事事のの内内容容理理解解  

今今回回はは、、聴聴覚覚障障ががいい者者とともも関関係係ししてていいるる

「「旧旧優優生生保保護護法法」」ににつついいてて書書かかれれたた記記事事をを扱扱

っったた。。記記事事ににはは本本校校生生徒徒もも関関わわりりののああるるろろうう

ああ協協会会のの方方かかららののココメメンントトももあありり、、関関心心ををもも

っってて取取りり組組むむここととががででききるる記記事事だだとと考考ええたた。。  

  本本テテーーママはは、、文文章章がが難難ししくく、、聞聞きき慣慣れれなないい

言言葉葉がが多多いいだだけけででななくく、、イイメメーージジををももつつこことと

もも難難ししいい内内容容ででああっったた。。  

  ししかかしし、、生生徒徒全全員員でで記記事事のの内内容容をを話話しし合合うう

ここととでで、、「「旧旧優優生生保保護護法法」」やや「「優優生生思思想想」」、、「「不不

妊妊」」やや「「人人工工中中絶絶」」とといいっったた言言葉葉でで躓躓いいてていい

るるここととをを自自覚覚しし、、言言葉葉のの意意味味をを調調べべななががらら内内

容容をを確確認認ししてていいくくここととががででききたた。。  

  そそれれででもも、、当当事事者者のの思思いいがが文文字字情情報報だだけけでで

はは伝伝わわりりににくくいい面面ももああっったたたためめ、、当当事事者者がが語語

っってていいるる動動画画をを活活用用すするるここととととししたた。。  

②②  意意見見文文のの作作成成  

ままずずはは、、記記事事かからら得得たた内内容容をを元元にに、、意意見見文文

のの構構想想メメモモをを作作成成ししたた。。構構想想メメモモはは、、記記事事のの

言言葉葉をを引引用用ししてて意意見見文文がが作作成成ででききるるよよううにに

項項立立ててををししたた。。  

構構成成メメモモをを見見るるとと、、記記事事ににつついいてて全全体体でで話話

しし合合っったた際際のの内内容容をを踏踏ままええてて自自分分のの意意見見をを

述述べべてていいるる生生徒徒もも見見らられれたた。。  

次次にに構構想想メメモモかからら、、意意見見文文をを作作成成ししたた。。意意

見見文文はは書書ききややすすささをを意意識識ししてて３３段段構構成成ににすす

るるここととととししたた。。構構成成メメモモのの項項目目ははそそれれぞぞれれのの

段段落落にに対対応応ささせせてておおりり、、作作文文にに苦苦手手意意識識ののああ

るる生生徒徒ででもも取取りり組組むむここととががででききたた。。  

４４．．成成果果とと課課題題  

（（１１））成成果果  

①①新新聞聞ククイイズズ  

昨昨年年度度ままでで記記事事のの切切りり抜抜ききかからら新新聞聞ククイイ

ズズをを出出ししてていいたたがが、、今今回回はは新新聞聞１１部部ををままるるごご

とと使使っっててククイイズズをを実実施施ししたた。。ははじじめめはは「「そそんん

ななこことと新新聞聞にに載載っっててなないいよよ」」とと疑疑っってていいたた生生

徒徒もも、、ククイイズズにに取取りり組組むむ中中でで「「新新聞聞ににはは色色んん

なな情情報報がが載載っってていいるるんんだだねね」」とと新新聞聞ががももつつ情情

報報量量のの多多ささにに気気付付くくここととががででききたた。。  

ままたた、、取取りり組組みみをを継継続続すするるここととでで、、生生徒徒たた

ちちははククイイズズのの解解答答をを紙紙面面かからら探探しし出出すすままでで

のの時時間間がが短短くくななっってていいっったた。。毎毎日日新新聞聞にに触触れれ

るるここととでで、、新新聞聞のの構構成成をを理理解解ししてていいっったたたためめ

だだとと考考ええらられれるる。。ここれれはは、、情情報報収収集集のの手手段段とと

ししてて新新聞聞をを用用いいるるたためめにに必必要要ななススキキルルででああ

るる。。  

ここれれままでで、、特特定定のの記記事事をを限限定定的的にに扱扱ううこことと

ががほほととんんどどででああっったたがが、、新新聞聞にに関関心心ををももたたせせ

るるたためめににはは新新聞聞ままるるごごととにに触触れれささせせるる経経験験

がが必必要要ででああるるここととがが分分かかっったた。。  

北海道新聞 2024 年 12 月 11 日 
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②②新新聞聞記記事事かからら意意見見文文をを書書くく  

生生徒徒たたちちにに新新聞聞記記事事をを元元にに意意見見文文をを書書かか

せせたたここととでで、、日日頃頃使使用用すするるここととののなないい言言葉葉をを

用用いいななががらら作作文文すするるここととががででききたた。。記記事事をを見見

直直ししななががらら作作文文ででききるるととこころろがが他他ののメメデディィ

アアとと比比べべたた新新聞聞のの大大ききなな利利点点のの一一つつででああるる。。  

ままたた、、新新聞聞にに書書かかれれたた文文章章をを読読むむ（（イインンププ

ッットト））だだけけででななくく、、新新聞聞のの言言葉葉をを用用いいてて文文をを

書書くく（（アアウウトトププッットトすするる））場場面面をを作作るるここととでで、、

作作文文ススキキルルのの定定着着やや語語彙彙のの拡拡充充ににつつななががっっ

たた。。  

  ささららにに、、生生徒徒たたちちにに、、新新聞聞記記事事のの内内容容ににつつ

いいてて全全体体でで話話しし合合わわせせたたここととでで、、障障ががいいへへのの

理理解解がが深深ままっったた。。生生徒徒のの意意見見文文かかららもも、、「「障障がが

いい」」やや「「差差別別」」とと向向きき合合おおううととすするる意意見見がが多多

くく述述べべらられれてていいたた。。  

新新聞聞ががももつつ信信頼頼性性やや保保存存性性はは聴聴覚覚障障ががいい

児児ににととっってて社社会会的的なな課課題題とと向向きき合合わわせせるる上上

でで非非常常にに有有効効ででああるるとといいええるる。。ままたた、、新新聞聞でで

はは関関連連すするる内内容容がが続続けけてて掲掲載載さされれるるここととがが

多多いいたためめ、、必必要要

にに 応応 じじ てて 活活 用用

しし てて いい くく ここ とと

でで 障障 がが いい へへ のの

知知 見見 をを 広広 げげ てて

いい くく ここ とと もも 可可

能能ででああるる。。  

  

（（２２））課課題題  

①①新新聞聞ククイイズズ  

今今回回はは新新聞聞１１部部をを全全体体でで共共有有ししななががららククイイ

ズズにに取取りり組組んんだだがが、、読読みみたたいいととききにに読読めめなないい

とといいうう状状況況がが見見らられれたた。。  

新新聞聞にに親親ししむむたためめににはは、、日日頃頃かからら新新聞聞にに触触

れれるるここととがが大大切切ででああるる。。従従来来ででああれればば家家庭庭かか

らら新新聞聞をを持持っっててききててももららううこことともも可可能能ででああ

っったたがが、、最最近近はは新新聞聞をを購購読読ししてていいるる家家庭庭もも少少

ななくくななっってていいるる。。  

そそののたためめ、、新新聞聞をを用用いいたた学学習習をを進進めめるるたためめ

のの十十分分なな環環境境をを設設定定ししてていいくく必必要要ががああるる。。  

②②新新聞聞記記事事かからら意意見見文文をを書書くく  

ここれれままででもも、、関関心心ののああるる記記事事をを選選んんでで感感想想

をを発発表表すするるななどど、、新新聞聞をを用用いいたた学学習習をを進進めめてて

ききたた。。今今回回はは「「障障ががいい理理解解」」ををテテーーママにに新新聞聞

記記事事をを選選んんでで意意見見文文をを書書くくここととととししたたがが、、生生

徒徒のの言言語語力力やや関関心心にに合合わわせせてて記記事事をを選選ぶぶここ

ととのの重重要要性性がが感感じじらられれたた。。  

ややははりり、、活活字字にに対対すするる苦苦手手意意識識がが強強くく、、文文

量量にによよっっててはは読読むむここととににもも抵抵抗抗感感をを示示すす場場

合合ががああるる。。特特にに関関心心ののなないい記記事事にに対対ししててはは顕顕

著著ででああっったた。。  

ししかかしし、、中中学学生生ででああれればば社社会会問問題題やや時時事事問問

題題ににもも目目をを向向けけささせせたたいい。。新新聞聞ををよよりり一一層層活活

用用ししてていいくくたためめににはは、、指指導導者者がが新新聞聞とと向向きき合合

いい、、生生徒徒たたちちにに必必要要なな新新聞聞記記事事をを蓄蓄積積ししてていい

くくここととがが大大切切ににななるる。。  

  

５５．．おおわわりりにに  

ろろうう学学校校ににおおいいてて、、生生徒徒がが社社会会にに関関心心ををもも

ちち、、自自分分をを見見つつめめ、、そそれれをを表表現現ししてていいくく力力をを

身身にに付付けけささせせてていいくくここととがが課課題題ととななるる。。新新聞聞

はは、、自自分分とと社社会会、、自自分分とと他他者者ととのの関関わわりりににつつ

いいてて考考ええをを深深めめるるううええででよよいい教教材材ととななるる。。今今

後後もも新新聞聞をを効効果果的的にに活活用用ししたた授授業業のの在在りり方方

をを探探ししてていいききたたいい。。  

［［生生徒徒のの意意見見（（一一例例））］］  

・・昔昔のの人人ののおおかかげげでで、、障障害害者者もも暮暮ららししややすす

いい世世のの中中にに変変わわっっててききたた。。  

・・差差別別さされれたた経経験験ががなないいたためめ、、実実感感ががななかか

っったたがが記記事事をを読読んんでで差差別別意意識識とといいううもものの

がが分分かかっったた。。  

・・差差別別意意識識をを持持つつ人人ににはは、、ままずず障障害害者者のの立立

場場にに立立っってて考考ええててほほししいい。。  

・・障障害害者者差差別別のの法法律律ははななくくななっったたがが、、差差別別

意意識識ももななくくななるる時時代代がが来来ててほほししいい。。  
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                          編編集集をを終終ええてて  

  

  22002244 年年 1122 月月初初旬旬、、道道東東のの別別海海町町野野付付中中学学校校でで、、野野付付学学校校区区学学校校運運営営協協議議会会主主催催のの野野付付小小

55 年年生生・・野野付付中中 22 年年生生合合同同「「ままわわししよよみみ新新聞聞」」のの授授業業がが公公開開さされれままししたた。。ここのの授授業業ののねねららいい

はは、、小小中中のの異異学学年年ググルルーーププででのの「「ままわわししよよみみ新新聞聞」」活活動動をを通通ししてて、、①①情情報報リリテテララシシーー  ②②思思

考考力力・・判判断断力力・・表表現現力力  ③③中中学学生生ののリリーーダダーー性性のの育育成成やや、、小小中中学学生生のの「「ギギャャッッププ」」のの軽軽減減をを

目目指指ししてていいまますす。。最最初初はは互互いいにに遠遠慮慮気気味味でですすがが、、次次第第にに中中学学生生ののリリーーダダーーシシッッププのの元元、、小小学学

生生がが自自分分のの選選んんだだ記記事事をを自自分分のの言言葉葉でで説説明明ししたたりり、、中中学学生生ががググルルーーププのの仲仲間間のの話話ををししっっかか

りりとと受受けけ止止めめたたりりすするる姿姿がが見見らられれるるよよううににななりりまますす。。ささららにに、、11枚枚のの壁壁新新聞聞ととししてて完完成成ししてて

いいくく過過程程でで仲仲間間意意識識もも高高ままっってていいききまますす。。別別海海町町でではは、、毎毎月月最最終終週週のの月月曜曜日日にに町町内内全全児児童童・・

生生徒徒にに新新聞聞がが配配布布さされれるる「「別別海海町町新新聞聞のの日日」」がが実実施施さされれてておおりり、、ここのの下下地地ががししっっかかりりとと活活かか

さされれたた「「ままわわししよよみみ新新聞聞」」のの活活動動ととななっってていいままししたた。。非非常常ににアアナナロロググなな新新聞聞活活用用ででははあありりまま

すすがが、、本本来来のの新新聞聞記記事事のの良良ささをを活活かかししたた素素晴晴ららししいい授授業業提提案案でであありりままししたた。。  

  22002244 年年度度のの各各地地のの地地区区セセミミナナーーでではは、、IICCTT をを有有効効にに活活用用ししたた授授業業がが多多くく見見らられれままししたた。。

IICCTT をを活活用用すするるここととでで、、多多くくのの情情報報をを子子どどももたたちちのの端端末末にに瞬瞬時時にに提提供供ししたたりり、、ボボーードドをを活活用用

しし互互いいのの意意見見をを交交流流しし合合っったたりりすするるここととがが短短時時間間でで実実現現ししてていいままししたた。。ししかかしし、、一一つつのの記記事事

ににししっっかかりりとと向向きき合合っってて自自分分のの考考ええををももちち、、交交流流しし合合うう時時間間もも大大切切ににししてていいかかななけけれればばなな

りりまませせんん。。今今後後、、デデジジタタルルとと紙紙ををどどののよよううにに融融合合ししたた単単元元構構成成をを工工夫夫ししてていいくくののかか、、子子どどもも

たたちちのの実実態態やや単単元元ののねねららいいかかららししっっかかりりとと考考ええてていいかかななけけれればばななららなないいとと思思いいまますす。。  

  ささてて、、22002244 年年度度ＮＮＩＩＥＥ実実践践報報告告書書でではは、、上上記記ののよよううなな IICCTT 活活用用にによよるる記記事事デデーータタベベーースス

のの活活用用事事例例がが多多くく紹紹介介さされれてていいまますす。。ままたた、、最最近近全全道道ででもも多多くくななっってていいるる義義務務教教育育学学校校ででのの

実実践践もも掲掲載載さされれ、、校校種種間間連連携携のの意意味味かかららもも大大変変参参考考ににななるる実実践践記記録録ととななっってていいまますす。。  

  本本編編がが有有効効活活用用さされれ、、各各学学校校ででねねららうう子子どどもものの姿姿のの育育成成にに、、ここのの実実践践がが活活かかさされれるるここととをを

願願っってておおりりまますす。。  
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